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本会議開会 

 

開  議    平成２０年３月５日 午前９時１０分 

議  長    おはようございます。今日は暦の上で啓蟄です。余寒が続いていますが春近しの感でご

ざいます。 

        定足数に達していますので、ただ今から、平成２０年３月飯島町議会定例会を開会いた

します。 

この定例会においては、平成２０年度各会計予算をはじめ重要な案件の審議が予定され

ております。林代表監査委員さん、河野教育委員長さんにはご出席いただきありがとうご

ざいます。 

議員各位、理事者並びに説明員には、会期中を通じて慎重なご審議と、円滑な議事運営

にご協力いただきますようお願いをいたします。 

これより本日の会議を開きます。 

本日の議事日程についてはお手元に配布のとおりです。 

開会に当り、町長からごあいさつをいただきます。 

町  長    おはようございます。３月議会招集にあたりまして一言ごあいさつを申し上げます。平

成２０年２月１５日付飯島町告示第８号をもちまして、平成２０年３月飯島町議会定例会

を招集をいたしましたところ、議員各位には時節柄ご多忙の中を全員のご出席を賜りまし

て誠にありがとうございます。 

さて、今年の冬は例年になく寒さが続き３月を迎えたわけでありますが、心配をされま

した大雪の被害もなく、南の方からは桜の便りも聞かれる頃となりました。今後凍霜害等

もなく安定した気象状況が続き、春の農作業が順調に進むことを願うものでございます。

さて、今３月定例会は新年度予算を審議をいただく重要な議会でもございます。平成２０

年度予算は私にとりまして町政２期目のスタートとしての予算であり、自立し持続発展可

能なまちづくりを目指した３年目の予算でございます。施策の基本は中期総合計画３年目

を迎え、この実現に向けたまちづくりの実践、ふるさとづくり計画、集中改革プランを軸

とした行財政改革の推進に置き、その施策の重点を、１つとして「住民主役の協働のまち

づくりを進める予算」、２つに「子育て支援、若者定住、新規企業導入など人口増と活性

化を促進をする予算」、３つには「交流の時代の新しい基盤整備や地域特性を生かした産

業進行を促進をする予算」、更に４つとして「安心・安全なまちづくりを進める予算」、

５つ目最後に「生活の質を高める快適環境をつくる予算」、この５つをキーワードに置い

てそのスローガンを「協働と子育てで未来をはぐくむ健やか予算」として施策の点検を行

いながら、限られた財源を有効に生かすために重点的かつ効率的な予算配分に意を払い、

予算編成を行ったところでございます。また新しく出発する地方公共団体の財政の健全化

に関する法律の趣旨にも意を払い、将来に向けて足腰の強い財政基盤を確立するための財

政対策も盛り込みました。詳細につきましては明日の新年度予算提案時の施政方針で詳し

く述べさせていただきたいと思っております。 

さて本議会定例会にご提案申し上げます案件につきましては、人事案件２件、条例案件

６件、補正予算案件６件、平成２０年度予算案件が８件、その他案件６件の計２８件であ
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ります。特に専決補正予算におきましては原油価格の高騰を受け、産業振興に対する緊急

支援を行うための専決予算、及び新年度予算として後期高齢者医療制度が開始をされるに

伴いまして、特別会計の新設もお願いをしてございます。いずれも重要な案件であります

のでなにとぞ慎重な審議をいただきまして、適切なる決定を賜りますようお願いを申し上

げまして、議会招集のごあいさつといたします。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

議  長    日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１１５条の規定により、９番 平沢 晃 議

員、１０番 内山淳司 議員を指名します。 

 

議  長    日程第２ 会期の決定を議題とします。 

本定例会の会期は、議会運営委員会において協議しておりますので、議会運営委員長の

報告を求めます。 

          平沢議会運営委員長。 

議会運営委員長  会期について報告いたします。去る２月２１日に議会運営委員会を開催し、本定例会の

会期につきましては、案件の内容からいたしまして、本日から３月１７日までの１３日間

と決定されましたのでご報告申し上げます。 

議  長    お諮りします。ただいまの委員長報告のとおり、本定例会の会期は、本日から３月１７

日までの１３日間としたいと思います。 

異議ありませんか。 

（異議なしの声多数） 

議  長    異議なしと認めます。従って会期は本日から３月１７日までの１３日間とすることに決

定しました。委員長自席にお戻りください。 

会期の日程については事務局長から申し上げます。 

事務局長    （会期日程説明） 

 

議  長    日程第３ 諸般の報告を行います。 

        初めに町当局からの報告を求めます。 

町  長    それでは私の方からは３件につきましてご報告をさせていただきたいと思います。先ず

飯島町土地開発公社の平成２０年度の事業計画及び予算についてご報告を申し上げます。

このことにつきましては、去る２月２９日の飯島町土地開発公社理事会において審議をお

願いし、議決をいただきましたので、ここにご報告を申し上げます。新年度はかつてない

大型の予算規模となっております。初めに事業計画の概要についてご説明を申し上げます。

土地の取得計画では継続事業であります伊南バイパス用地を、新年度は田切地区を中心に

従来までの取得費 500,000,000 円から 800,000,000 円として積極的に国との協議の中で進

めてまいりたいと考えております。公有地取得事業では町道の芝宮線改良工事にかかる用

地取得を行ってまいります。工業用地の造成事業につきましては久根平工業団地用地及び

陣馬の工業団地の拡張、並びに七久保の農産物加工販売施設用地にかかる造成工事を

140,000,000 円余りで行ってまいります。また新たな工業団地につきましては国県との協

議調整を進めて鋭意進めて促進をしてまいりたいと考えております。 
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次に用地の処分計画では平成１７、１８、１９年度に取得をいたしました伊南バイパス

用地を国土交通省へ売却するほかに、久根平、陣馬工業団地への拡大計画に伴う用地を売

却をしてまいります。 

次に予算概要について申し上げますが、主な収入見込みといたしまして平成１７、１８、

１９年度に取得した伊南バイパス用地を国に 385,000,000 円で売却をし、工業団地の売却

収益も 270,000,000 円ほど見込んでおります。これに対して、伊南バイパス用地売却原価

385,000,000 円、工業団地への売却原価 263,000,000 円でございますが、この結果により

まして事業収益におきましては単年度で 8,000,000 円ほどの黒字となる見通しでございま

す。詳しくはお手元の事業計画並びに予算書のとおりでございますので後ほどご覧をいた

だきたいと思います。 

続きまして平成２０年度の財団法人飯島町振興公社事業計画並びに予算についてご報告

を申し上げます。このことにつきましては 

去る２月の２７日の理事会におきまして審議をお願いし承認をいただきましたので、そ

の概要を地方自治法の規定によってご報告を申し上げます。平成２０年度の振興公社事業

は町の指定管理業務の３年目といたしまして、１つには本郷道の駅の産地形成促進施設の

指定管理業務、２つには千人塚公園指定管理業務、３つ目に与田切公園指定管理業務、そ

して４つ目に図書館の指定管理業務の４業務と、独自事業であります山岳施設の管理業務、

道の駅本郷管理業務、観光業務、観光協会の事務局の業務、信州いいじま桜守の事務局取

り扱い業務、及び千人塚公園の事業としまして、マレットゴルフ、釣り、オートキャンプ

等の事業がございます。主な収入といたしまして指定管理料の収入、施設利用の収入、委

託料の収入、マレットゴルフ事業収入、キャンプ場の事業収入などにおきまして、合計で

41,405,000 円に対しまして、事業費といたしましては一般管理費及び事業外費用を加えて

収入予算同額となります。対前年比では９８.１％の事業規模となったわけでございます。

各種管理業務の履行は元より今後とも更なるサービスの向上を図り、飯島町振興公社の目

的達成のために一層の努力をしてまいります。振興公社の予算事業内容につきましてもお

手元の資料のとおりでございますのでご覧をいただきたいと思います。 

最後に株式会社エコーシティ駒ケ岳の平成２０年度の事業計画及び予算計画につきまし

てご報告を申し上げます。このことにつきましては去る２月１５日の開催の同社取締役会

において承認をされておりますので、地方自治法規定によりましてその概要を報告を申し

上げます。 

最初に同日開催をされました臨時株主総会におきまして前駒ケ根市長中原正純氏と前駒

ケ根市商工会議所会頭渋谷敦氏の後任取締役といたしまして、杉本幸治氏及び山下祥弘氏

の 選任及び監査役として山田敏明前副町長に代わって箕浦副町長の選任が議決をされ、

続いて行われました取締役会におきまして、代表取締役に駒ケ根市長の杉本幸治氏を選任

をいたしましたのでここにご報告を申し上げます。 

次に、平成１９年度の決算見込みでありますが、伊南４行政区域が営業エリアとなった

こと、またインターネット加入者の増が順調な経営状況にありまして、営業利益が

100,000,000 円を超える見込みとなりましたので、行政負担としてのチャンネルリース料

は各行政におきまして基金積み立てとすることといたしました。次に平成２０年度の事業

計画でありますが、総資本金 265,500,000 円で伊南４市町村をカバーする地域情報機関と
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して、昨年同様にデジタル放送への対応としてデジタル放送加入促進、行政チャンネルの

デジタル化に取り組んでまいります。有線放送電話は設置以来飯島町が１６年、駒ケ根市

が１５年を経過し、施設の老朽化、利用の減少が見られるので、利用者の意向調査を行っ

た結果、飯島・駒ケ根地区の電話をその意向に沿って廃止をするとともに、告知放送設備

の更新を行うことといたしました。経営面におきましては営業エリアの拡大に伴い故障時

における早期復旧体制の整備や、加入者に親しまれる放送番組の制作ときめ細かな生活情

報の提供に努めて、経営基盤の安定化を図ってまいります。予算計画といたしましては、

収入としては利用料及び通信料の収入が中心でありまして、売上高から売上原価を差し引

いた売上利益は 504,000,000 円ほどを見込んでおります。管理経費等では告知端末設置や

減価償却費の変更等によりまして、この額を差し引いた営業利益はマイナスの 10,000,000

円ほどを見込んでおるところでございます。詳しくはこれもお手元の資料をご覧をいただ

きたいと思います。 

以上３点につきましてご報告を申し上げました。 

議  長    ただ今報告のありました件につきましては、最終日の全員協議会において質疑を行いま

す。 

次に議長から申し上げます。 

初めに１２月定例議会において可決しました「上伊那圏内において安心して安全な出産

ができる環境を整えるための対策と援助を求める意見書」「看護師等の人材確保の促進に

関する法律の改正を求める意見書」「道路特定財源諸税の暫定税率延長等に関する意見

書」「医師不足を解消し、安心できる地域医療体制の確立を緊急に求める意見書」につき

ましては、平成１９年１２月２０日に関係行政庁に提出いたしましたので報告いたします。 

次に、請願・陳情等の受理について報告します。本日までに受理した請願・陳情等は、

お手元の請願・陳情等文書表のとおりであり、会議規則第９２条の規定により、所管の常

任委員会に審査を付託します。 

次に、例月出納検査の結果について報告します。平成１９年１２月から平成２０年２月

における例月出納検査の結果、指摘事項の報告は特にありません。 

次に、曽我弘議員から体調により早退の旨の通告がありました。 

次に、本会議に説明員として出席を求めた方は別紙のとおりであります。 

以上で諸般の報告を終わります。 

 

議  長    日程第４ 第１号議案教育委員会委員の任命についてを議題とします。 
    事務局長に議案を朗読させます。 

事務局長    （議案朗読） 

議  長    本案について提案理由の説明を求めます。 

町  長    それでは第１号議案教育委員会の委員の任命について提案理由の説明を申し上げます。

本年３月９日付を持ちまして教育委員として３期１２年、その内１１年間教育委員長とし

て町の教育行政の進展のために格別のご尽力をいただきました、ここにおられます河野通

昭さんが退任をされることになりました。ここに改めてそのご功績に対し心から敬意と感

謝を申し上げる次第でございます。さて、後任の教育委員の任命について、今回地方教育

行政の組織及び運営に関する法律の一部が改正をされ、平成２０年４月１日より、委員の
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任命にあたって委員の内に２０歳未満の子どもを持つ保護者が含まれるようにしなければ

ならないというふうに規定されたため、慎重に検討をしてまいりました。本日教育委員と

してご提案申し上げます当町本郷第三耕地の塩沢良和氏には、お手元の経歴書にございま

すとおりでございますが、昭和４５年４月飯島町役場に奉職され、以来３８年間、現在は

地域福祉センター所長として勤務しておられますが、この３月３１日をもって退職をされ

ます。職員として経歴の中にも教育委員会勤務が１１年間あり、特に平成１０年から３年

間は学校教育の係長として学校教育及び生涯学習の指導的立場にあったことから、教育全

般に渡って造詣の深い方であるというふうに思っております。またこのような経験を生か

して教育行政の振興に尽力をいただけるものと思っているところでございます。つきまし

ては地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第 1 項の規定により議会の同意をお

願いするものでございます。なお任期は地方教育行政の組織及び運営に関する法律第６条

の兼職禁止にかかわる規定により、地方公共団体職員との兼職ができないことから、この

平成２０年４月１日から平成２４年３月３１日まででございます。よろしくご審議の上、

議員各位全員のご同意を賜りますようお願いを申し上げまして提案理由の説明といたしま

す。 

議  長    これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（なしの声） 

議  長    質疑なしと認めます。質疑を終わります。 

討論を省略し、これから第１号議案教育委員会委員の任命についてを採決します。この

採決は起立によって行います。 

本案は適任者としてこれに同意することに賛成の方はご起立願います。 

［賛成者起立］ 

ありがとうございました。お座りください。 

議  長    起立全員です。従って第１号議案は原案のとおり同意することに決定しました。 

暫時休憩といたします。そのままお待ちください。 

［塩沢良和さん入場］ 

議  長    再開いたします。 

        ここで、只今選任同意されました塩沢良和さんからご挨拶をお願いいたします。 

［塩沢良和さん登壇・挨拶］ 

塩沢良和氏   只今教育委員に選任されました本郷の塩沢良和と申します。今まで教育改革などの教育

という言葉を報道等で耳にしましても他人事のように思っておりました私であります。元

より浅学非才な私でありました。今日この場にお招きをいただきまして改めて責任の重大

さを思い知った次第であります。これからは町長さんはじめ議員の皆様のご指導を賜りな

がら教育の現場や町民の皆様の期待に応えられるよう、自分なりに一生懸命任を果たして

まいる所存であります。本席の皆様方には格別なるご指導ご鞭撻を賜りますよう重ねてお

願いをいたします。ありがとうございました。 

議  長    塩沢良和さんありがとうございました。 

        暫時休憩といたします。そのままお待ちください。 

［塩沢良和さん退場］ 

議  長    再開いたします。 
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議  長    日程第５ 第２号議案固定資産評価委員会委員の選任についてを議題とします。事務局 

長に議案を朗読させます。 

事務局長    （議案朗読） 

議  長    本案について提案理由の説明を求めます。 

町  長    第２号議案固定資産評価審査委員会委員の選任について、同意を求めることについて提

案理由の説明を申し上げます。固定資産評価審査委員は、当該市町村の住民市町村税の納

税義務がある者、または固定資産の評価について学識経験を有する者の内から当該市町村

の議会の同意を得て市町村長が選任をすることとされておりまして、任期は３年とするこ

とが地方税法第４２３条第３項及び６項に規定をされております。現在、宮脇幸男さん、

堀越壽一さん、上原勇さんの３名が在任中でありますが、堀越壽一さんが平成２０年３月

３１日に任期満了となります。任期満了後の委員として引き続き堀越壽一さんを選任する

にあたり議会の同意を求めるものでございます。よろしくご審議の上、ご議決賜りますよ

うお願い申し上げます。 

議  長    これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（なしの声） 

議  長    質疑なしと認めます。質疑を終わります。 

討論を省略し、これから第２号議案固定資産評価審査委員会委員の選任についてを採決

します。この採決は起立によって行います。 

本案は適任者としてこれに同意することに賛成の方はご起立願います。 

［賛成者起立］ 

ありがとうございました。ご着席ください。 

議  長    起立全員です。従って第２号議案は原案のとおり同意することに決定されました。 

暫時休憩といたします。そのままお待ちください。 

［堀越壽一さん入場］ 

議  長    再開いたします。ここで、ただ今選任同意されました堀越壽一さんからご挨拶をお願い

いたします。 

        ［堀越壽一さん登壇 あいさつ］ 

堀越壽一氏   只今ご紹介をいただきました堀越でございます。私も委員としまして長年に渡りまして

席を汚してきたわけでございまして、ぼつぼつ交代とそういうことでお願いをした過程ご

ざいます。町長さんはじめ議員の皆さん方も町のために非常に奮闘されておりまして、そ

の点私も非常に感銘しております。そういうことでございまして、私ももう１期、皆さん

方と共にご一緒させていただくように心を決めましたので、今後ともよろしくご指導をい

ただきますようにお願いを申し上げまして、簡単ではございますけれども私のご挨拶とさ

せていただきます。 

議  長    堀越壽一さんありがとうございました。 

暫時休憩といたします。そのままお待ちください。 

［堀越壽一さん退場］ 

 

議  長    再開いたします。 
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議  長    日程第６ 飯島町農業委員会委員の推薦についてを議題とします。 

お諮りします。農業委員会等に関する法律第１２条第２項の規定に基づく議会推薦の農

業委員は３名とし、お手元に配布の名簿のとおり、杉原和男さん、森本令子さん、宮脇明

子さんを推薦したいと思います。ご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 
議  長    異議なしと認めます。 

        よって議会推薦の農業委員は３名とし、お手元に配布の名簿のとおり杉原和男さん、森 

本令子さん、宮脇明子さんを推薦することに決定しました。 

暫時休憩といたします。そのままお待ちください。 

［杉原和男さん、森本令子さん、宮脇明子さん入場］ 

議  長    再開いたします。 

        それではここで、只今推薦されました３名の皆さんからご挨拶をいただきます。初めに 

杉原和男さんからお願いいたします。 

［杉原和男さん登壇・挨拶］ 

杉原和男氏   ただ今紹介いただきました杉原和男であります。山久耕地に住んでおります。このたび

の農業委員の改選期にあたりまして議会推薦ということでお話しをいただきました。大変

未熟なものでありますけれども、町長さんはじめ行政の方々、議長さんはじめ議員の皆さ

ん方、また役場の職員の方々のご指導とご協力をいただきまして、農業委員としての職責

を果たしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

議  長    杉原さんありがとうございました。 

        次に森本令子さんお願いいたします。 

［森本令子さん登壇・挨拶］ 

森本令子氏   おはようございます。私はこのたび推薦されました上の原耕地の森本令子と申します。

自分の力も顧みずにこの大役をお受けしまして今大変戸惑っておりますが、皆さんに教え

ていただきながら、また他の農業委員さんの足手まといにならないように微力ではござい

ますが任期中全力で努めたいと思っておりますので、なにぶんにもよろしくお願いいたし

ます。 

議  長    森本さんありがとうございました。 

        次に宮脇明子さんお願いいたします。 

［宮脇明子さん登壇・挨拶］ 

宮脇明子氏   南割耕地の宮脇明子と申します。推薦いただいたんですが、なにぶんにもわからないこ

とばかりなんですけれども、一生懸命頑張りたいと思います。よろしくお願いいたします。 

議  長    宮脇さんありがとうございました。 

        暫時休憩といたします。そのままお待ちください。 

［杉原和男さん、森本令子さん、宮脇明子さん退場］ 

議  長    再開いたします。 

 

議  長    日程第７ 予算審査特別委員会の設置についてを議題とします。 
        お諮りします。本件につきましては、別紙のとおり議長を除く１１人の委員で構成する 
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「予算審査特別委員会」を設置し、本日及び明日提案されます「平成２０年度飯島町各会

計予算及び予算関係議案」をこれに付託して審査することにしたいと思います。 
 異議ありませんか。 
（異議なしの声） 

議  長    異議なしと認めます。従って本件については１１人の委員で構成する「予算審査特別委

員会」を設置することに決定しました。 
  ここで、予算審査特別委員会の開催について申し上げます。本日、本会議終了後におい

て、正副委員長選出のため予算審査特別委員会を開催いたしますので、委員の皆さんはご

承知おきください。 

 

議  長    日程第８ 第３号議案 飯島町後期高齢者医療に関する条例を議題とします。本案につ

いて提案理由の説明を求めます。 

町  長    それでは第３号議案飯島町後期高齢者医療に関する条例につきまして提案理由の説明を

申し上げます。本条例は国の医療制度改革の一環として健康保険法等の一部を改正する法

律によって、従来の老人保健法の題名を、高齢者の医療の確保に関する法律として、その

内容を全面改正する中で、７５歳以上および６５歳以上で一定の障害のある方を対象とし

て、後期高齢者医療制度が規定され平成２０年４月１日から施行されることに伴い、高齢

者の医療の確保に関する法律、長野県後期高齢者医療に関する条例、その他法令の定めが

あるものの他に、飯島町が行う事務について条例を制定するものであります。この条例に

おいては各種の提出書類の受け付け、届け出の他、保険料徴収にかかる各種受け付けや徴

収時期、督促、延滞金などを定めたものであります。なおこの後期高齢者医療にかかる会

計は、高齢者の医療の確保に関する法律第４９条により特別会計を設けることとなってお

ります。細部につきましては担当課長から説明を申し上げますので、よろしくご審議をい

ただきご議決賜りますようにお願い申し上げます。 

住民福祉課長  （補足説明） 

議  長    お諮りします。只今提案説明のありました第３号議案飯島町後期高齢者医療に関する条

例につきましては、平成２０年度予算に関連しますので予算審査特別委員会へ審査を付託

したいと思います。 

        異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長    異議なしと認めます。従って第３号議案は予算審査特別委員会へ審査を付託することに

決定しました。 

   これから質疑を行います。特別委員会への付託は決定いたしましたので、総括的な事項

について質疑されるようお願いいたします。質疑はありませんか。 

５番 

三浦議員    この後期高齢者医療制度なんですけれども、すぐ４月から始まる運びになっているわけ

ですけれども、大変に今問題が浮き上がってきておりまして、先の２月２８日の衆議院で

は野党４党が廃止法案を提出するような事態も生まれてきているわけでありまして、大変

問題の多い制度だというふうに私は認識しているわけですけれども、こうした事態につい

て状況についてどんなふうにお考えがあるのか聞いておきたいと思います。 
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町  長    国の法律が制定をされて、それに基づいてまあ各都道府県ごとに広域連合を組織してそ

の運営に当たるという大きな１つの流れの中でのこの町の条例制定でございますので、こ

の法律そのものについて今コメントする立場にはないわけでありますけれども、ただ国の

この医療制度というものが世界で最も高い高齢化社会の中で、持続可能なこの医療制度と

いうものを今後続けていかなきゃならないという大きな考え方でもって、目的はあくまで

も今までの老人保健医療ということに、更に一歩進めてこの高齢者の医療を確保をしてい

くというこの前提に立っておるわけでありますから、いろいろとまあこの負担の問題も出

てくるわけでありますけれども、基本的にはこの高齢者医療を確保して持続可能な医療制

度を構築していくという基本的な考え方に立っての制度でありますから、これを是として

各広域連合、自治体もその対応をしていくべきものというふうに思っております。 

議  長    他に質疑はありませんか。 

        （なしの声） 

議  長    他に質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

         

議  長    日程第９ 第４号議案課設置条例の一部を改正する条例を議題とします。本案について

提案理由の説明を求めます。 

副町長     それでは第４号議案課設置条例の一部を改正する条例について提案理由の説明を申し上

げます。本条例は国の医療制度改革により、この４月から高齢者の医療の確保に関する法

律が施行され後期高齢者医療制度が始まります。主体的には長野県後期高齢者医療広域連

合において事務を行いますが、先ほど提案申し上げました３号議案のとおり当町で行う事

務が発生をしてまいります。そのためこの事務を所管するところを住民福祉課と定めます。

よって本条例の住民福祉課の分掌事務に後期高齢者医療に関する事項を追加するものでご

ざいます。よろしくご審議の上ご議決を賜りますようよろしくお願いいたします。 

議  長    これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（なしの声） 

議  長    質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

５番 

三浦議員    課の設置条例の一部を改正する条例については、やむを得ず賛成をせざるを得ないとい

うことで賛成をいたしますが、後期高齢者の医療制度についてはその内容について私は年

齢により医療を差別するものであるというふうに認識をしておりまして、今も中止撤回を

求めて運動をしているところであります。または先程も申しましたが、野党４党も中止撤

回を求めるということで廃止法案を国会で提出をしたということもあります。そういう問

題の多い制度でありますが、当面の事務的な処理を実質的にはやっていかなければならな

いというこの町の状況の中でこの設置はやむを得ないというふうに判断をしたということ

であります。この課の設置によってのこの後期高齢者の係は、高齢者のための福祉や医療

がほんとに住民のためになるような組織として活動をしていただきたいというふうに願っ

ております。 

議  長    他に討論ありませんか。 

（なしの声） 
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議  長    他に討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

第４号議案課設置条例の一部を改正する条例を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに意義ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長    異議なしと認めます。従って第４号議案は原案のとおり可決されました。 

 

議  長    日程第１０ 第５号議案飯島町国民健康保険条例の一部を改正する条例を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。 

副町長     第５号議案飯島町国民健康保険条例の一部を改正する条例につきまして提案理由の説明

を申し上げます。本条例は健康保険法等の一部を改正する法律及び高齢者の医療の確保に

関する法律等の施行を受けまして、国保被保険者が医療機関に支払う一部負担金の年齢区

分の変更、それから負担割合の変更、更に特定健康診査が保険者に義務づけられてまいり

ましたので、このための必要な改正を行うものでございます。細部につきましては担当課

長から説明をさせますので、よろしくご審議の上ご議決賜りますようお願い申します。 

住民福祉課長  （補足説明） 

議  長    これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（なしの声） 

議  長    質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

５番 

三浦議員    私は今回、国の法律とはいえ、この国民健康保険条例の改正は高齢者の医療の差別とい

うふうに思っているわけであります。その中で特に７０歳から７４歳の高齢者の方の医療

の負担というものは、今回今まで１割負担が２割負担となっているようなことで、改悪の

法案であって、これを取り入れてくるということは非常に残念でなりませんが、これは法

律で決まっているわけです。しかし私自身の考えとしてはこの盛り込まれた条例に賛成す

ることはできないということで、今回はこの国民健康保険条例の一部の改正については反

対をいたします。 

議  長    他に討論ありませんか。 

（なしの声） 

議  長    他に討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

第５号議案飯島町国民健康保険条例の一部を改正する条例を採決します。この採決は起

立によって行います。本案を原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

［賛成者起立］ 

議  長    ご着席下さい。起立多数です。従って第５号議案は原案のとおり可決されました。 

 

議  長    日程第１１ 第６号議案飯島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を議題としま

す。本案について提案理由の説明を求めます。 

副町長     第６号議案飯島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例につきまして提案理由の説

明を申し上げます。本条例は健康保険法等の一部を改正する法律及び地方税法等の一部を

改正する法律案等による改正でございます。更に後期高齢者医療制度の創設に伴って条例
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改正を行うものでございます。主な改正でございますが、後期高齢者医療制度の創設に伴

って後期高齢者支援金分の負担が必要になってまいりました。そこで今までの一般介護の

区分に後期高齢者支援分を加え、国保税の税率を改正すること、またそれぞれの区分ごと

に課税賦課限度額の限度額の変更を行い、更に国民健康保険税の納税義務者が老齢等年金

を受給している場合に国民健康保険税を特別徴収する方法によって徴収するということが

改正の主な部分でございます。なお税率の改正につきましては総額では現行どおりとする

内容で、国保運営協議会へ諮問いたしまして、その内容で答申をいただいておりますので

答申を尊重しそのとおりの内容となっております。細部につきましては担当課長から説明

をいたしますので、よろしくご審議の上ご議決賜りますようよろしくお願いいたします。 

住民福祉課長  （補足説明） 

議  長    お諮りします。ただ今提案説明のありました第６号議案飯島町国民健康保険税条例の一

部を改正する条例につきましては、平成２０年度予算に関連しますので、予算審査特別委

員会へ審査を付託したいと思います。異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長    異議なしと認めます。従って第６号議案は予算審査特別委員会へ審査を付託することに

決定しました。 

    これから質疑を行います。予算審査特別委員会への付託が決定いたしましたので、総括

的な事項について質疑されるようお願いいたします。質疑を行います。質疑ありませんか。 

（なしの声） 

議  長    質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

    ここで休憩をとります。再開時刻を１１時００分といたします。休憩。 

          

 午前１０時４８分 休憩 

          午前１１時００分 再開 

 

議  長    休憩を解き会議を再開いたします。 

 

議  長    日程第１２ 第７号議案飯島町福祉医療費給付金給付条例の一部を改正する条例を議題

とします。本案について提案理由の説明を求めます。 
町  長    それでは第 7 号議案飯島町福祉医療費の給付金給付条例の一部を改正する条例につきま

して提案理由の説明を申し上げます。本条例は主には安心して子どもを育てることのでき

る環境整備の一環として、乳幼児医療対象者を乳幼児及び児童として中学校３年生まで拡

大をするものであります。この他、健康保険方等の一部を改正する法律、高齢者の医療の

確保に関する法律等に基づいて条文の整備を行うものでございます。細部につきましては

担当課長から説明申し上げますので、よろしくご審議をいただきご議決賜りますようにお

願い申し上げます。 

住民福祉課長  （補足説明） 

議  長    お諮りします。只今提案説明のありました第７号議案飯島町福祉医療費給付金給付条例

の一部を改正する条例につきましては、平成２０年度予算に関連しますので予算審査特別

委員会へ審査を付託したいと思います。異議ありませんか。 
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（異議なしの声） 

議  長    異議なしと認めます。従って第７号議案は予算審査特別委員会へ審査を付託することに

決定しました。 

    これから質疑を行います。特別委員会への付託は決定いたしましたので、総括的な事項

について質疑されるようお願いいたします。質疑はありませんか。 

１１番 

松下議員    中身でなくてその、ちょっと字句についてお伺いをいたしたいと思います。障害者とい

うこの「害」はこのまんまでいいのかどうか。 

住民福祉課長  ただ今のご質問、障害者の「害」の字でございますが、実はあの実際に障害のある方に

つきまして、この「害」という字が非常にあのイメージ的に良くないという方もおられま

す。たまたま昨日、郡の課長会がありまして、広域連合の方からこの「害」をどういうふ

うに市町村でやっておりますかという話がございました。宮田村はこの「害」は県・国か

らの申請書、あるいはそういうものに関わるものは国ではまだこの「害」を使っておりま

すので、漢字の害で一切やっているということですが、宮田村独自のいろいろの計画であ

りますとか町の障害福祉年金とかそういった場合の「害」は「ひらがな」を使っていると、

こういうのが宮田村でございました。あとの市町村につきましては漢字を使っているとい

うことでございました。実はその内容を受けまして私、今朝職員に話をしまして、こうい

うイメージ的に良くないということがあるので、たまたま今日検討していただきたいとい

う話を朝の朝礼でしたとこであります。現在はこの「害」を使っておりますけれども、今

後検討していきたいとこんなように思っております。 

議  長    他に。 

６番 

野村議員    同じく字句の問題でありますけれども、この給付金の「乳幼児及び児童」、「児童」と

いう字を１５歳まで使っていくということは、これは児童福祉法からきているのか、ある

いは少年法の方から来ているのかその点についての解釈をお願いしたいと思います。 

住民福祉課長  これにつきましては法規審査委員会でもこの「児童」という扱いをどうするかというこ

とで検討した経過がございますが、児童福祉法に基づきますと満１８歳未満はということ

がございまして、これを使っていくということで事務局では考えております。 

議  長    他に質疑ありませんか。 

（なしの声） 

議  長    他に質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 

議  長    日程第１３ 第８号議案飯島町公共下水道条例の一部を改正する条例を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。 

副町長     第８号議案飯島町公共下水道条例の一部を改正する条例につきまして提案理由の説明を

申し上げます。本条例は下水道法の汚水水質基準の改定に伴う関係条文の改正と、もう１

点は七久保浄化センターが本年４月１日より供用開始することに伴いまして、関係条文に

施設を追加するものでございます。詳細につきましては担当課長から説明させますので、

よろしくご審議の上ご議決賜りますようお願い申し上げます。 

建設水道課長  （補足説明） 
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議  長    これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（なしの声） 

議  長    質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

        これから討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声）。 

議  長    討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

        第８号議案飯島町公共下水道条例の一部を改正する条例を採決します。お諮りします。

本案は原案のとおり決定することに異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長    異議なしと認めます。従って第８号議案は原案のとおり可決されました。 

 

議  長    日程第１４ 第９号議案平成１９年度飯島町一般会計補正予算第６号専決を議題としま

す。本案について提案理由の説明を求めます。 

町  長    それでは第９号議案平成１９年度飯島町一般会計補正予算第６号専決について提案理由

の説明を申し上げます。今回の補正は１２月飯島町議会定例会後において補正の必要が生

じたものについて予算を編成し、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき１月１５日

付で専決処分をいたしましたので、同条第３項の規定に基づき今回の議会において報告を

申し上げ承認を求めるものでございます。予算規模につきましては歳入歳出予算の総額に

それぞれ 2,683,000 円を追加し、歳入歳出それぞれ 4,215,877,000 円とするものでござい

ます。内容は原油価格高騰対策といたしまして農業及び商工業振興対策を行うもので、農

業では県の「強い農業づくり交付金事業」を受け、原油価格高騰対策機械導入支援を行う

もの、及び町単独の事業で原油価格高騰緊急対策施設栽培経営支援事業として施設栽培者

にリッター当たり２円の補助を行うこととしたもの、並びに商工業振興資金の保証料補給

金に原油価格高騰対策支援分を加えることとしたなどによるものでございます。また道の

駅花の里いいじまの施設に建物と建物をつなぐ防雨（雨を防ぐ）、あるいは防雪（雪を防

ぐ）シェードを備え、利用者の利便を図りたいとの要望があり、この事業の半分を町でと

りあえず立替をし、この分を後年度で町に入れていただくこととし、この設置に必要な予

算を盛り込んだものでございます。細部につきましてはご質問によって担当課長からそれ

ぞれお答え申し上げますので、よろしくご審議をいただきご議決賜りますようにお願い申

し上げます。 

議  長    これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

４番 

坂本議員    では「強い農業づくり交付金事業」なんですけれども、現在のところどのくらいな件数

っていうか、どのくらい要請来ているんでしょうか。もう少し具体的にお願いいたします。 

産業振興課長  強い農業づくり交付金につきましてはこれは１件でございます。これはあの国の事業で

ありまして共同施設の機械をですね、１割以上燃料を削減できるような機械を導入した場

合に、国が３分の１の補助をするという制度でございまして、今回本郷地区営農組合がこ

の緊急対策の支援を受けてやるということで、事業費は 4,000,000 円で国の補助は３分の

１ということで1,333,000円ということでございます。 

議  長    他に質疑ありませんか。 
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（なしの声） 

議  長    他に質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長    討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

第９号議案平成１９年度飯島町一般会計補正予算第６号専決を採決します。お諮りしま

す。本案は原案のとおり承認することに異議ありませんか。 
（異議なしの声） 

議  長    異議なしと認めます。従って第９号議案は原案のとおり承認することに決定されました。 

 
議  長    日程第１５ 第１０号議案平成１９年度飯島町一般会計補正予算第７号を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。 
町  長    それでは第１０号議案平成１９年度一般会計の補正予算第７号について提案理由の説明

を申し上げます。予算規模につきましては歳入歳出予算の総額にそれぞれ 91,908,000 円を

追加し、歳入歳出それぞれ4,307,785,000円とするものでございます。 
先ず平成１９年度事業につきましては、厳しい財政環境にございましたが概ね計画どお

りの財政運営ができましたことは、町議会の皆様はじめ町民の皆様の深いご理解とご協力

の賜物と心より感謝を申し上げる次第でございます。今回の補正では町税の増額補正、及

び起債の繰り上げ償還のための繰入金の補正、並びに諸事業の確定に伴う補正が中心でご

ざいます。 
町税につきましては法人町民税について一部に好調な事業所もございまして、納税額が

増加したことによる増額補正でございます。また繰入金につきましては財政健全化計画に

基づきまして、今年から３年間に渡って実施をいたします起債の繰り上げ償還に充てるた

めに、財政調整基金からその一部を繰り入れるものでございます。 
歳出予算の主な内容につきましては先ず総務費では保健センター業務の効率化を図るた

めに、事務部門を本庁舎へ移転するための経費を計上いたしました。保健窓口の一元化は

保健や福祉サービスを提供する際のワンストップサービスを実現し、住民の利便性向上に

つながるものと考えております。エコーシティ駒ケ岳へのチャンネルリース料は、今年度

も将来の情報化施策への備えとするために、高度情報化基金へ積立をしてまいります。先

程報告の中でエコーシティの内容に触れて申し上げた内容でございます。民生費では障害

者自立支援事業や介護保険特別会計への繰出金など、また衛生費におきましても高齢者イ

ンフルエンザ予防接種やピロリ菌検査希望者の増加などの実績に基づく補正でございます。

商工費のＩターン者定住奨励事業も追加申請によるものでございます。また土木費におき

ましては町道堂前線の整備に向けまして、用地を先行取得をするための予算を計上いたし

ました。教育費では老朽化した図書館の図書管理システムを県市町村振興協会の交付金を

活用して更新をいたします。利用者のサービス向上が期待できるものと考えております。

全般としましてはここにきて必要になりました諸施設への備品の設置や修繕等に要する予

算を補正計上させていただきました。なお３月末にならないと確定できない事業等もかな

りございますので、これらにつきましては３月末の専決で最終補正を予算編成をさせてい

ただき、後刻ご報告をさせていただきたいと思っております。その他の補正内容細部につ
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きましてはそれぞれ担当課長から説明をいたさせますので、よろしくご審議をいただきご

議決賜りますようにお願いを申し上げます。 
総務課長    （補足説明） 
会計課長    （補足説明） 
住民福祉課長  （補足説明） 
産業振興課長  （補足説明） 
建設水道課長  （補足説明） 
教育次長    （補足説明） 
議会事務局長  （補足説明） 
議  長    ここで昼食のため休憩をとります。再開時刻を午後１時３０分といたします。休憩。 

          

午後 ０時 ３分  休憩 

         午後 １時３０分  再開 

 

議  長    休憩を解き会議を再開いたします。 

只今から第１０号議案平成１９年度飯島町一般会計補正予算第７号の質疑を行います。

質疑はありませんか。 

３番 

宮下覚一議員  歳出の関係でございますけれども、３４ページ、４２３１のその 3,000,000 の用地買収

は分かりますけれども、距離あるいは面積等のご指示をお願いします。それから３５ペー

ジの繰出金でございますけれども、これが即１３号議案に回るわけでありますけれども、

その目的といいますか内容についてお答えをお願いします。 

建設水道課長  それではあの４２３１の道路用地の 3,000,000 の補正の関係でございますけれども、場

所につきましては、飯島精機の入り口の道路でございまして、面積が３５７.８１㎡でご

ざいます。延長につきましてはちょっとわかりませんので後でお願いをしたいと思います。 

        都市計画の関係の４４５１の繰出金の関係でございますけれども、この関係につきまし

ては交付金で国から前年度の元金の４５％が交付金で返ってきます。その分が基準額にな

っておりますので、それに相当する額を繰り入れていただくとこういうことでなっており

ますので、それが基準額ということでございますので、それに足すために最後で繰り入れ

をしていただくと、それに合うように繰り入れをしていただくということでございますの

でお願いしたいと思います。 

３番 

宮下覚一議員  その先程の可決された８号議案との関連は全くありませんか。今の内容につきまして。

それとその飯島精機の入り口の道路ということはマルヤスの下の飯島精機ですよね。ちょ

っとどういう理由なのかちょっと説明をお願いします。 

建設水道課長  その基準額の繰入金の関係につきましては、七久保の関係につきましては浄化センター

の建設についての関係については関係ありませんので、ただ繰入金の分についてはその基

準額、要するに前年度の元金の４５％に相当額するものが繰り入れということでございま

すので、それに下回っておりますので 9,900,000 ですか、のよう繰り入れてそれに達する

ようにしております。それでその飯島精機の関係につきましては入り口の関係について公
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社の買収等の道路ということでございまして、先に公社で買っていただいたということで

ございますので、その道路分について町が補てんするということでございますので、ご理

解をいただきたいと思います。 

議  長    他に質疑ありませんか。 

９番 

平沢議員    ２点ほどちょっとお聞きしたいと思いますが、先ずあの繰越明許費ですね、第２表です

が、先程ちょっとお聞きしたときにまあいろいろの状況あったと思いますが、一応繰越に

なっております。これはまあ天候の都合とか先程ちょっとお聞きしたんですが、起債等の

許可が遅れたとか何か突発的な事故があったとかいうようなものかどうかということなん

ですが、これは、ということは会計年度独立の原則にこれはちょっと反するようなことに

もかなうんではないかというようなちょっとことでお聞きをしたいと思います。 

        それでもう１点、衛生費の関係になりますが、２８９１これに対して一応あの補正予算

がかなり当初より多いわけですがねこれ。まあ我々補正予算というものが予算の調整後に

生じた理由に基づいてするもんだというように私は理解しておりますが、この関係につい

てもし先ほどお聞きしたところを、容壁っていうか外壁の塗装というようなことをお聞き

しました。これはもう当初から予定を立てれるものではなかろうかというように私は理解

いたしますが、この点事後に発生したものかどうか、この点２点、お願いいたします。お

尋ねいたします。 

総務課長    繰越明許費の私の先程の説明の中で、理由の一つとして今年の冬の天候の関係等を申し

上げました。繰越明許については今、議員おっしゃったようにいわゆる会計の単年度での

完結の原則の例外として繰越明許を認められておりまして、その理由としてはその天候異

変によるという理由も今までも認めていただいております。で、今回は特別現場において

事故が起きたとか、起債の借入が遅れたとかそういうことではございませんので、あくま

でも現場の気象状況その他の都合によるという内容でございます。この点についてもう少

し詳しくということであれば産業振興課長の方からお答えをさせていただきます。 

産業振興課長  この災害につきましては補正予算で対応していって、直ちにまあ発注をしたところでご

ざいますけれども、実際にはその奥をですね、国の事業をやっておりまして国の事業とこ

ちらの災害復旧と同時に施工してきたために、道路が１本でありましたのでちょっとそこ

の部分の国の事業を優先して工期に間に合わした関係がありまして、少し着手が遅れた部

分もあります。そしてまたあの、ここ雪が降りまして降雪の関係で工事が遅れるというこ

とで、災害査定の時にももう既に査定官の方から、これは明許で繰越明許費を組んでやら

ないと３月までに工事が終わらないという量だなというようなことも意見をいただいてお

ります。歳入歳出予算ですので原則は３月３１日に竣工するんですけれども、そういった

事情によりまして、年度を越す場合には繰越明許費の予算を盛って事業を執行するという

ことになりますので、この繰越明許費の予算を承認していただきたいということで提案を

してありますのでよろしくお願いいたします。 

住民福祉課長  只今のご質問の２８９１診療所費の関係でございますが、先程言いましたように先生の

方からは要望が出ていたということでございますが、実はあの先生の方から要望が出てい

たのは医師住宅の方だったんです。それであのまあ時期を待っていただきたいということ

でお話をしてきたわけですが、総務課との話の中で新年度予算に入れるか補正に入れるか
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ということでありましたが、できるだけ早くやってやろうということで今回の補正になっ

たわけであります。それで見た状況では医師住宅は非常にあの真っ黒といいますか黒くな

っちゃってるということですが、やはりあの医師住宅だけを残すとまた色の違いも出てく

るということで、診療所の方も含めてやれば 200,000 ほど安くなるという、別々にやるよ

りも 200,000 ほど安くなるとこういうことでございましたので、1,900,000 の予算を計上

させていただきました。以上であります。 

議  長    他に質疑ありませんか。 

５番 

三浦議員    それではいくつかお聞きをしたいと思います。最初に障害者自立支援事業なんですけれ

ども、先程歳入の方で補助金が負担金に変わったために減額補正と増額補正ということが

ここに出てきたというふうにお話があったと思いますが、この金額を見ますと実質的には

減額になったということになるんでしょうかね、この補助金が負担金に変わることで減額

になったというふうに解釈してよいのでしょうか。 

        それからその関連で歳出なんですけれども、大幅な２５ページですね、事業については

減額が補助費ついてされたわけですけれども、先程のお話ですと予算を立てるときにはそ

ういうことも不足にならないようにということで予算が立ててあるので減額だというふう

な内容だったというふうに理解をしているんですけれども、今現在飯島町の障害をお持ち

の方のこの制度の対象になる方の人数、また申請件数や認定をされている方で利用をして

いる方の現状を教えていただきたいと思います。 

        それから、２３ページ、高度情報化基金に 12,000,000 円積み立てを高度情報化基金に

積み立てをしたわけですけれども、今総額いくらになっておるのかということをお聞きを

しておきたいと思います。 

        それからもう一つ３４ページの地方特定道路整備事業で入札の差金が出たためというふ

うに減額補正がされておりますが、それをそのまま細かい需用費全て含めてマイナス補正

をされたものを、減額補正をされたものが土地購入費に 17,122,000 円というところまで

細かく充てられるということについて、私はあのこの計画については実施計画という形で

道路がいつまでにどんなふうに事業がなされていくかという計画が立てられているはずだ

と思いますが、こういうふうに道路の用地を前倒しに購入していかなければ、この計画が

計画どおりにならないというふうになっているのか、前倒しに早く事業を完成させてしま

いたいという中での購入計画なのかということが非常に気になるところでありまして、例

えばこうしたあの減額が出た場合に、地域の皆さんの生活道路などの維持に対して要望が

かなり出ている部分について充てるとか、そうした違った形での利用の仕方ということに

は考えが至らなかったのかどうか、その点についてをお聞きしたいと思います。 

        それからもう一つ先ほど宮下覚一議員が質問をしました内容ですけれども、飯島精機の

入り口のこの土地、道路の用地の購入という点で、購入した理由ですね、どんな理由でこ

こを購入することになっているのかということについてもう少しわかりやすくお話をお願

いしたいと思います。以上です。 

住民福祉課長  それではあのご質問のありました社会福祉の関係の補助金から負担金になるという件で

ございますが、これはあの補助金から負担金になったで減額になったというわけではなく

て、この減額というのはサービス量の低下といいますかサービスの限度内においての負担
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金の補助ということでございますので、サービス量が低下しておりますので減るというこ

とでご理解をいただきたいと思います。２５ページにあります障害者自立支援事業の関係

で扶助費 22,476,000 の減額でございますが、これの主なものにつきましては特に知的障

害者入所サービスの減、それから児童デイサービスの減、それから共同生活介護の減とい

うようなものが主なものでございます。それで人数的なことが話がございましたが、平成

１９年度の認定の状況は１４件ということでお聞きをしております。それで新体系への制

度利用につきましては２２人、旧体系が２１人というようなことでお聞きをしております。

なおあの旧体系、新体系につきましては２３年度からは新体形にどの施設も移行すると、

こういうことでございますので町の方でもそれに向かって現在研究、また保護者の新年度

に入りまして保護者との説明会をしてまいりたいとこんなように考えております。以上で

あります。 

総務課長    高度情報化基金の積立額のご質問でございますが、ちょっと正確な数字を持ち合わせな

くて恐縮でございます。毎年 12,000,000 ずつここのところ５年ほどは積んでいただいて

いると思いますので、６～７千万にはなっていると思います。正確な数字がなくて恐縮で

ございます。 

建設水道課長  地方特定道路整備事業の関係でございますけれども、この事業につきましては年度、事

業費が決まっておりまして、その事業費の中で事業を進めて交付金をいただいて事業を進

めているとこういうことでございますので、この事業につきましては他の単独道路事業に

この事業が余ったからその事業に充てるとこういう事業ではありませんので、この１年間

の、だしこの堂前線の地方特定道路整備事業は５年間で要するに交付事業と一緒に合わせ

て１５３にタッチすると、こういう事業でございまして、この事業を先につきましては用

地買収に回して流当して先に買っていくと、あと来年度は工事の方が増えるという状況に

なってくるかと思いますけれども、そういう形の中でやり繰りをして進めていくとこうい

うことで理解をいただきたいと思います。そして道路先行取得の関係につきましては産業

振興課長の方から説明させていただきますのでお願いをしたいと思います。 

産業振興課長  これにつきましては土地開発公社が仲に入っていることでございますが、久根平の工場

団地に既にあの入っている会社の用地を土地開発公社が取得しまして、これをあの別の工

場用地、会社へ売るということで、その現在入っていて土地を提供してくれる会社につき

ましては代替地を欲しいということでずっと探しておりました。で、飯島精機さんが広く

土地を持っておられまして、この土地の一部を代替地用地として提供していただけるとい

う話になりましたけれども、地形的にどうしてもそれが道路から入れないということでご

ざいまして、そこを町道にして２つの区画に飯島精機さんと代替地用地と２つの区画にす

るために奥の方の飯島精機さんの工場用地の進入路が確保できなくなってしまうというこ

とが地形的から分かりましたので、そこのところを公共用地として公道にするために町が

用地取得をするということでございます。以上です。 

議  長    他に質疑ありませんか。 

１１番 

松下議員    ３１ページの２９４１ですが、合併処理浄化槽設置整備事業についてでありますが、３

０基の内１８基あったということで、推定でまだ合併浄化槽にしなければならない戸数の

残がどのくらいっていうことがわかりますか。 
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建設水道課長  今、合併浄化槽の関係につきましては７５％の普及になっております。７５％前後だと

思いますけれども、そこら辺に設置しておりますが、全体８００いくつの個数があっての

７５％でございますので、そこら辺の数値でお願いをしたいと思いますけれども。 

議  長    他に質疑ありませんか。 

５番 

三浦議員    先程一つ聞き漏れをしてしまいましたが、自分の中でです。高齢者のインフルエンザの

予防接種ですが増額補正をいたしました。で、実施の件数それから町内でインフルエンザ

の発症の状況というのはどんな状況であったのか、またちょっと予測される部分がありま

したらお願いをしたいと思います。 

住民福祉課長  只今のインフルエンザの予防接種でございますが、接種者は１,９０３人ということで、

当初こちらで見込んでおりました人数より４４０人ほど増となっております。なおインフ

ルエンザの発生状況につきましては特にあの担当の方へは連絡は来ておりません。以上で

あります。 

議  長    他に質疑ありませんか。 

８番 

竹沢議員    ２８ページの子育て支援センター事業に関連をして質問というかご意見を申し上げたい

と思うんですけれども、今回は冷蔵庫の補正でこのことはいいんですけど、子育て支援セ

ンターですけれども今年度事業スタートいたしまして、私共も現地行って所長の説明もお

聞きしました。大変利用者も多くて、特に県外から飯島町へ転入されたお母さん方の利用

も多くてですね、お友達も増えて、あのセンターの中で一緒に子育てすることによって、

まあ最初に、余分にまあお子さんを作るのはいささか差し控えていたわけですけれども、

このセンターの利用を通じていろいろ交流する中で、また幾人もお子さんを産んでみたい

と、そういうお母さんのご意見もあるということで素晴らしい成果だというふうに思って

おります。ところでこの現状の利用なんですけれども、私共の孫も利用させていただいて

おりますけれども、平日ですけどね、一旦その、教育委員会なりの方針もあると思います

けれども、お昼の時間にはお家へ帰って、またあのお家で食事してまた来ると、こういう

あの仕組みになっております。近隣の中川村のチャオにありますバンビーニという施設が

ございますけれども、これはあの名前自体は全国公募したそうですが、朝９時半から４時

までで年間 500 円の料金とりますけれども、２０人くらい毎日利用されておりまして、こ

の場合あのお家からお弁当とかそういうものを持ってって食べることができまして、湯茶

の用意と冬場ですと電子レンジなんかが用意してあります。まあそういうことであの飯島

からも大勢の方利用しているのが現状であります。そういう意味でですね、今後の検討課

題ということでお母さん方の声もありますけれども、一旦そのお子さんがお昼にお家へ帰

ると、食事をしてですね普通お昼寝しちゃって、つまりそういうサイクルですので、また

再び来るっていうのはですね、おっくうであるというようなことがありまして、その施設

を１日フル活動できて授乳期間に渡りお母さんも子どもも交流できるようなそういう施設

になると充実するんじゃないかということで今後検討していただきたいと思います。以上

です。 

議  長    答弁はいいですか。 
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８番 

竹沢議員    所見がありましたらお答えください。 

教育次長    竹沢議員さんからの中で若干その教育委員会の考え方ということですので、その部分だ

けお答えをしておきたいと思います。一応管理規則上では８時半から５時１５分までの開

設時間になっておりますが、その中で 1 時間遊びの広場については休憩の時間をとって、

今議員さんのおっしゃるとおり、一旦お昼に帰ってそれからまた出て来ていただくという

方法をとっております。でその考え方ですが、子育て支援センター、国の補助事業の中で

やっておるこの支援センターにつきましては、一応その中で１つの大きな目的として子育

て支援センターの中の方針としてもそうなんですが、親子の生活リズムをきちんと身につ

けていただくということで、子どもや親の生活習慣を築くために昼に一旦家に帰って、そ

れで一緒に親子でお昼を食べていただいて、昼寝をして、それで出て来ていただくという

ような形で指導をしておりますので、そんな形で昼休み遊びの広場を１時間休憩をとって

おるとそういう形をとっております。なおあの日常的な養育、子育てに関する相談につい

ては昼も関係なく終日受け付けておりますので併せてその点をお願いをしたいと思います。

以上でございます。 

議  長    他に質疑ありませんか。 

（なしの声） 

議  長    質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長    討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

第１０号議案平成１９年度飯島町一般会計補正予算第７号を採決します。お諮りします。

本案は原案のとおり決定することに異議ありませんか。 
（異議なしの声） 

議  長    異議なしと認めます。従って第１０号議案は原案のとおり可決されました。 

 
議  長    日程第１６ 第１１号議案平成１９年度飯島町国民健康保険特別会計補正予算第４号を

議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。 

町  長    それでは第１１号議案平成１９年度飯島町国民健康保険特別会計補正予算第４号につい

て提案説明を申し上げます。今回の補正は歳入歳出予算の総額にそれぞれ 8,727,000 円を

追加して、歳入歳出それぞれ 997,475,000 円とするものでございます。主な内容は歳入で

は療養給付費の増による国庫支出金 7,600,000 円余り、県支出金 1,000,000 円余りの増額

となっております。歳出は決算見込みによりまして国保被保険者の療養給付費の増が見込

まれることから 17,200,000 円余りの増額、法改正による国保システムの改修に 690,000

円、人間ドック検診補助に 300,000 円、それぞれ増額をいたしたいと思います。なお不足

分につきましては予備費を充当することといたしまして、予備費を 9,557,000 減額をいた

しました。以上が主な補正内容でございます。細部につきましてはご質問によって担当課

長から説明申し上げますので、よろしくご審議をいただきご議決賜りますようにお願い申

し上げます。 

議  長    これから質疑を行います。質疑はありませんか。 
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（なしの声） 

議  長    質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長    討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

第１１号議案平成１９年度飯島町国民健康保険特別会計補正予算第４号を採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長    異議なしと認めます。従って第１１号議案は原案のとおり可決されました。 

 

議  長    日程第１７ 第１２号議案平成１９年度飯島町介護保険特別会計補正予算第３号を議題

とします。本案について提案理由の説明を求めます。 

町  長    続いて第１２号議案平成１９年度飯島町介護保険特別会計補正予算の第３号について提

案説明を申し上げます。今回の補正は歳入歳出予算の総額からそれぞれ 41,402,000 円を

減額をして、歳入歳出予算の総額を 783,324,000 円とするものでございます。主な内容は

歳入では階層区分の変更による第 1 号被保険者からの介護保険料 5,600,000 円の減額、介

護支援サービス等の給付費の減に伴い、国庫支出金 8,200,000 円余り、県支出金

5,900,000 円余り、支払い基金交付金の15,800,000 円余りの減額、また介護支援サービス

等の給付費の減により一般会計からの繰入金を 5,400,000 円余り減額となっております。

歳出につきましては決算見込みによりまして介護支援サービス等の給付費が減額となる見

込みから、保険給付費を 40,100,000 円の減額、任意事業であります食の自立支援事業

680,000 円余の減額が主な内容でございます。なお不足分につきましては予備費を充当し、

予備費を 623,000 円減額をいたしました。細部につきましてはご質問によって担当課長か

ら説明申し上げます。よろしくご審議をいただきご議決賜りますようにお願い申し上げま

す。 

議  長    これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

５番 

三浦議員    給付費がかなり 39,700,000 円の減額と、サービス給付費ですね、等が諸費が減額にな

っているということですので、実際にサービスを利用する方が減っているというふうに解

釈を私したわけですけれども、制度も変わったり、今の経済状況の中で実際に使うサービ

スを差し控えているそういう利用者の方が増えてきたとかそういうような実態があるのか

どうか、その辺把握していたらお聞きをしたいと思います。 

住民福祉課長  只今のご質問でございますが、はっきり言いましてあの使われなくなった理由の分析は

しておりません。ただあの介護保険も先程の自立支援もそうですが、一応人数に限度額一

杯までの予算計上をいたします。その関係で毎年ですけれどもやはりこの時期に仮決算を

いたしまして、減額というのが出てまいります。例年のとおりになっておるわけでござい

ますが、施設サービスにおいて前年度に比べまして６％ほどの減になっておりますし、ま

たあの居宅サービスにおきましてもこの限度額を使わないという方が非常に増えてきて、

居宅サービスでは５０％くらいの利用と、こういうことで減額になっております。以上で

あります。 
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議  長    他に質疑ありませんか。 

（なしの声） 

議  長    質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長    討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

第１２号議案平成１９年度飯島町介護保険特別会計補正予算第３号を採決します。お諮

りします。本案は原案のとおり決定することに異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長    異議なしと認めます。従って第１２号議案は原案のとおり可決されました。 

 
議  長    日程第１８ 第１３号議案平成１９年度飯島町公共下水道事業特別会計補正予算第３号

を議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。 
町  長    第１３号議案平成１９年度飯島町公共下水道事業特別会計の補正予算第３号について提

案理由の説明を申し上げます。今回の補正につきましては補正額 9,964,000 円を増額して、

総額で 950,508,000 円とするものでございます。歳入につきましては一般会計からの繰入金

を公共下水道に交付税措置される基準に満たすために 9,964,000 円増額するものでございま

す。歳出につきましては予備費を歳入額と同額増額をして、利子償還費の財源の内容を組

み替えるものでございます。細部につきましてはご質問によって担当課長から説明申し上

げます。よろしくご審議をいただきご議決賜りますようお願い申し上げます。 
議  長    これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（なしの声） 

議  長    質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長    討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

第１３号議案平成１９年度飯島町公共下水道事業特別会計補正予算第３号を採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長    異議なしと認めます。従って第１３号議案は原案のとおり可決されました。 

 

議  長    日程第１９ 第１４号議案平成１９年度飯島町農業集落排水事業特別会計補正予算第３

号を議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。 

町  長    それでは第１４号議案平成１９年度飯島町農業集落排水事業特別会計補正予算第３号に

ついて提案説明を申し上げます。今回の補正につきましては財源組み換えによるものでご

ざいます。歳出につきましては本郷の東部地区管理費、汚泥脱水施設の管理費を 234,000

円増額し、予備費を同額減額するものでございます。細部につきましてはご質問によって

担当課長から説明申し上げますので、よろしくご審議の上ご議決賜りますようにお願い申

し上げます。 

議  長    これから質疑を行います。質疑はありませんか。 
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（なしの声） 

議  長    質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長    討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

第１４号議案平成１９年度飯島町農業集落排水事業特別会計補正予算第３号を採決しま

す。お諮りします。本案は原案のとおり決定することに異議ありませんか。 
（異議なしの声） 

議  長    異議なしと認めます。従って第１４号議案は原案のとおり可決されました。 

 

議  長    日程第２０ 第２３号議案飯島町道路線の認定について 

        日程第２１ 第２４号議案飯島町道路線の変更について 

        日程第２２ 第２５号議案飯島町道路線の廃止について 

以上3議案を一括議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。 

副町長     ただ今一括上程されました第２３号議案飯島町道路線の認定について、第２４号議案飯

島町道路線の変更について、並びに第２５号議案飯島町道路線の廃止について提案理由の

ご説明を申し上げます。先ず認定につきましてですが、道路法第８条第２項の規定により

まして町道豊岡西横支１号線、旧本郷幹線、山沼２号線の３路線の認定を行うものでござ

います。変更につきましては道路法第１０条第３項の規定によりまして、町道上の原幹線、

他４２路線の変更を行うものでございます。廃止につきましては道路法第１０条第３項の

規定により、町道北河原中平幹支４号線、他１路線の廃止を行うものでございます。詳細

につきましてはご質問によりまして担当課長から説明させますので、よろしくご審議の上

ご議決賜りますようお願いいたします。 

議  長    これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（なしの声） 

議  長    質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

        これから討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長    討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

第２３号議案飯島町道路線の認定について、第２４号議案飯島町道路線の変更について、

第２５号議案飯島町道路線の廃止についてを採決します。お諮りします。本案は原案のと

おり決定することに異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長    異議なしと認めます。従って第２３号議案、第２４号議案及び第２５号議案は原案のと

おり可決されました。 

 

議  長    日程第２３ 第２６号議案飯島町公共下水道根幹的施設の建設工事委託に関する変更契

約の締結についてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。 

町  長    それでは第２６号議案飯島町公共下水道根幹的施設の建設工事委託に関する変更契約の

締結につきまして提案理由の説明を申し上げます。平成１８年６月１６日に契約に付した
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飯島町公共下水道根幹的施設七久保浄化センターの建設工事委託を、事業の確定によりま

して日本下水道事業団と変更委託契約を締結するため承認を求めるものでございます。細

部につきましては担当課長から説明申し上げますので、よろしくご審議をいただきご議決

賜りますようお願い申し上げます。 

建設水道課長  （補足説明） 

議  長    これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（なしの声） 

議  長    質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長    討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

第２６号議案飯島町公共下水道根幹的施設の建設工事委託に関する変更契約の締結につ

いてを採決します。お諮りします。本案は原案のとおり決定することに異議ありませんか。 
（異議なしの声） 

議  長    異議なしと認めます。従って第２６号議案は原案のとおり可決されました。 

 

議  長    日程第２４ 第２７号議案飯島町土地開発公社定款の一部変更についてを議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町  長    それでは第２７号議案飯島町土地開発公社の定款の一部変更について提案理由の説明を

申し上げます。郵政民営化法等の施行及び土地開発公社経理基準要項の改正に伴う定款の

一部変更でございます。併せて条文の整備が必要な箇所につきましても一部変更をするこ

とといたしました。なお附則にありますとおり、この定款の変更は公有地の拡大の推進に

関する法律第１４条第２項の規定により、県知事への認可申請を必要といたしますので、

施行日は長野県知事の許可の日からとしたものでございます。細部につきましては担当課

長から説明申し上げますので、よろしくご審議をいただきご議決賜りますようお願い申し

上げます。 

産業振興課長  （補足説明） 

議  長    これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（なしの声） 

議  長    質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長    討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

第２７号議案飯島町土地開発公社定款の一部変更についてを採決します。お諮りします。

本案は原案のとおり決定することに異議ありませんか。 
（異議なしの声） 

議  長    異議なしと認めます。従って第２７号議案は原案のとおり可決されました。 

 

議  長    日程第２５ 第２８号議案長野県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更についてを議

題とします。本案について提案理由の説明を求めます。 
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副町長     第２８号議案長野県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について提案理由の説明を

申し上げます。本町が加入しております長野県後期高齢者医療広域連合の議会の安定的な

運営を図るための規約の一部変更でございます。先ず第１点目でございますが、広域連合

議員の任期の取り扱いに係る規定を変更するということでございます。広域連合の議会は

市町村長及び市町村議会議員から選出された１６人の議員で構成をされております。現行

の連合規約では任期２年と定めておりますが、出身市町村長または市町村議会の議員の任

期を超えることはできないという定めになっております。このために再選された場合であ

っても広域連合の議員の身分を同時に失ってしまうということで、広域連合議員に欠員が

その都度生じてしまって議会の運営に支障をきたしているということでございます。そこ

で任期２年の間に市町村長または市町村議会の議員として任期が到来しても、再選された

場合については広域連合議員としての任期が継続するというふうに変更するものでござい

ます。なお、正副連合長の任期につきましても議員の任期の取り扱いと同様に改正をする

ものでございます。 

        ２点目でございますが、予算において用いる科目名称の変更でございます。予算書の実

態に合わせて規約の方も変更するという整備でございます。細部につきましてはご質問に

よりまして担当課長から説明をさせますので、よろしくご審議の上ご議決賜りますようお

願い申し上げます。 

議  長    これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（なしの声） 

議  長    質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

        これから討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長    討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

第２８号議案長野県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長    異議なしと認めます。従って第２８号議案は原案のとおり可決されました。 

 

議  長    以上で本日の日程は全部終了しました。 

        なお、先ほど申し上げましたが、この後会議終了後２時４５分から正副委員長選出のた

め予算審査特別委員会を開催いたしますから、委員の皆さん方は第１委員会室へご参集く

ださい。 

本日はこれで散会とします。ご苦労様でした。 

 

 

午後 ２時２８分 散会 
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本会議再開 

 
開  儀    平成２０年３月６日  午前９時１０分 
議  長    おはようございます。ご苦労様でございます。定足数に達していますので、これより本

日の会議を開きます。ここで、昨日設置されました「予算審査特別委員会」の正副委員長

が選任されておりますので報告いたします。委員長に宮下覚一委員、副委員長に内山淳司

委員が選出されました。以上報告を終わります。 
本日の議事日程についてはお手元に配布のとおりであります。 
議事進行についてお諮りします。これから提案になります第１５号議案から第２２号議

案までの８議案については、いずれも平成２０年度予算に関る議案でありますので、これ

を一括議題として総括質疑の後、予算審査特別委員会へ審査を付託したいと思います。こ

れに異議ありませんか。 
（異議なしの声） 

議  長    異議なしと認めます。従って第１５号議案から第２２号議案までの８議案については、

これを一括議題として総括質疑の後、予算審査特別委員会へ審査を付託することに決定し

ました。 
 
議  長    日程第１ 第１５号議案平成２０年度飯島町一般会計予算。 
        日程第２ 第１６号議案平成２０年度飯島町国民健康保険特別会計予算。 
        日程第３ 第１７号議案平成２０年度飯島町後期高齢者医療特別会計予算。 
        日程第４ 第１８号議案平成２０年度飯島町老人保健医療特別会計予算。 

日程第５ 第１９号議案平成２０年度飯島町介護保険特別会計予算。 
日程第６ 第２０号議案平成２０年度飯島町公共下水道事業特別会計予算。 
日程第７ 第２１号議案平成２０年度飯島町農業集落排水事業特別会計予算。 
日程第８ 第２２号議案平成２０年度飯島町水道事業会計予算。 
以上平成２０年度予算８議案を一括議題とします。町長の施政方針並びに提案理由の説

明を求めます。 
町  長    おはようございます。平成２０年３月議会定例会を招集し、平成２０年度の一般会計予

算案をはじめ各特別会計及び事業会計予算８議案を提案をするにあたりまして、新年度の

施策に関する私の所信の一端とこれに基づく予算案の大綱について申し上げ、議員各位並

びに町民の皆様のご理解とご協力を賜りたいと思います。お手元に関係資料をお配りして

ございますので、併せてご覧いただきながらお聞きいただきたいと思います。 

さて昨年来、原油価格は上昇の一途を続けておりますが、これは一つには中国やインド

などをはじめとした発展途上国の経済振興に伴って原油需要が急増をしていることが主な

原因といわれております。国民にとりましてはガソリンや灯油など生活に最も身近なエネ

ルギーの値上がりが、家計ばかりでなく社会全体の経済へと波及し、見通しが立たないま

ま今に至っております。更に原油高騰はガソリンに代わる食物燃料の増産といった世界的

な動きが、食糧生産物の切り替えを促し、結果的に小麦や大豆などの価格上昇をもたらす

など、食糧の多くを輸入に頼るわが国に食品高騰という痛手まで与える結果となりました。
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また数年前に起きた食品の偽装問題はいまだに後を断つことなく発覚し、食の安全に対す

る信頼が崩壊をするとともに、大きな社会問題となっております。このような問題は日々

の生活に不安をもたらすものであり、また一過性のものではありませんから社会全体の課

題として捉え、問題解決に努力していかなければならないと考えております。 

さて昨年４月に施行されました地方分権改革推進法に基づいて設置された「地方分権改

革推進委員会」は昨年９月に中間的なとりまとめ発表をいたしました。地方分権改革の理

念は国と地方との役割を明確にすることと地方の自主性・自立性を高めることであります。

これを基本として地方が主役の国づくりができるよう中央と対等・協力の関係に立つ自治

体の確立。自治行政権、自治立法権、自治財政権を確立した完全自治体の実現。行政の総

合性を確保するための広域連携による自立と連携の推進。民主導による地方経済基盤の活

性化などを掲げて、いわゆる地方政府の早期確立を促す内容となっております。私ども地

方自治体はこうした分権の担い手としてその自治体に即した政策を考え、体力を付け、自

己責任の下で実践をしていく能力が今後益々強く求められていくものであろうと感じてお

ります。 

このような中にあって私は社会の情勢が如何に変わろうとも、飯島町に暮らすすべての

皆様が心豊かで安心して暮らしを営み、幸せと生きがいと誇りを感じることのできる地域

づくり・まちづくりを行うことが使命であると思っております。昨年私は多くの町民の皆

様に支えられて町政二期目を担当させていただくこととなりました。合併議論の末に自立

を選択し、町の発展を目指して協働のまちづくりを主眼に置いた政策を進め、多くの種を

まいた一期目の町政はまさしく町民主導の姿の芽を出すことができた４年間であったと感

じております。いずれにいたしましても未来の飯島町を見据えた諸施策を的確に講じ、活

力と創造と安らぎに満ちた町の将来の礎を築くことを念頭に置き、全力を傾注してまいる

所存でありますので、議員各位並びに町民の皆様に格段のご理解とご協力を賜りますよう

先ずもってお願いを申し上げる次第でございます。 

次に経済情勢と国の予算編成について、平成２０年度の経済見通しは世界経済の回復が

続く中、１９年度に引き続き企業部門の堅調さが持続するとともに、家計部門が緩やかに

改善し、自立と共生を基本とした改革への取り組みの加速・進化と政府・日銀の一体とな

った取り組み等により物価安定の下での民間事業中心の経済成長になると見込まれており

ます。その結果実質成長率は２％程度になると見込まれております。労働雇用については

厳しさが残るものの緩やかに改善し、完全失業率は前年を下回る３．８％程度になるとし

ております。しかしながら地方経済面では都市と地方との格差が課題になっており、全体

としては景気回復の恩恵を受けることができずに先行きの不安を抱きながらの状況に変わ

ることはありません。また引き続き原油高は続くとみられ、米国をはじめとした先進国経

済にとりましては不利に働くといった要素から、日本経済への影響を注視をしていかなけ

ればなりません。国の平成２０年度予算案は経済財政運営と構造改革に関する基本方針２

００６、あるいは基本方針２００７、これは骨太の方針と言われておるものでありますが、

この方針にのっとり最大限の削減を行うとともに、若者が明日に希望を持ちお年寄りが安

心できる希望と安心の国の実現のための予算として、歳出全般にわたる徹底した見直しと

新規国債発行額についての抑制を柱としております。また予算配分の重点化効率化にあた

っては活力ある経済社会の実現、地方の自立と再生、及び国民が安心して暮らせる社会の
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実現に施策を集中し、更に各施策の成果目標と厳格な事後評価を行うことで更なる歳出の

効率化・合理化を進めることとしています。一方行革に関しては行政のスリム化や効率化

を一層徹底し、定数の純減による人件費改革の徹底が盛り込まれております。このような

方針に基づいて編成された国の平成２０年度の一般会計予算の規模は 83 兆 613 億円とな

り、前年度比で 1,525 億円、０．２％の増となっております。歳出改革が進む中で重点化

された予算によって新規国債の発行額を４年連続減少とするなど努力を見ることができま

す。これにより公債依存度も平成２０年度当初で３０．５％となり、昨年度よりは改善が

図られてはいますが、依然として高水準にあります。また長期債務残高は平成２０年度末

で 553 兆円に達する見込みであり、増加傾向は改善をされておりません。先進主要国との

比較においてもわが国は突出した状況にあって、極めて深刻な状況が続いております。 

次に地方財政について、国の地方財政対策は平成２０年度において地方税収や地方交付

税の原資となる国税収入の伸びが鈍化する中で、社会保障関係経費の自然増や公債費が高

い水準で推移することなどにより、依然として大幅な財源不足が見込まれていることから、

地方財政計画の歳出において人件費における職員定数の純減や、給与関係経費の抑制、地

方単独事業費の抑制を図っています。また地方の再生に向けた自主的・主体的な地域活性

化施策の充実等に対処するため、安定的な財政運営に必要な地方交付税及び一般財源の総

額を確保することを基本として地方財政対策を講じることとしております。これらにより

平成２０年度の地方財政計画の規模は前年度比で０．３％増と、平成１５年以来の増加と

なり、総額83兆4,000 億円となっております。このうち地方交付税総額は15兆4,000 億

円であり、前年度に比べて 0.2 兆円、2,000 億円の増加、関連する臨時財政対策債におい

ても 2 兆 8,000 億円となり、0.2 兆円、2,000 億円が増加するなど一面増加する姿となっ

ておりますが、地方と都市の偏在是正を目的として平成２０年度から始まる地方再生対策

費の創設による増加分である 4,000 億円を除けば 0.2％のマイナスであります。地方財政

計画においては地方歳出の抑制に努めてもなお財源不足額は 5.2 兆円の規模であり、交付

税特別会計の借入金償還を後年度に繰り延べるなど、かろうじて財源確保を行うといった

厳しい状況に変わりはありません。県の平成２０年度当初予算案は県税収入が平成１４年

度にかつてない落ち込みを示して以来、若干の回復傾向はあるものの、いまだ本格的な回

復までには至っていないことに加え、公債費が年々減少傾向となる見通しでありながらも、

依然高い水準にあることから義務的経費が政策的経費を圧迫する硬直的な財政構造にある

としております。このような中で県民ニーズに応えるべく自然との共生を理念に、力強い

産業づくりと安全安心な社会づくりや学校教育を通じた明日の担い手となる人づくりを育

成するなど、真に必要な施策を推進するとともに、一方で行政改革プランに基づき引き続

き県債残高の縮小に努めるほか、基金の取り崩しを極力抑える更なる財政の健全化に向け

取り組んでいくとしております。向こう５年間の中期財政試算においても行財政改革プラ

ンを前提に財源確保に努めるとしており、減少を続ける基金に歯止めをかけるためにも地

域経済の活性化による県税収入の確保や、交付税の復元など最大の課題であるとしており

ます。この結果、県の平成２０年度当初予算案は総額で 8,331 億円となり、前年度に比べ

１．６％縮小した予算となっています。なお歳出においては前年度に比べて扶助費が２．

２％伸びたことに加えて、一般公共事業が６．０％の増額、県単独事業は１２．２％減額、

公債費は１．５％減額となる予算となっております。 
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次に町の財政見通しでありますが、当町の財政状況は極めて厳しい状況が続いておりま

す。平成１８年度決算における経常収支比率は前年度より１．４ポイント、実質公債費比

率も２．９％悪化し、財政は硬直化の方向へ進みました。実質公債費比率は１８が起債発

行に許可を要するラインであり、現状では１６．７％と下回っている状況にはありますが

当面する大型事業の継続などによって上昇傾向となるため、注視していかなければなりま

せん。また昨年制定されました財政健全化法に基づく４つの新しい財政指標につきまして

も、平成１９年度決算分から公表が義務づけられてまいりますので、早期に指標を明らか

にしたうえで分析と的確な対策を講じてまいりたいと考えております。歳入面では地方財

政計画の規模は地方再生対策費の創設によって総額では増加をしたものの、これを除けば

昨年度を下回っております。また地方交付税に関連する臨時財政対策債も同様に下回るこ

ととなり、当町の予算にも同様の影響が表れております。すなわち交付税が前年度より増

えているのは地方再生対策費に起因するものであって、従前からの交付税が増えたもので

はありません。税収とともに一般財源として重要な位置付けを成す財源でありますので、

これらの将来にわたる安定的な確保は常に重要な課題であると認識をしております。更に

経済情勢は全体として回復基調にあるとはいえ、原油価格に起因する世界経済の影響など

混とんとした情勢から、これが町税の確実な増収に結びつくという確信は持てず、不安を

募らせる要因となっております。一方行政需要は国の諸施策や住民ニーズの多様化に加え

て、質の高い行政サービスが求められております。特に福祉・医療・環境・ＩＴ関係費の

大幅な増加など経常経費が毎年増加をしております。以上のことから今後依存財源が減少

していく中で、増加する一方の財政需要に当町がどう対応していくかが最大の課題であり、

現在の行政サービスの水準を維持していくことは大変難しい状況となっております。今後

当町の行財政運営につきましては経済情勢はもとより、国の地方財政対策に大きく左右さ

れるところであり、見通しは極めて不透明な状況でありますが、総じて地方財政規模は大

幅な歳出カット等により縮小していくことが考えられます。こうした状況下において当町

ではこれまでの大型事業の実施に伴う公債費等の伸びが著しく、今後も増加する傾向にあ

ることから、実質公債費比率は上昇をしていく見込みであります。更に繰出金や扶助費な

どの経常経費も増加しており、引き続き苦しい財政運営を余儀なくされることとなります。

そこで予算編成にあたってでありますけれども、平成１６年度から平成１８年度にかけて

行われた三位一体の改革では補助金改革、税制改革、地方交付税改革を同時一体的に行っ

て、約 4.7 兆円の国庫補助・負担金を減額し、地方交付税は総額で約 5.1 兆円抑制をされ

ました。一方これに代わる税源移譲は約 3 兆円にとどまる結果となりました。平成１９年

度は本格的な税源移譲が行われましたが、全体としては交付税の削減や国庫補助金の減少、

景気が本格的に回復基調とならない影響などもあって、平成２０年度も引き続き歳入は厳

しい状況にあることは変わりなく、当町の財政は大きな財源不足を生ずることとなり、引

き続き改革を断行せざるを得ない状況になっております。一方で地方分権の波は確実に押

し寄せてきており、飯島町ふるさとづくり計画及び集中改革プランによる改革を継続をし

つつ、行財政運営の効率化を図り将来に希望の持てる活力あるまちづくりを進めるための

施策の選択と実行を強力に推進し、重点投資型のメリハリある予算編成を行いました。そ

こでまちづくりの重点施策でありますが、平成２０年度の予算の性格は昨年度に引き続い

て中期総合計画の後期計画、これは２００６年から２０１０年、５年間でありますが、こ
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の序章にして補強された事項を具現化するための年度として位置付け、厳しい財政状況下

においても次代を担う子ども達の成長支援や町の活力を強力に推進することと、何よりも

そのベースとなる財政基盤を健全に保つことを念頭に平成２０年度予算の軸足を「協働と

子育てで未来をはぐくむ健やか予算」と位置付け、以下の点を基本とした施策を選択し予

算の重点配分を行いました。 

１つとして住民との協働のまちづくりを推進をしていきます。平成１９年度は住民の皆

様のご理解をいただき、協働のまちづくりの推進母体となる地域づくり委員会を立ち上げ

ることができました。この組織を中心として将来に住民と行政が自立したまちづくりの良

きパートナーとなるべく、当面は既存組織との連絡調整や問題等の掘り起こしをしていた

だけるよう町も協力支援をしてまいります。また同様に取り組みを始めました農地・水・

環境向上対策事業につきましても全ての住民が協働し、町の素晴らしい農村環境を維持保

全していくという理念に基づき、仕組みづくりと事業推進についてサポート態勢をとって

まいります。 

２つ目に子育て支援・若者定住の促進を図ります。長期的な人口減少が続く中、人口増

施策の一環として重要な子育て支援につきましては、平成１９年度から「こども室」を設

置し、一貫した組織体制を構築し重点的な取り組みを行ってまいりました。町の将来を担

う子ども達が減少をするということは大変に憂慮されるところでありまして、平成１９年

度の活動を踏まえて平成２０年度は一層の充実ときめ細かな対策を盛り込んだところでご

ざいます。また若者の定住を図る必要があることから働く環境の整備や住宅供給といった

定住支援対策事業に取り組んでまいります。 

３つ目として新しい基盤整備や新規企業導入を含む地域振興を促進をいたします。地域

にとって悲願でありました国道１５３号伊南バイパスの飯島工区がいよいよ着工となりま

した。これに合わせて関連アクセス道等の基盤整備を進めるとともに、地域の足を確保す

るという交通体系の基盤の充実も引き続き図ってまいります。また人口増や活力のあるま

ちづくりにつながる企業誘致を含む地域振興のための事業推進も力を注いでまいります。 

４つとして安心・安全なまちづくりを進めます。毎年のように各地で災害が発生し多く

の罹災者を見てきております。平成１９年度においては防災計画を整備し体系的な防災対

策を確立致したところであります。平成２０年度も引き続き予期せぬ災害に備え安心な安

全なまちづくりに向けた予算を計上をいたしました。 

５つ目として継続事業を確実に推進をいたします。平成６年度から始めた当町の下水道

事業は計画的に事業推進が図られ、いよいよ平成２０年４月をもって七久保地区が一部供

用開始となります。飯島地区とともに確実な事業推進を図ってまいります。 

そしてこれらの重点施策を推進をするために、以上の５項目に掲げる施策の推進するた

めには町民の皆さんの積極的な参加と行財政の効率的な推進が不可欠であります。新年度

予算は電子自治体の基盤となる情報化推進の検討やホームページのリニューアルなど広報

広聴機能の充実を図ってまいります。また次期長期構想に向けての行政評価手法の検討や

職員人材育成のための人事評価制度の試行、総合評価方式の試行導入による入札制度の見

直しなどに着手をいたします。更に財政面においては平成１９年度に策定した財政健全化

計画に基づき、引き続いて起債の繰り上げ償還を実施して公債費を削減し、将来世代の負

担軽減と健全財政への基礎を構築いたします。 
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最後に国県事業の推進に向けて国直轄事業や県施行事業につきましては、引き続きその

整備促進を強力に要請をしてまいります。すなわち国道１５３号伊南バイパス、天竜川、

与田切川、中田切川、とその水系にかかる地山治水、砂防事業、また主要地方道竜東線、

県道飯島飯田線の改良整備、県営治山と土地改良事業などを各期成同盟会と共に一層の整

備促進を求めてまいります。道路特定財源など予断を許さない状況がありますが、この堅

持確保について引き続き町民の皆様のご理解とご協力を切にお願いする次第であります。

以上が本予算での重点項目であります。 

それでは提案をいたしました平成２０年度の各会計の予算概要について総括的に説明を

申し上げてまいります。先ず一般会計は 4,175,000,000 円で前年度対比３．３％の増、国

民健康保険特別会計は 980,000,000 円で４．２％の増、平成２０年度から新設となります

後期高齢者医療特別会計は 112,000,000 円、老人保健医療特別会計は後期高齢者医療制度

へ移行するために 99,000,000 円で９０．６％の減、介護保険特別会計は 853,000,000 円

で５．８％の増となっており、福祉関係の会計は老人保健会計を除いて前年度に比べて増

額の予算となっております。また公共下水道事業特別会計は 584,000,000 円で３５．８％

の減、農業集落排水事業特別会計は 228,000,000 円で６．２％の減となりました。また水

道事業会計は 439,000,000 円で４．９％の減であります。これら８会計の合計予算規模は

7,400,000,000 円余りで、全体としては１１．７％の減額となる編成をいたしました。一

般会計の当初予算が前年度に比べて増加しましたのは起債の繰り上げ償還を実施するため

に 168,000,000 円を予算化したものであり、これを除けば全体としては 33,000,000 円の

減額であります。国民健康保険特別会計の予算規模が大幅に増加したのは医療給付費の伸

びを見込んだものであります。平成２０年度から新たに始まります後期高齢者医療制度で

は特別会計を編成して会計処理を行います。主体となる７５歳以上の被保険者となる方の

保険料を予算計上しております。老人保健医療特別会計は後期高齢者医療制度へ引き継ぐ

形となるために予算規模は大きく減少をしております。介護保険特別会計は保険給付費の

増額により予算規模も増加したところであります。また公共下水道事業特別会計につきま

しては平成２０年度は、七久保浄化センターの完成に伴い予算規模が減少をいたしており

ます。農業集落排水事業特別会計は維持管理業務の見直しなどにより減少をしたことから

予算規模が減少したところであります。また水道事業会計につきましては公共下水道事業

に合わせての水道管布設替工事が中心となっていることから、公共下水道事業特別会計同

様に予算規模が減少しておるものでございます。 

それでは最初に一般会計の主な歳入について説明を申し上げます。町税につきましては

地方への経済回復の恩恵が今後も大きくは期待できないものの、徐々にではありますが好

転していることにより町民税は若干の増収を見込んでおります。また固定資産税は平成１

８年度が３年に一度の評価替の年に当たり、資産価格が減少をいたしました。平成２０年

度は減少傾向と見込んでおります。また軽自動車税は同額、町たばこ税は販売本数の減少

により減額を見込んだところであります。地方譲与税は自動車重量譲与税、地方道路譲与

税とともに減少をしております。地方消費税交付金は微減、自動車取得交付金も微減とな

る見込みであります。また地方特例交付金は平成１８年度から創設された児童手当て特例

交付金と平成２０年度から新たに住宅借入金特別控除にかかる住民税の減収補てん分が措

置されることになったために、前年より増加を見込んでおります。なお地方税収の動向を
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踏まえ平成１９年度から交付されることとなった特別交付金は継続をして交付されます。

次に地方交付税でありますが、平成１９年度の予算額に比べ増加しておりますが、地域の

偏在是正対策のために新たに交付される地方再生対策費の 63,000,000 円を除けば減少を

しております。また関連する臨時財政対策債につきましても大きく減少する見込みであり

ます。これらを合わせますと平成１９年度予算に対し 53,000,000 円の増額を見込んでい

るところであります。国県支出金につきましては平成１９年度の地域住宅交付金事業が完

了したことなどにより減額となっております。また繰入金につきましては福祉医療費の給

付のために地域福祉基金を飯島中学校施設整備事業に公共施設等整備基金から繰り入れを、

そして起債の繰り上げ償還のために財政調整基金より繰り入れを行います。なお平成２０

年度におきましては全体的な財源不足を補う目的での繰り入れは行ってはおりません。町

債は 328,000,000 円で前年度に比べて３．８％の減少となっております。この内臨時財政

対策債が約４５％を占め、建設事業に充てる町債は 180,000,000 円に留めました。以上歳

入について申し上げましたが、今後制度改正や景気の動向などにより不確定要素を含んで

おります。現時点で得た情報を基に慎重に精査のうえそれぞれの予算計上をしたところで

あります。 

次に歳出予算の概要について中期総合計画に掲げている施策を基本に説明を申し上げま

す。第一にみんなで知恵を出し汗を流して協力し合う協働のまちづくりについてでありま

すが、地方分権の時代が到来し地方自治体が自己決定と自己責任の上で行う行政運営が求

められております。同時に持続し発展するまちづくりを行うには簡素で効率的な行財政運

営も必須要件であります。このような中にあって多様化高度化する行政課題への全てに行

政だけで対応することは困難であります。行財政改革の断行は必要不可欠であり、今後も

強力に推進していかなくてはなりません。しかしスリム化した結果、行政で対応しきれな

い部分は住民の皆さんや地域、企業が行政と連携協力しながら解決をしていくほかはあり

ません。平成１９年度は協働の中核となる地域づくり委員会が立ち上がり、活動母体が構

築をされました。また農地・水・環境向上対策事業においても、協働の理念のもとに引き

続き各地区の組織が積極的に取り組んでいただける体制ができました。今後の活動に期待

を寄せるのと同時に行政として側面的な支援をしてまいります。また国の重点施策でもあ

ります電子自治体の推進については、情報機器の整備を中心に業務の効率化を重点とした

情報化施策を展開をしてまいります。広報広聴面ではＣＡＴＶ、議会、町の両広報の他、

ＩＴを積極的に活用した活動を展開してまいりたいと思っております。更に友好都市交流

やグリーンツーリズム事業による町外の方々との交流活動、またふるさと大使を通じた情

報交流や情報発信など積極的に取り組んでまいりたいと考えております。平成１７年度ま

でＪＩＣＡ、これは国際協力機構でございますが、この草の根技術協力事業によりまして

飯島町国際協力会がパキスタンからの研修生を受け入れて実施をいたしました「りんごプ

ロジェクト事業」は、地域の皆さんのご協力により多くの成果を得た事業でありますが、

残念ながら平成１９年度は国の情勢不安により一時中断をしておりました。しかし平成２

０年度から再開できる運びとなりまして、飯島町のりんごが遠くパキスタンで栽培普及さ

れていくという夢プロジェクトが期待されるところであります。 

２つ目の交流の時代の新しい基盤整備を進めるまちづくりであります。秩序ある土地利

用を図り快適かつ活力のあるまちづくりを進める上で、道路改良に始まり住宅、環境衛生、
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交通から防災に至るまで生活基盤の整備は必須要件であります。平成１９年度から町では

だれもが安心して住むことのできるまちづくりの推進を目標に、５年間の都市再生整備計

画を推進をしております。平成２０年度もこの計画の目標に基づきまちづくり交付金事業

として各種の事業を展開をしてまいります。平成１９年度においては循環バス運行事業、

防災無線デジタル化事業、地域交流センター建設事業、国道１５３号伊南バイパスアクセ

ス道路の改良事業に取り組んでまいりました。平成２０年度は国道１５３号伊南バイパス

アクセス道路の改良事業と循環バス運行試行を実施をしてまいります。道路交通面では、

先ず循環バス運行事業は試行運転を継続します。試行を重ねる中で地域の皆様の意見や要

望をお聞きしながら、その調整や方向付けを図ってまいりたいと考えております。国道１

５３号伊南バイパス建設事業につきましては、平成１９年度においていよいよ飯島工区が

着工となりました。他の地区においても計画どおり用地買収等が進められます。なお平成

１９年度には駒ケ根市・福岡地籍区間が供用開始となり利便性が高まりました。早期の全

線開通が望まれるところであります。主要地方道竜東線は間もなく北河原・中平線までの

吉瀬・中平間が開通となる予定であります。引き続く建設促進につきましても積極的に関

係機関と連絡をとりながら進めてまいります。また一般町道につきましては、平成２０年

度は新たな東西の動脈であり国道１５３号伊南バイパスのアクセス道でもあります町道堂

前線に継続して集中投資をしてまいります。更に町道改良につきましては電源立地地域の

対策交付金を有効に活用して取り組んでまいります。与田切川、中田切川の河川砂防事業

の促進、更に西山地帯をはじめ百間ナギの崩落対策等、治山治水事業の促進についても国

県へ積極的に働きかけをしてまいります。消防防災面や交通安全、防犯対策につきまして

は町民の皆様が安心して暮らせる環境づくりに努めてまいります。平成１９年度において

は地域防災計画に基づく住民向けの防災のシオリを作成し、これらを住民の皆様へ周知し

てまいりました。平成２０年度は具体的な危険箇所や避難箇所などを明示したハザードマ

ップを作成して全世帯に配布し、普段の備えにしていただきたいと考えております。また

水道事業において計画的に進めてまいります。非常時の飲料水確保につきましては緊急遮

断弁を七久保南部配水池と田切低区配水池に設置をいたします。更に住宅の耐震対策事業

として耐震診断や耐震補強工事に対する補助を行うなど、積極的な防災対策を継続をして

まいります。 

第３の生活の質を高める快適環境のまちづくりでありますが、年々生活水準の向上と生

活様式の近代化が進んでおります。質の高い快適な日常生活を営むための環境づくりは、

自然環境の保全とともに極めて重要なテーマとなっております。公共下水道事業において

は、いよいよ七久保浄化センターの稼働が始まり一部供用開始となります。年次計画に基

づき所要額を予算計上をいたしました。更に平成２０年度は環境工事とともに飯島処理場

の第２期工事の設計に着手をいたします。また農業集落排水事業は維持管理を中心とした

業務が中心でありますが、維持管理の効率化などによりまして総額では減額となっており

ます。公共下水道事業及び農業集落排水事業とともに繋ぎこみ率が年々向上をしてまいり

ますが、まだ接続をしていないご家庭にありましては１日も早く接続をし、ご利用いただ

くようお願いを申し上げる次第であります。合併処理浄化槽の設置整備事業は、区域を変

更した地区も含め引き続き設置促進をしてまいります。一方上水道事業では下水道事業関

連の配水管布設替工事が中心でありますが、引き続きまだ開始をされていない老朽石綿管
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の更新事業を行う一方で、配水池へ緊急遮断弁の設置工事を行うなど水道水の安定供給に

向けて努力をしてまいります。住宅対策面では若者の定住促進対策として建設を進めてま

いりました「特定公共賃貸住宅」は平成２０年度から入居開始をいたします。また平成１

４年度から始めたＩターン者に対する定住奨励事業につきましても引き続き実施をしてま

いります。更に民間業者との連携で構築をいたしました住情報ネットワークは町の公式ホ

ームページにて情報発信しておりますが、利用者の利便性向上に向けて一層充実をしてま

いります。これらの施策により町外から１人でも多くの若者たちがこの地をふるさととし

て定住していただくことを切に願っているところであります。 

次に環境衛生面についてであります。今やエネルギー需要の高まりと化石燃料依存から

の脱却や環境保護といった世界的要請は急速に高まっております。特にわが国における新

たなエネルギービジョンの策定は国全体はもとより、それぞれの地方においても考えてい

かなくてはならない喫緊の課題となっております。当町もこのＮＥＤＯ「新エネルギー産

業技術総合開発機構」の協力によりまして、平成１９年度において町内における新たなエ

ネルギー源について将来の方向性について検討を行ってまいりました。平成２０年度はビ

ジョンを基本に実現方策へ向かう検討を一歩進めてまいります。塵芥処理費等に要する予

算につきましては、ごみの減量化対策としてコンポストや生ごみ処理機を購入補助する予

算化を行いました。町民の皆様の環境保護に対する意識関心が高まっております。是非ご

みの減量化による資源循環型社会の形成にご協力をいただきたいと思います。 

第４に共に支え共に生きる健康福祉のまちづくりについてでありますが、健康と福祉の

面では住民の誰もが性別や年齢にかかわらず共に支え合い、共に安心して健康で暮らせる

よう、保健・医療・福祉の連携の下に各事業の推進のための諸施策を講じてまいります。

児童福祉面についてでありますが、昨年度に引き続き子育て支援を中心として、次世代を

担う子どもの育成や保護者負担の軽減、ひいては将来のまちづくりの原動力となるような

人材育成を目指して施策を重点化いたしました。平成１９年度に新しい東部保育園に併設

して事業を開始いたしました「地域子育て支援センター」は、子育てに悩む保護者の方々

の相談の場としてその利用が定着をしてまいりました。平成２０年度は相談に対応するス

タッフや体制の充実を図り、支援体制を強化をしてまいります。保育料の軽減につきまし

ては２人目の保育料２分の１、３人目以降１０分の９の軽減を、そして平成１８年度から

は第２子以降の園児であれば全て３分の１軽減をすることとしたものを、平成２０年度に

おいても同様に継続して保護者負担の軽減を図ってまいります。平成１５年度から実施を

してまいりました就学前までの入院・通院を対象とした乳幼児医療費について、平成１８

年度からは小学校３年終了時までを無料化を、続いて平成１９年度は小学校６年終了時ま

で無料化を拡大し、子育てをする保護者の負担を軽減を図ってまいりました。平成２０年

度はこれを中学３年生まで拡大をして、一層の負担軽減を図ってまいりたいと考えており

ます。また子育て支援の側面から商工会と連携して行っております「子育て応援券交付事

業」は継続をして実施をいたします。次に高齢者福祉でありますが、介護保険事業につき

ましては高齢化とともに介護認定者も増加をし、保険給付費は年々増加をしております。

今後は給付の適正化に努めるとともに、地域包括支援センターを中心に介護予防にも力を

入れてまいります。また福祉タクシー券の交付や訪問理美容補助といった生活支援から、

高齢者祝い事業や高齢者活動団体への補助など生きがい支援のための事業についても継続
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をして実施をしてまいります。障害者福祉面では障害者がその人に適したサービスを利用

しながら、地域社会で自立した生活を営めるよう、将来にわたって支援をしていくために

障害者自立支援法による様々なサービスが始まりました。介護給付、訓練等にかかわる給

付、生活支援事業など制度の周知を図り、適正な運営に努めてまいります。また小規模授

産施設「こまくさ園」及び「共同作業所やすらぎ」はこれまでどおり運営し、引き続き障

害者福祉の増進を図ってまいります。このような中にあって高齢者や障害者の福祉施策と

して給付を行っております介護慰労金や障害者福祉金、福祉年金等は行政改革の一環とし

て平成１８年度から段階的に削減をお願いしてまいりましたが、平成２０年度においては

平成１９年度と同額を維持して給付をすることといたしました。なお医療面においては、

不妊で悩む方のために平成２０年度も県の不妊治療助成事業に上乗せの補助をして治療費

の負担を軽減をしてまいります。またより健全な出産を助長するため、これまで妊婦健診

に必要な費用を 2 回まで公費負担をしていたものを５回までと拡大をして支援をしてまい

ります。予防接種事業につきましては接種枠の拡大に伴って中学校１年生と高校３年生向

けに、麻疹、風疹の予防接種ワクチンを予算化をいたしました。平成１９年度から昭和伊

南総合病院と連携して実施しております胃がん予防のためのピロリ菌スクーリング検査は、

多くの希望者が見込めるために増額予算を盛り込んでおります。また３歳児子育て未来飛

行、乳幼児相談などの母子保健事業につきましても引き続き実施をしてまいります。この

他町民の皆様がいつまでも健康で暮らせるための各種の検診の実施や保健指導にも力を注

いでまいります。なお、国民健康保険特別会計は医療費の伸びを見込んだ予算を、また老

人保健医療制度に代わって新たに始まります後期高齢者医療制度特別会計につきましては、

保険料等に対応する予算を編成をしたところであります。なお今全国的に医師不足から地

域医療の維持確保が危ぶまれております。伊南行政組合運営の昭和伊南総合病院も近隣の

自治体病院同様、極めて厳しい状況にあり、いくつかの診療科目において廃止縮小を余儀

なくされております。行政、病院、地域医師会など病院間連携も含めて懸命な努力を重ね

ておりますが、一朝一夕には解決できない根の深い難しい問題であります。住民の皆様に

もこの点是非ご理解をいただき、１次、２次、３次医療の住み分けを行いながら、地域医

療の確保を図るべく懸命の努力を行ってまいる所存であります。是非ご協力をお願いいた

します。 

第５に地域の魅力を活かした産業づくりであります。これからの産業はそれぞれの分野

で自立した経営を実現するには、地域特性の確立と併せて産業間の連携協調やバランスの

とれた成長が求められます。農業面では地域複合営農の再構築と１，０００ヘクタール自

然共生農場づくりを目指して、安心安全農業を理念に、競争力のある売れる農産物づくり

をめざすとともに、他産業と連携した新たな農業展開を図ることが重要であります。平成

１９年度において政策転換のありました米政策改革、水田経営所得安定対策、農地・水・

環境保全向上対策の充実に向けて引き続き推進をしてまいります。林業面では健全な森林

の育成を促進をするとともに、環境の視点も重視して整備を進めることが肝要であるとの

考え方に基き予算を構築しております。商工業面では技術力の高い工業振興と地域のふれ

あいを基本とした魅力ある商業展開を進めるとともに、交流事業等を通じて農業、商工業、

観光の各産業がお互いに連携し合い、地域の特色と資源を生かして産業を展開をすること

によって、人口増や町の活力につながる諸施策を予算化をいたしました。具体的な予算で
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ありますが、新しい、町を代表する農産物の一つとしての栗の栽培について前年度に引き

続き補助金を計上いたしました。今後はいよいよ加工販売へ向けた活動が本格化をしてま

いります。地産地消の拠点施設として整備をいたしました「道の駅花の里いいじま」は、

オープンをして満６年目を迎え、おかげさまで多くの方々にご来場をいただき、来場者が

１００万人を突破いたしました。平成１８年度からは管理運営を指定管理者「道の駅花の

里いいじま利用組合」に委ね、更なる充実が図られてきております。町といたしましても

引き続き財政的支援を行ってまいります。この他、県営事業として本郷ため池整備事業に

ついて全体計画の策定を、また中央道を横断する４本の農業用水路の耐震対策を行うため

に、県の補助を活用して実施設計に着手をいたします。更に頭首工台長を整備するなど水

源の保全と安定確保に力を入れてまいります。林業面では従来の森林育成に加えて県民税

として新たに始まる「森林税」を財源とした「森林作り支援交付金」を活用をして、里山

を中心とした森林整備に着手をいたします。また、松くい虫の被害に対応する防除・駆除

事業は引き続き実施をしてまいります。林道整備に関しましては林道横根山線の改良工事

を中心に維持管理を進めます。商工面では新しく企業振興策を講じました。企業が増える

こと、活性化をすることは雇用創出、経済の進展、人口増といった諸々の良好な波及効果

を生み出し、元気あるまちづくりに貢献をいたします。そこでこうした機会を適時に支援

するための具体策として、商工業振興資金の原資となる預託金を増額をし、融資枠を広げ

て事業者が設備投資や運転資金を確保する際の利便性を高めました。また、町内企業が参

加する企業展や工業展は、参加することで受注が受けられるばかりか、技術力をアピール

することで事業拡大の絶好の機会へつながっていきます。このような活動に対し商工会へ

の支援事業を通じて積極的な支援策を講じたところであります。企業の誘致策としまして

は円滑かつ迅速な用地確保を実現する観点から、現在の農工実施計画の見直しを行いつつ

更なる企業導入について積極的に進めてまいります。なお厳しい状況が続いている中小企

業に対しましては、経営確立のための支援策を引き続き継続をしてまいります。 

第６の生きいき学び楽しむ生涯学習のまちづくりについてであります。人口減少、出生

率の低下といった社会的課題が私たちの将来の不安を深刻なものとする一方で、子育て支

援の重要性がますます高まってきているのは自明の理であります。広く教育という施策の

分野では家庭や学校ばかりでなく、地域ぐるみの子育てを含め総合的な子育て支援をする

とともに、町民の自主的な参加による学習・スポーツ活動の活性化を図り、芸術文化活動

の推進や伝統芸能等の継承を進めるとともに、歴史遺産の保全や活用までを総じて諸施策

を講じたところであります。子育て支援面においてでありますが、現在、子ども達を取り

巻く環境は複雑さや難しさを増しており、その要因も多方面にわたっております。こうし

た課題を一元的に捉えて大切な子ども達が健やかに成長できる環境を提供しようと、平成

１９年度に「こども室」を設置し、妊娠乳幼児期から青少年期まで一貫したこども施策を

展開をしてまいりました。平成２０年度もこの「こども室」の機能を更に充実させるべく

力を入れてまいります。新しい取り組みといたしましては家庭相談員のこども室への配置

であります。特に家庭の教育力の低下に伴う養育放棄や虐待などの家庭問題を中心とした

相談に対して課題解決に向けたバックアップを行います。また、子どもの居場所づくりと

地域の大人との交流や体験活動を通して豊かな心を育むと同時に、地域の教育力を高める

ことを目的に始めました「子ども広場推進事業」は大変好評で、平成２０年度は飯島、田
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切、本郷地区へも広めていく計画であります。学校教育においては小中学校３校へそれぞ

れ特別支援教育支援員を引き続き配置し、発達障害に対する子ども達へのよりきめ細かな

対応を図ってまいります。また小学校１年生学習習慣形成事業では、町の独自の予算で対

応をすることといたしました。設備関係では中学校のパソコン教室の機器更新や、給食セ

ンターの食品庫整備、備品の充足に至るまで、子ども達が快適で充実した学校生活を送る

ことができるよう予算を盛り込んでおります。生涯学習・社会教育面では、図書館事業に

つきまして新しい管理システムでの運用を開始いたします。利用者の皆様への一層のサー

ビス向上につながるものと期待をいたしております。地域文化面では、１０周年を迎える

「いいじま文化サロン」を核として引き続き取り組み、文化の魅力を伝える中心的担い手

としての活動をしていただきたいと考えております。歴史民俗資料館飯島陣屋は平成２０

年度をもって開館１５周年を迎えます。より多くの方々に親しんでいただきたいことと、

歴史的資料保存継承という役割を果たすため、施設の維持補修のための予算を計上いたし

ました。またこれらのほかにも国の直轄事業及び県施工事業につきましても、諸関係機関

と連携を図りながら更に事業促進が図られるよう要請等努力をしてまいります。 

以上、新年度の施策に関する所信の一端と、新年度予算の大綱について申し上げました。

何よりも町の活性化は経済の進展と併せて人口増と定着が最も重要な要素であって、そこ

につなげる不断の努力が必要となります。町長として町民の皆様の先頭に立ち、「安心安

全で住みよい町」、「暮らしやすい町」、「活力のある町」づくりに全力を傾注してまい

る覚悟であります。そのためにも厳しい現状を認識をし、職員の更なる意識改革を実践し、

常に住民の皆さんとの気持ちの融合を図ることに視点を置いて、今後の行財政運営にあた

ってまいります。町民の皆様とその代表である議員各位の格別なるご理解とご協力を切に

お願い申し上げ、平成２０年度の施政方針と一般会計並びに特別会計の予算概要の説明と

いたします。長時間ありがとうございました。 

議  長    以上で平成２０年度予算8議案にかかる提案説明を終わります。 

    ここで休憩をとります。再開時刻を１０時３０分といたします。休憩。 
 
午前１０時１１分 休憩 
午前１０時３０分 再開 

 
議  長    休憩をとき会議を再開いたします。これから予算８議案について一括して総括質疑を行

います。なお予算審査特別委員会へ審査を付託することになって決定しておりますので、

本日は総括的な事項について質疑されるようお願いいたします。 
これより質疑を始めます。質疑ありませんか。 

５番 
三浦議員    それではお聞きをしていきたいと思います。最初に道路特定財源の考え方についてお聞

きをしたいと思います。大きな問題として現在取り上げられている中で、その性格がだん

だんと見えてくるようになってまいりました。そのほとんどが不要不急の大型の高規格道

路などに使われている、そうした特定財源だということが見えてきました。既に建設をさ

れた使われずに無駄だといわれるような採算のとれないそうした道路なども連日テレビな

どで報道をされているところでございます。政府の方針では無駄をなくすどころか長期計
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画では１０年間で 59 兆円という多額な税金を使って道路の関連事業だけに使うというふ

うにしていくというふうに、一般財源といわれていますがそういうふうにはなっていない

というふうに見ておるところです。確かに国道１５３号線伊南バイパスのように国の直轄

事業もあると思いますけれども、今のような道路特定財源の使われ方を認めるというよう

なことの対応では、これからも地方の道路行政としては問題の解決になっていかないので

はないかというふうに私は強く感じているところですが、この点町長はどのように見てい

るのかお答えをいただきたいと思います。 
        それから後期高齢者の医療制度の内容についての捉え方でございます。私は昨日も条例

などの提案をお聞きしておりまして、あまりにも安易ではないかというふうに感じている

ところです。この制度の実施をされた場合に、町内の高齢者の皆さんの身にどのような事

態が起きるのか、町政にこれからどんな影響がそういう意味で起きてくるのかということ

をきちんと検証をし、そういう中で条例や予算を盛り込むということが前提だというふう

に私は感じているわけです。そういう中で実際には昨日もお聞きしていて思いましたが、

感じましたが、そういうところには検証もしていないと、国からの通達があればそのまま

町のやるべきことだけ事務的なことだけやればいいというふうに私は感じたわけですが、

こういうあり方問題があると私は思いますがその点についてのお考えをお聞きしたいと思

います。 
        それから「協働のまちづくり」であります。力を入れて２０年度予算、協働のまちづく

り、盛り込まれてきているわけですけれども、しかし住民の皆さんの意識とのズレがある

んではないかというふうに、ずっとかねがね感じているわけです。なぜか一生懸命やれば

やるほど上滑りをしているというような気がしてなりません。実行をしていくそうした過

程に問題があるのではないかというふうに感じているわけですが、その点についてお聞き

をしたいと思います。 
それから介護保険や障害者の自立支援などについてであります。介護を受けられる方や

障害をお持ちの方が地域の中で安心して生活をしていく、そのための大前提となっている

自立のための支援、療養のための、介護のための支援というものが、実際に昨日も補正予

算でもありましたように、当初の予算よりも大きく減額補正がされていくわけです。毎年

予算はそれを含めて大きく見積もっているというようなお話しでしたが、そうしたらその

予算に見合った利用をしてもらえるようなそうした対策が必要ではないかと、実際に昨日

もお聞きしましたら、介護保険の場合は限度額の５０％ぐらいしか実際には利用をしてい

ないということでしたので、もっともっとこの制度が利用できるような対策が求められる

と思いますが、こうしたことは全体として、やはり他の事業でも検証をしながら原因を究

明してその対策を立てていくことが求められていると思いますが、こうした考え方につい

ていかがでしょうか。 
あと農業問題を少し、予算は事業が一つ一つ終わる中で減少傾向にあるわけですけれど

も、そういう中で今飯島町にとっては農業ということは本当に大事な産業として位置付け

られて、自然共生農場の普及推進というようなことでも、農家の皆さんと一緒になって頑

張っているところですけれども、もっともっとそういうところに研究をしたり、みんなで

力を合わせていくための施策が盛り込まれていく必要があるんではないかというふうに思

いますし、また新しい農業に従事をしていただくそういう方達を町内だけではなくもっと
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広く受け入れをするようなそういう施策ももっともっと強めていく積極的なそうしたこと

が必要ではないかというふうに私は思っているわけですが、この点についての農業に対す

るこれからの町の方針についてもう少しお答えをいただきたいと思います。 
       それから先程、施政方針をお聞きしながら「生ごみ処理機」の環境問題を言っておりま

したので、以前に「ふるさとづくり計画」の中では、以前に補助金を出していたのを廃止

をしたという経過があるわけです。これをまた復活したということについては、私は大変

良いことだと思いますけれども、廃止をする必要があったのかどうかと、その計画に対し

て総合的な判断に、以前のその廃止をするにあたっての判断に誤りがあったのではないか

というようなことを感じましたので、その点についてのお考えをお聞きをしたいと思いま

す。以上質問を１回目を終わります。 
議  長    順次答弁をお願いします。自席で結構です。 
町  長    それでは予算の総括的な部分でいくつかのご質問がございましたので順次お答えをして

まいりたいと思います。先ずこの道路特定財源の問題であります。これは飯島町のみなら

ず全国的に共通する今のこの最大の課題であるわけであります。その予算編成に当りまし

ても今国会でいろいろとこの衆参のああした状況の中で、どういう方向に行くかというこ

とが全く予断を許さない状況で続いておるわけでありますが、今回の予算編成に対しまし

ては飯島町の場合、多くの全国の市町村がそうでありますけれども、当然のことながらこ

の道路特定財源が維持されて、そして従来の形の中での道路財源が確保されるという前提

の中で予算編成をしておるわけでありますので、そのようにご理解をいただきたいという

ふうに思います。この暫定税率を設定した上で特定財源が３０年余りに渡って政策が進め

られてきたわけであります。日本の国土の発展、交通体系の様変わりする交通体系に対処

していくという大きな国家的な見地に立っての施策でありますので、事実今このそれぞれ

の地方・地域を含めて国の今ある姿はこの道路特定財源によって維持されてきたという、

果たしてきた役割というものは計り知れないものがあるというふうに私も思っております。

一昨年の暮れでありますが、当時の阿部内閣の中で今後の基本方針としてこの道路特定財

源の暫定税率を維持しながら必要な道路整備を進めて、そして一部まあ一般財源化も考え

ていくという一つの閣議決定の最高方針が出されておりまして、まあそれ沿っての今いろ

んな議論がされておるわけであります。確かに高速道路なり主要地方道なりまた市町村道

なり、整備されたところとまだまだ飯島町も含めて整備されていないところと、様々なこ

の格差と申しますか、状況があるわけでございますが、ご承知のように飯島町は正に今こ

の道路特定財源に期待をして整備促進を進めていってもらわなければならない、またして

いかなければならない課題が、一番その大事な場面にさしかかっておる状況であります。

１５３、竜東線、それからそれぞれの町道の改良がまだまだ山積しておりますので、何と

してもこれは暫定税率を維持して財源を確保していただいた上で、補助金それから直轄に

関わる道路費用を確保していただいて、計画どおり進めていただきたいということを切に

望んでおりますし、議会の皆さん方も全員の賛成をいただいて、このことの要望に対して

のいろんな活動をいただいておるということでございますので、是非ひとつ三浦議員もこ

のことについて賛同をいただいておるお一人でございますので、同じ考え方に沿って町の

計画しておるいろんな道路事業進められますようにご協力をご理解をいただきたいという

ふうに思います。 
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        後期高齢者医療の問題でございます。まあこれもあの国家的な大きな施策でございます

が、それぞれの地域も含めて高齢化が進むこれからの日本の、あるいはまた地域の医療を

何としても持続可能な医療体制を確保していくという大前提に立っておるわけであります

から、まあ初めて導入する制度でありますのでまたいろいろ始めてみて試行錯誤の部分が

出てくるかと思いますけれども、不都合な部分、見直しせざるを得ない部分というものは

常にこれは制度の問題として見直しをしながら、安定的な持続可能なこの医療確保、特に

高齢者の医療確保というものを維持していくということで、飯島町もこの国の施策に乗っ

てひとつ同じように進めていくということには変わりないわけであります。飯島だけ他の

考え方でもってこのことを進むというわけにはまいりません。一部負担の問題も出てこよ

うかと思いますけれども、これはまた町も十分なＰＲをして是非ご理解をいただかなきゃ

ならないというふうに考えておりますので、予算もそうした考え方に沿って編成をしてあ

るところでございます。 
        協働のまちづくりの問題であります。これもなかなかあのおっしゃるように口で申し上

げても実態行動として付いていかない部分があるということは私も十分承知しております

けれども、やはりこれもこれからの厳しいこの町の財政運営、そして何としてもこの住民

が主体的に自分たちの地域をどういうふうに考えて形作っていくかという、これからのこ

の地方分権の基本的な考え方であるその住民参加、汗を出し知恵を出しということを進め

ていかないと、これからの飯島町を含めた地域の行財政運営というものは成り立たないと

いうことでございますので、そこにまあひとつの活路を求めて進めていくこの協働のまち

づくりであります。いろんな種を蒔いてその芽が少し出てまいりました。地域づくり委員

会にしろ、あるいはまた個々に具体的な地域の取り組みも子育て支援も含めて出てまいり

ましたので、これはあの始めて１年・２年でこの成果を見るというわけにはなかなかいか

ない息の長い課題でありますので、少しこの長い目で見ていただいて、で議員の皆さんも

率先してまあひとつこうした考え方の中の先頭になって地域に溶け込んでいただいて、い

ろんな場面でもってご参加をいただき、またアドバイスもいただき、そして一つずつ出来

るところから協働のまちづくりというものの意識の高揚を図っていくところから始めてい

くと、こういうことでございますので、今年もいくつかのことをまた全地区に広げてとい

うような課題も持っておりますので、まだまだ始まったばかりでありますけれども、そう

した一つの方向付けだけはご理解をいただきたいというふうに思っております。行政とし

ても精いっぱいのご支援を申し上げていきたいというふうに思っております。 
        介護保険と自立支援の問題でございます。まあこれもあの後期高齢者医療とある程度考

え方は連動する部分もありますけれども、やはりこの長寿社会あるいは福祉国家というも

のを進めていく中で、安心してそうした健康でない方のサポートをしていくという大きな

見地からの制度でありますから、これもまあ国の施策に乗っかって、飯島はそれに沿って

というだけのことではなくてですね、この具体的な介護認定等も十分な公正な見方でもっ

てやっていただいておるわけでありますし、予算も精いっぱい盛り込んで必要な対応をで

きるようなこの道も開いておるわけでありますから、その対応をしていくと、まあその利

用率が結果的にまだそれに及ばないというご指摘もございましたけれども、これは確かに

あの行政としての私どものＰＲをしてその分析もしてというようなことは当然求められて

まいりますけれども、ある制度を最大限有効に活用をしていただく、行政はそのＰＲに精
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いっぱい努めていくということで、それぞれの連携をしたこの介護制度・自立支援制度が

定着をしていくように、これもまあある程度時間もかかるかと思いますけれども、ひとつ

それぞれのまた各地域の機関、委員等も通じながら、民生委員や健康推進委員も通じなが

ら、そうしたことの啓蒙も図っていって、何としてもこの制度を定着化していきたいとい

うふうに考えております。 
        それから農業問題、農業振興でございますが、確かにまあ今の日本の農業、まあ国際的

にも非常に厳しい状況に立っておるわけであります。後継者の問題、農産物の価格の問題、

国際的にもＷＴＯのこの農業交渉、貿易関税がなかなかその交渉が難航しておって見通し

が立たないと、まあそんなことが日本のこの農産物の価格の低迷に原因しておる部分もあ

りますし、加えてまあ最近の外国からのこの輸入穀物の高騰や、まあ餃子の問題もあるわ

けでありますけれども、それらのことについては一方で今日本が地産地消、食糧自給率を

５年ぐらいで４５％に高めていくという大きな目標に沿っての一つの考え方としてはチャ

ンスであろうというようなことも農業委員会でも申し上げてまいりました。従ってそうし

たことも含めて町にはこの他の地域に模範的な営農センターというものを核にした各地区

の営農組合と、そしてその２階建てである法人が、生産法人としての２階建ての部分があ

るわけでありますので、これらを有機的にまあひとつ活動の中で頑張っていただいて、そ

してこれからの、なかなかその担い手がないために農地が荒廃していくというようなこと

のできるだけ無いように、組織営農という一つの飯島独自のこのメリットでもって良さで

もってまあこのことを維持してほしい、行って欲しいと、そういうことに対して行政もで

きるだけの支援をしていくという考え方の予算編成でございますので、そんなことでひと

つお願いしたいと思います。 
 最後にこの生ごみの処理でございます。これはあの一つに生ごみの処理を復活したどう

の、こういうだけの問題ではございません。現在、広域で中間処理施設の最終的な共同施

設としての方向が出されようとしておるわけでありますが、要はやはりこれはあのいかに

減量化と分別ということにかかっておるわけでありまして、そのことのためにも、かつて

は一つの立ち上がり、意識改革を含めてですね、ごみを出していただく方の意識改革も含

めて、その出発点となる３年間の生ごみ処理の支援をして、自前処理で減量化というとこ

ろにまあ結び付けたのがこの制度でありますけれども、やはり財政的問題を、当時のチャ

イルドシートなんかもそうでありましたけれども、立ち上げ支援をして、そして自覚をし

ていただいた上でそのことを浸透して行ってもらって独り立ちしてもらうという考え方の

中でやってまいりましたが、どうもなかなかその一時的に有料化した段階で減量化も進ん

だわけでありますが、このままではやはり共同処理をする中間施設としての規模があまり

にまた拡大をし過ぎてしまって、莫大な金の設備投資につながってしまうというようなこ

とが、広域連合一体としてまた出てまいりました。そこで各町村ももう一度まあ、そうし

た喚起を促すためにもこの問題については市町村補助をして、立ち上げの部分の理解をし

てもらって、いつまで続くかということはちょっとまだ今、定かの考え方をしておりませ

んけれども、もう一度復活してそのことを見直してもらうという意味で復活をさせていた

だいたと、こういうことでございますのでご理解をいただきたいと思います。 
        以上何点かについてお答えをいたしました。 
議  長    他に質疑。 
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１１番 
松下議員    それでは堂前線についてちょっとお尋ねをいたします。この事業は町の将来を左右する

ような一大プロジェクト事業になるのではないかと思われますが、それに対する開発プロ

ジェクト計画とはどのように進んでいるのか、これも平成２３年ですか、後まあ５年ぐら

いでバイパスがあそこまで開通すると、それに合わせてのことでありますので、そんなに

時間的な猶予はないように思われます。今の段階でどのような考えであるのかお聞きをし

たいと思います。 
        それから住情報ネットワークについて効果があるのかどうか、その検証をしております

か、お答えを願いたいと思います。 
        それから本郷のため池整備事業について 4,000,000 の予算が計上されておるわけですが、

これはまあ計画策定ということだと思いますが、工事の見通しについてどのような規模で

何年度から着工できるのか、その点を見通しについてお伺いをしたいと思います。 
町  長    堂前線の整備の関係でございますが、お話にございましたように国道１５３の伊南バイ

パスが平成２３年を目標に飯島工区の工事が進んでまいります。当然まあそのアクセスと

しての堂前線もそれに合わせる形で完成し開通させたいと、こういうことでございます。

従ってあの道路だけの建設でもってその目標が達成するということでは決してございませ

ん。むしろこの道路の整備が町の活性化振興のための一手段であるという位置付けでござ

いますから、再三申し上げておりますように、これに囲まれたエリアの部分、特に下在が

中心になろうかと思いますけれども、このことを含めて町全体の土地利用計画、いわゆる

まあ国土利用計画の飯島町版でございますが、基本構想と同時に中期総合計画に組み込ま

れたのが２２年まででございます。ちょうどタイミング的にはそれにまあ一致をしてくる

時期になるわけでございますので、この大きくは次期長期構想それから５年間の中期総合

計画、その中に含まれる国土利用計画の飯島町計画、いわゆる土地利用計画というものを

このバイパス開通、堂前線開通に合わせた部分も含めて、町全体的に農振の解除といいま

すか農振の見直しも含めて検討する必要があるということで、今いろいろと既にもう着手

をして検討に入った部分、それからこれからいろいろまたそのことを詰めていく部分、検

討協議をする部分あるわけでございますけれども、特にあのバイパスと堂前線に囲まれた

下在区域の土地利用について、今、町ではプロジェクトを立ち上げてその利用方向という

ものを検討を着手をいたしました。今まだ現段階では職員が中心でありますけれども、一

部に商工会でありますとか、それからこの囲まれたエリアの中にいろんな事業をやってお

られる方々等のワークショップ等も通じてそのご意見を聞いております。いずれこれはあ

の基本構想審議会の中で最終的に位置付けて議論をいただく方向に行くわけでありますけ

れども、その事前の一つの考え方としての素案づくりというものをそういう段階で進めて

まいりたいというふうに考えておるところでございます。で、全体としては次の長期構想、

中期総合計画の根幹的な一つの土地利用計画として位置付けて、最終的には議会の議決ま

でお願いしていく内容になっていくことと思います。 
        それから、情報化の問題でまあいろいろあの内部の情報それから住基ネット等との問題

もありますので、この点につきましては担当課長の方から申し上げたいと思います。 
それから本郷のため池整備の問題でございますが、これもなかなかいくつも同時に手掛

けてというわけにはまいりませんでした。従ってあの七久保・片桐の水利組合が所管しま
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す中山間農地防災事業をずっと十何年も進めてまいりまして、いよいよまあ方向が見えて

まいりましたので、次の町の位置付けとしてこの本郷の新井のため池を中心とした老朽化

対策に対応する工事を進めていくということになりまして、今年度 5,000,000 でしたか調査

費を盛ったところであります。今後の計画については県とのちょっと協議も進んでいかな

ければなりませんけれども、見通しについては担当課長の方からお答えをさせていただき

たいと思います。 
建設水道課長  住情報ネットワークの関係でございますけれども、細かい数値につきましては今ここに

資料ありませんのでお知らせするわけにはいきませんけれども、毎月の各業者から資料を

いただきまして入れ替えをしながらネットを送っているということでございますのでお願

いをしたいと思います。 
産業振興課長  本郷のため池の件でございますけれども、現在七久保地区の七久保・片桐水利組合の関

係で今工事が行われておりまして、それが終わるのを見計らって次の本郷の事業に着手す

るということで、財政的にもいくつも一緒にできませんので、そういう形で基本的には考

えて進めてまいりました。で、来年でほぼ七久保の方の工事が飯島地区分については終わ

る見通しでございますので、続いて本郷に着手するためには今年その計画書を策定して、

規模だとかどのくらい事業費がかかるとか、そういったところまで含めて計画を立てる計

画にしております。それをまたあの県の事業費等の関係がございますので、できるだけ早

く工事に着手できて完成するようには進めてまいりますけれども、事業費についてはまた

県と協議をしながらやっていきたいと思いますが、後ほど実施計画の中で今現在でこうい

う形で進めたいという町の計画はございますけれども、なかなかあの県の予算の関係もご

ざいますので、町の思うようにはいかない、これは七久保の農地防災を見てもそうなんで

すけれども、極力早い完成を目指して町としても進めてまいりたいと思っております。以

上です。 
議  長    他に質疑ございますか。 
３番 
宮下覚一議員  今回の２０年度予算、子育て支援を中心にしてですね福祉も含めてかなり重点的に行う

ということで、その辺は評価するわけではありますけれども、農業面を含めて質問ありま

したが、商業がですね全くといっていいほど触れられていないです。それで現状かなり厳

しい状況である中で商業面に対する支援といいますか施策についてどう考えておられるか

お願いをしたいと思います。 
        それからもう１点、自主財源、町税でしたかね、増額を見込まれるというふうにさっき

はっきり謳ってあったと思いますけれども、今の状況を考えるとかなりこちらも厳しい状

況であるわけでありまして、増額を見込まれるというその根拠が何かありましたらお願い

いたします。 
町  長    まああの産業面につきましては農・工・商、それぞれバランスのある一つの振興という

ことで精いっぱいのまあ努力をしておるわけでございますけれども、まあ農業等は組織営

農、あるいは林業も含めてそうでございますが、多面的なこの施策の中で何とかまあ維持

していくという汗をかいてまあやっていくということで努力をいただいておるわけであり

ます。まあ工業も既存企業これもまああのいろんな外部要因に左右される面が非常に多い

わけでありますけれども、町としてもまあ設備投資、運転資金に対する投資、やっていく
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ことの中でまあ頑張とっていただく。この商業については行政面からこの手を差し伸べて

直接その売り上げを伸ばす、あるいはその活性化をというようなところになかなか行きつ

かないのが今現実としてまあ思っております。ただまあ全体的なこの基盤整備の中では当

時の広小路街路構想、それからその構想がなかなか実現できなんだために一つの商業集積

としてコスモの商業集積をしたという経過もありますし、まあその周辺の活性化をまた期

待しながらマイタウンも出たということがあるわけでありますが、非常にこの商業をめぐ

る最近の情勢というものが、大型店それからいろんなまあ買い物の利便性というか、そう

したことも含めて、多様なこの大人も子供も含めたこの購買、物を買ったり消費したりす

るということが、農業や工業と同じような目線ではいかないのももう宮下議員ご承知だと

思いますけれども、まあできるだけこの制度資金等でやっておりますが、今、飯島町のこ

の直接地元のお店で買う滞留率というものが１３％ぐらいに低迷しておるということで、

これではなかなか地元の商業というものは成り立たないというのはもう当然であります。

かと言ってまあ確かに行政的にも職員にもできるだけ地元で買ってというようなことと、

それから先程の商工会と連携してこのプレミアムの付いた子育て商品券等もやったりとい

うようなこと、いろいろまあやっておりますけれども、基本的にはこれは商業者の経営す

る皆さん方の一つのまあ発想とそれからその取り組む一つの、大型に対抗してって言って

もなかなかその限られる部分もあるわけですけれども、旧態依然の考え方でなくてですね、

この発想の転換をしていかないと行政にそのことを皺寄せしてどうこうのというだけでは、

商業の振興というものはこの今のこの地時代の考え方では状況ではいかないんではないか

というふうに思っておりますので、まあできるだけあの商工会とも連携してやっていかな

ければならないと思っておりますけれども、是非ひとつそれぞれの経営する皆さんの発想

の転換を、これらの時代を読む形の中でやっていただきたいということも期待しておると

ころでございます。 
        税収につきましては基本的には予算書を見ていただきますと、一部企業によっては増資

も見込めるというような表現もしておりますけれども、ほぼ横ばいでございます。という

ことはもう少し期待をしたい一部の中間決算等を見ても期待をしたいわけでありますが、

万が一今ちょうど経済のこの動向が国際的にも非常に浮き沈みしておりますから、これが

あの歳入不足を生じてしまっては困るという形を非常に警戒しております。従ってまあ堅

く見積もるというのがこれまでの一つの考え方でありますので、全体としてはまあ底上げ

をしていくことを期待した数字にしながらも、安全の底堅い形の中で予算計上をしたとい

う形でございます。ただ結果的にはあの毎年若干なりきの決算の状況ではその予算を上回

る財源というものが、また次の施策の中に生かせれるような税収が入ってきておることは

事実でございますので、そういうことも期待しながらひとつ堅い形でまあ計上させていた

だいたということでございます。 
３番 
宮下覚一議員  あのそういうことではなくてですね、１４ページに一般会計歳入の概要という中の４行

目、「町民税は若干の増収を見込んでおります」というふうに謳ってありますので、まあ

今の法人税を含めてということでありますけれども、まあ法人税については景気がいいと

はいえ全体的にはやはり今下がっているわけでありまして、この増収の根拠ですね、これ

がありましたらお聞きしたいということです。 
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住民福祉課長  町民税につきましては個人と法人ということで徴収をするわけでございますが、法人に

つきまして若干の伸びが期待できるということ、伸びといいますか、昨日 76,000,000 円の

法人税の追加をさせていただきました。そういうような関係から前年度予算に比べますと

若干の伸びが期待できると、前年度予算でございますので前年度予算より 20,000,000 円ほ

どまあ期待できると、いうことで計上をさせていただいております。ただ個人につきまし

てはいろいろの資料からいきまして横ばいと、こういう内容となっております。 
５番 
三浦議員    只今の宮下覚一議員の商業についての質問でお聞きをしておりまして、お聞きをしたい

なあと思いますのは、できるだけ行政としても支援をしていくというふうにまあお答えに

なりましたが、側面的な支援ということで考えますと、どのようなことを支援していこう

というふうに支援できるというふうにお考えであるか、その点についてお聞きをしておき

たいと思います。 
        それから先程私質問いたしましてお聞きしている中で、まああの国の行政の中で後期高

齢者医療の場合まあ受け入れて持続可能なそうした医療を前提とするというふうに、大前

提だというふうにお答えになりましたが、先だっても私昨日の条例の提案の中でもお聞き

をしたわけですけれども、国の施策としてはできるだけ国が持ち出す医療費を減らしてい

こうというのが前提でできております。で、医者にかかった場合の診療報酬について医療

機関では定額ということで打ち出されてきて、この制度がそのまま導入されますと医療機

関に支払われる診療報酬というものは 6,000 円というふうに決まっておりますので、今ま

でのような診療が高齢者の方が本当に受けれるかどうかいうことは大変に疑問であります。

そういう内容でありますと飯島町に住んでおいでになる高齢者の方たちの今まで保たれて

きた健康、医療に受ける治療を受けるというそうした安心安全の、飯島町で安心して暮ら

せるという根底になるそうしたものが崩れていくのではないかということを私は非常に危

惧をしておりまして、そういうことについてこの制度が持ち込まれたときに、飯島町に住

んでいる皆さんがどういう状態に陥るのかということについて検証をしていないで、まあ

そういうことでいいではないかというふうに、またそういうことが起こったときに考えて

いけばいいと、国がそうしたら見直しをするだろうでは、住民の健康や安全を守っていく

というこの飯島町としての町長のこの決意の一端では、これは違った方向に動いていくの

ではないかというふうに私は大変に心配しておるところでありまして、その点について私

はさっきどういうふうにお考えなのかと、そういう点をどういうふうに見ていくのかとい

うことをきちっとしておいでの提案なのかというふうにお聞きしたわけですので、その辺

もう１回お聞きをしたいと思います。 
町  長    商業に対するまあ行政支援というのは、総体的には申し上げた内容でございますけれど

も、まあ具体的には、まあ工業もそうでございますけれども、一つの融資というものに対

するこの制度資金の活用ということを、枠も増額をして運転資金、設備資金というものを

こっちで用意をしてやっていくというようなことでございます。直接その店に対しての経

営に対して行政がどうのこうのっていう、なかなかこの立場にないということを是非ご理

解いただきたいと思いますが、ただあのそうしたいろんな相談やら考え方についてですね、

今、所管課の方も定期的にその懇談、検討会を定期的にやっておりますので、そうした出

た内容、要望というようなものも十分こっちも斟酌をして行政としてできることは具体的
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な部分も含めてやっていくと、こういう考え方でおる、このことがまあ側面支援という形

でありますので、予算の中でいくら盛られておるのでどうのこうのということとは別問題

でひとつご理解をいただきたいというふうに思います。 
        それからまあ後期高齢者医療、はっきり申し上げてこれがまああのそれぞれの考え方の

中で制度的に悪いので飯島町はこのことを受けて整備をしていくということは如何なもの

かというわけにはまいりませんこれは。何としてもこれは国のこれからの後期高齢者の医

療制度という一つの国の施策に乗っかって、良い悪いはまたひとつの検証の場が出てこよ

うと思いますけれども、この具体的な国の施策に乗っていくのがこの法治国家であり、ま

たそれぞれの自治体の取り組み方であるということでございますから、その枠の中で精い

っぱいわれわれも努力をして、いろんな課題も出てくるかと思います。従って私としては

その考え方に沿った形の中で、事務的な対応も含めてこのことは進めていかなきゃならな

いとそういうことを申し上げておるわけであります。 
議  長    他に質疑ありませんか。 
６番 
野村議員    それではあの町長の施政の点について 1 点お伺いをいたします。実は「ふるさと納税」

これにつきまして私まあ２０年度の施政の方に入ってくるかなという考えの下に細かい点

までずっと提案してまいりました。この中に今読んでみまして森林税はありますけれども

「ふるさと納税」はない。これにつきましては現在国会審議中でありますけれども、やは

り私、細かい点でいろいろ申し上げてきましたけれども、応援態勢、支援体制、これにつ

いての考えが町長乗っておりませんけれども、やはり国会、今やっておりますので、終わ

って成立してからの出たとこ勝負、言葉は悪いかもしれませんけれども、そういう考えで

これから進めていくのであるかお聞きしたいと思います。 
町  長    確かにこの事に触れての記述と申しますか述べてないわけでありますけれども、以前に

まあ野村議員からも議会の中でお話いただいた経過もあると思います。おおいに期待をい

たしております。ただあの県下でもいくつかの市町村の中でその取り組みが始まっておる

わけでありますけれども、今国会で審議をされております。当然まあ成立してくると思い

ますけれども、町としてのその受け皿をどういうようなひとつの使途に、やっぱり飯島か

ら都会に出てふるさとを想う気持ちの皆さんが、どういうふうにふるさとを想う、その具

体的な手法、使い道はどういうことにひとつ充てることが、合意が得られていくかという

ようなことも含めて今、新年度早々から検討をしていくという段階になっておりますので、

決してあの具体的な記述がないからといってこのことが、ないがしろにしておるわけでは

ございません。大いに期待をしながら町としてどういう部分へ受け入れて、そうしてその

推進をしていく、先般もまあ東京へ出向いていろいろと懇談もいただきましたけれども、

そうしたＰＲもしながらお願いもしながら、受け入れていく方のまた組織的なまとまりと

いうようなものも合わせながら、今後ひとつ早々に検討してまいりたいとこういう考え方

でございます。 
９番 
平沢議員    只今のふるさと納税に合わせた一つの形の中で、今年度新規の事業として「信州森づく

り事業」、これが上っております。これに関してはやはり、これは制度資金を利用してい

くものだと思われます。それで各地区においては既に地域委員会でもうこの取り組みをし
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てなさっているところがありますが、この点についてですね、一応、町の方としても年次

計画的なものを作成して取り組んでいくものかどうか、この点も併せてちょっとお答えく

ださい。 
町  長    細部はまた担当課長の方から申し上げますけれども、この森林税についてはふるさと納

税的な考え方とはちょっと違うわけでありまして、県下に住んでおる方々が住民税に上乗

せをして 500 円いただくと、個人ではそういう形でございまして、それを原資に森林整備

を図っていくということでございますので、言ってみれば一つの事業目的のためにまた広

く地域住民から浄財をいただくということには変わりはないわけであります。それを最大

限活用して町も今までもやってまいりましたけれども、更にこの財源を活用する中で森林

整備を進めていくとこういう位置付けの予算でございます。当然あの年度別計画的なもの

は策定をして見通し得る財源も含めて検討していくということになります。ちょっとその

辺のところを担当課長の方から申し上げます。 
産業振興課長  ２０年度から県税として森林税が導入されます。個人の住民税の均等割に 500 円増額そ

れから法人税も一定の額を収めるということで、580,000,000 円くらいになるということで

ございますが、それがまあ町のいろんな事業推進にあたる費用、それから実際に間伐をし

た場合に県が補助をするというようなところに充てられてくると思います。詳細なパンフ

レット、資料につきましては昨年のうちに１回お示しした内容でほぼ固まってきていると

いうことでございます。当町ではどういうふうに進めていくかということは、今、森林整

備計画の５年の見直しの時期にきておりまして、今その見直し作業行っておりまして、今

月中に固まる予定になっておりますし、林務委員さんにも相談をしまして、飯島ではどう

いうふうにやっていくかというところを検討したところでございます。実際にはあの田切

地区がですねその受け入れ態勢がある程度整ってきておりますので、町としては北の方か

らだんだんに南の方へやっていこうということで計画をしております。ただあの境界確認

をしてその後にその所有者がそれを間伐するかしないかっていうことを意思決定をしてい

ただいて、実際事業をして県から支援を受けるという方式になりますのでかなり時間はか

かると思いますが、森林税は５年間ということになっておりますので、できるだけ県の枠

を飯島町へもって来たいということと、県としてもこの間、飯島町にモデル地区を作って

くださいというような話がございましたので、それは飯島町で受けてできるだけ早く大き

な面積をこなしていきたいというふうに考えております。ただあの行政だけではできませ

んので、住民の皆さんの協力を得て一緒に境界確認とかそういったあの準備段階がいかに

整うかによって事業の進ちょく状況が決まってきますので、町としては林務委員さんの意

見、検討しながらを極力北から南に向かって進めていきたいという基本的な考え方を持っ

ております。以上です。 
１番 
森岡議員    それではすこし質問をしたいと思います。まああの町の財政の厳しいっていうことは今

日に始まったことではない、これはもうそうした見通しの中で年々大変になっていくとい

うことは明らかなところでございます。まあそんな中で本年の予算を組む中では財源不足

のために基金の取り崩しなどして予算を組んだというような前年のこともなく、まあ予算

が組めたということであります。まあこれにはあの今度できました地方再生対策費の

64,000,000 も大きく影響しておるんじゃないかなとも思うんですけれども、まあそんなこ
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とで基金を取り崩さず予算が組めたということは評価したいわけです。まあ今後その内容

を十分にまた精査したいと思いますが、そんな中で財源確保のためには「まちづくり交付

金」というようなものも活用してまちづくりを進めております。その活用する財源を活用

しての一つの事業に循環バスの運行があります。まあこれは当初から３年計画の中で進め

ていくということで始まって、今年も継続してやりますとこう書いてありますが、まあ非

常に幾度か議題にも上がって話題にも上ってきたことですが、この進め方について少しお

聞きをしたいんですけれども、町長の考え方っていうものは町民の足を確保するっていう

ような発言で聞かれた、これは交通弱者の足を確保するのかその辺が大きな違い、確かに

住民要望の中から出てきて、誰でも安心して住むことのできるまちづくりのためには町民

の足の確保は結構なことですけれども、町民の足を確保するっていうには予算も財源も規

模も巡回バス程度じゃあ間に合うんもんじゃないんですけれども、そう辺のところをどう

いうふうに捉えてこの事業していくか、またまあ補助金がらみですから３年間かかるとい

えば 3 年間で行くんでしょうが、それが行政的な手法として何かその時間がかかり過ぎる

ような気もいたしますが、その辺の考え方。 
        もう１点はこれはまた違いますが、継続事業を推進していくと、まあ上下水道のような

場合特に大きな事業でこれは途中で切ってはその効果もないわけで結構なことで、まあそ

れが出来るということで結構なことなんですけれども、その中に飯島処理区の２期工事の

設計を、ちょっとこれ私の認識不足ですが、そこまでもう入っていく、これは確かに継続

でもいいんですが、水道事業は非常に大きなお金がかかり、そのために今町は苦しんでお

るわけですけれども、どんどん進めていくんだかちょっとこの概要を教えていただきたい。 
        それからまああの喫緊の課題は医師不足であります。一朝一夕に解決しないと町長は申

しておりますが、これはもうほんとに喫緊の課題で町独自の政策ではできる問題ではあり

ませんけれども、その辺の町長の努力決意をお聞きしたいと思います。 
町  長    先ず循環バスの問題であります。非常にまあ対応も苦慮しておる一つの施策であること

は事実であります。町民の足の確保というこの言葉の使い方であります。総論的に考えた

用語としてまあ町民の足の確保、じゃ町民といってもどの範囲の足かという話になるわけ

でございます。基本的には私は交通弱者、移動の手段を持たないこの町民の皆さんの足を

できるだけ確保すると、で、同じような生活圏ができるような確保していくこれが一つの

基本的な考え方であり、中期総合計画に盛ったのもそうした考え方の中で出てきた施策だ

ろうと思います。で、始めて見たところがなかなかこれはあの町民の厳しい目で見られて

おる、まちづくり交付金事業を入れての施策だから、国の補助のあるうちだからまだとい

うような甘い考え方は許されないわけでありまして、この燃料が高騰しておる中に空席の

目立つバスが動いておるという町民的な感情、心情の問題もあるわけでありますから、で

きるだけまあ乗っていただいてその効果が上がるようなというふうに思って始めましたけ

れども、なかなか現実は厳しいと、で、昨年１２月に一度この対策協議会という組織がご

ざいますので見直しをして、できるだけまあ意見を聞いたうえでのコースや時間帯やとい

うことで見直しをいたしましたが、根本的な解決というかその住民感情をぬぐい去るよう

な状況には至っておりません。ただあの昭和病院当りに行くにはかなりの利便性が、人数

的にも増えておるというような状況も聞いております。近々あのその協議会をやってまた

４月以降の対応をしてまいりますけれども、試行だということで、のんべんだらりに重ね
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ていくという考え方は毛頭持っておりません。いわゆるもう一度この町民の足というもの

の中身は、交通手段を持たない弱者の足の確保をどうするかっていう原点に戻っての見直

しを９月までには結論を出して、そういう意味で先程あの述べ方としては方向付けをして

いきたいというふうに申し上げたかと思いますけれども、そうした考え方の意味でござい

ますのでよろしくお願いしたいと思います。であの、一つの決断をしなきゃなというふう

に思っております。 
        飯島浄化センター、七久保はそういうわけで完成いたしますが、１期で進めておる飯島

浄化センターは今普及率といいますか、つなぎ込み率もだいぶ上げてきていただきました

ので、当然のことながらこれは第２期工事をして事業完了という形になります。現在のと

ころまだ若干余裕はありますけれども、この今までの補助金の申請をした事業計画の枠組

みの中で考えていく必要もございますので今その準備をしております。今後の事業の方向

について担当課長の方から若干申し上げたいと思います。 
建設水道課長  下水道の飯島町の浄化センターの関係でございますけれども、２期工事の関係でござい

ますけれども、当初の計画の２分の１の立地を建設をして今一部供用開始をしているとこ

ういうことでございます。それでこれから、つなぎ込みが進んでいく中で１００％の要す

るに立地をするとこういうことで計画を進めてきているところでございます。その２期工

事の立地を設置をするわけでございますけれども、この情勢の中で人口増じゃなくて人口

減になってくると、当初の計画は増で右上がりの計画でありましたけれども、そういう状

況を見ながらこの立地の計画を立てまして、小さい、当初より２期工事は少ない立地を計

画をして、今年設計をし、来年からその建設をしていくと、これで完成ということになる

わけでございますので、２３年度には建設を終わるということで計画をしておりますので

お願いをしたいと思います。 
町  長    医師不足、昭和病院の経営、先程も申し上げた通りでございますし、もう連日のように

報道もされておる内容で、もうご承知のとおりであります。一朝一夕にはなかなか解決で

きない根の深いこの課題でございますけれども、何としてもまあ直接われわれが共同運営

しておる昭和病院、そしてこの上伊那地域連携の中でこの地域医療を確保していくという

基本的な考え方に沿って今いろいろと医療問題懇談会や研究会やということで、伊南行政

組合でもそうでございますけれども、あちこち不足しておる医師をまあ獲得合戦と言っち

ゃあ言葉があれですけれども、もう既に若干感情的な部分もあちこちでは出ておるような

部分もありますので、まあそうしたことも含めながら医師確保を何としてもして、昭和病

院としての総合病院としての最低限度のその形態は整えて、病院の一つの存続を期してま

いりたいということで今頑張っておりますので是非ひとつご理解をいただきたいと思って

おります。またあのこのことについては診療を受けられる住民の皆さんにも是非ひとつご

理解をいただきたいというふうに常々言っておるわけでございます。１次医療、２次医療、

特に１次医療でできるこの開業医、個人医の方についての範囲をひとつ、何でもかんでも

総合病院の中へ駆け込んでということでなくてですね、身近な開業医でできる処置は是非

お願いをして、総合病院の方の負担が少しでも軽くなるような形でご協力いただきたいと

いうことであります。そんなことでひとつ頑張ってまいりたいと思いますのでよろしくお

願いいたします。 
２番 
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曽我議員    予算編成に当って一つお伺いしたいんですが、その入札制度について、まああの今まで

もいろんなところが議論されてきておるし、最近の新聞には大型事業については一般競争

入札をするというような話も時々新聞に出ておるような状態ですけれども、まああの大型

事業から物品納入までまあ地域振興策も兼ねて地元の業者を優先するということは大変、

まあそういう部分では理にかなったことではあると思うが、その姿勢については従来どお

りということですか、少しは何か変わった発想があるかその点伺いたいと思います。 
町  長    公の物品購入なりまた事業を進める上でのこの入札制度っていうものは、公平性それか

ら透明でなければならない、それからできるだけ安価なこの価格の中でいいものを収めて

もらったり作ってもらったりと、これはもう大原則であります。そこでまああのいろいろ

と考え方があるわけでありまして、一方ではそのことを全くのこの一般競争入札の中で、

特に価格の問題等を重視しながら付していく場合、それからその一方で地元の企業をやっ

ぱり育成していくという部分もあるわけでございますけれども、今の一つの大きな時代の

流れの考え方としては自由な競争の中でできるだけ安く良い成果品を納めてもらうと、こ

ういうことが大原則でありますので今後 4 月以降この飯島町でも一般競争入札制度を導入

していくべき今検討に入りました。そのことを今委員会等の中で十分議論をして一部取り

入れていくという方向で今検討しておるところであります。 
４番 
坂本議員    ではちょっと教育関係で子ども広場のことをお尋ねしたいのですが、まああの七久保地

区では非常にサポーターの人達が協力的な方が多く、もうじき１年経とうとして子ども達

は盛況な形で学年を超えて遊んでいる現実はありますけれども、それでもやはり週一のサ

ポーターの人が月 4 回なんですがやっているわけで、その現状を見ているとこれが長期的

に継続していくっていうのはすごい努力がいるっていうか、まああの住民の方達の参加が

あってできることだと思うんですが、現在、飯島町の小学校の体育館で学童クラブがある

わけですが、学童クラブは親御さんたちがお金を出されて、それでちゃんとしたサポート

される方を雇い、その中でやっているわけで、子ども広場というのはそうではなくまあほ

とんどボランティアに近い形でやっていて、それを３地区に広げていきたいという思いは

よくわかるんですけれども、まあ今の七久保の段階では林業センターという場所があって

そこでやっているんですが、やはり子ども達にとっては体育館で遊ぶとか運動場で遊ぶと

かそういう広いところを使って、学年を超えて交わるっていうことがすごく教育上にはい

いことだと思うんですけれども、それをあの具体的にっていうかどういうふうに考えて今

後３地区に広げていこうと思われているのか、それともその教育現場というその中で学校

が終わった放課後の延長線で、学校では子ども達が遊べないのか、そこらへんの兼ね合い

をどういうふうに考えていられるのかちょっと聞きたいと思いますのでお願いいたします。 
教育長     お答えします。子ども広場の放課後子どもプランでありますが、学童クラブと放課後子

ども教室はもともと質が違うものでありまして、国の方では一体的に取り組むということ

を言っているわけでありますが、学童クラブはご承知のように４年生までの子どもを対象

にした事業でありまして、放課後子ども教室、具体的には七久保子ども広場は６年生まで

というふうに対象になっているのはご承知のとおりであります。申すまでもなく学校教育

は一定水準を保っているわけですが、地域においてはですね地域の教育力の格差があって

はならないというふうに思っておるわけであります。そこでその地域の教育力を高めなが
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ら子どもをサポートしていくということは、やはり地域の教育力を回復するものであり、

地域のみんなで子どもを守るという、そういうことで地域の教育力を高めるものであると

いうふうに考えております。ご質問の学校の諸施設を使えるかどうかという点につきまし

ては、学校とも連絡をとりながらどういうところが可能であるのか、まあ地域の声として

はですね、一つの学校生活と区切りをつけたうえで活動の場を提供したいというような声

もありますので、このところについては細部詰めていかなくてはならないというふうに思

っております。七久保地区は先進的に取り組んでいただいているわけでありますが、飯島、

田切、本郷地区についてはですね、窓口としてはそれぞれ受け皿といいますか担当窓口は

違うところもあるようでありますけれども、地域の皆さんがそれぞれ子どもを受けてくだ

さるということで現在進んでいるところでありますが、大きな課題はやはりサポーターを

どう確保していくか、どういうような具体的に支援をしていくかというのが今後の大きな

課題ではあります。実際に動き出している地区では子どものサポートをするのがある程度

確保できればすぐにも着手できるというふうに話をうかがっているところであります。以

上でありますが。 
議  長    他にございますか。 
８番 
竹沢議員    子育て支援に関しまして充実した予算を計上していただいておるわけでありまして、そ

のことについて評価申し上げるところでありますが、昨日も補正予算で若干触れましたが、

例えばですね、昨年からスタートした商工会と連携しての子育て応援券交付事業、これ以

前も申し上げてありますけれども、この事業そのものはいいんですけれども、商工会とも

っと協力をしてよりキッズのための商品の対象商店の確保ということについて以前申し上

げたこともあると思いますけれども、町内の商店の皆さんに協力して多くの商品が町内で

買えるようにしないとこの制度を有効に活用できないじゃないかということを思うわけで

ありまして、その点が１点と。 
昨日も補正予算で質問しましたけれども、本日の日報にも当町の子育て支援センターの

平均１７人ほどの利用があるということで、高い評価をするわけですけれども、昨日の答

弁にもありましたけれども、親子の生活力のうんぬんということで答弁がありました。町

民の側に立っていろいろ考えてみますとそういう考え方ってね冷たいように感じるんです

よね。あのもっと町民の皆さんが有効に利用できるためにはどうするか、で行政はそのた

めの必要なお金ですとか人事的なものを配置するのは当然ですけれども、もうちょっとそ

の温かい姿勢が必要じゃないかということで、そういうことについての見解を求めます。 
町  長    子育て商品券もできるだけまあ子どもを育てる段階での必要な経費負担を少なく、それ

から一方ではまあ商業の皆さん方が自分のお店で売り上げを伸ばしていただくことにつな

げれるようにと、こういうまあこの考え方の下に商工会と連携してまあ作った制度であり

ます。最初のメニューからかなり幅を広げて飲食まで含めてというようなことも今やって

おります。であのできるだけ豊富な商品というかメニューをそろえていただいてというこ

とは常々お願いしておるわけでありますが、なかなかそのさっき言った滞留率とも関連し

てですね、置いてもなかなかその棚卸し的な形になってしまうというようなこともあるよ

うであります。苦慮しております。うんと回転がよろしければいいんですけれども、その

辺にまあ飯島の商業の難しい点があるというふうに思っておりますが、まあいずれにして
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もまたあの事務的な部分も含めて近々また商工会との懇談会も予定しております。２９日

でございましたか。ざっくばらんなそうしたもうお話合いの中でいろいろと町の商業のこ

とについてもお互いに考えてまいりたいというふうに思っております。 
教育長     子育て支援センターの利用のことについてのご質問でありますが、他市町村にあります

子育て広場的なものと当町の支援センターの目的とは似ているようでありますが若干違う

というふうに私は受け止めておりますし、生活のリズムを区切りをつけるということが決

して冷たいというふうな受け止めはしておりません。むしろ生活リズムをきちんと親子

共々つけていただく、午前の利用をしていただいて、一端仕切りをといいますか、家に戻

って食事をし、時には母子で昼寝をするというそういう区切りをつけるということは大事

なことというふうに私は認識しておりますし、むしろそういうことを促すことが利用を促

進、むしろ利用後の促進といいますか進んでいくことではないかというふうに私は考えて

おります。以上です。 
議  長    他に質疑ございますか。 
７番 
宮下寿議員   先程宮下覚一議員の方からまああの商業の部分についてまあ質問をしていただいたわけ

であります。そのところでもう少しお聞きしたいのはですね、先ずもって私も商人であり

ます。そういった部分で思い起こしますと、先ずこの広小路の拡幅、これは私が飯島町に

来てから初めて知ってその時の思いも未だに持っております。そしてまあ拡幅が行われた

わけです。しかしはるか前にあったそういった計画がいろいろな形の中であれだけまあ若

干といいますか、若干というよりも随分遅れてまあ拡幅がされたわけであります。そうい

ったことを考えますと、簡単に言うと力のあるあるいは余力のある頃にそういったものが、

例えば拡幅一つとってもやっているのとやっていないのではずいぶん違ってくるはずなん

ですね。ですと今度まあバイパスがまあきちっと開いた場合に、まあ２３年でいえば堂前

線が開くまでにという部分で、先ほどもおっしゃっていたように、プロジェクトチームと

いいますかそういったものも立ち上げていただいて検討しておられるということですけれ

ども、そのやはりどなたでも分かっていることだと思うんですが、道が１本開くというこ

とはこれは大変なことであると思います。どの近隣市町村あるいは全国を見ても良い道が

開いたことによってその街中を通っている国道なり、県道なりそういうところに住んでい

る商業者、あるいはまあ商業者に限らずですね、お店という形を持っているところが確実

に死んでいくわけです。これはどこを見てもそういうわけですね。ということになれば今

上には農道があり、今度確実に道路財源のいろいろな問題もありますけれども、バイパス

が開通した暁には町中のこの国道を通る交通量というものは減るわけです。当然のように。

そしてもう通過地点という形になるのはだれが考えても分かることだと思います。そうい

った時にやはりこれをなんとかしなくてはいけない、これは私たちも商売をやっている者

も同様の考えで一緒になってやっていかなければいけないことでは、もうそれは重々分っ

ているわけですけれども、まあ先ほど商業の側面的支援といえば融資の増額をしていくよ

うな形をとっていただく、これも大変重要なことだと思います。しかしやはりそれだけで

はなくてやはりまちづくりというビジョンですね。飯島区というか、町中だけではなくて

全体もそうですけれども、もっとこう行政と我々商工会にしても住民にしてももっと入り

込んで話合いをもっと密にして、本当の意味で先ず町長がこのまちづくりのどういったビ
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ジョンを持っているのか、じゃあそれに対して我々はこうしたいんだとかっていうもっと

密な話合いっていうものを今後本当にやっていかないと、２３年に堂前線のところまで行

って堂前線も開いたっていうのをもうそんなに遠い話では本当にないわけであって、もっ

とこれから今年度２０年度においてはもっと密な形でいろんな形を持ってやっていただき

たいと思うんですけれども、そういった部分で町長のお考えは如何でしょうか。 
町  長    まああの飯島の場合特にこのバイパス通過整備という問題、それから関連するアクセス

という問題でこの既存商店街との方向をどういう方向付けにしていくかっていうことは非

常に難しい問題、おっしゃるように必ず一つの大きな道ができると空洞化していくという

ことがまあ避けられないわけでありますが、その辺のところをどういうふうにまあ地域の

商業、特にやっている皆さん方との力を出してどういう方向に行くかっていうことはやっ

ぱり行政と関係する皆さん方との十分な話合いをして、少しでもその他に見られるような

空洞化的なものを防いでいかなきゃならんということはもう承知であります。今それじゃ

具体的にああしますこうしますっていうわけにはちょっとまいりませんけれども、今度の

地域計画を立てる土地利用計画の上にもそのことが一番ポイントになるんではないかと思

いますので、まあ宮下議員もその商業の当事者のお一人でもございます。是非まあいろん

な知恵を出し合ってですね行政もいろんなまあぶっちゃけた話をしながらですね、この飯

島町の活性化というものに結び付けていきたいというふうに思っておりますので是非ご協

力をいただきたいと思います。 
議  長    他にありますか。 
１０番 
内山議員    先程来、医師不足の問題、それから昭和伊南の運営の中で大変な危機にきていることは

申すまでもございませんが、その形の中で今まで伊南行政の行政単位での負担でもってそ

の病院の運営をしてきたという格好の中で、今まであの他の形の中で生協であるとか、ま

あそういったような形で個人的な資金をお願いしてっていうような形での医療もされてお

るところがあるわけですが、この昭和伊南の中ではそのような個人的な資金を集めるよう

なわけにはいかんものかどうかということと、それからそれはそのことに対しては住民の

意識を高めていただくというようなことをこの改革の中で考えられておるんですけれど、

そういったことをすることにおいて住民ももっとその昭和伊南病院の運営、それから自分

達の病院なんだっていうようなこういう意識を高めることにも繋がるんじゃないかと思い

ますが、そういった考え方はお持ちかどうかちょっとお聞きをしたいと思います。 
町  長    まああの昭和病院に限らず自治体病院は今経営が大変であります。であのまあ中にはあ

の個人の開業医は別にしても厚生連の病院だとかあるいは医療生協の診療所だとか、それ

から県立病院というものも木曽や下伊那にはあるわけでございます。それぞれの運営母体

が資金運営費を出しながらの運営ということになるわけでございまして、確かにそれじゃ

木曽郡とこの上伊那郡を比べてみて３つ上伊那は自治体病院があるわけでありますが、共

同運営、まあ辰野の場合は単独運営になりますが、それぞれ必要な万が一赤字計上の場合

は自らの責任で補てんをして運営していかなきゃならんと、同じ地域の病院であろうが木

曽なんかは県立病院でありますから県費投入という形になって不公平ではないかっていう、

同じこの地域の医療を確保していくというそういう議論がよくまあ広域連合あたりにはな

されまして、県の方にも今度の伊那中央の産科の病棟の増築なんかにつきましても、県の
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言うこの同じ地域医療の問題なので県費補助をということでやっておりますが、ちょっと

まだ解決出来ておりませんけれども、そういうことがあることは事実でご承知のように昭

和病院も４市町村共同運営の自治体病院であります。自らの責任は自らでやっていくと、

当然その経営状況というものはオープンにして住民の皆さん方にご協力をいただく部分は

理解してもらって、協力をしていただかなきゃならんと、でまあ現実問題として今、診療

科目も減ってきたために平成１９年度見込みではまた赤字の計上の見込みであることはご

承知のとおりでありますけれども、まあこれを埋めるためにはかつての高金利である病院

建設の資金なんかを繰り上げ償還をするペナルティー無しの、まあこれはあの町の行政も

財政もそうでございますが、そういう道が開かれましたのでかなりの部分が繰り上げ償還

してあるということであります。ただ現実としてそうした赤字もございます。内山議員も

その資金部分について町民の協力をというような、これをはアレでしょうかねあの寄付を

募るといいような意味の考え方でしょうか。 
１０番 
内山議員    寄付というかまあ株というか。 
町  長    まあちょっとその辺については一つの検討課題として受け止めさせていただきたいと思

いますが、やっぱりあの自治体病院の経営というのは設備投資あるいはいろんな機材器具

の購入の場合にも起債を起こして、先程申し上げた高利な金利の部分を繰り上げ償還して

低利に繰り替えていくというそういう制度に乗っかってやっておりますので、まあ新しい

駒ケ根の組合長さんもいろんな考え方も打ち出されておりますけれども、今、時にそうし

た繰り上げ償還の部分で対応をしてギリギリで頑張っていくという考え方で今始まってお

りますので、お話の件についてはまた受け止めさせていただいてまた部内の中で検討させ

ていただきたいと思います。 
議  長    他に質疑ありますか。 

（なしの声） 
議  長    質疑なしと認めます。以上で総括質疑を終わります。 

只今提案されまた総括質疑しました第１５号議案から第２２議案までの平成２０年度予算

８議案につきましては予算審査特別委員会へ審査を付託して行います。 
議  長    以上で本日の日程は全部終了しました。 

ここで３月９日をもって任期満了により退任される、河野教育委員長からご挨拶があり

ます。 
教育委員長   少し時間をいただいてお礼のご挨拶をしたいと思います。昨日は塩沢良和さんを新しい

教育委員としてお認めいただき大変ありがとうございました。私の個人のことですけれど

も、もうだいぶ前になります、３０年ぐらい前の話ですけれども、私が消防団の幹部にな

ったときに団長さんからこういうことを教えられました。消防の幹部になりたいと思って

もなれるもんではない。人からおまえやってみろっつって押されたからできるんであって、

そのことを大事にしろと大切に考えていけと、そういうことを教わりました。その他消防

団を離れても非常に役に立つ、災害の時のどういう処置の仕方だとか、そういったことも

大変勉強になりました。でただまああの私も消防団の幹部っていうのはどうもあまり適任

でなかったと思っています。私はご覧のように背が低いんで部隊訓練をやったときにも後

ろの方で、声は聞こえるんだけれども何処にいるか分からんつって言う連中がおりました。
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教育委員をお引き受けするときも、その団長さんから教わった、押されたからなれるんだ

という、そのことを大切にしろということを何時も考えておりましたので、そういう気持

ちでお引き受けしました。で、私が教育委員にならなかったら出会うことのない大勢の

方々と出会いがありました。今日おいでになる皆さんもその私が出会った大勢の人たちで

す。大変その方たちからいろんなあの知恵をいただきました。いろいろと教えていただき、

それがみんな私の財産になっております。ただその財産を私がどれだけ教育委員として活

躍できたのか、退任するにあたって大変忸怩たる思いをしております。私も今年の１０月

になると、今大変議論されております後期高齢者に入ります。また新しい生き方を考えて

いかねばとそんなふうに思っております。どうも大変お世話になりました。ありがとうご

ざいました。 
議  長    河野教育委員長には平成８年３月から当町教育委員に就任され、特に平成９年３月から

今日まで教育委員長としての重責を果たされ多大なご貢献をいただきました。１２年の長

きにわたり当町の教育行政の進展・充実に多大なご貢献をいただきました。今日の飯島町

教育行政の姿あるは河野教育委員長のご尽力によるところ誠に大なるものと、議会を代表

し心からの敬意を表し感謝申し上げます。ご苦労様でした。ありがとうございました。 
 
議  長    以上で本日の日程は全部終了しました。 

本日はこれで散会とします。ご苦労様でした。 
 
 

散会時刻 午前１１時５６分 
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本会議再開 

 
開  議    平成２０年３月１２日 午前９時１０分 
議  長    おはようございます。定足数に達していますので、これより本日の会議を開きます。

議事日程についてはお手元に配布のとおりです。 
        ここで出欠について通告のあった議員等の報告をします。曽我弘議員が体調により早

退の旨届出がありました。 
議  長    日程第１ 一般質問を行います。 

通告順に質問を許します。 
    ３番 宮下覚一 議員 

 
３番 
宮下議員    それでは一般質問トップということで通告によりまして質問いたしますけれども、実

は昨日までの予算審査の中で答えが出ている項目もありますけれど、改めて町長から答

弁をお願いいたします。 
        最初に町の当面する姿について順次お聞きしたいと思います。まず本定例会で実質高

坂町政の２期目のスタートとなる新年度予算に対する町長の施政方針が示されました。

その一部を引用させていただきますが、自立を選択し町の発展のため協働のまちづくり

を目指して多くの種をまいた１期目の町政は、まさしく町民主導の姿の芽を出すことが

できたと言われております。高坂町長が今多くの町民から課せられた課題は自立し持続

可能なまちづくりであるといえます。その実現のために掲げられている２大目標、一つ

は協働のまちづくり、そしてもう一つは人口増活性化対策であろうと思います。この協

働のまちづくりにつきましては、これから先、町民の皆さんの自主的な行動、また活動

を期待しつつ、せっかく芽が出た姿を大切に育てていかなければなりません。そこでこ

の中の一つ、協働のまちづくり推進事業として今年度２５０万、４月からの新年度にも

同額の２５０万が計上されました。この予算における推進事業の活動状況と予算の執行

状況、合わせて今年度の実態を勘案する中で、新年度に期待をする物は何であるか先ず

お聞きいたします。 
町  長    それでは今議会一般質問の最初の質問者であります宮下覚一議員の質問にお答えをし

てまいります。 
先ず最初に町の当面する姿、あり方等について最初のご質問でございます。この協働

のまちづくり推進事業の活動状況、また次年度に期待するものはということについてで

ございますが、お話ございましたように、平成１８年度から平成２２年度までの飯島町

中期総合計画におきましては、行政と地域等の連携によります協働のまちづくりを重点

といたしまして、これからのまちづくりに取り組んでいるところでございますし、私も

二期目のスタートにあたって今お話ございましたように、最重点課題、取り組む課題と

して進めてまいりたいというふうに受け止めておるところでございます。 
その中での施策といたしまして「協働のまちづくり推進事業補助金制度」というもの

を創設して今運用しておるわけでございますが、この制度を活用してそれぞれの実績等

の状況でありますが、この制度のできました平成１８年初年度の４地区におけます地域
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づくり委員会の設立の準備等に対します支援、更には各種の団体等におきましては区、

耕地、及び一般団体に対しまして安心安全な地域づくり、あるいは地域の資源並びに伝

統文化等を活用しての「地域活性化事業」というものへの支援をいたしてまいりました。

全体では平成１８年度７件、243,000 円の補助金を交付をしたところでございます。若干

まだＰＲ不足、あるいは浸透不足というような面もございまして、思ったような補助金

交付という実績は得られませんでしたけれども、続いて本年度１９年度でございますが、

４地区におけます地域づくり委員会の立ち上げ、いわゆる設立並びにそれらに対する会

議の開催への支援ということと共に、団体等におきましては区、耕地及び一般団体に対

しまして、例えば青少年の健全育成の活動であるとか、それから地域の住環境の整備事

業などに支援を決定しておりまして、事業現在推進中のものも含めて現在８件、660,000
円ほどの交付決定をしておるところでございます。徐々にではありますが補助制度が浸

透されてきておるようにも思っております。前年に比較しまして若干まあ増加傾向にな

ってきておるという傾向でございます。また花機構からの助成、あるいは農地・水・環

境保全向上対策事業、児童遊園地の設置の補助事業、原材料の現物支給などの他の支援

や補助制度というものを活用していただきまして、協働のまちづくり事業の取り組みに

もいただいておるというところでございます。 
なお平成２０年度におきましては、この協働のまちづくり推進事業の補助金制度につ

きまして、あらゆる機会を通して地域の皆さんにお伝えをしてＰＲをしていくとともに、

区長さんや耕地総代さんの皆さんにも改めてお知らせをしながら、制度内容の啓蒙に努

めてまいりますけれども、どうか気軽に協働事業等の取り組みに対しまして町への相談

もしていただきたいというふうに思っております。協働まちづくり推進事業補助金につ

きましては事業費の２分の１以内、限度額 200,000 というふうになっておりますが、この

補助制度を含めましておおいに活用をいただきまして、地域の皆さんとともに協働のま

ちづくりの推進とともに職員もできるだけの耕地担当制、区担当制への対応も含めて地

域の活性化に取り組んでいただくことを切に期待をしておるところございます。 
宮下議員    今答弁いただきました数字からしますと、まあかなり低い数字であるわけでございま

す。せっかく 2,500,000 盛ってある中でですね、この執行状況ではやはりこの予算の目的

とする意図が生かされていないというふうに言わざるを得ません。また住民の皆さんに

十分理解されていないということであろうと思わざるを得ないわけでございます。この

推進事業の支援基準でございますが、最初の１回のみあるいは立ち上がりだけであって、

継続支援はダメということに間違いないですか。 
町  長    今、制度的な内容につきましてはそのおっしゃる内容のとおりでございます。 
宮下議員    まあその事業を考えますと単発で終わるということに等しいんじゃないかというふう

に思うわけでございます。長年にわたってとは言いませんけれども、立ち上がりからあ

る程度軌道に乗るまで少なくとも２・３年くらいは支援をしてもいいのではないかと思

いますけれども町長の考えはどうでしょうか。 
町  長    まあこの補助金制度はいわゆる立ち上がり支援、初期での立ち上がり支援を、一応年

度的には事業制度とその捉えては３年間という目標で今やっておるわけでございます。

１つの事業に対する内容としては今申し上げたとおりでございますが、この制度全体的

には３年を目途に立ち上がって、そこからまあ本来の目的でありますこの自立をしてみ

んなで考えて、自らの実践をしていってほしいと、こういう期待の中からそういう制度
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を設けてございますので、平成２０年度全くいよいよこの３年目に入るわけでございま

すので、また状況を見ながら更なる判断が必要であればまたしてまいりたいというふう

に考えております。 
宮下議員    次、最初の質問に関連しますけれども、地域づくり委員会の運営あり方について考え

をお聞きいたします。このことは今答弁ございましたように、町内４地区で昨年それぞ

れ区長さんを中心として地域づくり委員会の立ち上がりを始めとし、多くの組織の芽が

出たところでありまして、それぞれ各地区の役員の皆さんに敬意を表したいと思います。

しかしながらこのこうした活動内容が一般町民の皆さんにはまだまだ理解されていない、

またこの４月からは役員が代わるという現状があるわけでございまして、そんな中で何

か活動を始めようにも活動資金がなくては動きようがないという状況だと聞いておりま

す。住民の皆さんから寄付や資金集めもできないということで、運営自体四苦八苦して

いるのが現状であります。従ってこのまちづくり委員会へもですね運転資金というか立

ち上がり活動資金支援金を出せないかと思いますけれども町長いかがでしょうか。 
町  長    この地域づくり委員会への立ち上がり支援ということにつきましては、当然あのこの

制度補助金制度の交付対象になりうる団体であるわけでございますが、ただこの立ち上

がり支援ということでございますので、昨年の６月までに各４地区立ち上げていただき

ましたけれども、主にはこの会議費等が中心という形になっております。若干その辺の

経過を申し上げてまいりますが、この中期総合計画におきます協働のまちづくりを推進

するに当たって、中心的な組織としてこの地域づくり委員会を設立をいただいてその方

向づけをいただいたということでございます。それぞれの経過の中で慎重にまあ１年か

けて各地区に取り組んでいただいた結果として立ち上がりを見たということでございま

す。で、今申し上げましたこの地域づくり委員会につきましては、この補助制度の対象

の自治組織及びまちづくり団体というものに該当いたしますので、平成１８年度の組織

設立の検討協議から補助金を交付してまいりました。本年度も交付決定をしておるとこ

ろでございます。この補助の内容は運営費に消耗品などの需要費、あるいは郵送料、講

師謝礼、旅費といったようなものにつきまして１０割、１００％の補助で、これに合わ

せて１回の会議につきましては 3,000 円というものを基準にして支援をしておるところで

ございます。これも交付期間につきましては設立検討から始まって軌道に乗っていくと

いうことの期待を込めた３年間というふうにしてございますので、当然次年度平成２０

年もこのことを続けてまいるとこのように思っております。このような形態で補助金を

交付しておりますので、今後またいつも申し上げておりますようにこれはなかなか一朝

一夕でこの地域づくり委員会が軌道に乗るというわけにはまいらない部分も多くあろう

と思います。試行錯誤を重ねながらそれぞれの地域の住民の皆さん方が自らの知恵と発

想で取り組んでいただくという息の長い課題でございますので、ひとつの区切りは区切

りとしてまた見直すべきところは再検討しながらできるだけの支援を今後とも続けてま

いりたいというふうに思っております。 
宮下議員    この地域づくり委員会がやはり一番軌道に乗ってもらわないと協働のまちづくりはで

きないわけであります。従ってその今答弁いただいたその会議費で 3,000 円ということで

ございますけれども、これではねやはりそのコピー代で終わっちゃうんですよね。従っ

てそのまああわよくば支援事業の予算がかなり余っているわけでございますので、こち

らへ充当をできないかということを希望するわけでございますがどうでしょうか。 
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町  長    まあ一応これはあの交付要綱で定めております基準でございますので、この予算執行

の中で流・充用をするというようなことはいかがなものかなというふうに思っておりま

す。で、その要綱の制度的な根本の部分をもういっぺんまあ再検討する必要があるとい

うことでございますので、新年度において必要な検討をしてまいりたいというふうに思

っております。 
宮下議員    それでは次に３点目でございますけれども、リニア中央新幹線計画についての考えを

お聞きしたいと思います。まあご承知のとおりＪＲ東海では２０２５年に東京・名古屋

間の営業運転を目指して、リニアの建設費については約 5 兆 1,000 億円との試算を示した

うえで、全額を自己負担するという方針から現時点では南アルプスを貫通するトンネル

を建設してほぼ直線で結ぶ、つまりＣルートを想定していると発表されたところであり

ます。まあこれは甲府から諏訪・伊那・飯田市を通るＢルートとは異なるわけでありま

して、飯島町にとりましても経済的効果を考えれば当然Ｂルートしか考えられないわけ

でございます。このルートでの早期開通を望むところでありますけれどもこれについて

の町長の所見をお聞きしたいと思います。近況と併せてお答えください。 
町  長    それではこの中央リニアモーターカー新幹線、これに対する町長の思いはということ

で現況も含めてのご質問でございますので、まあ思いということでございますので私個

人の思いも含めて若干申し上げておきたいと思います。 
        お話にございましたようにこのリニア中央新幹線につきましては昭和４８年に国の基

本計画が決定をされまして、ルートといたしましては東京都近辺を起点として山梨、長

野、岐阜、愛知等を経由をして、最終的には終点を大阪近辺ということで、この全線を

約 1 時間で結ぶという夢の超特急構想であるわけでございますが、当然まあ主要な経過

地としましては甲府市付近、名古屋市付近、奈良市付近と定められております。現在は

ルート上と想定されておりますこの山梨リニア実験線があるわけでございますけれども、

これを中心に実用化を目指した走行試験あるいは技術開発が進められておるという状況

でございます。基本計画やこの関連する図面等から見ますと、長野県内ではこの伊那谷

を通るルートになることが当然まあ予想されておりますけれども、まだ確定をしたわけ

ではございませんが、一方で昨年来このＪＲ東海が、お話ございましたように、自前の

建設に向けてとりあえず平成２０２５年までに東京・名古屋間を自費でもってまあ営業

運転を開始したいという表明がございました。その事前調査となるこの水平ボウリング

調査というものを山梨県のこのリニア実験線の延長線上、早川町というのがございます

けれども、ちょうどこの南アルプスの私どもの対岸、向になるわけでありますが、とい

うことで始まったというふうに報道されております。それから昨日の新聞でございまし

たか３月の１９日の日に長野県側の大鹿村大河原地籍でこの水平ボウリングが始まると

いうふうに報道されております。この夢の中央リニア新幹線の建設がにわかに現実味を

帯びてまいりました。この直線的な路線計画で南アルプスをトンネルで通して伊那谷に

入ってくるという可能性がいろいろとまあ言われておるわけでございますけれども、ま

あ私どもといたしましてはこの調査結果を重大な関心を持って見守りながら、かつ沿線

地域の自治体の一員としても対応もしていかなければならないというふうに考えており

ます。まあこれはあのこのリニアの果たす役割というものはここで申し上げるまでもな

く、産業、経済、文化、教育その他いろんなまあ経済効果というものが期待できますし、

また一方ではあの環境に及ぼす影響等もいろいろまああるわけでございますけれども、
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これらを総合的に解決をして、やはりこの本州の動脈としてのこの中央リニアというも

のが実現できることを基本的には私も多いに期待したいということでございます。 
        それでまああのＢルートである諏訪回りという問題と、今度まあにわかに現実味を帯

びておるような印象を持って受け止められております、南アルプスをトンネルで抜いて

直線的に行くことについての考え方がどうかという形になるわけでございますけれども、

今この飯島町も含めて長野県あるいはこの沿線９都道府県という大きな組織もございま

すが、これで構成されておりますこの中央リニアエキスプレスの建設促進期成同盟会と

いうのがございます。でその下部組織として長野県の協議会、それから上伊那では上伊

那地区期成同盟会、それぞれ議員の皆さん方にもその立場でご協力をいただいておるわ

けでございますけれども、それぞれの活動を展開をしておるわけでございますけれども、

これまでの基本的な考え方はといたしましてはこのＢルート、諏訪回り伊那・飯田、そ

れから名古屋方面と、こういう一つの設定ルートで誘致促進を同盟会として取り組んで

まいっておる経過がございますので、まあ私自身もそうでございますけれども、やはり

これはあの今までの運動の１つの方向づけでやってまいりましたので、基本的な考え方

としてこれを第一義的に考えてですね、今後のＪＲの東海のまた調査の結果等を踏まえ

た方向付けがどのようになされてくるかということをよく注意をして他の市町村共々に

対応をしていくということが必要であるというふうに現在のところでは考えておる次第

でございます。 
宮下議員    このトンネルルートはですね、かつて金丸代議士がいみじくも言っていたことが実現

しそうな勢いでございます。このルートから外れる形のある諏訪や上伊那地域ではです

ね、Ｃルートつまりトンネルルートでは沿線要望と異なると言っているものの、今同盟

会で動きはあるとは答弁がございましたけれども、一向にこの反対運動というものが見

えてこないわけでございます。ＪＲ東海の試算によればですねＢルートにすると約１兆

円の工事費が上乗せになるということでありまして、また運行時間のロスを考えれば当

然トンネル案になってしまうのではないかという心配がされます。従ってこの早急にこ

れに対処する運動を起こさなければならないのではないかと私は思うわけでございまし

て、そういったことを鑑みた時にですね最近になってやっとその伊那市長の談話あるい

は飯田市長の談話が聞こえてきておるわけでございますけれども、伊那谷としての動き

が見えないということで、まあ伊那谷の重鎮的な立場である高坂町長がですね先頭に立

って行政としての動きはどうかというふうに思うわけでございますけれども、もう少し

その前向きにこの運動をやってほしいと思いますけれどもどうでしょうか。 
町  長    まああのこの問題につきましては昨年末にこのＪＲの考え方が、調査に入るというこ

とが報道されていまして、今３月各議会あたりでも、県会もそうでございますけれども、

いろいろとこれについての質問が出されておるようでございます。会長である伊那市長

もそうしたことに対して答えられておりますが、やはりあの基本線はこの同盟会で確認

をしておるように、県もそうでございますが、諏訪回りのＢルートという形になります。

まあ飯田の市長の見解等はまだ決定していないのでまた方向が出された時点でまた期成

同盟会としてどういうふうに調整するかということは今後の問題だというような答弁を

されておりますけれども、いずれにいたしましてもこの調査がこの夏くらいまでには終

わって、一つの方向が出されるということを踏まえてですね、今後また広域連合や期成

同盟会の中で当然これは一つのどう対応していくかということが重要な問題として提起
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されてまいりますので、私もその一員としてひとつ、まあいろんな微妙な問題がちょっ

とあろうかと思います。地理的にも南と北では同じ同盟会のメンバーの中でも、という

ようなこともございますので、ひとつＪＲの方向等とも勘案しながら一緒になってまた

対応を検討していくとこういう段階でございます。 
宮下議員    ４点目でございます。町の消防団員の皆さんには各自の職業に就きながら日夜火災予

防、防災活動等に本当にご苦労さまでございます。この４月からまた新しい組織で新年

度が始まろうとしているところでございまして、団員の一層のご活躍を願うところでご

ざいます。まあかつてわれわれも若かりしころは当たり前のこととしてこの地域の消防

団活動をやってきたものでありますけれども、しかしながら近年の社会状況はこの消防

団員の確保が非常に難しくなった、苦慮すべき点が多いと聞いております。新年度に向

かう町の状況はどうなのかお聞きいたします。 
町  長    次の町の消防団員の確保の現状、またその対策についてでございます。町の消防団員

の定数３００人体制で現在しいてございまして、４年ほど前からやはり一部にはこの欠

員状態が続いて現代にきておるということでございます。本年度現在で３００名の定員

のうち５名欠員という形が生じておりまして、２９５名の団員でまあ活動をしておるわ

けでございます。大変まあお話にございましたように、この団員の確保については飯島

に限らずどこの市町村もなかなか大変というふうの現状があるわけでございます。特に

まあこのことにつきましては、その一因として団員の非雇用者化という問題がございま

して、いわゆるサラリーマン団員の増加に伴いまして、雇用の環境の問題等もございま

して、なかなかそれを雇う事業所等の理解との問題で苦慮しておるという１つの現実の

問題があるわけでございまして、ただこのことがあの消防活動いわゆる地域を支えるこ

とに直結をしてまいりますので、是非ひとつその事業主のご理解あるいはまた地域での

ご理解をいただいて、確保していくということは当然のことでございますし、その精い

っぱいの努力をしておるところでございます。これに関連して当町では今年の４月１日

から国が進めておりますこの消防団員の協力事業所表示制度というものを施行すべく準

備をしてまいりました。本年度は消防団活動への便宜や従業員の入団促進などの事業所

としての消防団への協力が社会貢献として広く認められてきたと、こういうことでござ

いまして、県なんかではそうした場合には協力事業所としてこの事業税の減税措置であ

るとか、建設工事の入札参加資格の優遇というようなものも具体的に入れ込んで、団員

確保に支援をいただいておるということでございます。 
        で、町もまあこの欠員に対する、欠員ができるだけないような形で確保ということで、

その一つとして消防団ともいろいろ協議をしてまいりまして、この団員の確保を図るた

めの規則を一部改正をして４月から進めてまいります。例えば一部幹部の皆さんの年齢、

定年年齢、この引き上げ等を行う規則の改正をして、できるだけ確保を図ってまいりた

いということでございます。同時にまたこの地域へも区長さんや総代さんお願いをして、

あるいはまた消防団自らが作成したビデオ等もＣ E Ｋでもってテレビ放映をしてその啓

発に努めておるところでございます。で、一応４月からはこうしたことも含めて一応３

００名の確保ができました。新年度からは。でまあこうしたあの団員の確保が難しいと

いうようなこともございまして、数年前から女性団員を消防団員をひとつ入れてという

ようなことも各市町村で取り組んでおるのも事実でございまして、飯島町でも消防団と

もご相談をしながら、そうした道を模索をしてきたところでございますけれども、一応
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その辺もこの４月の迎えるにあたっての対応をしてまいりまして、４月から飯島町始ま

って以来２名の女性の消防団員を確保する見通しとなりましたので、是非また違った意

味からこの女性としての消防団員の職務の部分等も含めて、活躍をいただきたいという

ことを期待をしておるところでございます。今後とも団員確保につきましては地域を挙

げてひとつご協力をいただくようにご理解いただきたいと思います。 
宮下議員    団員確保につきましては行政として前向きな答弁をいただきましたので、次に移りま

す。 
５点目でございますが、住民基本台帳カード、通称、住基カードでございますけれど

も、この取り扱われるようになってから約５年になろうとしておると思いますが、町の

現在の利用状況、また発行状況はどうでしょうか。上伊那管内では悲しいかな飯島と中

川を除いて６市町村でこの４月から住基カードの発行手数料を無料にするということが

ありました。高坂町政では今までいろいろとその前向きに先頭を立って事業されてきた

というふうに評価しておりましたけれども、これについては非常に残念でございます。

町の現在の利用状況、数字まあ低いものと思います。これはやはり町に自動交付機がな

いということが一番の問題ではないかというふうに思われます。飯島、中川の南部をエ

リアとして一日も早い設置を望むところでございます。利用状況と併せて町長の考えを

お聞きいたします。 
町  長    次に住民基本台帳カードの導入の現状とそれから町へのこの自動交付機設置について

の考え方でございます。この住民基本台帳カードの現状につきましては、平成１５年度

から制度化をされております。現在５年目ということになりました。ちょっと数字を申

し上げますが、当町の発行状況平成１５年度は２９枚、１６年度が３４２枚、１７年度

は３７５枚、１８年度３８６枚、そして１９年度２月末の数字でございますが３４４枚、

合計で１，４７６枚という数字でもってカードが発行されております。人口に対する普

及率１４．７％ということでございまして、現郡下の中では上から４番目のまあ位置と

いう形になります。ちょうど真ん中ごろになります。 
で、この利活用に関しましては当町の使用人員９１人でございまして、カード発行に

対して６．２％ということになっておりまして、これは今お話にございましたようにち

ょっと郡下でも一番低い位置にあるという形でございまして、この利活用を上げていく

努力が必要であるというふうに受け止めております。ただまあ使用件数は３７０点件１

人当たり４．０７回ということになっておりまして、これは郡下の中でちょうど真ん中

４番目という数字に出ております。現況はそういうことでございますけれども、今後も

まあこの住基カード普及についてのもう少し徹底した啓発をしていく必要があるという

ふうに認識をいたしております。 
そこでこの１つのこの支援となる自動交付機につきましてでございますが、現在上伊

那広域連合の中で郡内で７台設置をしておるわけでございまして、伊南地域におきまし

ても駒ケ根市、宮田村に１台ずつ設置をされております。この現在の自動交付機を利用

した証明書等の自動交付サービスの内容といたしましては、住民票や戸籍、印鑑登録証

明書をはじめとして各種の納税証明書などの 7 種類の広域対応ができるということにな

っておりまして、ただ町内に自動交付機がないためにこのサービスを受けるためには隣

接の駒ケ根市までいかなきゃならないということになります。住基カードの普及率が比

較的高いにもかかわらず、町民がそれに利用した自動交付機のサービスの恩恵に浴せな

 - 10 - 

い状況ということになっておりますので、なんとか是非ひとつ早期にその整備を進めて

いきたいというふうに考えておるところでございます。で、現実問題として今これを取

り仕切るのがこの総務省の管轄でございます。外郭団体である地方自治情報センターと

いうのが東京にございますけれども、宝くじ等の販売還元金を原資とした形でもって補

助を受ける仕組みがあるわけでございますけれども、これを利用して当町でも早期にこ

の導入を検討したいというふうに考えておりまして、今いろんな手続きを進めておると

ころでございます。これに合わせてこの無料化という問題もセットで考えていくという

位置付けでございまして、３月から４月にかけての申し込み期限で２０年度の分が採択

をされるという形になります。なかなか全国的に競争率激しいために予断を許しません

けれども、数日前もこの情報センターから職員が見えまして、具体的なお願いをしてお

りますけれども、ただあのそうした考え方を持ちながらも平成２０年度のこの当初予算

の中にはそのことを含めてございません。少しまあリスクもございますので方向が出た

段階でこれは補正対応という形で今後お願いしてまいることが出てくると思いますので、

是非ひとつご理解をいただいて、その折りにはよろしくお願いしたいと思っております。

６月ぐらいまでには一つの方向が出ると、出していかなければならないという確信の中

で今現在やっておりまして、それに合わせて無料化という問題も併せて対応をしたいと

いうふうに思っております。 
宮下議員    いくらか明るい話でございます。この交付機が入ることによって、この交付機の利用

によってですね、役場の延長窓口がまあ節減できればより効果が期待できるわけであり

ますけれども、この自動交付機利用と窓口の関連についてお尋ねします。 
町  長    今窓口業務のこの時間外取り扱いにつきましては、水曜日と日曜日をまあ設定をして

時間延長してそれぞれ対応をしておるところでございます。ただずっとあの数年間やっ

てまいりまして、水曜日の平日のこの夕方というのが非常にまあ利用率が少ないと、ま

あ費用対効果ばっかり論じられませんけれども、やはりあのほとんどないのに開庁して

いかがなものかというような、経費もかかりますので、この水曜日については新年度は

廃止をして自動交付機のセットとして併せてその対応をしていくというような今検討段

階に入って指示してございます。日曜日についてはやはりこれは休みの日でいろいろと

あのその要望もあるかと思いますので引き続いて、自動交付機が入る入らないにかかわ

らず続けていきたいという考え方でもってまあやっておりますけれども、今このそうい

うことで時間外窓口利用も含めて自動交付機の導入も併せて総合的にまあ判断していき

たいとこういうことでございます。 
宮下議員    まあ費用対効果ということが出ましたので、この交付機設置に対する事業費はどのく

らい考えておりますか。 
総務課長    現在のところ見積りでございますけれども、自動交付機の設置をしましてまあ設置場

所その他についてとか、あとのセキュリティーの問題もありますので、確定した状況で

はございませんけれども、見積りの計画段階では 14,900,000 ほどを見込んでおります。

なおあの先程町長が申し上げました交付金等をこの財源として５０％ほどを見込んでお

りまして、その他の設置に対しましては特別交付税の措置もあるというふうに内容を確

認いたしておりますので、そういった財源を使いましてこの事業を遂行してまいりたい

と考えております。 
宮下議員    次６点目でございますが、町の指定管理者制度につきまして平成１８年度に運用され
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てから２年が経過しました。振興公社を中心として指定されたそれぞれの皆さんの努力

によって一応の成果は得られているというふうに思われます。平成２０年度３年を経過

するにあたりまして次なるステップといいますか契約の更新があるわけでございますが、

この更新時、入札時にですね純然たる民間業者の参入はどう考えておられるかお答えく

ださい。 
町  長    この指定管理者制度、民間活力を導入して民間登用を含めて国の制度として自治法の

改正によって門が開かれた内容でございます。町もいろいろと検討をいたしまして公の

施設の管理運営等を中心にして指定管理者制度を設けて、いくつかの団体にこの指定管

理者として現在軌道に乗りつつあるというふうに捉えておるところでございます。で、

具体的にはこの１８年度から公園や農産物の直売所いわゆる道の駅でございますけれど

も、をはじめとして１０施設現在やっておりまして、町の振興公社をはじめとして道の

駅の花の里いいじま利用組合等に管理者としてのお願いをして維持管理を委託して指定

して運営してきております。今後におけるまあ公共施設の管理でございますけれども、

真にまあ民間活力が更に生かされるようなことも検討をしていきたいという形でござい

まして、町の今の中期総合計画の中ではできるだけまあ民間にゆだねて町の行政のスリ

ム化をと、と同時にこの費用対効果の中での民間の力を引き出すという形の中で、まあ

一つには保育園の社協への委託管理指定というような大きな構想も出ておるわけでござ

いますけれども、ちょっと今そこまでなかなかいろんな状況で踏み込むというわけには

まいりませんけれども、いずれにしてもシルバー人材センターも大変まあ力をつけてや

っていただいておりますし、その他委託としてまあ宿日直業務を始めて、いろいろある

わけでございますのでその辺をもう一度また３年経ちますので一整理して、契約がまあ

３年ないし５年というようないろんなあのものもございますので一つの節目になる２０

年度になろうかと思いますので、今後また実態をよく鑑みながら、できればまあＮＰＯ

あたりも設立をしていただいて、その受け皿というようなことも期待をするわけでござ

いますけれども、ちょっと飯島の場合なかなかそこまで進んでおりませんが、そうした

ことも含めて今後の検討を前向きにしてまいりたいというふうに思っております。 
宮下議員    次に移ります。この度、県においてですね県内の観光施設を計画的かつ戦略的に推進

するためという目的のために、平成２０年度から５年間に取り込むべく、主な施策や達

成目標を盛り込んだ、つまり観光立県長野の再興計画、長野県の観光振興計画が策定さ

れました。まあこのことは県全体の観光について考えられることでありまして、いろい

ろな分野にわたっての膨大な計画でありますけれども、まあその中に当然ながら市町村、

町での役割あるいは主体的な取り組みが提示、盛り込まれているわけでございます。そ

れに対する今後の町の対応はどう考えておられるかお聞きいたします。 
町  長    次のご質問のこの県の観光振興計画に対する町との関連性、また対応についてでござ

います。この県の観光立地長野再興計画、少しあの説明をすればよろしいんですけれど

もちょっと時間の都合でご承知かと思いますので省かせていただきたいと思いますけれ

ども、長野県が非常にスキー客あるいはスケートも含めて非常にあのこの最近落ち込ん

できておる、入り込みが落ち込んでおるというようなことにひとつの発想があるようで

ございますけれども、それをどう再興していくかというようなことと、最近まあ非常に

このグリーンツーリズム的な捉え方を長野県としてどう位置付けていくかということが、

１つの基本のように感じるわけでございますけれども、まあ県の再興計画と飯島町の対
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応について少しレベルの問題が違いすぎて、なかなかその連携といっても難しいわけで

ありますけれども、いずれにしても今町が進めておりますこのグリーンツーリズム、そ

れから都市間交流ですね、それから里山のトレッキングといったようなものは、この町

の自然環境を売り出していく一つの県のこの再興計画とマッチする部分があるというふ

うに思っておりますので、ＰＲ等も含めながらまた上伊那広域連合とのこの連携してい

く、これを縦軸にした取り組みが非常にあの有益ではないかというふうなふうにも捉え

ておりますので、また十分、県ともそうした身近な一つの部分で対応できる受け入れと

いうようなものも含めて、連携をとってやってまいりたいというふうに考えております。 
宮下議員    特にこの上伊那地方は二つのアルプスなどの景観を生かした広域的な観光を今答弁ご

ざいましたような推進をすべきというふうに謳っておりますし、まあ体験型の観光を主

要施策と捉えるべきというふうに謳っておりますので、その辺を含めて今後の検討を期

待いたします。 
 次、２項目目でございますけれども、ちょっと時間がありませんので、地域産業活性

化計画についてお聞きしたいわけでございますけれども、２番目のですね、この県内で

企業誘致に積極的な上伊那地域の８市町村で構成されているというこの協議会でござい

ますが、この組織の内容、構成メンバーどのように成り立っているのかお聞きしたいと

思います。まあ要するにこういった先駆的な取り組みは多いに評価するわけでございま

すけれども、まあどちらかというとどうしてもその大きい市部、伊那・駒ケ根市部が中

心になってしまうのではないかというふうに懸念されるわけでございます。従ってこの

構成メンバーが重要であると思いますのでその状況をお聞きいたします。 
町  長    ちょっと時間の関係でなんでございますが、二つ目のご質問、この地域産業活性化の

問題でございます。全員協議会でも若干ご説明してまいりましたけれども、新しいまあ

一つの活性化、企業立地に向けての国の施策に基づく取り組みということでございまし

て、平成１８年度の後半から企業立地促進法に係る情報によって、長野県では唯一率先

して上伊那広域連合が中心となりましていろんな勉強会や準備設立に向けての検討を重

ねて、去年の１０月に上伊那産業地域活性化協議会というものを設立をして現在に至っ

ております。それぞれ上伊那８市町村はもちろんでありますが、県も入り、それから伊

那、駒ケ根あるいは郡部の商工会議所、商工会等とも連携をとりながら構成組織をして

おるわけでございますけれども、これはあのそれぞれの一定規模の企業を導入して、そ

の経済効果を期待する一つの考え方が基本でありますけれども、市だから大きいから小

さい自治体だからということのこの色分けの中で不利・有利ということは、この組織そ

のものでは毛頭考えておらなくて、上伊那全体としてこの企業先端企業を入れてくると

いう大きな目標の前提に立っておるわけでございますけれども、現実問題としてやはり

これはあの、じゃあ協議会全体で計画をしてここに入れたら次はどこの市町村へと、こ

ういう裾分けのふるい分けをするというような組織では毛頭ないわけでございますので、

やはりそこは導入努力というものは各市町村の考え方と努力で決まってくるということ

でございますので、メリットはそれぞれございますけれどもやはりこれは市町村間競争

そのものであると、結果としてその協議会のこの制度が機能をしていくと、こういう位

置付けでございますのでよろしくお願いします。 
宮下議員    それでは町から誰が出ておるか、今までどのくらいの会議をもったか、それから今答

弁の中でメリットという話がございましたけれども、町にとってのメリットは何かお願
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いします。 
町  長    あの全体のまあ理事者等の会議では広域連合の正副連合長会の折に、そうした中間報

告的なものが出ておりますので、そういう意味では理事者自らが参画しておりますけれ

ども、事務的な部分につきましては担当である産業振興課長がそれぞれ組織として参画

をしております。であの、メリットにつきましてはこれは今も申し上げましたけれども、

一つの指定を受けてその制度に乗っかって、特に技術支援だとかいうようなことはいろ

いろと国・県の方から受けられますけれども、特にあの現実的な部分として投資額に対

するこの固定資産税の課税免除をした場合の交付税措置、これはあの今までのもう農工

法等ではこれが廃止になってまいりますけれども、この制度を受けてまいりますとその

恩典に受けられるということでございますので、仮に導入が成功をして企業立地がされ

れば飯島町なら飯島町のメリットにはなるということでございます。他の町村の場合に

はまあ雇用というものが市町村間交流の中で若干は出て来ようかと思いますけれども、

直接飯島町のメリットというものにはならない。一にも二にもこの制度をＰＲしながら、

それぞれの市町村が導入努力をしていかなきゃならないとこういう状況でございます。 
宮下議員    会議はどのくらいあるわけですか。 
議  長    答弁漏れです。会議の。 
産業振興課長  これは上伊那地域産業活性化協議会というのが１９年の１０月２日の日に設置されま

した。構成員は先ほど申し上げたとおりいろんな団体が入ってきております。ここには

あの全体の理事会みたいなのがありまして、その下に幹事会というのがありまして、こ

の幹事会というのが私どもの課長職がそれぞれ入っておりまして、いろんな計画書を策

定しております。今までに４回ほど私共は出て行っております。それをたたき台を何回

も何回も議論しながら上の理事会等に持ち上げて行って、理事会でも何回も検討しなが

ら計画書ができて、２月１日の日に国の同意を得ているということでございます。以上

です。 
宮下議員    質問を終わります。 
 
議  長    ４番 坂本紀子 議員 
 
４番 
坂本議員    おはようございます。では２番目として、先ごろ駒ケ根市のテナント４店での火災、

先日の夜の中川での林野火災、また昨日の岩間での住宅火災等、火事が続いております。

この場を借りまして皆様火の元には十分気をつけられますよう一言言い添えておきたい

と思います。 
では通告に従い、人事全般についてお尋ねします。先の平成２０年度における町長の

施政方針演説の中、次期長期構想に向けて職員人事・育成のための人事評価制度の試行

とありました。平成１８年度及び１９年度、国から国家公務員及び地方公務員の定数純

減と給与構造改革を早期に実行するようにと町に通達がありました。これは現在どのよ

うに進行中でしょうか。国からの通達の詳しい内容については定員純減を２０１１年ま

で継続する。給与水準の見直しにあたり比較対象企業規模を１００人以上から５０人以

上の民間企業と同水準まで引き下げる。ボーナスの支給月数の地域格差の反映を図る。

特に民間事業者と比べて水準が高いといわれている技能労務職員を民間と同水準まで引
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き下げる。この技能労務職員というのは清掃職員、学校給食員、用務員、自動車運転手、

守衛、電話交換手、バス事業運転手、のことを言いますが、後、特殊勤務手当を削減す

る。互助会への補助金を削減する。級別職員構成を是正する。まあこれは県においてな

ので、知事等の高額な退職手当てを適正化するとあります。教職員等人件費を削減する。

民間企業の実態を踏まえ能力主義や実績評価を取り入れ公務員制度全体の改革を早期に

開始せよとあります。この１０番の内容は既に５・６年前から一般企業では行われてい

る人事評価制度であります。富士通が始めたといわれていますが、その方法論はいろい

ろであります。昨年の１２月の定例会の一般質問で宮下寿議員が、町の財政が苦しい中、

早期の実現をしてほしいとお尋ねしていましたが、その時のお答えは「１８年度中に飯

島町に合った人事評価制度を立ち上げていきたい」でした。現在どのように取り組んで

いられるのか、これを作るに当たりコンサルタントなど外部委託をしたのでしたらその

会社名及びその費用はいかほどか。また制度の内容を的確に手短にお答えください。 
町  長    それでは坂本議員からは人事について大変まあ多くの項目から質問をいただいており

ますけれども、先ず最初に人事院公務員制度改革制度の内容に伴ってのお話がございま

したが、町では既に平成１８年度においてこの地域総合計画、ふるさとづくり計画もそ

うでございますけれども、定員管理の対応それから給与制度の改革の問題等も既に着手

をして、今その線に沿って進めて、職員の協力も得てやっておる状況でございますので

申し添えておきますが、その中で特にこの人事評価制度の問題でございます。現在進行

中の内容、それから具体的にそれにかかわることについてお答え申し上げますが、人事

評価制度については制度の構築がほぼ完了をいたしました。平成２０年４月からの施行

に向けて現在制度説明、評価者の研修など、職員に対してこれらの研修会を今鋭意進め

ておるところでございます。これらの評価の制度、もういっぺん整理して申し上げます

が、職員の人材育成という観点、それから能力向上を第一の目的といたしまして、職員

の職務遂行能力を評価分析をして個々の能力の開発・育成を効果的に進めて、結果とし

て住民サービスの向上につなげていくとこういう一つの考え方。それから仕事に対する

働き甲斐や達成感をもたらすことによりまして、職員の士気を高めるとともに全体とし

ての組織力というものも高めていくという考え方。更に知識、技能、職務遂行能力など、

能力全般を評価をして人事等における資料として公正な活用に資していくと、こういう

ことを支援する仕組みとして制度構築を図ってまいりました。制度のこの構築にあたっ

ては職員が納得できる仕組みを作り上げるために、庁舎内に人事評価制度検討委員会と

いうものを組織をいたしまして、職員自らの手造りを前提にして検討を重ねてまいりま

したが、併せてこの制度の構築に対してはやはり専門的な見地からの支援を得るために、

「株式会社ぎょうせい」という会社に業務委託をしております。全国的に非常に多くの

例で市町村の対応について取り組んでおる会社でございまして、で、平成１９年度にお

ける契約金額が 2,520,000 円、２０年度新年度予算では 2,310,000 円というものを予算計

上させていただいておりますけれども、これらの専門的な見方の支援も受けて制度の充

実を図って定着してまいりたいということで現在進めておるところでございます。 
坂本議員    この今の質問の中で、職員自らが入って人事評価委員会を作っているということで、

とてもそれは良いことだと思います。で、これの実態、だから過去の実態をみるに多く

の自治体での人事管理は甘く、処理・処遇にメリハリが付いていないということもあっ

て、年功序列での昇格が多く、評価される側はどう評価されて今に至っていたのか本人
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に明確にされていず、何年も働いているうちに仕事に対するやる気が失われてしまい、

町民サービスに支障をきたしたり組織の業績が上がらなくなっているということで、こ

のような人事評価制度の活用が促されているところですが、飯島町の平成５年よりの人

事異動を調べてみますと確かに年功序列という点は、年功序列での昇格が多く、係長に

早い人で４０代前半になり、課長級で５０代中頃でなり、その後５・６年勤めて退職さ

れるというような形になっていました。中には課長級１０年以上経験されている方もい

らっしゃいまして、過去１５年の内で女性においては課長補佐が最大の昇格で２人おり、

課長になった方はおられません。過去の人事において課長は誰によってどのような基準

で選ばれているのか。また課長以外の人事は誰がどのような基準で決めていたのかをお

答えください。現在、課の中の人事であっても決定は課長ではないと聞いておりますが。 
町  長    この具体的な職責でございます課長は誰によってどのような基準で選ばれるのかとい

う質問でございますが、課長職に限らずこの人事というものは客観的な視点を最重要に

いたしまして、まあ必要に応じてこれは理事者間で意見交換協議もいたす場合もござい

ますけれども、そうしたことを踏まえて最終的な人事決定は町長にある、これが基本原

則でございます。特に定められておる基準というものは明文化したものはございません

けれども、いずれにしても適材適所、総合的にいろんな面から判断をして課長職という

ものの選人を行うと、同時にまた課長以外の人事でございますが、これも誰がどのよう

に基準があるのかということでございますが、基本的には今答弁したとおりでございま

すけれども、ただ職員管理全般につきましては副町長が主たる任務の中でやっておりま

す。人事の最終的には町長の判断となりますけれども、この辺につきましてはやはり副

町長以下各課長等の意見、職場の状況を十分把握をしながらこれも適材適所、で、年齢

の低い若い職員層についてはできるだけ長い職員生活の中でいろんな体験をしていくこ

とも必要でございますし、それからやっぱり専門的な知識も必要であるというようなこ

との中で、総合的にこれらも判断をして人事というものはなされていくとこういうこと

で現在やっております。 
坂本議員    その際における評価内容は本人に開示されていないと聞いておりますが、その点はい

かがですか。また今後女性に対して、やる気のある人にはそれなりのポストを与えるつ

もりはあるのでしょうか。 
町  長    まああの幹部職員、特に課長を中心にした幹部職員については、その登用に際しては

こちらの期待感と行政の携わる職務の内容というものを、特にまあ重点的な部分も含め

てですね、そのことを若干申し上げてその任に就いてもらうというようなことはありう

ると思いますけれども、一般の職員についてこれこれこうだからここへというようなこ

との説明は一切はいたしておりません。女性登用の問題につきましてもこれはあの男子

職員女子職員だからということの中で色分けしていくというようなことは考えておりま

せん。男女共同参画ということの中で女性の力にも期待をしておる部分があるわけでご

ざいます。いろいろとあの意欲のある自分なりきの考え方というものもそれぞれ職員持

っておりますので、その辺も斟酌しながら今後の人事は進めてまいりますけれども、特

にまた今後制度として進めてまいります人事評価制度の中でもこの辺はかなりまあ浮き

彫りになってくる課題として、ひとつの登用の目途となるんではないかというふうに期

待をしておるところでございます。 
坂本議員    女性全てが男性同様の働き方をしたいと思っているわけではないと思いますけれども、
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過去の人事の異動の状態を見ていますと、ちょっと辛口な言い方をしますと、女性は不

平等と思われる扱いが多く見られます。今後もし勉強する機会を与えてレベルアップが

できるよう引き上げていくことも必要だと思いますがその点はいかがですか。 
町  長    男子女子職員としての平等な対等なひとつの職務姿勢として期待もしておりますし、

またそのように是非努力もしてほしいというふうに思います。 
坂本議員    今回の飯島町の人事評価の内容を見ますと、対象者は全職員ということで就業期間が

６カ月未満から臨時職員、嘱託職員、派遣及び町長が認めた職員までと全般になってお

り、とても良いことだと私は思っております。正規職員以外多くの人たちも役場の仕事

にかかわっている以上この制度の対象にしたことは、やる気を起こさせるうえで大切な

ことです。特に臨時職員においては不定期な雇用だったり、定期であっても仕事の内容

によってはその能力が過小に評価されていたり、処遇において財政が厳しいからと残業

代カットということもあるようです。今後この制度が構築されていく中で、臨時であっ

ても職員の１人であることに変わりがなく、正当な評価と処遇を与えていただきたいと

思います。現在の臨時職員及び嘱託職員の採用方法はどうなっているのでしょうか。ま

たそれぞれにおける人数はどのくらいなのかお答えいただきたいと思います。嘱託職員

から正規職員になったり、臨時職員から嘱託職員になったりすることの道は開けている

のでしょうか。その点についてもお願いいたします。 
町  長    今後スタートしていく人事評価制度の対象として臨時職員というものはその対象に含

めてございません。ただまあ臨時職員といってもそれぞれの町の行政・業務というもの

の一端を担っていくわけでございますので、その責任と義務はその採用する時点でしっ

かりと確認をして、ひとつの行政に携わる正規職員等との同じ考え方でやっていただき

たいということは期待をして申し上げてまいりますけれども、採用期間のいろんな期間

の問題もございますので、そうした対象には含めていないと。待遇等につきましてはや

っぱりあのいろんな情勢、経済情勢も含めてですね正規一般職員とのバランスもとりな

がら必要な改善は今までもしてまいりましたし、今後ともそういう考え方で進めてまい

りたいと思います。 
坂本議員    人数について。 
町  長    ちょっと答弁漏れで失礼いたしましたが、まあ臨時・嘱託あたりからこの正規職員一

般職員への、まあ昇格といいますか採用変えといいますか、この道については臨時職何

年やったから、あるいは嘱託職を何年やったからやるという一つの基本的なルールはご

ざいません。それぞれ必要な採用計画に基づいて、またその新規募集する場合には公募

という形の中でその範疇に入っていただくと、いう形は当然これはあの結構なわけでご

ざいまして、改めてまたひとつ町の試験を受け直していただいて、採用の判断をすると

こういう今システムでなっております。 
坂本議員    人数については。 
総務課長    人数のご質問でございます。現在嘱託職員は２１名、臨時職員は５１名ということで

ございます。特に嘱託職員、臨時職員の職につきましては、例えば教育委員会サイドで

いきますと、学童クラブの指導員だとかいわゆる学校の支援員、まあそういった職、そ

れから一般事務職として現在お願いしている内容でございますけれども、こちらについ

ては正規職員の代替分ということで、産休の代替だとか、それから休職中の代替職員、

こういったところにお願いしている内容を含めまして只今申し上げた人員でございます。 
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坂本議員    この飯島版の一般評価制度の内容を見ますと、一般職員を１次評価者である係長や課

長補佐が評価し、この１次評価者を２次評価者である課長が評価する、この課長は副町

長が評価するという仕組みになっております。この評価した内容が人事に反映されるよ

うになるわけですけれども、最終決定の人事は先ほども町長の答弁にありましたように、

町長ということになるのでしょうか。例えばこの人事に対して今後の評価制度の中で人

事に対して不服がある場合、最終調整役という形の立場も出てきますけれども、調整者

の役割があるのですけれども、これは副町長の仕事となるわけですか、それとも町長が

それをやるのでしょうか。 
総務課長    制度構築の中で現在ご質問の内容につきましては第１次評価者が、まあいろんな職種

がありますので平均的なところで申し上げますと、現場を一番熟知している、また部下

を把握している係長が第１次評価者として評価をいたします。それからその評価に対し

て２次評価者という制度を作ってございまして、これは各課でいえば課長が２次評価者

という形になります。ただし２次評価者を直接は評価をせず、第１次評価者の評価にお

いていろんな調整を行う意味で１次評価者の評価したものを判断するという形になりま

す。それから最終的には調整者という形で一般職員の場合には副町長が、また係長等か

ら課長につきましては町長が調整者という役割を担うという形、それから今ご質問にあ

りましたように、最終本人の評価に対する不服の申し立てがあれば、それも受ける別の

機構を設けると、こんなことで今後評価に対するひとつの基準を示しながら的確な評価

ができるように制度を構築してまいりたいと、こういう内容でございます。 
坂本議員    今のお話からしますと、まだ決まって、まあこれから今年度やっていくということで、

その最終調整者が別の機構を設けるというお話で、具体的ではなかったですけれども、

その中で、いつも評価される側っていうのは自分が下の位置に、下というか一般に言っ

て次にその上の係長が評価していくというその段々の段階の中で、評価されていても職

務が決まっているということですけれども、その逆のサイドつまりは評価される側が、

まあ一般的にはその一般職とか、保育園でしたら保母さんという形になるわけですが、

その人たちが課長級とか園長を評価するという項目は、この読みますと人事評価制度の

中にはなかったんですけれども、それはどうしてなのでしょうか。というのはあのいろ

いろ調べましたら、既にこの評価制度をやっているところではですね、この逆の形も取

り入れたところがありまして、というのは部下による上司の評価っていうほうが評価に

ばらつきがないということと、的を得た評価が多いということで、この部分も一部評価

中の形の中に入れ込んでいるところがありますけれども、こういう点についてはどう考

えていらっしゃいますか。 
総務課長    この人事評価制度につきましては非常にあの評価基準その他について制度を運用して

いく中で難しい点がございます。評価される側、評価する側が 十分この制度を熟知して、

この制度の目的たるその職員の能力開発だとか、それから研修そういったもの、自分が

欠けている点を補って職員として立派な職員になると、まあこういったことを理解して

いないとできないという部分がございまして、現在のところでは今、議員がおっしゃっ

たように、それぞれの上司が部下を判断するという形になっております。また飯島町の

場合の組織でいきますと、例えば課長職の人数については非常に少ないわけでございま

して、それらを的確に把握できるという点においては、副町長や町長が十分判断できる

ものというふうに解釈しております。 
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坂本議員    確かにあの現在の課の統合により、かなり課長職の方たちの人数も減ってきていて、

今の課長の答弁に対してはよく解ります。それでもまあそういうふうに評価っていうの

は非常に難しいという部分もありますし、逆に課長に対してのその能力っていうかそう

いう部分でも、それを開発していくための、例えば現在課長職にある方たちがそれぞれ

の立場での、職員っていうか自分の部下をレベルアップさせたり、例えば政策の中で物

事を決定したり、ということにおいて職務における勉強とかいうのは具体的に何か研修

会とかいう形でやっておられるのでしょうか。その点をちょっとお尋ねしたいと思いま

す。 
総務課長    職員の研修につきましては県並びに国がやはりそういった制度を持っております。ま

た町村会等におきましてもそういった制度を持っております。また町独自としても研修

会を行っておりまして、特に課長職につきましては課長としてのいわゆる一般的な課長

職としての研修の機会、それからその職務に対する専門的な知識を得るための研修の機

会、こういったものをそういった機関を通じて研修の機会をとらえて研修をいたしてお

ります。 
坂本議員    あと次に異動についてお尋ねします。一般の企業にとっての人事異動というのは同じ

課の中での異動くらいなもので、課をまたがって異動するというのは役場の特徴かと思

われます。しかし将来の管理職の育成を思うと課を異動して全体を見られる人材をつく

るという意味で必要なことかと思われます。ただ過去の人事異動を見ますと課の中から

動かない人は動かず、また１年くらいで異動する、まあその方が毎年毎年１年で異動す

るとは、そうは言いませんけれども、１年でまあ２年務めて１年で別の課に異動すると

いう方もおられます。その人事決定の方法というのは先程も町長権限にあるとおっしゃ

いましたけれども、課長級を決定し順次次の係長という形に決めていくのか、その方法

についてお答えください。 
町  長    まあこの異動の問題につきましては、これはあの専門的な分野でのこの専門職という

ようなことで採用した職員と、いわゆる飯島の一般の職員として採用した職員とおのず

からまあ考え方は変わってくるかと思いますけれども、今おっしゃるのはこの一般的な

職員の中で、あまりまあ１年とか１年未満とかそういう頻繁な異動は私もあまりよくな

いというふうには思っておりますが、ただあの行政事務というのは非常にあの今置かれ

ておる課題に対応する行政事務ももちろんでありますが、特にまあこの福祉の問題ある

いは農業政策等の問題、まあその他もいくつもありますけれども、非常にあの国の施策

というものが頻繁に変わって新しい施策も出てまいります。従ってあのなかなかあの限

られた職員の中でそれをこなしていくというのはむしろ大変なことで、職員も大変苦労

しておるわけでありますけれども、やはりそれらを一つの形として責任をもって処理す

る機関というものは、当然２～３年というようなサイクルの中では必要であろうかと思

います。ただあの役場の職員としてですねこれはその職務のみにならず、これはあの全

体の奉仕者という形で呼ばれておるわけでありますけれども、特に最近のこの協働のま

ちづくりの中では担当制度、それからいろんな住民とのつなぎ役パイプ役というものも

果たしていかなきゃならないという一つの使命、側面を持っておる、そのことが期待さ

れる職員像でもございますので、いろんなことを覚えて、そのことだけは知っておるけ

れども他のことは説明できないっていうわけにはなかなかまいりません。従ってあのあ

る程度若いうちは、っていうかまあ中堅くらいまではいろんなことを広く覚えて、やは
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り自分の財産としてこれは住民の一人としてやっぱり奉仕して行ってもらうという姿勢

が大事だということで、そういう観点に立ってまあ人事というものは進めてまいりたい

というふうに思っております。先に課長がこういう立場だから係長をこの人をどうのこ

うのというようなことは意識的にやるというわけにはまいりませんけれども、まあいろ

んなバランスの中、それから適材適所の中で総合的に判断していくべきものというふう

に思っております。 
坂本議員    特に今後重要と思われる福祉係、保健医療係、それから現在の農政係など、国の政策

が毎年変動したりする中での業務をこなしていかなければならず、条例、法令などの知

識をその中で獲得していかなければならないので、そういう部所に関しての異動はなる

べく少ないような点がいいかと私は思われます。それとあの現在の職員の年齢構成表か

ら見ますと、１８年度の時点では４０歳代の男性が少ないのですけれどもその原因はな

ぜだと思われておりますか。またあのこの中で今後計画的な人事の採用がなされていな

かったんではないかと思われますけれども、これから先このことをカバーし採用計画は

どう考えておられるのでしょうか。 
町  長    まあ新しい施策が出てくる職場についての異動はできるだけ差し控えてというような

お話もございますけれども、まあそれはそれとしてひとつの考え方も置きながら、やは

り全体的な人事というものも考えていかなきゃならないということでございますので、

これはその都度また判断の中で対応していくべきものというふうに考えております。で、

この今の役場の職員の年齢構成についてのことでございます。確かにあの少し今中堅ど

ころと申しますか、その手前くらいのところが年齢的に空白状態になっておることは事

実でございまして、このことにつきましてはちょっと遡りますが昭和４０年代、ここの

後半あたりから飯島町は圃場整備事業というものを、全町的に事業推進をしてまいりま

した経過がございます。非常にあの行政対応も地域と一体となってその相談やら事務手

続きやらの任に追われた時代があったわけでございます。当時の既存の職員数ではとて

も対応できる状況ではなかったという歴史がございます。かなりの人数をその時に増員

募集をして採用した経過がございますので、これはやはりあのその事業が終わればそれ

で退任というわけにはいきません。やはりこれは職員構成の問題でございますのでその

ことが現在につながった年齢構成ということでございますので、どうしてもそれ以降の

採用については控えざるを得ないという状況の中から、今こうした一部に空白年齢とい

うものが出ておるということに是非ご理解いただきたいと思っております。 
まあ今後職員削減もひとつの課題として進めていかなきゃなりませんし、また一方で

新しい事務事業も、しかもまたそのいろんな職務が複雑化してきて、地域住民の皆さん

方のサービスとの関連も非常にまあ難しい時代にもなってまいりますので、その辺を十

分見極めながら、少しでもこのバランスのある年齢構成が若干ずつこう繋がっていくよ

うな採用というものを、総合的に判断をしていく必要があるというふうに現在そうした

認識で進めておるところでございます。 
坂本議員    次に採用する場合の方法なんですけれども、採用方法に関してはどのような形で行っ

ているのでしょうか。もちろんあの地方公務員ということになりますと、その資格が必

要だと思いますけれども、それ以外の部署により先程の専門職という形での募集もある

かと思いますけれども、募集する際における方法とかその判断基準はどういった形にな

っておるんでしょうか。その場合における現職の職員の親戚とか血縁などはどう考えて

 - 20 - 

おられるのか、この 2点についてお答えください。 
町  長    新規に職員を採用する場合の方法あるいは基準ということに関連してのご質問でござ

います。この採用する場合には当然のことながら、次年度なら次年度の採用の考え方と

いうものを基本的に内部で定めまして、今それぞれお話してまいりましたような状況の

中で判断をして採用予定人員というものを掲げながら、その事務に着手するという形に

なります。当然これはあの受け付けの期間を定め、それから募集告示をいたします。告

示と同時にホームページや有線、新聞等を通じて募集広告を行う場合もございます。で、

その募集者によりまして第１次試験というものを実施をいたしまして、これはあの県下

統一して長野県町村会に第１次試験というものは委託をして実施しております。全くの

これは一つの考え方でございますので、それぞれの当該市町村がこれに介入する余地は

全くないという、手続き上はないという形になります。で、統一試験でございますので

この教養試験、適正化試験、それから性格診断等々論文も含めての各筆記試験を行うわ

けでございまして、でまあ１次試験を合格者というものを決定をする。で、これに基づ

いて２次試験というものを行いますけれども、これは今度は当該市町村の責任として実

施をして、個別面接というものが具体的に入ってまいります。町長はもちろんでござい

ますけれども、副町長、教育長、総務課長等が事務的なお手伝いの分も含めてこれに担

当をいたします。こうしたことを総合的に判断をして公務員としての町職員としてのこ

の適応性、人格、意欲等を考慮しながら選考をしてまいります。常にこの平等、公明的

な判断に基づいてしていかなきゃならないということは当然でございまして、親戚・縁

者等との関連でそのことを一つの選考の中身に入れるということは、これは決してあっ

てはならないし、やっておらない、もう論を待たないところでございますのでお含みい

ただきたいと思います。 
坂本議員    今の方法を聞いて安心をいたしました。まあそういうふうにはなっていると思うので

すが、中には町民の方たちはその方法論についてはよくわからない方もいらっしゃいま

して、まあいろいろとおっしゃる方もおられます。人事評価っていうのはどうして出来

たかと言われればまあ、役場が行うべき多くのサービスとか政策の能力アップを図ると

いう手段だという中にこの人事評価というのの位置付けがあるわけで、職員の間に差を

つけるためだけの評価には私はなってはいけないと思っております。今まで不透明であ

った人事の部分に大きくメスが入ることにより、職員一人ひとりのやる気が最大限に引

き出され、良質の行政サービスが適切なコストの上で提供されれば住民にとってはうれ

しいことであります。総額の人件費が適正であれば、評価によって職員の給与に差をつ

けるかどうかは住民にとっては意味のないことだと思っておりますが、また自治体で働

いている職員にとって評価を給与に反映させることはどの程度とするかということは今

後非常に慎重を要すると思われます。まあインターネット上の市職員、県職員、一般職

など多くの方々の意見を聞きますと、人事評価制度をやった方が良いという方がとても

多いです。飯島町としてはこの制度をどれくらいで定着させるつもりでおられますか。

その点はどうでしょうか。 
町  長    まあ慎重が上にも慎重に内部協議も重ねて専門家の知識等も入れて作っていく人事評

価制度でございますので、できるだけこれはあの職員にオープンにした形の中で示して、

またその理解をしてもらって定着をしていきたいというふうに思っております。何年度

で完成という達成というわけにはいかないかと思います。特別の目標年度を持っておる
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わけではございませんけれども、まあ数年の中でこの定着して、その後不都合な部分が

あればまた見直しを重ねて長期的な一つの制度として定着をしていきたいとこういうふ

うに思っております。 
坂本議員    ということは特に期限っていうのは何年とかっていうことは設けていないんでしょう

か。 
町  長    特に設けてはございません。 
坂本議員    まあこの人事評価というそのものの内容が職員の方たちに理解の上でされなければ、

これらが有効に働くとは思われませんので、それには時間がかかるかと思われます。評

価される側にとっては個々人の差が努力でその差を埋めるできないほどのものであると

き、それに対して劣るものというのは将来に希望が持てずやる気を失ってしまうのです。

だからこそ透明性と納得性が必要ですし自分がどう評価されたのかを知りたいのは山々

だと思います。その点飯島町の人事評価制度に含まれた内容となっているのはこの透明

性とか納得性においては評価の中ではどのような形で含まれているのでしょうか。 
総務課長    今度の制度の構築につきましては透明性というのは非常に大切なことでございます。

本人の評価の結果欠けているところをまあ研修やいろんな機会を通じて補っていくとい

うことが必要でございますので、そういった点については本人と十分コミュニケーショ

ンをとりながら職員を育てていきたいとこんな制度の内容になっております。 
坂本議員    先程言いましたのは評価される側の話ですが、評価をする側の立場としてまああの課

長職、課長級の方たちなんですけれども、まあ課長の皆様にとっても全てを知り尽くし

たというわけではなく、公平性において部下を評価できるかっていうことはなかなか難

しいことだと思います。またあの過去においての管理職世代において自分にされてきた

評価基準とは異なる形での評価となるでしょうから、大きな課題ではありますけれども、

その評価をする者達はそういう点では何かそういう勉強会とかそういうのは今後やって

いくとは思いますけれども、具体的にどういう形で行われていくようになるんでしょう

か。 
総務課長    評価する側の研修でございますけれどもこれは毎年繰り返して評価者研修を行ってま

いります。特に新しく係長ポストに就く皆さん等につきましては初めての業務になるわ

けでございますので、そういったものを含めて評価者の目というのを一定に保つような

研修の機会は設けていきたいというふうになっております。 
坂本議員    最後の方に人材育成ということにも関連するわけですけれども、現代は様々な生き方

の価値観が多様化している中で、仕事に生きがいを見つけるタイプと仕事はそこそこで

プライベートを大切にしたいというタイプと、まあ対極にしますとそういう２つのタイ

プに別れてくるかと思います。その場合にやる気のある職員については権限と責任を与

え中核的人材として育てていく、逆に言えばまあ仕事は時間内やればよいという形の方

たちには単純労働の人材として育成のレールを分けていくというような、そういう考え

方もあるかと思いますが、そういう点はどのように今後の人材育成という形ではどうい

うふうに考えておられますか。 
町  長    まあ現職員それから、これからやがてはまた採用して新規の職員として町の行政事務

を携わっていく職員いろいろあるわけでありますけれども、一様に基本的にはこれは第

１次２次試験を経てそして特にまあ面接等の段階におきましてもですね、この飯島町が

好きで、でこの住民福祉いわゆる住民に接するそのことが是非ひとつ希望を持って勉強
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して職員として頑張っていきたいと、非常にあの意欲に燃えて前向きな考え方を持って、

そのことを期待して採用して来る職員がほぼ１００％。であります。まあやってみてこ

んなはずじゃなかったという職員も中にはおりますけれども、従ってスタートラインで

は一様にそのことに燃えて職員となって来たその期待を買ってまいりたいというふうに

思っておりますので、ただ途中でいろんなまあプライベートの方が大事なので仕事の方

はそこそこにというようなことでは困ります。やっぱりこれは住民協働という形の中で

はやっぱり地元へ帰っても１住民であり、職員の立場というものは変わらないわけであ

りますから、そのことに思いをしてもらって是非ひとつ更にやる気を出す、なかなか職

員のこれからの対応も地域の人との関わりの中で厳しい目で見られることは当然であり

ますけれども、やはりそれだけの意欲を持って決意をして職員として入っていただいた

わけですのでそのことをひとつ将来ともに支えて責任と義務を果たして、そしてその中

でひとつまた自分なりの人生を描いて行ってもらうと、こういうことだろうと思います

のでよろしくお願いしたいと思います。 
坂本議員    では最後に様々な角度から質問してきましたけれども、人事は非常にデリケートな問

題であり、かといって現状のあいまいな価値評価の中では働きにくいと思われますので、

この飯島版の人事評価制度を私が聞きました時には、まああの町長の答弁の中では期間

は設けていないとありましたけれども、５年かそれより短いくらいの間に是非定着する

ように頑張っていただきたいと思っております。で、職員の方たちは今後も長きにわた

りこの役場で働いていかれる方々ですから、職員の方たちとの協議と話し合いを納得の

いく内容となるようによく話し合いをして、この働き易い中での人事評価制度というの

を構築していっていただきたいと思います。 
またこの人事評価制度が新たなる人事の改革の一端となり、組織業績を上げる一つの

手段となることを願っており、質問を終わらせていただきたいと思います。 
 
議  長    坂本議員に申し上げます。職員の職制上での男女登用に関する質問で、この場として

適切さを欠いたと思われる言葉づかいがあったと思われますので注意してください。以

上です。 
 
議  長    ここで休憩をとります。再開時刻を１１時５分といたします。休憩。 
 

午前１０時５２分 休憩 
午前１１時 ５分 再開 

 
議  長    休憩を解き会議を再開します。この後の質問者から選挙管理委員長に答弁を求める旨

の通告がありましたので、鎌倉金蔵飯島町選挙管理委員長に出席いただきました。ご出

席ありがとうございます。鎌倉委員長には答弁についてよろしくお願いいたします。 
一般質問を続けます。 

        ６番 野村利夫 議員 
６番 
野村議員    それでは通告書に基づきまして平成２１年、来年の３月任期満了に伴う飯島町議会議

員の選挙に向けて質問をいたします。初めに鎌倉選挙管理委員長さんをはじめ選挙管理
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委員の皆様には、常日頃明るい選挙の推進また棄権防止等啓発などご尽力を心から敬意

を表したいと思います。また今日はマスコミの関係の方も見えておりますけれども、マ

スコミの方については町のＰＲまた情報等も届けていただきまして本当に私の方からも

感謝を申し上げたいと思います。そしてまた今日はこのマスコミの紙面も使わせていた

だきますので初めに申しておきたいと思います。 
        先ず初めの１点の問題ですけれども、この質問につきましては選挙違反ではございま

せん。けれども飯島町として恥ずかしい、恥じることでありますので正常時に導いてい

くという私の願いを込めて始めに申し添えておきます。 
先ず第１点の過去の特性選挙の反省と正常選挙への導きの考えについてであります。

初めに特性選挙という私は言葉を使わせていただきました。これについて少し説明をし

たいと思います。この特性はマスコミの飯島の選挙を表現した言葉であります。ひとつ

ここで原文を読んでみますが、「飯島の特性というのか本当に選挙は何が起こるか分か

らない」まあ少し略しまして、「告示日に２人が駆け込む形となった」と、これは新聞

の紙面でございます。また「駆け込みやっと定数に」これはタイトルであります。また

「前々回、前回に続いて告示日に駆け込み」また「無投票のまま終わった」とか、それ

で中には「滑り込み出馬」「新人が遊説せずに当選してしまう現象さえあった」と、こ

んなような記事も載っております。滑り込みというのは野球でいえば滑り込んでアウト

かセーフかこの如何に際どいことをここに表しておるわけであります。それで私は広辞

苑の方を見てみました。これは特性です。そのものだけが有する他と異なった特筆特性、

また日本語大辞典、これについても「そのものに備わった特別の性質」まああのこれを

読んでみまして私、当を得ているか、的に合っているかというように感じたわけでござ

います。その中で定数にならなければ締め切り日時に駆け込む、定数オーバーになれば

辞退する、選挙運動なしで当選、有権者が知らないうちに当選する。まあ信念を持って

立候補することを願うわけであります。そこで私このような特性選挙をどのように見ら

れておられるか先ず町長と選挙管理委員長両名に質問をいたします。 
町  長    野村議員から公職選挙、まあ特に振り返っていくつかの町議選のことに触れられて、

特性という言葉を使われてのご所見がございました。まあ最初あの前段部分で私が選挙

に対する基本的な考え方だけ申し述べて、以下また選管委員長の方からお答えをいただ

くようになっておりますけれども、まあ町議選に限らずですね、全ての公職選挙は明る

く正しく執行されなければならないということはもう申し上げるまでもないわけであり

ます。一方この選挙というものは、主権者たる国民であり地域住民が行政に参画をして

その意思表示を行使をするという、大切なまあ最も日本の国民の基本権として大切な機

会であるわけでございます。立候補する側もそしてそれを選ぶ１票を投じる側も真剣に

考えて、この尊い権利と義務というものを果たしていただきたいというのが基本的な考

え方でございます。そういう意味で来年３月の町議選に際してはそれぞれ自らの意志で

真に町の発展を考える多くの立候補される皆さん方を期待をしておるところでございま

す。 
選挙管理委員長  それでは選挙にかかわるご質問でございますので、選挙管理委員会の立場からお答え申

し上げたいと思います。今お話にありました１年後の町議会議員一般選挙についての件で

すが、先に申し上げておきます。選挙関係は全て地方自治法と公職選挙法に基づいて行わ

れます。いつの選挙においても正しい選挙が行われるよう違反、事件の無いようにしてい
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ただくよう日頃から啓発活動を行っているところでございます。全てが選挙管理委員会で

できるわけではございません。行政でなければできないところもあります。そういう区別

もしてまいって来ておりますが、例えば条例制定とかあるいは改正ですね、それから予算

等、これは選挙管理委員ではできないわけでございまして、町がするわけでございますけ

れども、過去の町議会議員一般選挙は任期の満了の月の下旬に執行されております。町議

会議員一般選挙については任期満了は３０日以内とこういうことになっております。選管

としてはこの３月に一つの選挙が終わったばかりでございますので、新年度になりました

らだんだんと取り組んでまいりたいと思っております。またこの選挙はいつも投票率が良

く、８０％前後で有権者の関心が高いように思われております。公職選挙法で制限される

ところもありますが、立候補される方は事前の準備が必要かと思います。 
それでは。  

議  長    質問者に申し上げます。今選管委員長からお答えいただきました内容でよろしいです

か。 
野村議員    いいです。 
議  長    それでは以下の内容については選管委員長さん自席でお答え願うことになります。あ

りがとうございました。 
野村議員    それではこの飯島町と同時に選挙になるのはこの北信の信濃町、そしてもう一つは高

遠町でありますけれども、高遠町は伊那市と合併しちゃったわけでございます。両町と

も約選挙１カ月前、まあ飯島も同じでありますけれども、事前に説明会、これには立候

補の顔ぶれが出揃い、報道では選挙戦へとこうなっております。まあ飯島の記事を見ま

すと飯島は噂の立候補者の予定見込み特性があるので、先ほどの特性でありますけれど

も、まあ水面下の動きなど現段階では報道できないと、はっきりしたことを言えないこ

とになってきております。まあ定数になるかどうかというような締めくくりも出ており

ます。そうしてまた宮田村、宮田村はこの３月３０日に選挙を行うわけでございますけ

れども、宮田村については２月の２６日に事前説明会がありました。もう定員に出てお

ります。そうしてまた２月の２０幾日ですか、ちょうど２６日前になるんですけれども、

もう１名の方が立候補して選挙戦だと、これが普通正常な形だと思います。私も勤務の

関係で県内の各市町村に住んで選挙をしてまいりました。まあ飯島のようなこういう例

は今のところ記憶にもないし、なかったのであります。このようなことからこの選挙に

関する町外の方、まあ伊那谷の方、県内もあります。いろいろな方おりますけれども、

そして飯島に来られた方、まあ来られて選挙に臨んでいる方たちですけれども、まああ

の言葉の中に「変わった町」「おもしろい町」「不思議な町」というような面で、まあ

名の知れた、この方面で名の知れた町になってきておるわけでございます。このように

他の町と同じ選挙に変わった特殊な行動があるのは、ひとつの選挙の戦術かもしれませ

ん。私はそのようにも見る場合もありますけれども、この戦術かもしれませんけれども、

この要因は何だと思いますか。選挙管理委員長に先ずお聞きしたいと思います。 
選挙管理委員長  それではあの特性選挙と正常選挙についてでございますけれども、選挙は全て先ほど申

し上げましたけれども、公職選挙法に基づいて執行されます。公正な選挙を望むところで

ございます。満２５歳以上で選挙権を有する者であれば立候補できるわけで、政治に参加

し地域のために活動する意思のある者が立候補されると考えられます。告示日の時間内に

適正な届け出があれば受理をすることになります。ただ多くの届け書類を作成するにはそ
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れなりの時間がかかると思うので事前の準備が大切と思われます。選挙期日が近くなれば

事前の説明または届け出書類等の事前審査を行い、告示日には短時間で届け出が終わるよ

う今までは啓発・指導してきております。まあ締め切り時間に忙しいときもありましたが、

長いうちにはいろんなことがありますが、今までは問題になったことはございません。と

いうことでまあ選挙に立候補される予定の皆さん方につきましては、できるだけ早くご準

備が必要かとこんなように思っております。また地域において活動されることを希望する

ものでございます。以上です。 
野村議員    それではこの選挙これは民主主義の根幹になす選挙であります。立候補者は自分の考

え抱負を有権者に知ってもらわなければなりません。また有権者を、私は考えますが、

大事にしてほしいと思います。ここで有権者の厳しい目が必要と考えます。また有権者

の方でも目覚めて投票することであります。立候補者は信念を持って堂々と立候補をし、

選挙戦に臨むことであります。そこで私ひとつ紹介をいたします。町民の声、これはま

あ１７年、１３年もありますけれども、「選挙で選んだ人でないと議員として認めるわ

けにはいかん」と、これは女性の声。もう１点は「無投票でもやむを得ないがたとえ１

日でもたすきをかけて公約を訴えてほしい、そうしないと議会の不信を招くだけだ」と

いう男性の声もあります。またこの無投票の時の選挙管理委員長は当選証書の付与式で

「当選証書は有権者との信頼関係の証、証です、有権者の声各議員が抱負がお互いに届

いていないまま議員活動に入るが、責任を持って豊かな住みよい町づくりにご尽力を願

います」とこんなようなことも言っています。 
それでは特性は先程申しましたように違反ではありませんが、特性のこの実態、事実

これはあることでありますので、まあ広報あるいはお知らせでも、または後援会でも結

構ですけれども町民に知らしていただき、正常か正常でないか考えるチャンスを与えた

らと私は考えます。このことについて選挙管理委員長の所信をお伺いいたします。 
選挙管理委員長  立候補をされる皆さん方におきましては先程申し上げたとおりでございますけれども、

町民まあ有権者ですね、これに対するいろいろのＰＲでございますけれども、これは今ま

でもやってきておりますけれども、更にこの啓発活動については努めてまいりたいとこん

なように思っております。 

野村議員    それでは第２点目の、若者の投票率が低いがその向上対策は、ということについて質

問をいたします。先ず投票率であります。選挙管理委員会に私はお尋ねをいたしました。

これにつきまして選挙管理委員会では年代別の投票の内容は持っていないということの

回答をいただきました。そこで私は衆議院議員、参議院選挙の年代別の分析を使わせて

いただきました。その動向も変わらないと思います。実はこの数値については選挙管理

委員会へ県・国から調査が来ておりまして、そうして飯島町の１カ所を抽出して調べた

ものであります。これが全国のまとめも私の方に数値がわかりましたので、それと対比

しながら質問をしていきたいと思います。先ずこの数値は第３投票区、これは成人大学

センターであります。実は全国的にみて飯島町は投票率が良いわけでありますが、全国

的に同じでありますけれども、２０代前半まあ２０歳~２４歳、特別低いわけであります。

飯島町も同じであります。数字を見てみますと１５年の衆議院選挙、１６年の７月の参

議院選挙、１７年の９月の衆議院選挙、また１９年昨年の７月の参議院選挙、この４つ

でありますけれども、全国的な取りまとめが手に入ったのは１７年９月１１日の衆議院

選挙であります。この時には飯島町は２０代前半は飛び抜けて数字がいいわけでありま
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す。この時は５１％を記録をしております。この４つで低いときは３７％、まあ３７％

から４０台で５１とこの間を動いておるわけでございます。あとは非常に成績がいいわ

けであります。まあ中には８８％というような数字があります。まあ平均で７１から７

９％の数値を示しております。その中で議員選挙、議員選挙は平成元年これは９１％と

いう成績を収めておるわけでございます。９１．２６％、それで５年は無投票、９年は

８６．９８％、これは全体で数字です。それで１３年は無投票、そして１７年は７９．

５９％とだんだんに下がってきておるわけでございます。それで私が来年のというのは

この飯島の選挙は１回おきに無投票がありますので、また無投票になっては困るという

ことで私はこれを唱えておるわけでございます。そこで全国的に平均より良いわけであ

りますけれども、２０代の前半これの向上対策はどのように考えておられるか選挙管理

委員長のお考えをお伺いいたします。 
選挙管理委員長  それでは若い皆さんの投票率の低い件でございますけれども、選挙では国民に与えられ

た数少ない意思表示のチャンスかと思います。選挙を自分の問題として考えていただき、

大切な１票を無駄にしないように明るい未来を決めるための考えでいただき、啓発活動を

今まで行ってきております。さらに続けていくわけでございますけれども、今お話があり

ました投票率を上げる有効な手段がないのが実情でございます。これはあの全国的なこと

でござますけれども、選挙別にもよりますが、２０代の投票率は極端に悪いわけでござい

ます。当町におきましては３０から６０％くらいとまあこういうことになろうかと思いま

すけれども、また毎年講演会や大会等がございます選挙の。報告がありますがなかなか難

しい状況でございます。まあ全国から見ると長野県は投票率が高い方にランクされており

ますが、有権者２０歳になる前の子どもさんたちに対する啓発もこれからは必要じゃない

かとこんなように思っております。既にやっておるようなこともございますけれども、政

治を少しでも考えていただきたいと思っております。選挙啓発のポスターとか、あるいは

チラシの関係とか、子供議会とか、まあいろいろとございますけれども、できるだけ分か

り易く啓発・指導をしてまいりたいとこんなように思っております。今若い皆さんは非常

に勤務もいろいろで、土曜日、日曜日、祝日等、更には夜間の勤務もあると思われます。

そのために平成１５年から始めた「期日前投票」ですね、これを長時間行っております。

利用の呼びかけをしておりますが、当町ではこの制度を活用での投票率は 1 ３から１６％

になってきております。最近非常に％も多くなってきております。選挙別にもよりますけ

れども、前回の当町の選挙では１，３００人くらいでございます。で、参考に申し上げま

すけれども、２０から２４歳ですね投票率は約３０から５０％、２４歳から２９歳は３０

から６０％こういう状況になっております。今申し上げましたように選挙によってだいぶ

違います。国の選挙あるいは県の選挙ですね、町の選挙、これによって投票率が変わって

きております。今後は市町村の様子を聞きながら参考にできることがあれば取り入れてま

いりたいとこんなように思っております。とにかく明るい選挙活動をしてまいりたいと思

います。また何か良い案がありましたら教えていただきたいとこんなように思っておりま

す。以上です。 
野村議員    それでは投票率のアップについて、アップするにはそれぞれの選挙に関心を持ってい

ただくことであります。ことに一番身近な町議会議員選挙にはことに関心を持っていた

だきたいと思います。そこで若者に関心を持っていただくために、投票立会人などに登

用する道を考えたらどうか、まあ登用する方法には指名あるいは公募もあると思います
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けれども、選挙管理委員長のお考えをお伺いいたします。 
選挙管理委員長  投票当日の立会人でございますけれども、今まではそれぞれの地域にお願いしておりま

すけれども、前回でしたか、投票立会人の公募をいたしました。わずかな人員でございま

したけれども、だんだんこれは良いことだと思いますので考えてまいりたいと思います。 
野村議員    それでは資料の関係でありますけれども、私先程申しましたように年代別の資料は選

挙管理委員会にはなかったわけでございます。そこで町議選、町会議員の選挙の年代別

の、男女別など選挙結果の分析がないとのことですけれども、最低限の分析をしてほし

い、そうしてまた今度は９投票所から 7 投票所に変わりますので、これもその率には関

係してくるんじゃないかと、そのようなことでこの結果を作って、次の選挙の啓発啓蒙

に活用していただくことを大事と考えますが、選挙管理委員長はどのように考えておら

れますかお願いいたします。 
選挙管理委員長  県におきましては年代別のその投票率ですね、これはあの出ておりますけれども、町に

おいてはそこまでまだ行っておりません。これは今言われたようにいろいろと啓発活動も

有効だと思いますので、検討させていただきたいと思います。 

野村議員    それでは第３点、立候補の届け出に供託金の証明書の提出の義務付けをしたらどうか

という質問でございます。これは公職選挙法９２条に書いてありますけれども、この文

を読んでみますと、現在、町村の議会の議員の選挙を除く全ての選挙において候補者ご

とに一定額の現金または国債証書の法務局に預け、その証明書の提出をしなければなら

ないとなっておりますけれども、文章の前段が町村議会の議員選挙を除くとこうなって

おります。それで今除かれておるわけでございます。この供託というのは、はっきりこ

れも書いてありますけれども、真に当選を争う意思のない候補者の乱立を、(みだりに出

る)乱立を防止する目的でこの制度をされたものであります。これは解説等に書いてあり

ます。まあこの供託証明書がないと届け出はできないわけであります。また立候補して

途中で辞退をすれば没収される。そうしてまた有効投票約１０％ですけれども、その有

権者の数等いろいろによって変わってまいりますけれども、得票しなければ没収される

と。現在の町議会議員は全国的にみて平成の大合併で町の人口も多くなってきておりま

す。もう１点は過去の名誉職的から現在は住民の考えも多様化全て、複雑多岐にわたっ

て、議員定数も少なくて議員も専業化してきている、などであります。そうしてまた今

の飯島町の現況から見て、私はもう適用していってもいいじゃないかとこんなふうに考

えるわけでございます。選挙管理委員長のお考えをお聞きしたいと思います。 
選挙管理委員長  供託金の件でございますけれども、今言われたとおりでございますけれども、選挙によ

っては額が違いますけれども、町村の議会議員以外は全部あるわけでございます。これは

あの当選を争う意思のない人が無責任に立候補することを防ぐためのもので、法に定めら

れております。ご質問の件は公選法の改正についてで大きな問題であります。全国的にこ

のような声が出てくれば国の総務省の判断ですることになろうかと思います。まあ県や郡、

あるいはその他の場で検討する機会があれば提言してまいりたいと思います。なお供託金

等の返還等もございます。当選した場合、あるいは落選しても一定数の得票を得た場合に

は返還されることになっております。以上でございます。 

野村議員    この実行にあたっては今委員長からお話ありますように、公職選挙法の改正等が必要

になってまいります。また改正する時が私はきておるんじゃないかと考えます。まあ私

たち議員もそれぞれ行動を起してまいりたいと考えておりますので、選挙管理委員会の、
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先ほども機会があればというお話ありましたけれども、選挙管理委員の会議あるいは研

修などの機会がありましたら法改正の必要性を是非働きかけてほしいと思いますので、

再度ではございますけれども選挙管理委員長の所信をお伺いいたします。 
選挙管理委員長  今申し上げたようにいろいろとあのそういう場面があればですけれども、無いのが実態

でございます。まあ選挙管理委員会は明るい選挙とか、あるいはいろいろと推進協議会が

ありますけれども、そういう検討する場面があまりないわけでございます。ですから大会

等で大雑把なことを言うだけでありまして、まあ時間をかけてそういう検討をしているわ

けではございません。で、今申し上げたとおりまあとにかくお話をお聞きしましたので、

機会があればどこかの場面で提言してまいりたいと思っております。よろしくお願いしま

す。 

野村議員    それでは第４番の若者をはじめ多くの立候補を促すためにポスターの作成、選挙カー

の使用を公営で認めたらどうかと、公営という言葉は公職選挙法を初めそれぞれのこれ

に求める条例等はみんな公営、公費の負担は公営という言葉を使っておりますので、私

も使わせていただきました。選挙運動の一部は選挙管理委員会などによって行われ、そ

の費用は国や地方公共団体が負担しております。今度の予算案の中にも 5,220,000 ですか

来年の選挙が盛られております。これは金のかからない選挙のために、また候補者間、

候補同士の間で選挙運動の機会均等を図る手段として採用されている制度であります。

これは市会議員までは認められておるわけでございます。公営となる内容は選挙の種類

によって異なります。これはあの別表ができておりまして、全て盛られております。ま

あ現在は私たちは「はがき」のみ認められております。これは１４２条でございます。

ポスターについては約１４３、選挙カーについては１４１と、ここに明記してあります

けれども、市会議員は認められておるわけでございます。まあ先ほどね、３点目の質問

で申し上げましたけれども、全国的にみて平成の大合併で各町村、まあ町の人口も多く

なってきている、または先ほど申し上げましたように定員が少ない、議員の定数が少な

い、このようなことから複雑多岐多様にわたって議員活動も大変であります。まあ専業

化してきております。そこでポスターも出さずに選挙カー使用せず当選するという先ほ

どの声にもありますように、飯島の現況があります。こういうことからして法で定める

金のかからない選挙のため、候補者間の選挙運動の機会均等を図る手段として必要では

ないかと私は考えます。選挙管理委員長の所信をお伺いいたします。 
選挙管理委員長  公営のやる件でございますけれども、選挙費用の一部を地方公共団体が負担することは

選挙運動の機会均等を図る手段として採用される制度でございます。町議選においてはい

くつか公営で行っております。広報とかポスター、掲示用とか「はがき」の件ですね、こ

れらがありますけれども、まあこれはあの公職選挙法の中にあって条例化すればできるこ

ともあると思いますけれども、条例制定は先ほど申し上げましたように選管でできるもの

ではございませんが、町にもまあいろんなご都合があろうかと思いますので本日はお聞き

していきたいと思います。また今後の研究課題とさせていただきたいと思います。まあ非

常にあのこれは公職選挙法の改正ということで、先程もありましたけれども大きな件でご

ざいますのでそんなことでお願いしたいと思います。なお、市あるいは県におきましては

条例化されたものがいくつかございますけれども、まあ町におきましては今申し上げたと

おりでございます。ですからこれらは実施するには全て条例化が必要かと思います。以上

です。 
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野村議員    それではまああの第３項目と同じになってまいりますけれども、この実行については

法の改正が必要、また改正の時が私は来ているんじゃないかとこんなふうにも思ってお

ります。まあ先程と同じように管理委員長の会議、研修等いろいろとありましたら先程

と同じようにこの機会に出していただきたいとまた望んでおきます。そうしてこの事案

については公職選挙法の改正がなされる場合は、それに伴う条例の制定もあります。こ

の改正が必要になってまいります。そのようなことから先ず選挙管理委員長の考えをお

聞きし、そうしてまた町長の条例の制定等ありますので、このポスター等いろいろの公

営を認めることについても町長の考えをお聞きいたします。 
選挙管理委員長  只今の件でございますけれども、これは市町村によって違うと思いますけれども、それ

ぞれ実施しておる市町村の状況等をお聞きした上で、今後検討をさせていただきたいと思

いますのでよろしくお願いします。 
町  長    まあこの選挙公営という部分につきましてはいろいろとまあこれまでの歴史経過があ

るように思います。選挙公営というのは公費でもって選挙運動の一部を実施するという

形になるわけでございまして、国政レベルそれから県のレベルそれから市町村レベル、

市町村といっても市とまた町村ではこのまた扱いが全然違うというふうに思っておりま

すけれども、傾向としては公営化というものが叫ばれて、今お話にありましたように、

できるだけお金のかからないような、そして選挙運動・活動というものはできるだけ公

平なこの機会の中でやっていくということが、やはり重要視されるというこの時代の流

れの中で、こういう経過が歩んできたというふうに思っております。それでまあいくつ

か国政レベルから町村レベルまで公営の内容も違うわけでありますけれども、国はかな

りのまあ部分でも公営化が図られてやっております。で、同じ市町村の中でも市と町村

とでは、今お話のありましたように、選挙カー運動用自動車等も公営で入っておる部分

もございますが、町村、まあ町も含めてでございますけれども、「郵便はがき」につい

ては一定の枚数の郵送料、それから条例規定の中ではポスター掲示場の公営設置、その

他まあ選挙広報、主義主張といいますか政策を公で捉えて１紙面に会してそのことをや

る、こんなようなことが公営化でやっております。 
        で、公選法の中では市で義務化を課せられておる部分と、町村が任意で課せられてお

る、と申しますか選択されておる部分とまあ使い分けがされておるわけでございまして、

飯島町でおきましてもその公職選挙法で規定をされておるこの「はがき」それから選挙

広報、それからポスター掲示場の設置については公営でやっておるという、取り組んで

おりますので、これがあの基本的な公職選挙法の考え方そのままにまあ踏襲しておりま

すので、まあこれ以上公営を町村のこの規模で増やしてどうかという問題かと思います

が、やはりこれはあの最初申し上げた、野村議員さんもおっしゃっておるような、この

原点に立ち返ってですね、やっぱり立候補自ら決意を意志を表して、そしてそこには政

策考え方というものを訴えて、公営でできる部分は公営で取り組んでいただくことにし

て、後は自らの自助努力といいますか町もまあ財政事情というような問題もございます

ので、全員にこの「はがき」を無料でというような事情にもちょっとございませんので、

やはりそれは今ある公営制度の上に乗っかって、あとはひとつ自らの判断と決断による

選挙運動を展開していただくということでひとつ活性化を図っていただきたいと、この

ように考えておりますので、今、町村レベルでこうした公営化の問題について議論した

場面もこれまでございませんけれども、今の私の町長の立場としてこれをさらに拡大し
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た公営化というものは、当然まあ法の問題もございますけれども、拡大をする考えは今

のところ持っておりません。以上でございます。 
野村議員    最後にまあこの選挙については信念を持ち正々堂々と立候補し、正々堂々と戦い、有

権者の重い重い票を背負わせていただいて、そうして議会に臨み使命を果たすことが私

は大事だと思います。実はこの問題についてもある集会で私お話しました。非常に飯島

町の慣例があるから野村大変だよと、野村に任せるわという意見もいただいてきており

ますので、そのように重い重い票を背負って議会に臨み使命を果たすことが大事だと考

えます。現在まで質問の中でいろいろ提言をしてまいりましたが、正常に導くことを求

めて、そして念じまして私の質問を終わります。 
 
議  長    ここで昼食のため休憩をとります。再開時刻を午後１時３０分といたします。休憩。 
                 

午前１１時５３分 休憩 
           午後 １時３０分 再開 
 
議  長    休憩を解き会議を再開します。休憩前に引き続き一般質問を行います。 
        １番 森岡一雄 議員 
１番 
森岡議員    それでは通告に沿いまして質問を行いたいと思います。早いもので合併論議の末、自

立を選択し協働のまちづくりを目指し、行財政改革プランとしてふるさとづくり計画を

もって３年が経過いたしました。その間、町長選挙もあり無投票で町長は信任されまし

た。このことは自立のための協働のまちづくり体制の構築と自主財源の確保、財政の健

全化を託されたことであり、また自立のもとで出発いたしました今議会においても同じ

ことが言えると思います。更には地方自治の発展のためには合併自立にかかわらず協働

のまちづくりは大切であります。私はこのような思いからふるさとづくり計画の実施状

況と課題ということでお聞きをいたしたいと思います。最初に行政の役割は何か、一口

で言えば住民福利の向上であると思います。私また持続可能な自治体の構築とよく言わ

れますが、それは住民福利の向上が伴う持続可能な自治体と解釈いたしますがいかがで

しょうか町長の所見をお伺いいたします。 
町  長    それでは森岡議員から、ふるさとづくり基本計画の実施状況と課題に関連しての所信

の町長としての考え方のご質問でございます。お話にございましたように３年前にいろ

んな議論の末、町は他の近隣４市町村とともにそれぞれの道、自立の道を歩み始めたわ

けでございます。当時まあ大変厳しいこの地方自治の現状の中で町が自立をしていく上

での、仮に自立した場合の姿というものを設定して、同時にまた合併協議等の一つの方

向も模索しながら議論をして、両方の内容をお示しして最終的に住民意向調査、住民投

票というところになりました。結果はご覧のように自立を選択をして一歩歩み出したと

こういうことであります。当時の状況から財政状況等も国・県・地方を通じてぜんぜん

変わっておりません。三位一体等いろいろな制度は打ち出されてまいりましたけれども、

むしろこれは地方にとって大変厳しいものであるというふうに受け止めておるわけでご

ざいます。ただそこにもやはりこれは、今お話にございましたように、住民あって地域

あってのこの自立の道、少しでも町民の皆さん方が生活の実感明るさを抱けれるような、
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将来に希望の持てれるようなこの地域づくりの上に立った自立でなければならないとい

うことは私も再三申し上げてまいりましたし、今、森岡議員のお話のとおりでございま

すので、このことをいろんな形の中で住民の皆さん方も胸に受けとめていただいて、町

の行政もそうした視点に立って進めていかなきゃなりませんし、また各地域や個々の住

民の皆さん方も今までのようなこの行政任せというような考え方でなくてですね、自ら

の地域は自らの発想で作っていくんだという、この気概に燃えていただいたこの両輪の

取り組みが無いと、この持続可能な福利の向上を伴っての地域づくりはできないという

ふうに私も思っておりますので、今後ともいろんな形の中でそのことを住民の皆さん方

とキャッチボールをしながら進めてまいりたいと、このように考えておるところであり

ます。 
森岡議員    ふるさとづくり計画の実施状況を見ますと、１８年度末で計画に着手した件数は５０

件、内容は順調に進んでいる事、なかなか軌道に乗らない事、検討を要することなど出

てまいりました。また事業内容から見ますと庁舎内での改革、外へ向かっての改革、ま

た新しく作り出すことと削減することなどに分けられます。順調に進んでいる事業は機

構改革、定員の削減、補助金負担金金品給付の見直しなどがあり、なかなか軌道に乗ら

ない事業は協働によるまちづくりや職員の耕地担当制、人材育成などであります。行政

改革を進めるに当たっての留意点として私は次のように考えます。できることから始め

ることは現実的でありますが、目的のためには、やり安いことのみではなく必要なこと

への努力を惜しまないようバランスが大切であります。特に財政的な数値に関心が偏り

がちであります。行政改革の先は、先ほども申し上げましたように、住民福利の向上が

伴う持続可能な自治体の姿に繋がなければならないと考えますがいかがでしょうか。 
        まあこれは町長も当然のこととお答えになると思います。新年度予算でも子育て支援

の充実や保育料の軽減措置、障害福祉金や介護慰労金への配慮が見られます。厳しい行

財政の改革という流れの中では、その点を危惧しますのであえてお尋ねをいたしますが

いかがでしょうか。 
町  長    ふるさとづくり計画を実践していく上での課題の中で、この進行状況についてのお話

もあり、また取り組みへの留意点ということでございます。行財政の改革を基本といた

しますこのふるさとづくり計画の進行状況、３年が経過するわけでございますけれども、

過日開催をいたしました基本構想審議会、森岡議員にも委員のお一人として出席をいた

だいて、その折りにもご報告をさせていただいてまいりましたけれども、人件費の削減、

民間委託などとともに指定管理者制度の導入、それから各種の補助金・負担金の削減、

行財政需用費等の削減などの、これら行政諸経費の削減につきましては、これらの計画

に基づきましてこれまでにほぼまあ、お話にございましたように、概ね計画どおり進め

てきております。また一方のこの住民負担の見直しの問題につきましても、施設の使用

料や住民窓口でのこの各種の手数料、健康診断の自己負担金の問題、それから定期的な

見直しを含めたなかでのこの水道料金の問題、国民健康保険税といったことにつきまし

て、これもまあ計画に沿った改定の見直しを実施をしてきておりますけれども、その一

方でやはりこの中期総合計画に基づきます大きな一つのこれからのまちづくりの柱であ

ります、この人口増というものを目指して、そのための子育て支援等に対するこれに直

結するような想定するものにつきましては、一部まあ見直しをしながら現実的な対応柔

軟な対応をしていく必要があるというようなことで、今度の新年度予算の中にも一部そ
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のことを盛り込まさせていただいたということでもございますし、更にまたこの財政等

との一つの考え方も含めてですね、計画ではこの町税の独自の税率を一部に引き上げて

というようなことも盛り込まれておりますが、あるいはまた保育料の計画的な引き上げ

というようなことも盛り込まれておりますけれども、この辺につきましては今申し上げ

た基本的な考え方の中で少し先にまた見直して一つの課題として置いておくということ

でありますが、当面は見送りとさせていただきたいというふうに、他のいろんな形の中

で頑張っていきたいとこういう考え方でございますのでよろしくお願いしたいと思いま

す。 
それからこれもお話にございましたが行政機構改革の問題につきましても、平成１８

年の４月から一部、課等の再編統合を行いまして、大課、大係制というものを実施をす

るとともに、一般職の職員等の削減計画に基づいて計画的に実施をしてまいっておりま

す。計画的というよりも少しその計画削減の方が年度的には先に進んでおるというよう

な今の状況でもあります。若干そのことが職員体制の中で厳しい状況もまあ現実として

あるということも十分承知をしておるわけでございます。 
そこでまあこれらのこれからのこのふるさとづくりの計画の取り組みの問題でござい

ますが、基本構想においてもこれからいろんな課題の中で十分また協議をしていただく

ことになろうかと思いますけれども、この計画そのものについての２２年度までの大綱

的な基本的な見直しというものは今考えてはおりません。必要なこれからの事務事業の

対応等見ながら部分的にはこの随時検討修正を加えていく必要があろうかと思いますけ

れども、制度的な部分基本的な部分については今のこの姿でもって当分まあ向かってい

きたいというふうに思っております。更に加えてまたこの地域医療の問題といったよう

なこと、それから福祉のいろんな後期高齢者医療等も新規なこうした制度が次々とまあ

誕生をしてまいります。当時のふるさとづくり計画の策定時と大きくまあ様変わりして

おる現実の問題もございますので、職員の数の問題もそのことはいろいろに影響して参

っております。その中期総合計画と合わせながら、引き続いて基本的には人口増活性化、

子育て支援、企業誘致といったようなことを中心にひとつ進めて、それに対する必要な

行政としての人的体制も含めた見直しと申しますか、この実施計画上でのローリングや

予算編成の時の一部修正見直しというものは当然出てまいりますけれども、そういうこ

とを検討しながら今後とも計画を進めてまいりたいということでございます。 
森岡議員    まちづくり計画の具体的な内容についてはそのように進められていくということであ

ります。次にお聞きをいたしたいのはこのまちづくり計画、要するに地域づくり推進委

員会等のことでありますけれども、この推進体制枠組みをどのようにしていくかという

ことについてお伺いをいたしたいと思います。町長はこのたびの施政方針の中で住民と

の協働のまちづくりについて重点施策の第１位に挙げられております。協働のまちづく

りについては昨年各地域に組織が立ち上がりました。未だ緒についたというばかりで結

果を問うものではありませんが、このことを具体的に進めていくその枠組みづくりとい

うかどのように進めていくかその辺の所見をお伺いをいたしたいと思います。 
町  長    具体的な協働のまちづくりの体制構築の問題でございます。これからのこのまちづく

りの重点であります協働のまちづくりこの体制につきましては、先ず一つとしてこの常

にお話にまいります推進母体としての役割を果たしていただく地域づくり委員会という

ものが、昨年６月までに各 4 地区に組織化をされたわけでございます。１年弱という経
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過の中でそれぞれの地区におきまして取り組みが検討されておりますけれども、組織化

されます時点から事業実施にあたりまして町といたしましてはこの押しつけ的な考え方

でなくて、これは極力行政としては控えながらも大原則にしておりますこの協働の観点

という考え方の中で、自ら地域の皆さん方が発想をして取り組んでいただくということ

に力点を置きながら、ただ側面的にはこれらの目標というものに向かって行政としても

精いっぱいご支援を申し上げていくという考え方でおります。人員的な面それから補助

金制度、先ほども出ておりました補助金制度の両面でもってまあやっていきたいという

ことでございますが、あくまでもこの主体的な進めるあるいは取り組む内容については

地域の委員会で自らひとつ実践してほしいというふうに期待をしておるところでござい

ます。 
同時にまたあの各区の間、地区間それから耕地なんかにもまあいろいろあの他の耕地

を参考にしながら取り組んでいくという事業も当然出てまいりますので、横の連携とい

うものも当然これは必要になってまいります。そこにまあ行政はどういうふうにこの支

援をしていくかということの中で、そのパイプ役をひとつ果たしていくのが職員全員か

らの耕地担当制という位置付けにしておりまして、それぞれの区の関わり方それから出

身母体を中心にした職員の耕地への関わり方、それからまた同じ職員でございますので

それぞれの地域との連携の情報交換といったことを中心にしながらやってまいりますけ

れども、なかなか職員も減少してまいる状況の中で、対応に苦慮する部分もあろうかと

思いますけれども、アンケート調査等もやってみましてそのことに期待するご意見もか

なりございますので、引き続きそのご期待に添えれるようにひとつやってまいりたいと

いうことと同時に、まあ耕地によってあのいくらかこの温度差もあろうかと思いますが、

是非これはあの職員のそうした部分を活用いただけるようなことをお願いして、区長・

総代会なんかでも常にお願いしておるわけでありますけれども、若干その辺があのこち

らの思っておる感度とずれておる部分もあることは事実でありますので、まあこれは一

朝一夕の中ですぐこう溶け込んでというわけにはいかない部分もありますけれども、そ

の辺のところを今後ともいろんな考え方の中で強化していかなきゃならんというふうに

考えておるところであります。いずれにいたしましてもここ 1・２年数年の中でできるだ

けこの地域に根ざした地域づくり委員会主体の協働の地域づくりまちづくりができるよ

うに期待して、それに対する必要な支援は申し上げていきたいとこういうふうに思って

おります。 
森岡議員    町長のお考えはお聞きをいたしました。そこで私の方からの見方でありますけど、あ

のこの協働のまちづくりについて、まあよく協働協働言われますけれども、言葉だけが

まあ氾濫していてその実態が見えないというのが今日現在の姿であります。またあの協

働という概念についても人によって違いがあるような気がいたします。そこで今協働の

まちづくりは全国的に展開をされておりますので、いろいろ調べてみましたが協働のま

ちづくりの大綱はどこも同じであります。まあ目的が同じでありますからそういうこと

ですが、問題はこの推進をする手法において様々なものが出ております。まあ肌理の細

かさあるいは資料を見てその内容説明がわかりやすいと、まあいろいろあるわけです。

先ず１例を挙げてみますと協働のまちづくりを進めるには環境の整備に力を入れること

が先ず大事だと、例えば住民、職員への意識の啓発、または何のための協働かという目

的目標を共有すること、更には真に協働を理解しつつ課題を的確に捉えて活動できるよ
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うな人材の育成、更にはまあ何をしていいかということで活動事例の紹介、そして庁内

推進体制の整備、職員の支援体制の整備とこういった協働のまちづくりを進めていくた

めに地域に組織だけを作ればいい、あるいは若干の指標を出せばいいというだけではな

くて、細かなその準備を同時に進めそれをしてしながらいかなければなかなか先へは進

まないと、そんなようなことを実感するわけであります。またその中では年次別の推進

スケジュールを作って年度ごと検証しながら足りないとこは補い、という作業も大事に

なってくる、まあこのようにみましたときに飯島の計画書は少し目が粗いのではないか

なとこんなふうに感じております。また実践にあたっても、今町長地域の自主性という

ことを強調されましたがこれも大事でありますが、そうしたまだこれから出来ていく事

業体でありますので支援ということが非常に大切になってくる、その辺が飯島町におい

ては少し物足りないのではないかなとこんなふうに感ずるものであります。 
１９年度の監査報告でも指摘されています。ふるさとづくり計画について活力のある

自立のまちづくりを進めるためには総括的な企画立案調整のできる部所が十分機能する

ことが重要であると指摘をされております。また私が新年度の予算審査の中で感じまし

たことは協働のまちづくりが縦割り行政の中で進んでいることであります。例えば総務

課の地域づくり委員会、産業振興課の農地・水・環境保全向上対策、社会教育の公民館

活動、生涯学習まちづくり計画、スポーツ連絡協議会、まあこのようにいろいろあるわ

けですがこれらは大きな目標は行き着くところは協働のまちづくりであります。全課を

挙げての意思統一と総括的な取り組みが必要ではないでしょうか。先ほど言いましたが

地域の自主性の尊重は協働の原則の一つであり大切なことではありますが、地域には人

材も不足がちでありまだ体制が出来上がっておりません。協働のまちづくりには総括的

に推進のできる庁内の体制の確立が必要と考えます。私はこのように受け止めますが町

長のご所見をお伺いいたします。 
町  長    確かにまあ協働という言葉が先走りをして住民の皆さん方は何をどのように取り組ん

でいいか、特にまたその取り組みの内容とそのメニュー的な問題も含めて戸惑いがある

ことは事実であります。そういうこともあって昨年の６月の各組織の立ち上げのときに

も、私も４カ所ともにお伺いをしておりますけれども、いろいろと議論が出ましてなか

なか立ち上げに難渋された地域も印象として持っておるわけでございます。ただ組織だ

けを作ってそれからスタートしてみていろいろ考えるっていうことでなくて、その規約

に盛り込む内容についてかなりの時間で議論をされたように記憶しておりますけれども、

まさにそこのところなんだろうと思います。であの、まあ難しく考えれば切りがないわ

けでありますけれども、今までこの延々とやってきたこの地域というものを作ってきた

その過程の中でのやってきた取り組みというものが、もう即、協働のまちづくりに直接

繋がっておるという部分もあるわけですし、それから新しいこの時代の中で新たにこの

取り組んで発想していかなきゃならんという問題もありますので、まあその辺も両方含

めての規約に掲げられておるというふうに理解をしておりますけれども、実践はこれか

らでありますので、今言う、その支援も含めて精いっぱい、決して縦割りになるような

ことでなくて、地域の皆さん方が広くまあ考えていただいて、そこにまあ必要な補助金

なり人的なりの支援をしていくというのが一番理想的でございますので、そんなような

ことでやっていきたいと思います。ただまあそれをあのいろんな地域間や地元とのこの

思いというものを行政とどういうふうにまあマッチしていくということの中で、今お話



 - 35 - 

にございましたように、この各所管で対応しておる部分も結果的には協働のまちづくり

といろいろあるわけでありますので、現在は総務課にありますそのまちづくり推進室を

中心に行って、後、枝の部分では当然これは繋げていかなきゃならんということでござ

いますから、４月以降またこれは名称を変えて新たな１本化した組織ということは今考

えておりませんけれども、これまでの農地・水・環境なんかでも一応これは協働のまち

づくりの取り組みの一環として位置付けて、そこには一つの所管であるまちづくり推進

室から発信をした枝としてのこの実際に事業に取り組む内容については、やっぱりこれ

は農水省等の関係が出てまいりますので、そういう使い分けの中でお互いに協力し合っ

て意識を共有しながら今取り組んでおるのが現実でございますので、今おっしゃるこの

協働のまちづくりもその体制強化がどうしても必要だということは十分承知をしており

ます。従ってこれからも更にその連携、内部的な行政の中での強化を中心に図って、で

きるだけ支障のないような運営に努めてまいりたいというふうに思っております。- 
森岡議員    それでは次の質問をしたいと思いますが職員の定員管理についてであります。どこで

も人件費の増向は経営体にとって非常に大きな影響を与えるものであります。自立を進

める飯島町にとっても人件費は大きな課題であり、職員の定員管理において平成２７年

度を目標に１００人体制の管理計画を立てました。しかし実態はこの３年間で管理計画

以上の減員が進み、１９年度目標１３３人に対して１２１人であり１２人の過剰退職で

す。このことは財政的には人件費の大幅削減として財政改革の効果のように見えますが、

飯島町にとって真にプラスになることでしょうか。計画目標以上の削減は金銭に代えら

れない弊害を生むと思いますがいかがでしょう。大量の退職は人材という大事な資源を

失うことでもあります。人材という資源の流失ではないでしょうか。私は過剰退職とい

うことと計画ではありますが単に１００人の体制を整えるというところに危機感をもっ

ています。定員管理について町長の所見をお伺いいたします。 
町  長    町の職員の特にまあ一般職の職員の定員管理計画、これはあのふるさとづくり計画並

びにその町の定員管理計画というものの中で位置付けられておりまして、それぞれ整合

性を図りながらやっておるわけでございまして、まあ目標として今、ふるさとづくり計

画の期間中に１００名体制というものを一つの目標に進んでおるわけでございます。い

ろんな自己都合、希望退職等も含めて今この年度計画途中におきまして予定の定数をオ

ーバーする一つの削減といいますか現実の職員数の状態が進んでおるわけでございます。

一方でまたこれはあのいろんな新しい国や制度が出てきて、町独自のこの人口増や若者

定住や企業導入やといったような、あるいは福祉の問題も含めて新たなこのマンパワー

を要するひとつの施策が生まれていることは事実でございます。従ってあの先程も申し

上げましたようにこのふるさとづくり計画１００人体制というその掲げた目標はそこに

置きますけれども、年度ごとの採用計画あるいは事務事業のいろんな動きの中で、必ず

しもこれはあの数字先行で１００にもって行けばすべて終わりというわけにはいきませ

んので、行政サービスとの兼ね合いの中でその辺を慎重にまあ考慮しながら、ただ全体

的には人件費の削減というものは、これは一つの基本的な捉え方としてやっていかない

と、町の財政の将来展望があり得ないということでございますので、いろいろな考え方

をかみ合わせながらひとつ慎重に対応していきたいというふうに現在思っておるところ

でございます。 
森岡議員    定員管理については町長もそれなりきに結果からみて柔軟にということであります。
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確かにあの行政からの報告の中でもこんなことが出ております。事務事業の見直しとい

う項目を挙げておりますが、行政需要の増大によって事務事業の見直しが追われている

というようなことや、職員の定員削減によって計画以上に進んでいるので事務事業の増

加傾向との絡み合わせで大変だというような報告も出ております。重ねて申し上げるわ

けではありませんけれども、弊害あるいは課題というものが見えておりますのでその過

剰退職の是正といいますか、計画どおりに実施することと１００人体制についてはその

内容の検討見直し等を更に進めていくべきとこのように考えております。まあ町長から

はお答えがありましたので私もそのように思っておりますのでよろしくお願いしたいと

思います。 
それでは次の項目に入りたいと思います。飯島町の森林の現況と課題ということでご

ざいます。村井県政では今、山が大変だと、このままでは山が死んでしまうということ

で森林税を創設し森林の管理について「信州の森づくりアクションプラン」を立てまし

た。戦前戦後いやその昔から山は地域や国の大きな財産でありました。それにより国も

地域もどれほどの恩恵を受けてきたか計り知れません。それが昭和４０年代高度成長期

を境に安い外材に押されて森林は衰退の一途をたどって来ました。町の行政の中でも森

林への関心は高いとはいえない位置となってきました。私自身もそのような感もありま

したが、国家１００年の大計を思い、また今日的な環境問題や自然災害を考えるとき、

改めて町民の皆さん共々に関心を持っていただきたいとの思いがありましてお聞きをす

るわけでございます。 
先ず第１に飯島町の森林の現況と課題、そして基本的な森林行政に対する基本的な考

えをお伺いいたしたいと思います。 
町  長    ２点目のご質問であります飯島町の森林の現況と課題についてであります。最初にち

ょっと数字的なことを申し上げさせていただきたいと思いますが、当町の森林面積は現

在６，２５７ｈａあるわけでございまして、町の総面積の約７２％ということになりま

す。その内に国有林を除くその山林面積、これが４，３００ｈａあるわけでございまし

て、この町の持っておりますこの伊那谷と申しますか気象あるいは土壌といったこの自

然条件に恵まれまして、檜をはじめ赤松や唐松の適地として森林が醸成をされてきたわ

けでございます。その手を加えてきた人工林率というのがございますがこれが５３％で

ございまして、県の平均全体を上回っておる町の森林の面積の状況でございます。この

５３％以上の人工林の内に植えてから２６年から４５年経っているものが約４５％とい

うことになっておりまして、今この健全な森林を更に後世に伝えて伸ばしていくために

どうしても今後手を入れていかなきゃならない。お話のとおりでございます。間伐や枝

打ちを実施をしてこの強い林、森にしていくことがどうしても不可欠であるというふう

になるわけでございます。で、そうした状況の中で特にこの町有林と区有林の点につき

ましては、まあ厳しい財政状況もいろいろあるわけでございますけれども、やはりこれ

はあの計画的に保育事業というものがこれまで先輩の皆さん方のご努力も含めて進めら

れてまいりました。特にこの居住地に最も近い個人有林については間伐や枝打ち等の保

育事業の課題がいま最大の問題でございます。一見まあ非常にこの未整備放置をした山

林というものが目立ってきておりますので、この辺のところをなんとかしないと今後森

林の果たす役割、特に災害対応の問題、水源涵養の問題それぞれ環境に及ぼす問題と出

てまいりますので、対応していかなきゃならないわけでございますけれども、この放置
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をされている要因というのがいろいろあるわけでございまして、山林の山を持っておる

方のまあ当然高齢化が進んでおりますし、それからそれに対する後継者もいないという

ようなこと、それから昨今言われてまいりましたこの材木の市況低迷等まあ非常に林業

をめぐる厳しい社会環境とともに、飯島町ばかりではございませんけれども、この手が

入っていないという特に個人所有の山が多いわけでございまして、特にまたこの作業道

なんかの整備もなかなか進まない面もございまして、そうした問題を投げかけておるわ

けでございます。 
この森林行政というのはこの短期的なすぐ目先の問題では解決できない問題でござい

ます。１００年２００年の大計に立ったいわゆる「緑」のこの社会資本の整備という形

で捉えて、森林の持つ、果たすその役割の多面性というものを十分に地域住民というか

国民の皆さんがご理解をいただいてそして新しいまあ、県もそうしたことに思いを寄せ

ての今度の新しい森林税の取り組みだと思いますので、また事業の面はそれぞれ検討を

してまいりますけれども、そうした考え方の下にこれを捉えていく必要がある大変大き

な行政課題であるというふうに認識をして必要な対応をしてまいりたいというふうに思

っております。 
森岡議員    それでは新年度の予算の中にも盛り込まれておりますが、信州の森づくり事業の概要

と県のアクションプランの活用、町の対応についてお聞きをいたしたいと思います。 
町  長    それでは今後のまあ具体的な施策としまして今、県が打ち出してまいりました長野県

の森林づくり県民税を財源とする各種の事業に関連して町の取り組みを、少しまあ新年

度予算の中でも申し上げましたけれども説明申し上げたいと思います。 
 特にこの里山の個人有林、今申し上げたこの間伐等の手入れが大変遅れておると、将

来に崩壊の危機に瀕しておるというようなことに着目をした県の施策であります。この

平成２０年の４月１日から導入をされます「長野県森林づくり県民税」これを財源にし

て各市町村でこれを補助事業として積極的にまあ捉えていく必要があるとこういう考え

方でございます。このためにはまあ一行政のみならずこの県とも森林組合ともやはり連

携をして、間伐等の森林整備に必要な経費の補助を受けていくという形になりますし、

また団地化によるこの森林整備を地域ぐるみで進めていくための活動支援対象にもされ

ておるということになります。で、具体的に飯島町の場合平成２０年度の着手の内容で

ございますが、事業地域は昨年よりまあ実施を取り組んでいただいております田切地区

におきまして、特に区有林を中心に３０ｈａ余りのこの団地化の取り組みが今なされて

手が入っておることから、手始めにはまあここをひとつの最初のモデルケースとして県

と協議の中で取り組んでまいります。田切の西山区域農村整備対象地域という位置付け

でもって、これも先程の田切の地域づくり委員会の取り組みという位置付けでもやって

いただいておる面もございますので、非常にまあ期待をしておるところでございます。

特にまあいきなり入っても個人の山がなかなかその不在地主っていいますか、若い皆さ

んは自分の家の境もわからないというようなこともございますので、いわゆるこの森林

国土調査版というような地籍調査というようなことにもなるわけでございますけれども、

この衛星からのこの測量機械を使って一部に使ってその境立てを先ずしていくというよ

うな、このことはやはり将来の森林を持つ県関係でも大事な基礎的な部分でございます

ので、そこから始めてその区域をはっきりしたうえでこの間伐枝打ち等の作業に入って

いくというこの二段構えでやっていく計画でございますので、今後随時まあ５年間ぐら
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いの一つの壮大な計画でございます。だんだんと地域に広げてしかもあの区単位の事業

とともに個人的なひとつの取り組みも並行してやっていく必要もございますので、これ

は全町的にその希望があれば１ｈａが 5,000 円ぐらいの自己負担で済むという形になりま

すので、鋭意努めてまいりたいということで新年度の予算の中にもひとつ計上をさせて

いただいたところでございます。 
森岡議員    それでは次にちょっと角度を変えまして、飯島町には町民の森があります。ここは昭

和５２年、時の町長によって飯島区池の平一帯を町民の森と指定しました。そこには先

人の遺徳を宣揚しその心を後世に伝えたいとの思いがあったかと推察をいたしますが、

この町民の森の由来についてお聞きをいたしたいと思います。 
町  長    まあ山の大切さという位置付けの中で町が指定してあります町民の森、これについて

は折りに触れて広報やなんかでもお知らせをしておるわけでございますけれども、この

場面においてもやはりＰＲの一環ということでございますので、ちょっとその今までの

経過を振り返りながら是非住民の皆さん方にもご理解をいただきたいというふうに思っ

て申し上げたいと思いますけれども、この町民の森につきましては通称「池の平」とい

う地籍でございまして、この池の平という地籍の中に林道の辰巳ヶ線というのが与田切

沿いにずっと行って入って行きますとございますけれども、これを２キロほど北の方へ

曲がりくねって参りますけれども、入った林道沿いにある素晴らしい檜の美林という形

になります。標高が約１，０６０ｍの地点、面積は全体で５．８ｈａ、このなだらかな

一段にある地形の樹齢約８０年という檜の森林でございます。昔この池の平には庄福寺

という、かつて役場の庁舎の本寺でございましたけれども、この修験道場があったとの

言い伝えが残っております。大正の末期、当時のまあ小林音吉村長さんという方が衆議

を結集して自ら陣頭に立って公有林の事業を行って、村の基本財産の造成に努めるとい

う考え方を基本にその後代々の首長が継承をして現在は郡きっての、まあ長野県切って

のと言ってもよろしいかと思いますけれども、非常に県知事さんなんかも注目をしてお

っていただきます。檜の美林に至っておるとこういうことでございます。 
そうした功績を称えて構成に伝承をしていくために飯島町が合併２０周年これは昭和

５３年の３月でございます。これを記念したこの地を町民の森と定めて記念碑を建立を

してございます。２つの石碑からなる建立でございますけれども、そうしたことで後世

にできるだけ多くの町民がそうした歴史をたどりながらこの山の尊さというものを味わ

ってもらうために位置付けしたというものでございます。その整備と今後のＰＲ利用促

進といったようなことになるわけでありますが、整備につきましては昨年も列状間伐等

も一部やったりして、間伐を含めた手入れをしてきております。年々してきてまた今後

も必要に、だいぶあの間伐してまいりましたので、この一部のこの庁舎にかなりこの用

材を使わせていただいたということでございますけれども、手入れはまあ今後続けてま

いりますけれども、そのＰＲをして地域住民の皆さんや都会辺りから来るこの森林浴も

含めた利活用という問題につきましては、ちょっと今のこの時期の中で、まあ私どもの

努力ＰＲも足らない面もあるかもしれませんけれども、なかなかご利用いただいてない

というのが施設的な面も含めてまあ現実としてございます。昨年の千葉の子ども達が留

学に来てそのトレッキング等をする中で、是非池の平の町へご案内というようなことで

下見をいただいてコースへ入れたかったわけでありますけれども、ちょっとその周辺の

まあ都会の方から見ると非常に恐怖に感じるというような印象もあったようで、どうも
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落石が危険だかもしれない、道路が少し荒れておるというようなことで、残念ながらあ

の山に行っていただく事が出来なかったわけでありますけれども、まあこれはこちらの

整備のひとつの責任の部分でありますけれども、必要最小限な災害対応も含めて整備を

していかなきゃなりませんけれども、なかなか現実に追いついていかないというのが財

政問題も含めて現実の問題としてございますので、今後はまあまたもう一度この町民の

森というものの意味を整理をしてですね、できるだけのまあイベント等が可能なのかど

うか、そこに結びつくようなＰＲをどういうふうにしていったらいいかというようなこ

とをまたもう一辺、このご質問をいただいた契機にひとつやってまいりたいと考えてお

ります。 
森岡議員    只今お話をいただいた経過の中でその先人の遺徳を偲び、また町民としても森への関

心を高めていきたいまあそんなふうに思うわけでございます。只今お話のありましたよ

うに早速あそこをどのように利活用するかということは非常にまあ課題も多いわけでご

ざいますが、これらを機会に是非ひとつ何か活用できるように検討をいただきたいなと、

今まで考えて見ましてもこれといった、あそこに対するそうした対応はなかったわけで

すけれども、森へのあるいはそうしたことへの意識を高める上でも是非とも検討をして

いただきたいと、そんなことを申し上げまして一般質問を終わりたいと思います。 
 
議  長    ９番 平沢 晃 議員 
９番 
平沢議員    それでは通告に従いまして、主タイトルでもあります平成２０年度の行財政改革指針

の中から以下大きく２つに絞って質問をしてまいります。１つとしてはこの新たな予算

が上程されましたのでその中から財政健全化について、２つとして行政評価制度につい

て順次質問をしてまいります。町長２期目のスタートの行財政でありますから、町民の

みなさんも関心を持って成り行きを注目しておりますので、具体的に分かりやすい答弁

をお願い申し上げておきます。地方自治体を取り巻く環境はますます厳しさを増してお

ります。連日のように新聞紙上には長野市を取り巻く信州新町と中条村、そして自立、

合併に揺れている小川村の住民投票の問題、南に目を向けて見ますればこの合併支援を

県に要請している阿智村と清内路村、そしてこの中央アルプスを挟んだ王滝村では財政

再建団体の可能性も高まっており、この身近な地方自治のあり方に様々な課題が浮上し

ているのが現状でございます。自己決定それから自己責任が問われ三位一体の改革によ

りその流れが加速しているのが現状ではないでしょうか。しかし社会の情勢が如何に変

わろうとも、この飯島町に暮らす全ての町民が安心して日々の生活ができて生きがいを

感じることができることが、このまちづくりをすることが町政であり、住民主決定機関

であると同時にこの政策提言も併せて行うのが議会の役目であると私は認識しておりま

す。自立し持続発展可能なまちづくりにはもちろん大胆な行政改革は必須であるととも

に、この町の未来を見据えた諸施策を的確に講じていかなければなりません。そこで財

政健全化に向けて本年度はどのような取り組みをなさるつもりなのか具体的に説明をお

願い申し上げます。 
町  長    平沢議員から先ず財政健全化に関連して新年度予算を含めたこの健全化に向けた具体

的な取り組みの問題のご質問でございます。当町の財政運営上の１番の課題であります

のは今この公債、いわゆる町債であり借金になるわけでございますが、この公債及び繰
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出金の適正運用、それから経常経費の抑制、基金の積立、という４つにひとつの大きな

課題として持っておるわけでございます。この中で公債管理につきましては大型事業が

起債の発行によって賄われてまいりました結果、公債費が残高が大変大きくなっており

まして、将来世代への負担が年々重くなっておる現状でございます。そこで平成１９年

度から今この３月までの１９年度から３年間をかけまして、国が実施をいたします「保

証金なし繰上償還」なかなか今これはあの政府系資金が繰上償還という道が閉ざされて

おったわけでございますけれども、全国のそうしたいろんな財政状況を国が勘案する中

でこの道が一部開けてまいりました。いわゆるこのペナルティーなしの保証金なしの繰

上償還というものが認められてこの活用をそれぞれの市町村が対応しておるという状況

でございます。で、これを行うことによって公債費負担の後年度負担を軽減を実施をし

てまいります。併せて予算編成の中でも申し上げてございますが、起債の発行額を最小

限度とするように事業を十分に精査選択をして起債制度を有効活用しながらもこの抑制

を図っていくという予算編成にしてございます。ただし今お話にございましたように、

この活力を求めたまちづくりのいろんな施策もございますので、その辺は選択と実効、

いわゆるメリハリのある部分で対応しながらという形で編成をしておるわけでございま

す。それからもう一つのこの繰出金の運用の問題でございますが、この規模を繰出基準

の範囲内とすることを基本といたしまして、赤字の補てん的な繰出しにならないように

事業運営に留意をしてまいります。またそうした予算にしたわけでございまして、この

繰出しと申しますかあの先程の繰上償還にかかる財源というものは財政調整基金から一

部充当をして、１９年度等も余剰財源が出た部分をこれに充てさせていただいておりま

すけれども、新年度もその基本的な考え方を変えずにこの一般行政経費に財政調整基金

等のいうのものを繰り上げをするということは今年はいたしませんでした。で、特に今

後はその町のみならずこの広域連合でありますとか、それから伊南行政組合等への外郭

団体が実施をする共同事業というのがございます。これがまあいろんな面で繰出金が増

加をしてくるという見込みでございますので、各町村ともこれは十分連絡をとりながら、

安易にこの長期にわたってこの繰出しが安易な形で増えていくということのないように、

慎重にそれぞれ連携をして財政運営を行っていかなきゃならないというふうに思ってお

ります。 
それからこの行財政改革による経費の節減につきまして、これはまああの一つの課題

である経常経費の抑制ということに繋がるわけでございますけれども、先程来申し上げ

ておりますように引き続きふるさとづくり計画に基づいた改革を基本に一層の細かいと

ころからのこの削減努力というものをしてまいります。今年度も基本的には３％対前年

比削減という一つのシーリングの中で対応した予算編成となってございます。 
それからこのいわゆる景気のその時々の動向や三位一体を含めた交付税改革というよ

うなことの中で、まあ新年度は一時的にこのふるさと再生というような枠の中で、都会

からの財源を一部地方へということの中で４,０００億ほどのこの財源が回って措置でき

ましたけれども、これはあの将来持続できるようなものではございませんので、全体と

して今後とも交付税というものは非常に削減をされていくという流れは変わりございま

せんので、そうしたこと考えますとこの不測の事態に将来備えるためにできるだけまあ

厳しいけれども基金に積んで、でまたその基金を大切にまあ財政の弾力運用に充るとい

うようなことの柔軟な対応をする中でやっていくということでございますし、それから
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今後今進めておりますこの重点施策である若者定住や、それから新たな企業導入、とい

ったことへの将来にまあ投資に対するまあ果実って言いますか、将来の税収というもの

を期待をしながら、できる限りのこの基金の積立を行って一層の健全財政の運営に努め

てまいりたいとこういう基本的な新年度予算への取り組みでございます。 
平沢議員    只今財政健全化に向けた重点施策のガイドラインはお聞きしました。順を追って私は

繰上償還それからさっき繰入金の話と公債についてはもう少し町長の所信を後刻お聞き

したいと思っております。よろしくお願いいたします。それで町長はこの施政方針の中

で中期総合計画を具現化するために、次代を担う子ども達の育成支援、それから町の活

力を強力に推進するとともに財政基盤を健全に保つことを念頭にして協働と子育てで未

来を育む健やか予算とこのように位置付けて協働のまちづくりを推進していくと表明さ

れております。そこで私はその後段の方のこの財政構造、これについてこの一般会計に

おける財政力等、それから主要な財政指数の動きについてお聞きをしたいと思っており

ます。 
先ず３年平均でみるこの経済力指数が年々低下するのに対して経常収支比率が８６．

６％と高い水準にあります。この７０％が警戒ラインでありますからこれは既に突破し

ております。このものについての何らかの改善策は、先程ちょっとちらっと申し述べと

ったが、検討しているのか再度これをお伺いいたします。 
町  長    各種の財政指標の中で課題になっております一つのこの経常収支比率、飯島町は非常

に高い水準にあると、この改善策についてでありますけれども、平成１８年度の決算に

おきましてこの飯島町の経常収支比率が前年度に比べて１．４ポイント増加をしており

ます。主な要因につきましてはこれは福祉関係の扶助費が増大をしたこととそれから維

持補修費や補助費の増加によるものでございます。それからまた公債費や繰出金の増加

も一つの比率を上げる要因となりました。で、一方でその人件費に関しましては２％の

減少、物件費につきましては０．２％とわずかな増加傾向に留まっておりまして、まあ

増加をした部分これは当然義務的経費の分で増加するのがありますけれども、これはま

あ医療費の問題だとかまあいろいろ介護費用とかいうことが起因してまいりますけれど

も、いわゆるこの庁内の中で自助努力でやれるものについては若干なりともこの改革の

成果が表れてきておるというふうに分析をしております。 
それでまあ今後はこの社会福祉面、今申し上げましたけれども、こうしたあの需用費

が更に高まっていくだろうというふうに見ておりますし、それから施設関係の維持整備

というものがかつていろいろこの公共事業的なことも含めて建物、道路、河川、その他

数１０年、２・３０年、４０年と経過した中で非常に疲労をしてきておる、施設的にも

維持補修にかかる費用というものが今後かなりバカにならない数字になってくるという

ことがございますので、これはやはりどうしても優先充当していかなきゃならない、ま

あ経費を抑えていかなきゃなりませんけれども、必要なリニューアル維持補修はしてい

かなきゃならんというふうに思います。こうして考えてまいりますとこの経常経費の抑

制というものは改革の推進による一層のまあ経費削減、繰上償還を活用した公債費の負

担軽減というものを更にまあ検討をして実施をして、全体的にこの財政の弾力性という

ものを高めていかなきゃならないというふうに思っておりますので、ただこの経常経費

に占める比率というのはこの数字の１ポイント２ポイントで議論するということもです

けれども、そのときのそのパイ、財政の大きさパイの大きさによってこれはすぐ変わる
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ものであります。従って一喜一憂しておってもいかがかと思いますけれども、ただあの

全体的な上昇傾向を何としても留めて、削減の方向へいかなきゃならないという一つの

基本的な考え方でございますので、特にその辺の大きな要素を占めるのがまあ人件費の

問題が要素を占めておりますけれども、これは先程の議論でもありましたが、削減方向

の中で改善はしておりますけれども、今後この数字が減ればのみいいというだけの議論

でなくてですね、いろんな総合的な判断の中で経常経費というものは抑えていく努力が

必要というふうに考えております。 
平沢議員    ご答弁いただきました。やはり総合的に考えることは一番ベターだと思っております

が、この点につきましてはですね、去年のこの決算時に財政の硬直化が進んでいるとい

うことを監査委員からもこれは指摘をされておりました。それで更なる行政改革の推進

はまあお願いしたいとこういう意味で申し上げたところでございます。 
次に起債制限比率、これも年々上昇しております。まあつまり悪化しております。こ

れは仕事をするためには、先ほど町長申したとおり金が必要であります。自己財源がな

くて借金をするそれが比率を高めることになり、この平成１８年から起債借り入れの基

準指標となった財政の基本数値である実質公債費比率、これがまあ今現在１６．７％、

これでこのままいくと３年後には１８％を超えるだろうとの試算をお聞きしております

が、まあこのような状況で推移しては将来の財政運営にこれは問題がないかどうかこれ

もお聞きしたいと思います。 
町  長    従来の起債制限比率いわゆる最近の指標の呼び方では実質公債費比率ということにつ

いて、これに上昇に伴う対応策でございます。この実質公債費比率は大型事業を起債で

まあ賄ってまいりましたために、過去の事業のために上昇する今、この偏在がピークを

迎えて来つつあるということはご承知のとおりでありまして、上昇をする状況にござい

ます。平成２３年度までその傾向が続いてまいります。この新しいまあ財政のこの健全

化の中で捉えておる実質公債費比率というものは、１８％がこの起債発行の際に許可が

必要となるこの基準となってまいりました。当町の場合現在１６．９％、今お話がござ

いました数字でございますが、これはまあ郡下の中で低いからといって安閑しておれる

数字でもございません。平成２２年度までにこのままの繰上償還を一部対応しなくて行

った場合には、１８％を超える見込みというふうになるわけでございますので、そこで

再三申し上げておるこの予算の中で、３年計画に渡って国のペナルティーなしのこの繰

上償還制度を活用して繰上償還を実施してまいります。このことによって実質公債費比

率が１８％にならないようにコントロールをしていくという一つの考え方でございます。

なおこの２０年度から施行されます財政健全化法では４つのこの指標の公表が義務づけ

られてまいります。特にこの中で早期健全化団体となる基準、今先程この王滝の例なん

かも出ておりますけれども、これはまた更にこの上の数字で実質公債費比率で２５、こ

れを超えますと一切の事業がストップ、許可が認められないというようなことで非常に

事業の推進に影響が出てまいりますけれども、これはもう破たん寸前くらいの状況にと

いうふうに我々は理解しておりますけれども、そう前の指導の入る１８というのをまで

行かないような自己目標というものを掲げて今後とも財政運営の健全化というものを維

持していきたいとこういう考え方でございます。 
平沢議員    この実質公債費比率これは一般会計から特別会計の繰出額がまあ多いこともこの要因

と思われますので、まあその点も留意されたいと思っております。それからもう１点こ
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の自治体の財政力を判断する指標であります財政力指数、これについてお伺いいたしま

す。この財政力指数は地方交付税の算定に用いる基準財政収入額と基準財政需要額、こ

の関係であります。これも過去３年間の平均値を用いてこの数値の高い自治体ほど財政

力が高いといわれております。１を超えると地方交付税の不交付自治体となります。か

なりあの南箕輪村なんかはそういう一つの形の中で非常に財政力指数がいい状態になっ

ているとお聞きしております。これで当町の場合は３年平均で０．４３８でこれも年々

悪化してきておりますが、この状態で将来に不安はないのかどうか、この点もお尋ねを

したいと思います。 
町  長    財政力指数の問題でございます。自治体のいわゆるまあ財政力、これの姿を現すこの

数値が財政力指数という形になりますけれども、今お話ございましたここ数年わずかな

がら飯島町の財政力指数は上昇傾向にございます。従来の３０％台が４０％台に入って

推移をしておるというある形になります。であのお話にございましたようにこの分子と

なる基準財政収入額、標準的な町に合わせた収入額というものはこれはあの景気の動向、

まあ景気全体の景気ももちろんでございますけれども、１・２の企業の税収等の決算の

内容については大きく振れる要素を持っております。それから全体的な税収の変動、そ

れから国からくる譲与税交付金、こういったものについても政策的な部分でかなり左右

される不安定な性格を持っておるというのがこの財政力指数でございますので、そう簡

単にこの飯島町に固定したこのくらいだというわけにはまいりませんけれども、やはり

これもお話がございましたように、自前の財源というものを何としてもこの力をつけて

いくということが一番の町の活性化発展のためには最も大切なことでございますので、

是非これが右肩上がりになるような将来の施策というものを講じていかなきゃならない

と、できるだけこの他の依存財源に頼ることのないような自主財源の確保というものが

どこの市町村もこれは至上命題でございます。そのためにも常に申し上げておりますこ

の人口を増やして、そして若者定住をしてそして企業導入を図って、そこから生じる果

実、税というものを期待をしながら精いっぱいのそうした取り組みをしていくというこ

とで、新年度予算もそんなことを申し上げておるところでございます。 
平沢議員    それでは次に財政調整基金について、これは１８年度で７億円余ありましたが、本年

財政調整基金から１億８，０００万円これを繰り入れをしております。先程ちょっとち

らっと町長申しておりましたが繰入金の話でございますが、この財政調整基金は文字ど

おり財政を調整するための基金でありますが、今年度の繰り入れは一応ちょっと見てみ

ますと国庫支出金等の大幅な減少に対応するものかなあと思われますが、国庫支出金や

地方譲与税これ等の減少はこれは今年に限らず来年度以降も続くことが予測されます。

今後も財政調整基金の繰り入れで対応をするのかどうかこの点についてお伺いしたいと

思います。 
町  長    まああの財政調整基金につきましてはどのくらいの規模が理想、適当で飯島町の場合

であるかということは一概に申し上げられませんけれども、何かあった場合の不測の事

態に耐えるためにもこれはかなりの、現在今７億円ぐらいの規模の財政調整基金持って

おりますけれども、この辺のところは維持していきたいというふうに思っております。

ただこれもあの健全財政を維持するためのそのための事業をしていくにはどうしても年

度決算間の中で調整が当然出てまいりますので、当初予算の中で一部充当してまた財政

運営の状況を見ながら積み立てをしていくと、場合によっては崩さなくて済むというよ
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うなことの繰り返しを従来もやってまいりましたけれども、そんな考え方の中でやって

まいります。いずれにしてもこの目先だけのことの基金があるから行政一般経費を当初

予算の中で安易に財政調整基金を充当すればいいということの考え方は今後とも厳に謹

んでいかなきゃならないというふうに思っております。 
平沢議員    今申したとおりこの財政調整基金でありますからまあ慎重に取り扱いを願いたいとこ

でございますが、まあこれは来年の来年度以降もですね本年度と同額の財政不足になる

と仮定した時にですね、今の基金７億円余ですが今年１億崩しますので、まあ数年間の

後にほぼ無くなると思います。まあこの点の対応策も併せてあとでちょっとお聞きした

いと思いますが、この基金に頼らない財源不足対策でありますが、財源不足が今年度の

みでなく数年間は続くであろうと予測される場合ですね、まあ飯島の場合はそういうふ

うな傾向だと思います。その場合の基金の繰り入れ以外の対応策を考えるべきではない

かということでございますが、まあ基金が無くなってからこの水準を急減する、それよ

りもあらゆる水準を落として長く続けるのが本来のあるべき姿ではないかと私思います

が、この点についてもう一度お伺いしたいと思います。 
町  長    この繰り上げ償還につきましては平成１９年度も含めて３年計画でやると、まああの

１９年度と２０年度が１億余りの大きい数字を繰り入れるわけでございまして、２１年

度も３年目になりますけれども、これはあのガタンと規模が落ちてまいります。数千万

くらいだと思いますけれども、で、これでひとまずまあ当面のこの事業を推進していく

上に必要な１８という一つの財政健全化の指導の目標であるのは当分維持できるという

試算の中でやっておりますので、今ある基金を更にこの繰り上げ償還に使って数年で無

くなるという図式にはしてないわけでありますけれども、まあ慎重にやっていかなきゃ

ならんと、で、財源不足も当然これはあの今後とも続くという厳しい見方をしておりま

すけれども、これはやはりあのナシガケの基金を使ってでも背伸びした行財政運営事業

を取り込むというわけにはまいりませんので、いわゆるまあこの実施計画に基づいた事

業の取り組みというか、実施を前提にしてその歳入の枠の中で予算を組んでいかなきゃ

ならないというふうに考えて、今後ともその事業のための実施計画のローリングを重ね

ていくという形になります。支出の方を固めて後財源がないから安易に繰り入れという

ことでなくてですね、入るを図ってまあ支出を考えていくこういうことだろうと思いま

す。で、もう少しこのじゃそれに代わる財源をすぐみつけるって言ってもなかなかこれ

はそんなに打出の小槌があるわけじゃございませんので、地道な努力の中で企業導入等

も含めた将来の税収を確保できるような施策をやっていくということと同時に、非常に

あの景気の問題も左右してまいりまして、ご承知のように、にわかにこう世界経済おか

しくなってきましたので、大変まあ予断を許さない、心配をしておりますけれども、政

治的にもそしてまた原油をはじめとする、あるいは穀物の高騰等をはじめとするその経

済の影響がなくて、右肩上がりの経済成長ができるようなことがひとつ切にまあ期待を

しておるところでございます。 
平沢議員    それぞれまあお伺いいたしました。将来の財政運営を見極める時にですね、一般財源

の３３．９％をまあこの飯島も地方交付税に依存していると、こういうふうな状況の中

でこの財政事情は現状の行政サービスをこのままで維持できるのかどうかちょっと疑問

に思われます。これに対してはその新たな施策がお考えがありましたらお聞かせくださ

い。 
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町  長    今の財政規模、収入等の規模からみて現在のこの行政サービス水準を維持していくか

どうかということは、なかなかこれは予断を許さないと思います。経常経費的なまあ人

件費の一部を含めてですけれども、精いっぱいの削減努力はしてまいりますけれども、

その一方でいわゆる義務的経費、医療費の問題、介護の問題、その他いろいろと出てま

いります。これは当然右肩上がりにいくということは明らかでございます。その辺をま

あ財源との折り合いをつけていくかということで大変厳しいわけでございますけれども、

だからこそ毎年々のこの実施計画のローリングというものを慎重にやってですね、確実

な見通しの中で財源確保をして予算編成をしていくとこういうことになろうかと思いま

す。 
平沢議員    そのような状況の中でこの地方公共団体の財政の健全化に関する法律がまあ昨年６月

に制定されて、早期健全化と財政再生等の基準を定める政令が昨年１９年の１２月に公

布されたことはお聞きしておりますが、先程申したあの臨時特例措置、この関係でちょ

っとお聞きしたいと思いますが、いろいろの課題も申し上げたいと思います。平成１９

年から２１年度までのこの臨時特例措置、これで要件を満たした地方自治体への繰り上

げ償還が認められたということで、この保証金も免除されるというもので、この公債費

の先ほど申したように多い当町にとっては、これは又と無い私は朗報だと思って早期の

取り組みを願うところであります。しかしこの要件にある財政健全化に向けた新規の計

画の策定と、それが実施されることとありますが、当町ではそのこの取り組みにどのよ

うな計画があるのかちょっとお伺いしたいと思います。 
町  長    まああの新しい国が門戸を開いた繰り上げ償還制度、利率のかつての高いものから優

先して償還が認められるということで、非常にあの各市町村にとっては最大限の活用を

することが大事だと思いますけれども、何でもかんでもこれはあのそのことでいいよと

いうわけにはまいりません。それなりきの各自治体の努力の結果が見えないとこれは認

められないという大原則がございますので、それがまあ言ってみれば飯島町に行けばこ

の集中改革プランにあります行財政改革の着実な推進といいますか、努力目標にどのよ

うに対応しておるかということで、具体的には行政改革の集中改革プランというものも

それを満たしておりまして、これが認められてその道が開けたとこういうことでご理解

をいただきたいと思います。 
平沢議員    行政改革、まあいろいろな形の中で取り組んでいかなきゃならないことはわかります

が、まあ当町ではこの平成２３年頃が下水道の償還のピークを迎えるんじゃなかろうか

と思われますが、そうするとさっきの繰り上げ償還でいきますと２２年以降の返還の公

債費見ていくとまあほぼ横並びで推移していくんではないかと思われます。それでこの

これが財政に及ぼす影響はどうなると推測しているのかどうかわかる範囲でお答えくだ

さい。 
町  長    平成２２年ぐらいまでは今のこの１８というものを、この水道のピークが迎えても３

年計画の中で十分対応できるとこういう考え方で今進めておりますけれども、まあその

後ですねまたあの堂前線の問題とかそれからその他若干いろんな新規に取り組まなけれ

ばならない問題に対しての起債、交付金の残の部分を起債という形で取り組んでいく部

分が出てまいりますが、またもう一辺そのことはもう一辺計画を見直して、財政計画を

立っていかなきゃということでございます。ただその事業が償還が始まりますのは５年

以上先というような話になりますので、やはり基金を十分また力をつけてできるだけ蓄
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積をして、そうした対応にも耐えれるような財政運営というものを進めていきたいとい

うふうに思っております。今のところ数字的にこういくらになるというような年次別計

画というのはちょっとここの段階ではございませんのでよろしくお願いします。 
平沢議員    当町だけではなくて各市町村ともに実質公債費比率の状況から見ますと、この借金返

済にあえぐ自治体が広がっているのは現実でございます。まあ一層の歳出抑制、人件費

いろいろ含めた形の中でそういうことも先程からお聞きしておりますが、策定している

町の財政健全化計画、これの見直しについて将来の財政負担を軽減すべきであると私は

考えますが、この点は町長はいかがお考えかお伺いいたします。 
町  長    平成２０年度からこの財政健全化法に基づく４つの指標の義務づけがして公表をする

ということに義務づけされておりますので、今その健全化計画というものの最終的な詰

めを今事務方の方でやっておる最中でございます。明らかになった段階でつぶさに住民

の皆さん方に公表をして、理解を得ていきたいというふうに考えております。 
平沢議員    まあ国、地方自治体ともに財政状況が厳しいことは私が今更申すまでもありませんが、

その厳しい厳しいと言いながらも財政運営にちょっとあまり大きな変化があるように感

じられません。予算編成方針は飯島町のふるさとづくり計画、それから先程来申してお

るこの集中改革プランに基づいて作成していることは認識しておりますが、この予算要

求書を査定して積み上げ方式で編成がなされているんではないかというふうに懸念する

ところもございます。ということはこの地域づくり委員会及び農村保全対策委員会のい

よいよ実施年度を迎えておるわけでございます。向こう５年間のこの時限で事業が計画

されておりますから、それと合わせてまちづくり交付金等の計画もありますので、しっ

かりした中期財政試算を立てて数値目標を盛り込んだ財政運営指針を作成して、この健

全財政確立のために進めるべきと提案いたしますが、この点町長の所信をお伺いしたい

と思います。 
町  長    これはもうおっしゃるとおりでありまして、数値目標をもって少なくとも３年間の事

業実施については実施計画の中で位置付けして、ただあのその年度年度でピチンとその

最後の桁まで合わせたというような見通しができない場合が多いわけでございますので、

大筋の面でまあ交付税や税収やというようなところを折り合いをつけてですね、きちん

とした財政計画に基づいた、あの積み上げ方式が懸念されるというふうにもおっしゃい

ましたけれども、これはあの当然積み上げ方式をトータルして最終的に調整していくの

が大切なことでございますので、基本的には中期総合計画それから前年度から踏襲して

おります実施計画してローリングした分をどう対応するかというようなことも含めて積

み上げ方式が一番必要なことだと思いますので、そういう方式によって、議会の最終日

全員協議会で向こう３年間の実施計画の考え方を表をもって数字をもってお示しをした

いと思っております。 
平沢議員    それでは全協の時をお待ちしております。よろしくお願いいたします。それではちょ

っと今度は第２の方に移っていきたいと思います。まあ先ほど午前中ですが同僚議員か

ら人事評価についての質問がありました。これに対等して行うのが行政評価と私は理解

しておりますが、この行政評価についても特に政策評価についてまたお伺いしたいと思

いますが、まあこの先程来申しているとおり国も地方もかつてない厳しい時代にあり、

この従来の手法と感覚では自治体として存続できないといったことが懸念されておりま

す。まあ民間企業は生き残るためにはそれぞれいろいろ苦慮しておりますが、まあリス



 - 47 - 

トラ等の企業努力を重ねておるわけでございます。行政は通称に言うと親方日の丸だな

んていう言葉がございましたが、倒産がないから安心だというこのセリフは私はもう死

語だと思っております。倒産できないだけに民間の努力より、より以上の努力をしなけ

ればならないと考えております。そのためにとかく多い前例踏襲といった手法を改めて

経営感覚を取り入れて、町長のリーダーシップをはっきりと行政改革を強力に推進すべ

きであると考えております。そこで第１点としてお伺いしたいのは、いよいよ町長２期

目に向けて蒔いた種が芽を出したと、これをしっかり育てる事務事業の総見直しであり

ますが、先程来言っているこのシーリングの問題もありましたけれど、マイナスシーリ

ングではなくて新たな取り組みも視野に入れて、ゼロベースから２期目でありますから

始めることについては町長はどんなお考えをお持ちでしょうか。 
町  長    次の質問事項でございますこの行政評価制度に関連して、まあ町長２期目のスタート

にあたってその基本的な考え方と更にまた毎日のこの業務見直しの中で、どういうふう

に行財政改革を進めていくかという総体的な問題でございます。まあ今も財政指標、健

全財政を維持していくためにいろいろと取り組んでおる内容について申し上げてきたと

ころでございますけれども、特に部内的な経常経費の節減努力というものは引き続いて

やっていらなきゃならない、と同時にまた国の地方財政に対する措置というものも、こ

れはまあ１つの政策の問題でございますので毎年、今年保証されたからといって来年保

証されるこの部分もないわけでございまして、大変まあ見通ししにくい部分もございま

すけれども、景気の動向に左右されるこの税収等も含めて着実なその財政見込みを立っ

て、それに見合う一つの支出、事業実施というものを慎重に見極めて毎年の実施計画の

ローリング作業という形の中で、まあゼロベースというか今までの基本は崩せませんけ

れども、継続事業もございますので全部ゼロからというわけにもまいりません。必要な

継続事業を進めながら新規のものについても更に、このふるさとづくり計画でも先送り、

あるいは一部廃止というようなメニューもいろいろ個々にあるわけでございますが、そ

うしたことを前提にしながら、かといってこれはああいうふうにあの今、生き残りをか

けた各自治体の競争間の問題がございます。従って必要なところにはまあ子育て支援や

福祉の問題やらそれから企業誘致の問題やらというようなことについては厳しくてもそ

ちらの方へ重点的な財源充当をしてメリハリを付けていくと、こういう基本的な私のス

タートにあたっての考え方で予算編成もしておりますので、その辺についてはまた予算

の中でも詳らかにしておりますけれども、是非ご理解をいただきたいというふうに思っ

ております。 
平沢議員    今申したとおりその継続事業がほんとに多い当町にとっては、行政事務の削減という

ことはこれは即行政サービスの低下に繋がりかねないと思いますので、住民との十分な

合意を求めて行ってもらいたいことを申し添えておきます。 
職員が自ら担当する事業について基本的な政策方針に照らしたこの事業の目的や効果、

社会的な環境、それから今後の改善方法などをチェックシートに記入して数値化した手

法や、優先順位をつけることにより事業の目的や効果を目に見える形で示すことのでき

る仕組みがこの行政評価システムであると文書に書いてありました。そこでこの当町で

も事前評価と事後評価、これをどのように検証しているのかこの点ちょっとお聞きした

いと思いますが。 
町  長    まあこの限られた財源の中でいろんな事業をしていく、当然それは効果がある形とし
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て結果的にですね評価されなければならないと、無駄な事業は一つたりともこれは許さ

れるわけにはまいりませんけれども、その辺を非常にあの私ども内部の中でもシビアに

捉えてとっております。それぞれ公共事業それからソフト・ハードにかかわらず常に事

業検証をして、次の予算編成、実施計画への盛り込み方の考え方、もう予算編成という

よりもこのローリング作業、振り返って次の事業の新年度の枠組みにするというこの作

業こそがまさに予算編成そのものでございまして、膨大な資料と分析によって出してく

るわけでありまして、これをまあ課内の問題として、あるいはまた副町長以下の第一次

査定、それから最終的には理事者ということで、これは例年９月前後頃の秋の作業にな

るわけでありますけれども、そうしたことを含めて今やっております。ただあのこれを

システム的にひとつきちんと位置付けていくことが理想なわけでありますけれども、前

段の人事評価制度なんかとはちょっとまた違って、この行政評価システムというのもこ

れは開発してソフトを組むにはかなりの労力っていうかシステム構築が必要でございま

すので、今考え方としてはその研究を今しておりますけれども、まだこの行政評価シス

テムというものが自動的に判断できるようなシステムに飯島町の場合はまだ出来ており

ませんけれども、これらの課題で今取り組んでおるということでご理解をいただきたい

と思いますが、いずれにしても効果測定と申しますか費用対効果がどうであったかとい

うことは、常にどんな事業においても慎重にしてこれを明らかにして次の対応をしてい

くということがどうしても必要な課題であるということで捉えております。 
平沢議員    まさにこの費用対効果のそのままだと思います。まあこれは慎重にやることによって

この大きなメリットが出るんじゃなかろうかと思っておりますが、これからのこの地方

行政のあり方を考えるときに、この経費の削減や体制のスリム化、これを実現するため

に業務の外部委託は必要でこれは積極的に導入すべきであると私は考えております。ま

あこの良い例が一昨年から始まっている指定管理者制度、この意向はこれは私は大きな

行政改革の一端として高く評価をし、一層の推進を願うところでございます。それで先

程も前同僚議員のときに答弁申し上げておりました３年目の更新時期を迎えて今後の検

討が重要視されるところであります。集中改革プランによるこの極度の職員不足が生じ

る状況を鑑みまして、早めの対応は避けては通れない問題です。従ってこの経費節減や

体制のスリム化は自治体永遠の課題と私は考えますが町長はいかがお考えか所信をお伺

いいたします。 
町  長    まあこれはあの午前中の宮下覚一議員のご質問にも触れて申し上げておるところでご

ざいますけれども、行政のスリム化と申しますか、こうした厳しい状況の中でスリム化

をしながら民の良さ、民間活力を入れていくこのメリットというものを両方をにらみ合

いながらやっていくということは今お話のようにこれは当然必要なことでございます。

３年目に入った指定管理者制度の更にまあできるだけ拡大をしていきたいということで

思っておりますけれども、ただまあこれはあの公の施設の管理という問題には必ずその

責任がついて回りますし、この民の考え方だけでそのサービス的な部分が経費効率だけ

ではなかなかいかないというのがこの行政の運営の中にあるということはご承知のとお

りだと思いますので、その辺のところを何でもかんでもまあアウトソーシングといいま

すか、その民に委ねてといういかない馴染まない業務もございますので、全体的にはそ

の門を広げていきたいと思っておりますけれども、４年目に入ります。慎重にまあ検討

をして今後の対応していきたいというふうに考えております。 
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平沢議員    それではちょっと次に、自治体の財政状況が悪化して従来のような総花的な施策展開

はできなくなっておることは事実でございます。情報公開等によって非効率な事業など

この税の使途について住民の関心が現状は強まっております。この行政評価システムの

狙いはそうした事業がどの程度住民の役に立っているか、これを検証する仕組みだと私

は理解しております。従ってこの住民に行政評価の基準を明確に示して、アンケートや

討論会などを通じて行政の点検に如何に住民に参加をしてもらえるかがこの今後の大き

な課題と考えますが、この点町長の所信をお伺いいたします。 
町  長    このことは非常に大切なことでございまして、情報公開そのものはもちろんでござい

ますけれども、町の施策を今後進めていく上に特にあの現在の中期総合計画を立てると

きに住民アンケート等もいたしまして、このそれぞれやってきた施策がどうなのかとい

うようなことも触れてアンケートいただき、評価された部分となかなかそうでない部分

とありましたけれども、そういうことはやはり今後とも進めていく必要があると、大切

な税金から出るこの各施策でございますので十分その効果というかその果実が住民に還

元されていかなければならないというふうに思っておりますので、またいずれこれはあ

の中期総合計画がまた始まってまいりますので、そうした手法も用いながら、住民の皆

さん方の意向というものは常に把握しながらそれに対するまた情報公開というものも精

いっぱい努めていきたいというふうに思っております。 
平沢議員    最後になりますが、特公賃住宅もお聞きしますと、もう１９戸という募集以上のまあ

町外の方からの応募があったとお聞きしております。この取り組みも人口増対策の一環

としてはほんとに高く評価はするとこでございます。それでもちろん優良企業の誘致は

全ての課題を解決する最高の手法と私も考えております。基本となるこの住民協働の推

進を町長自らがリーダーシップをとって目に見える形の財政効果を期待するところであ

ります。厳しい財政状況下であるが上に次代を担う子ども育成支援とともに、町長の２

期目の決意をお聞きして質問を終わります。 
町  長    まあ再三申し上げておるとおりでございますので、精いっぱいの努力をしてまいりた

いというふうに思っております。 
平沢議員    質問を終わります。 
 
議  長    ここで休憩をとります。再開時刻を午後３時２５分といたします。休憩。 
 
           午後 ３時１２分 休憩 
           午後 ３時２５分 再開 
 
議  長    休憩を解き会議を再開します。一般質問を続けます。 
        ５番 三浦寿美子 議員 
５番 
三浦議員    それでは通告に従いまして最初に後期高齢者医療の問題について質問をいたします。

これまでも後期高齢者医療制度については町議会の場でたびたび取り上げてまいりまし

た。後期高齢者医療制度は高齢者の医療を別建てにして差別をするもので、受けられる

医療を制限するとともに低所得者から保険料を罰則を設けて徴収する制度となっており

ます。生活面、健康面に負の形で大きな影響が出ることを私は大変な危機感を持って心
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配をしております。更に２月１３日に厚生労働省が決定をいたしました医療報酬や医療

内容を見ますとこの制度の問題点が一層明らかになり、高齢者の多い飯島町の町民の健

康や福祉に対して深刻な問題を引き起こすことが予見されます。その点も含めて改めて

町の姿勢を正したいと思います。 
        国は高齢化社会の中で医療費を圧縮し持続可能な制度にするためだと財源難をその理

由にしております。しかし社会保障のためといって導入をしました消費税は過去１８年

間で１８８兆円に上りますが、この分は１５９兆円の企業減税の穴埋めに使われており

ます。歳出面でも公共事業、軍事費などの伸びと比較して社会保障関係費は低く抑えら

れております。他国との比較でみましても社会保障給付はユーロ先進国の６割程度に過

ぎません。またわずかな地方消費税交付金で町の国保会計や福祉が守れてきたのでしょ

うか。取るものは取っても見返りがないこの国のやり方では私はおかしいと思っており

ますがいかがでしょうか。つまり財源がないのではなく社会保障以外に国民の税金が多

く使われているためであって、国の財源政策の転換をすることが国民の命を守る制度を

真に持続可能にする道であるということをこの数字からも明らかであり私はそう考えて

おります。また現在全国で後期高齢者医療制度についての陳情が５１２の自治体で出て

おります。中止撤回を求める意見書が提出されております。先日国会では野党４党が廃

止法案を提出をしており、お隣の岐阜県の大垣市では高齢者を色分けするこの制度に反

対する立場ということで、自民党提案の廃止を求める意見書が公明党以外の賛成で可決

をされたと言われております。他の多くの自治体では国が決めた制度なのでやむを得な

いという姿勢をとってはおりません。法に不備があれば手直しをすればよいというほど

私は安易な考えはないと思っております。障害者自立支援法はその弊害がＮＨＫをはじ

め多くの報道機関で指摘をされて、政府は手直しを余儀なくされております。しかしそ

の間に多くの障害者の方が施設から去るなど犠牲を伴うものでございました。昨年の参

議院選挙後には後期高齢者医療制度の社会保険の家族の保険料の徴収方法がわずかに手

直しをされました。せざるを得なかったわけでございます。これほど批判が集中した制

度でございます。自民党・公明党による医療改革法の国会での強行採決によってこの法

律は成立をしており、とうてい審議を尽くしたとは言えるものではありません。 
そこで私は町長に確認をしておきたいと思います。６月の定例会での答弁で「住民の

皆さんの声を制度にどう繋いでいくのか、どのような方法で反映をさせようと考えてい

るのか」という私の質問に対して、「町内のいろんな声を広域連合に上げるための努力

をさせていただきたい」とこのように回答をいただいております。この考え方に変わり

はないかどうかお答えをいただきたいと思います。 
町  長    三浦議員から後期高齢者医療問題、特にまあ制度的な部分も含めての自らのご意見、

それから町長に対するその６月の申し上げた見解ということでございます。いろいろ考

え方はあろうかと思いますけれども、今議会中にも申し上げました、いろんなこの国民

の中での議論を踏まえてですね、むろんこれはあの賛成をする人反対をする人考え方の

違う人がいろいろあるわけでございますけれども、１つの民主主義の国家として将来の

この特に後期高齢者高齢化が進む社会の中でこの医療という問題を捉えて、それを先進

国の一員として持続可能な医療制度を如何に構築をしていくかというこの結果に導かれ

た制度を国が自ら進めていくということになるわけであります。で、６月に申し上げま

したこれはあの当時まだそうなかなか浸透した考え方もなくて、いろいろ暗中模索の部
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分も当時としてはあったかと思いますけれども、いずれにしても制度としてはもうこれ

で行くという方向が出ておりましたので、私もこの町長の立場として住民の皆さん方の

いろんな意見があることは承知しておるので、これを広域連合、具体的な運営母体にな

るわけでございますけれども、県の広域連合の方に機会あるごとにお伝えをしていくと

いうことで、上伊那の広域連合長会の中でもそうした意見も出ておりますので、直接間

接にその声を繋いでおるということは事実でございます。結果として今のこの流れにな

っておるということでご理解をいただきたいと思います。 
三浦議員    ではもう１度確認をさせていただきたいと思いますが、これからもそういう立場で広

域連合の方に町民の皆さんの声を繋いでいただけるというふうに解釈をしてよろしいの

でしょうか。 
町  長    まあこれはあのこの一後期高齢者医療の問題にかかわらずですね、私も今度の１期お

世話になって２期目の出馬にあたっても、まちづくりの基本は住民主体の行財政運営に

あるんだということを申し上げてまいりました。ただこれはあの町民の皆さん方がどち

らかの１００％の考え方でもっていくということはあり得ないわけであります。まあそ

こに民主主義の１つのルールというものがありますけれども、できるだけの多くの意見

を取り上げながらも、またあの一部に賛成できない意見もありながらもそこはひとつ十

分議論をして全体としてこの支持される政策というものに向かっていくのが、これは法

治国家の考え方でございますし、そのまた傘下にある地方自治体としても同じ考え方で

あるべきだというふうに思っておりますのでそのようにご理解いただきたいと思います。 
三浦議員    それでは次に質問をしたいと思います。町では対象者の方に制度についての説明会を

行いました。住民の皆さんの一番の不安には私は答えていなかったのかなというふうに

感じております。保険料が年金から天引きされるということは理解できたけれども、制

度の内容についてよくわからなかったという方が多いのです。使われた資料にも医療に

ついての説明はなかったと思います。今度の制度についてどんなに診療を受けても医療

機関に支払われる診療報酬は 6,000 円となっております。これは厚生労働省が２月の１３

日に決定をした内容に基づいて私は言っております。高齢者７５歳以上が医療機関にか

かる病気はほとんどが慢性疾患です。それも複数のそれぞれに分野の違う病気が多いと

思われます。内科、整形外科、眼科、歯科、その他諸々の病気が慢性疾患として挙げら

れております。主治医に診療計画を立ててもらわないと他の医療機関で診てもらえない、

そういうような形になってくるのではないかと伝えられております。診療報酬が支払わ

れるのは１人の患者について１医療機関等のみになるとなっております。医療機関がそ

んなに持ち出しになる診療を長く続けられるはずがないというふうに私は考えておりま

す。処置、検査、レントゲンなどの画像診断、医学管理など全てで 6,000 円の診療報酬し

か出ません。こうして医療を抑制せざるを得なくする制度が後期高齢者の医療制度だと

いうふうに理解をしておるわけです。説明会では保険料の徴収方法が主だったのではな

いかというふうに思っているわけですけれども、しかし対象となる皆さんが特に心配を

しておられるのは後期高齢者の医療制度が実施をされたあと、自分の受けている現在の

医療、またあるいは今後受けることになる医療がどう変わってくるのか、その中身につ

いて知りたいわけでございます。その点、説明がされたのかどうかお聞きをしたいと思

います。 
町  長    只今のご質問は２月に国のまあ中医協、これの答申の付帯意見として出された部分で
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あろうかと思いますが、診療報酬６００点×10 円単価で 6,000 円というものを月の上限

として検査項目等の設定単価を設けていくと、点数を設けていくとこういう内容だと思

いますので、細かい部分につきましてはまた担当課長の方から申し上げますけれども、

一通り私の方で現在、まだ正式なこの行政を通しての説明会というものも出されており

ません。今の三浦議員の方も新聞報道等でまあ承知をされている部分で、私どもも同じ

そういうレベルの問題になるわけでございますが、この後期高齢者は慢性疾患の継続的

な管理が必要とのいう観点から外来医療に包括点数というもの、後期高齢者診療料を設

置するこの診療報酬改革案がまとめられて４月から実施をするという形になりました。

この一つに 600 点、6,000 円という部分があるわけでございます。これはあの他の診療機

関も含めてその患者さんの総合的な診療計画を作成をいたしまして、心身にわたる総合

的な評価や検査を通じて継続的に診療する主治医への報酬というものの新設の制度でご

ざいます。これ以外にも当然のことながら後期高齢者、いろんな病状を見るための措置

があるわけでございますので、これだけではないということでございますけれども、そ

の中に新たな支援策として入院中から退院後の生活を見通した入院医療の評価、あるい

は入院の前後で継続した医療が受けられるよう地域の主治医に継続指導料というような

もの等を、更にまた在宅医療を進めるためにそれらを支える項目も盛り込まれておると

いうことになります。で、今回の後期高齢者にかかわらず外来の自己負担額というもの

は低くなるわけでありますが、入院や小児科、産科等については国の試算では一部高く

なるという試算が出ております。で、総体的にこうしてこの診療報酬改定による影響と

いうものは後期高齢者の今お話の部分の 6,000 円の診療料のみを見込むのは難しいわけで

ありますけれども、他の新設をされたこのいろんな入院前後の療養等の含めた支援策も

合わせたこの改定の影響というものは、入院費の伸びというものは総体的には懸念をさ

れるという形になります。でまあいずれにいたしましても後期高齢者の皆さん方には今

後とも地域の先生方に１次医療を診ていただきまして、入院が必要になれば病院にとい

うこの地域医療の役割分担、住み分けというものを常にこれからの医師不足対応の面か

らも是非ひとつご協力をいただきたいというふうに思っております。 
        でこの出された中医協の付帯意見としての 6,000 円制度の問題につきましては、いろい

ろとまあこれからやっていってみて常にこの実施後の状況を検証をしていくということ

に特にまあ付帯決議がなされておりまして、国も当然そうした決議に基づいてやってい

くと思いますけれども、いずれにしてもこれは先生とその患者さんの信頼関係というこ

とにも尽きるわけでありまして、この検査項目が 6,000 円を月限度としてそれをはみ出る

部分はお医者さんの方でこれはカットしますよという、このお医者さんという一つの崇

高な、人の体、治療というものを診る立場の先生方として、自動的にこのことが切れて

十分な検査医療が受けられないということには即はならないんじゃないかということで

ございますので、是非まあその辺はお互いに信頼をしていかなきゃならないし、先生と

患者さんとの信頼関係もそういう部分で培われていくんだろうということでございます

ので、まあこれは一つの発足をしてその検証をしていかなければならない部分もあろう

かと思いますけれども、飯島町としてはそうした形の受け入れの中で推移を見守って制

度を運用していくと、こういうことで考えておりますのでよろしくお願いします。 
三浦議員    只今町長、中医協の答申というふうにおっしゃいましたが、既に厚生労働省の方から

これは病院の方に指示も、具体的には出ておりませんが、今の内容については通達が入
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っているようでございます。２月の１３日のこの厚生労働省の決定をした後期高齢者医

療制度のこの医療の内容について、今後対象者の皆さんに知らしていかなければならな

いというふうに思うわけです。既に３月も半ばに近くなってまいりました。４月１日か

らの実施をされるという内容の医療でございます。直前まで国民の皆さんに内容が知ら

せないこと自体がこの制度の不備を示す何物でもないというふうに思うわけですけれど

も、大変な大問題だというふうにはお思いにならないのでしょうか。 
        先程もまあお医者さんがそんなことをするわけもないというような医療を打ち切るな

んていうことは信頼関係の中ではないだろうというふうに町長おっしゃいましたけれど

も、しかし診療計画を立てて主治医には 6,000 円の診療報酬が出ますが、他の医療機関に

は出るわけではありませんのでこれでいきますと、そうしますと例えば血圧が高い、膝

が痛い、整形外科でいままでは診てもらっていたそういう方たちは主治医と相談すれば、

それは整形外科へ行くようにというような指示をいただいたときでも、主治医には 6,000
円の診療報酬、整形外科では診療報酬が出ないということになってしまうのではないか

というような私は受け止めをしているわけです。こうした時にもしそれを主治医から紹

介を受けた医療機関でありましたら長く治療を続けるというふうになるでしょうか、私

は大変にそのことが、これからだんだん治療が受けられなくなっていく要因になってい

くのではないかというように受け止めるわけですけれども、その点いかがお考えでしょ

うか。 
町  長    その前の質問で申し上げたこの中医協の方針ということでなくてですね、誤解があっ

たら訂正をさせていただきます。付帯意見としてそのことが出されて検証をしていくと

これを厚生労働省の方が受け止めて公表したと、こういうことの段取りでございますの

でお間違いのないようにお願いしたいと思います。それでこの主治医の 6,000 円の報酬の

部分とそれから紹介状等によりますこの病院の方への転送した患者さんの対応との問題

につきましては、いろいろとそこにまだあの正式な厚労省を通じた仕組みの問題が流れ

てきておりませんので、従ってあのＰＲお知らせ住民の皆さん方にご理解をいただくと

いうようなことのまだ段階にまで至っておりませんけれども、近々まあそのことがあり

ます。速やかな対応をした中でできるだけまあ精いっぱいこの啓発に努めてまいりたい

と思いますけれども、ただあのこの高齢者医療制度につきましてはもう昨年からありと

あらゆる機会を通じて町といたしましても啓発しておりますので、その基本的な考え方

の部分についてはご意見はいろいろあろうかと思いますけれども浸透しておると思いま

すし、またついこの２月から３月にかけても連日のように役場の職員が対談方式でもっ

てこの啓発に勤めさせていただいて見ていただいておるかと思いますけれども、まあ今

後ともこれは４月以降制度が発足いたしますけれども、繰り返し繰り返しまた制度の浸

透を図ってご理解いただけるような努力を行政、町といたしましてもやっていきたいと

いうふうに思っております。ちょっと必要によって補足をしてください。 
住民福祉課長  それではあの町内のまあ説明会をしてまいりましたので、その中での意見ということ、

それからこちらの方で説明不足ではないかというようなことをちょっと言われましたの

で、説明をしたいと思いますが、実は町内９カ所で説明会を持ちました。これはあの２

月の１３日以前でありましたので厚生労働省の出るこの 6,000 点以下後期高齢者診療料の

前でございますが、町内９カ所を回りました。特にあの保険料が一人ひとりから徴収す

るという説明、それから医療については今までどおり個人個人の保険証カードでもって
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医療は受けられると、こういうことは説明をしてまいりました。特に診療報酬が 6,000 円

で打ち切りになるなんちゅうことはその該当の皆さんに言うことでもないし、私たちの

聞いているところでは今までどおり医療については受けられると、こういうことで聞い

ておりましたのでそういう説明をしてあります。以上であります。 
三浦議員    先ほど確認をいたしましたように、町内のいろんな声をまた広域連合にも是非挙げて

行っていただいて、広域連合の方でも分かっている点がありましたら是非１日も早く住

民の皆さんにこの問題についての内容の説明を問題点も含めて行うように求めていただ

きたいというふうに思います。 
４月から住民の皆さんに直接関わる問題ですので一刻も早く広域連合に繋げていただ

きたいと思います。町長は９月の定例会の折の私の質問に、保険料や生活困窮者で医者

にかかれないことがあってはならない、またケースバイケースの中で福祉の面という観

点からも個々の対応をきめ細かくする必要がある。生活保護基準以下ならこれは対応を

していかなければならないという内容の答弁がありましたが、その点についてのお考え

に変わりはないでしょうか。 
町  長    各世帯等の負担につきましては若干今までの制度と変わってまいるわけでございます

が、基本的な考え方として９月の議会で答弁申し上げたように、現実的な一つのそれぞ

れの個々に当てはめた対応はしていくことについては今も何ら変わっておりません。 
三浦議員    確認をいたしました。後期高齢者医療制度は建前では今までどおりお医者さんに７５

歳以上の方もかかれることになっております。当然説明の中でもここにもそのように書

いてあります。この皆さんに配られた説明ですね、しかし実際にはお金がなければ保険

料は払ってもかかることができませんし、6,000 円に見合った医療しか、まあそういう中

でだんだんに受けられなくなるそういう事態が生じた場合には、全ての７５歳以上の方

が一人ひとりが対象になってくるそうした医療ですので、この制度に対して対象になる

方々は大変に不安も大きくなってくるわけです。こういう中での各世帯での負担はどの

ようになっていくのかどう変わっていくのかということについて、あまり長くならない

ように、変わり方を教えてください。 
町  長    各世帯の負担はどう変わるのかということでちょっとまとめて申し上げたいと思いま

すが、その前にあの今、この医療というものが特に個人医にかかっておるその高齢者の

方が、「はい今月 6,000 円になりましたのでこれで打ち切りますから」というようなこと

があり得るでしょうかどうか、これは人道的に考えてもこんなことは医者と患者との信

頼関係から考えればあり得ないというふうに私は思うんですけれども、万が一そういう

ことがあればまたこれは大きな問題でありますから行政も一緒になってまた対応を、町

の医師会等も諮りながらやってまいりますけれども、今はとにかくこうした考え方が出

てまいりましたので、その信頼関係の上に立ってその打ち切り医療というようなことが

決してあってはならないということで努力をさせていただきたいというふうに考えてお

ります。 
そこでこの各世帯負担どういうふうに変わっていくかということでありますが、後期

高齢者医療制度は一人ひとりが保険料を納める仕組みになります。ご承知のとおりかと

思います。国保税を従来納めていた方はこれはあの４本立ての所得割、固定資産税割と

世帯割、平等割の４本立てで成り立っていたわけでございます。今度のこの後期高齢者

医療制度はこの内の均等割と所得割の２本立てという算定になります。従って一人ひと
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りの負担額の増減は一人ひとり皆、家庭の状況所得の状況によって変わってまいること

になります。高くなる方、低くなる方、同じくらいの方、それぞれおるわけでございま

すけれども、ただ社会保険の被扶養者であった方につきましては今まで保険料の納付と

いうものは、その扶養家族でございましたので主たる給与所得者の範疇に入っておりま

したから、この保険料の負担は納付はなかったということでございますので、この分に

ついては当然これは負担増になる、でこれはあの先程確認もいただいたとおり、先程軽

減の特例の凍結等で従来からも申し上げてまいりましたけれども、そのとおりの内容に

なります。それから一人ひとりのこの試算の額につきましては１８年度の税額から試算

をされるという形になっておりまして、ご希望の方についてはお知らせをしておるわけ

でございますけれども、制度改正に伴ったこの各世帯の試算算定につきましては現行の

情報センターのシステムでは今のところ算定できないために、今この段階ではっきりし

た情報はお伝えできないとこういうふうに言われておるところでございます。 
三浦議員    直接４月から制度が変わったので 6,000 円の範囲内ではできないと言って病院から治療

を制限されるということは私もないと思っております。しかしこのことが続けは実際に

は医療機関の病院とか診療所様々なそういう医療機関では経営が収入が少なくなるとい

うことですので、持ち出しになるということであれば経営も厳しくなりますので、だん

だんと制限ということをせざるを得なくなってくるのではないかというふうに見ておる

わけです。そういうことで７５歳以上の方は当然今までどおりに医療にかかれるとお医

者さんに行くことが出来て、かかることが出来るということになってはいますが、長い

間には徐々にそういうことが生まれてくるというふうに見るのが私は正しい見方ではな

いかと、今までもいろいろな制度を見てきてそのように私は思って見ているわけです。 
        それでは年金が 180,000 円未満の年額 180,000 円未満の方の普通徴収の対象者の方はど

のくらいいるのでしょうか。180,000 円未満ですのでまあ生活保護基準以下というふうに

なるというふうに思うわけですけれども、今までは何とかなってこう生活も苦労をして

されてきたかもしれませんけれども、これからは保険料の徴収が入ってきますので一層

生活も困難になり、またお医者さんにかかるための費用も捻出することさえ厳しくなっ

てくるという人が出てくるのではないかと考えるわけです。そこで救済する手立てが必

要ではないかというふうに思っているわけですけれども、その辺は万全な準備ができて

いるのでしょうかお聞きをしたいと思います。 
町  長    低所得者の方に対する軽減措置等につきましては担当課長の方から申し上げますけれ

ども、その今の前のご質問の、今４月からすぐにそういうことにはならないと思うけれ

ども、いずれ長い内には足切りになってしまうというような懸念があるというお話であ

りますけれども、まあその点に関してだからこそこの中医協の答申の付帯決議の中にそ

のことが盛られて検証をしていくという一つの方針が出されておるわけでございますか

ら、制度が発足したそのものがずっと未来永劫に行くというふうにはとても考えられま

せん。課題問題があればこれは大きな声としてまた制度改正も含めた形に当然まあ行き

着くはずでございますので、その辺はやはり注意深く見守りながら、ひとつとにかくま

あ信頼関係の上に立ってやっていく医療というものはまさにそのことだと思います。そ

んなことでひとつ対応してまいりたいというふうに思っております。 
住民福祉課長  最初にあの軽減の問題につきましてでございますが、被保険者が約１，７２０人ほど

になると思います。その関係で飯島町全体の４３％くらいが７割、５割、２割の軽減に
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当る人であるとこういう試算が出ております。従いまして軽減前におきまして１人当た

り 57,247 円という年間保険料でございますが、軽減をされますと 48,000 円くらいに１人

当たり平均がなるんじゃないかとこんな見込みでございます。まああの年金が 180,000 円

以下ということの資料については今出ておりません。従いまして介護保険の状態を見て

みますと普通徴収で４０人くらい約２％から３％の方が普通徴収、それ以外の方が特徴

とこういうことになっておりますので、これらを参考にお願いをしたいなとこんなよう

に思います。以上であります。 
三浦議員    保険料は年金から天引きで確実に徴収をされます。年 180,000 円未満の方も今先程４０

人くらいというふうに言われましたけれども、口座振り替えなどの形で普通の徴収とい

うことになるわけですが、払えないとペナルティーがあるというふうな制度になってお

ります。以前に私がお聞きしたときに飯島町はこの制度についてのこの未納者について

資格証を発行しないというふうにお答えをしていただいた記憶があるのですが、この点

を確認したいと思いますがいいかがでしょうか。 
住民福祉課長  保険料の滞納において悪質な場合については考える必要があろうかと思いますが、一

般的にどうしてもというような場合には保険料の徴収猶予あるいは保険料の減免といっ

たものが長野県の後期高齢者医療の条例の中に謳われておりますので、それらを見比べ

ていきたいとこんなように思っております。 
三浦議員    只今確認をいたしました。この制度においては年金から天引きされるのと 180,000 円未

満ということで悪質なというようなことが考えられない方々が対象となっておりますの

で、資格証を発行するということはないというふうに私は理解をさせていただきます。 
町長は施政方針の中で、社会の情勢が如何に変わろうとも飯島町に暮らす全ての皆様

が心豊かで安心して暮らしを営み幸せと生きがいと誇りを感じることができる地域づく

りまちづくりを行うことが使命であると思っております、と所信を述べておられます。

頼もしく思っているところでありますが、所信を是非貫いていただきたいと思います。

この制度の後期高齢者医療の私は被害を最小限にとどめるような形での町としての施策

などによって全力を尽くしていただきたいと、先ほども申しましたように、保険料は払

ってもお医者さんにかかれない人の無いような対応をしていただきたいと思うわけです。

私はこの制度が実施をされますと長い目で見ていきますと医療面だけでなくて介護の問

題、在宅医療の問題にも波及してくるのではないかというふうに見ております。それと

いうのも例えば今まで受けていた治療がお金がないがために十分にかかれなかった場合

には、薬一つ抜いたために重大な介護の必要な体になってしまったという方もおいでに

なりますので、そうしたことが生まれてしまえば町の中の介護にも影響がある、そうい

うことも含めて大変大きな問題に発展していくということを心配しているわけです。是

非この制度についてまた実際に制度が実施された中での検討、研究、皆さんの声も聞い

ていただいて、問題があるそうした場合、問題があると思っているわけですけれども、

是非国に対して中止撤回を求める意見書を上げると、そういうことをしていただきたい

というふうに希望をいたします。この件についての質問はここで終わらせていただきま

して、次の質問に移りたいと思います。 
次に私は質問をいたしますのは食の安全についてでございます。中国製の農薬入りの

冷凍餃子の事件が大きな波紋を呼びまして、次から次へと類似の事件が発生をしており

ます。以前から輸入食材についてコストハーベストによる残留農薬などが食の安全とい
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う観点から問題視をされてまいりましたが、今回は私は学校給食の食材の安全について

現状と今後の課題への対応をお聞きをしたいと思います。様々な角度から安心安全な学

校給食の提供を心掛けていただくそうしたことでございますので、お答えをいただきた

いんですが、簡潔な形でお答えをお願いしたいと思います。 
教育長     学校給食の食材の安全についてのご質問でありますが、成長発達過程にある児童生徒

を対象にした学校給食がですね、まあ安心して実施されるためには良質で安全な食材の

確保が不可欠であるという議員のご指摘は改めて申し上げるわけでもありませんけれど

も、従いましてこの食材管理につきましては、先ず食中毒の予防を中心に子ども達の健

康を害する恐れのある食品添加物、この中は厚生労働大臣の指定添加物、それから既存

の食品添加物とありますけれども、これに合わせて消費期限等のチェックが厳しく求め

られておりますのでそれに従って重点的に行っているところであります。また今あのお

話にありましたように未だに解決されないまた政治問題化しつつある中国産冷凍餃子の

問題、あるいはＢＳＥ問題、残留農薬に汚染されている等々の輸入食材につきましては、

十分な注意を払っているところでありますけれども、これらの残留農薬等の問題につき

ましては今申し上げました食品添加物の範疇に入りますので、公的検査機関の科学的、

客観的な判断の検査に委ねられているのが現状であります。保護者の給食に対する安全

を求める声に応えるとともにですね、児童生徒の心身の健全な発達のために給食に携わ

る関係職員が一丸となりまして教育の一環として、子どもの命を預かっているという認

識に基づきまして給食づくりに専念しておるところであります。 
具体的に食材・食品の購入実態でありますけれども、昨日も一部お答えいたしました

が飯島産の純農産物の利用状況でありますけれども、全体の約９％であります。調達先

につきましてはですね、今ＪＡ等を通じて米・野菜・果物等、その他につきましては指

定のルートで購入しているところであります。具体的な食材の受け渡しについて検収簿

に基づいて食材の品質・鮮度・異物混入・包装容器等の状況、それから品質保持期限な

どの点検をですね担当の職員が行っておるところであります。以上であります。 
三浦議員    いま学校給食の食の安全についてお聞きをしましたが、是非今後の検討課題として私

はあの特にパン内に含まれる残留農薬などが問題もされておりますので、その辺の研究

についても今後の課題として安全安心な学校の給食に心掛けていただきたいと思います。 
        次に、雇用の問題として通告をいたしております。今飯島町の人口の内７５８人が外

国人とのことでございましたが、多くの方が町内外の企業へ派遣労働者として行ってお

られると思います。飯島町に一時的に住んでおられるそうした外国人の方が多いわけで

す。また正規の労働者から非正規の派遣労働者に置きかえられていることが社会問題と

なってクローズアップをされております。３人に１人が派遣労働者とも、若者において

は２．５人に１人とも言われております。飯島町の中においても私は例外ではないとい

うふうに思っております。町内の企業における雇用の実態や町内居住者の雇用形態につ

いて把握が必要ではないかというふうに思っているわけです。町民の経済力が低下をし

ている要因である、そういうことであるとしたら対応策も検討が必要になってくるわけ

です。京都府においては企業に対して非正規労働者を正規雇用にすることを求める内容

の条例があるというふうにお聞きもしております。今後のこのことについては地域づく

りという観点からもそうした視点でも求められてくる内容と思いますが、この実態調査

をする必要があると私は考えているわけですがその点についてどのようなお考えか簡潔
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にお答えください。 
町  長    この雇用問題につきまして町内企業への派遣労働者がどんな状況にあるかということ

でございます。まああの全国的な動向、それからこの県下、郡下等の動向につきまして

もいろんな情報をいただいてはおるんですけれども、この系統付けた統計数字というも

のは実際のところ出ておらないのが現状でございますので、まあ町内、時間もございま

せんので町内の実態、状況を知り得る範囲内でちょっとご報告を申し上げておきますけ

れども、これは労働基準監督署これはあの法律的には労働者派遣法という国の法律に基

づいた正規に手続きを踏んでの就業という形で、人材銀行等が仲介をして労働派遣がさ

れておるものでございますが、これを監督管理する労働基準監督署、あるいは県の労政

事務所、商工会、飯島町、それぞれあの関係する機関はいろいろあるわけでありますけ

れども、具体的な調査は行っていないはっきりしたデータは持っていないのが事実でご

ざいます。ただあの外国人の方、今飯島町内には７５８人、これは３月１日現在であり

ますけれども、一応住んでおられるという登録になっておりますが、じゃこの中で派遣

法に基づく労働者が、まあ派遣法に基づかない部分もあろうかと思いますけれども、ど

のくらい居るかということは、ご承知のように飯島の１つの企業等を中心にしてかなり

の人が勤めておりまして、７００人前後くらいではないかというふうに思っております。

で、これはまあお話にございましたようにあの雇用の確保という部分、企業立地の雇用

の確保という部分では大変大きな役割を果たしていただいておりますけれども、一方で

また行政としましても頭の痛い問題もないわけではない、ひとつにはこれはあの未収金

問題に若干関わっておる現実もございますし、それからお話にございました地域の協働

のまちづくりという形の中で、どうしても孤立したアパート住まい等が多いわけですの

で、なかなか日ごろの住民との接触がうまくこういかないという面もあろうかと思いま

すし、加えてまあゴミの問題や消防の問題やそれぞれ生活環境に関わるいろんな問題も

あることは事実でございまして、これらを一般のまた町民の他の皆さんとうまくこう整

合性をもって協働のまちづくり、理想でありますけれども、なかなか語学の問題も含め

て苦慮しておるのが実情でございますが、またこれはあの去年もこの派遣労働者を取り

仕切るこの雇用事業者がですね、この代表者を呼んでいろんな地域の問題も懇談会をさ

せていただきまして、行政面の問題やらまたそこに暮らすいろんな課題についてご指導

いただくものと協力をいただくものとそれぞれあれして、だんだんにではありますけれ

どもそうした皆さん方も含めて地域の住民としてのまた役割と義務を果たしていただく、

こんな様なことを現在考えて進めておりますのでよろしくお願いいたします。 
三浦議員    実態調査はやられた。やっぱり必要はあると思いますかないと思いますか。 
町  長    また何かのこれは機会をみてですね、関連する労働基準監督署や労政事務所とも連携

の中でいっぺん調査をしてみる必要があるんだろうというふうに思っております。 
三浦議員    次に産業廃棄物の処理についての問題ですが、県が地元の合意条項を廃止をいたしま

した。町としてのお考えをこの件についてお聞きをしたいと思います。地元の合意とい

う問題でどのようにお考えでしょうか。 
町  長    端的に申し上げますけれども、今までの廃棄物業者が県へ許可申請する場合には地元

の同意というものを一つの文書の形にして条件にしておりました。これが今、県会中の

条例の中でそのことを廃止をして住民合意を形成する事前段階の説明会辺りで十分合意

を得なさいと、こういう一つの考え方で形式的なその添付書類ではなくなったというこ
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とでございます。まあこのことがいろいろ言われておるわけでございますけれども、要

はこれはあの廃棄物の立地につきましてはその合意書があるかないかの問題でなくて、

如何にこの地域としての受け入れられる合意ができておるかどうかと、こういうことが

やっぱり一番基本でございますので、条例は地域の意向を無視してこれを受け付けると

いうことは決してあり得ないということでございますから、形は変わっても今までどお

りの合意形成というものは必要だろうというふうに思っております。 
三浦議員    終わります。 
 
議  長    以上で本日の日程は終了しました。これをもって散会とします。ご苦労様でした。 
 
 
           午後 ４時１７分 散会 
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本会議再開 

 
開  議    平成２０年３月１３日 午前９時１０分 
議  長    おはようございます。定足数に達していますので、これより本日の会議を開きます。

議事日程についてはお手元に配布のとおりです。 
        ここで欠席通告のあった議員の報告をします。２番曽我弘議員から病気治療により欠

席の届出がありました。 
        ここで４番坂本紀子議員から昨日のご自分の一般質問に関して、発言の申し出があり

ますので、ここで許可します。 
４番 
坂本議員    昨日の一般質問の中で、皆様に不愉快な思いを抱かせたことをお詫びし訂正したいと

思います。言葉の中で、「過去の人事の異動を見ると女性は刺身の具のような扱いが多

く」というところを「女性は不平等と思われる扱いが多く」と直し、また言葉上の上で

の「彼ら」を「課長の皆様」と発言の言葉を変えたいと思います。 
議  長    只今、坂本紀子議員から昨日の一般質問における発言について、不適切な表現の訂正

の申し出がありました。「刺身の具」という字句は「不平等に」、「彼ら」は「課長の

皆さん」に訂正することについて、会議規則第６２条の規定に従い議長がこれを許可し

ます。なお、関連する理事者の発言については、関連箇所につきまして理事者の同意を

得てこれを取り消し議事録から削除したいと思いますが、理事者よろしいでしょうか。

異議ありませんか。 
町  長    異議ございません。 
議  長    只今理事者の同意が得られましたので、関連する理事者発言についてこれを取り消し、

議事録から削除することに異議ございませんか。 
（異議なしの声） 

議  長    異議なしと認め、そのように決定いたしました。 
 
議  長    日程第１ 一般質問を行います。昨日に引き続き通告順に質問を許します。 
 
議  長    ８番 竹沢秀幸 議員 
８番 
竹沢議員    改めておはようございます。通告に基づきまして一般質問を行いたいと思います。私

ども議員は執行権がございませんので常日頃いろんな政策提言しておりますが、是非前

向きな答弁をいただいて実効あるものになるよう冒頭お願いしたいと思います。最初の

質問ですけれども、税収納率の向上対策についてということで、前段いくつかの状況を

お聞きする中で政策提言してまいりたいと思いますが、最初に平成１９年度の決算見通

しにおきますところの税の収納状況、並びに滞納繰越分も含めた収納状況はどのように

なっているのか現状をお尋ねいたします。 
町  長    それでは竹沢議員から税収の収納率の向上対策につきまして何点かの質問をいただい

ておりますが、先ず最初に、１９年度、現年度におきますこの税収収納見通しについて

お答えを申し上げます。税の収納にあたりましてはその収納率を高めるために関係職員
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はじめ精いっぱい努力をしておるわけでございますが、特に平成１９年度のこの収納状

況につきまして個人住民税の普通徴収分、現年課税分につきましては、ご承知のように

国の税源移譲によります税率改正による税額増加の改正があったために、この影響で県

下だいたいほとんどの市町村がこの収納率が低下をしておるというふうにお聞きしてお

ります。また報道もされておるところでございます。当町でもその影響でこの個人の住

民税普通徴収分、現年１９年度課税分につきましては、見通しでは１．５％ぐらいどう

も前年を下回るというふうに見通しております。全力を挙げてまいりますけれどもそん

な状況がまあ予想されるというふうに捉えております。そこでまあ町税全体では収納率

前年に比べてやはり厳しい状況にあるわけでございますが、０．５％ぐらいの低下とい

うふうにこれもまあ見込んでおるところでございますけれども、出納閉鎖までに向けて

全員一丸となってまあひとつこの収納対策に更にまあ努力をしてまいるというふうにし

ておるわけでございます。なおまたあの国保税につきましては税率の改正がございまし

たけれども、現年課税分につきましてはほぼ前年と同じ同率の収納率になるというふう

に今のところ見込んでおります。以上です。 
竹沢議員    只今現状の収納状況について答弁がございまして、税源移譲等の問題等からめまして

下回っているという現況の報告があったところでございます。次にあの我町も口座振り

替えの推進ということを宣言をして推進してきておるわけですけども、現状における口

座振り替えの普及率、それから月末に各金融機関から口座引き落としした場合に残高不

足で落ちなんだ場合に、再度あの翌月の上旬に振り替えをしていただくように口座へ入

金していただくそういう手続きの再振り替えという作業もしておると思いますけれども、

普及率とそれからそういう再振り替えをしたことによる収納率がそこで上がるわけです

けれども、そこら辺の効果の実態についてお尋ねします。 
町  長    お話にございましたようにこの口座振り替え制度につきましては、この税の収納手続

き等の簡素化を一層まあ推進するためにもこの口座振り替え推進の町という一つの宣言

議決をお願いして進めておるわけでございますけれども、その実態それから再振り替え

制度も実施しておりますのでその数字を申し上げますが、町で現在口座振り替えで納税

をしていただいておる方は個人住民税では全体の約７２％、固定資産税で８７％、軽自

動車税で７２％、国保は９０％というふうになっております。納期限の内に口座振り替

えができない場合には毎月１２日ごろを目途に再振り替えの手続きを行っております。

で、この再振り替えでもまだこの口座振落しができない方につきましては、法の定める

ところによりましてこの督促状を発し、更にまた滞納整理という順序で進めていくこと

になるわけであります。で、再振り替えにおけますその収納の効果につきましては、約

まあ８０％ぐらいこれが回収できるという効果をあげておるということをご報告申し上

げます。 
竹沢議員    現状の当町における収納の状況等々について理解しましたが、そこでこの納税者の負

担を平準化するために長野県下の８１市町村の中で、いわゆる集合徴収ですので各税目

をまとめまして、というのは各税目によって税額が確定するのが６月ころになりますの

で、そこから１０カ月ということで各税目を一緒にしておいて１０カ月で割ってこれで

それぞれ納税していただくということによりまして、納税者の軽減負担とまた収納率の

向上という側面から実施している市町村がありますけれども、これはどこの市町村であ

るかお答えください。 
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町  長    今このお話にございましたいくつかの基幹税目を月を平準化して集合徴収していくと

いう、そのことがあの収納率のアップに繋がるという一つの考え方の側面の中で実施し

ておる町村もあるわけでございまして、長野県下では特にあのこの集合徴収の対象とし

て実施しておりますは住民税、個人の住民税、それから固定資産税と国民健康保険税の

この３つが中心で、１８年度になりますけれども、これは県下４町村ございましたが平

成１９年度今、長野県構成市町村は８１市町村ありますけれども、この内の大桑村とそ

れから豊丘村と木島平村とこの３つというふうに承知をいたしております。 
竹沢議員    只今答弁がありましたように私も以前、合併協の仕事をしておった県職員を通じまし

て、県の市町村課の方からの調査を引き出しまして手元に資料ございますけれども、答

弁のとおり近隣では豊丘村、それから木曽の大桑村、木島平村ということで、３つの村

が固定資産税、個人住民税の普通徴収、それから国保税、３税併せて集合徴収を実施し

ております。で先般、豊丘村の税務関係の職員にもお聞きしましたが、豊丘の場合は相

当古くからこの制度を取り入れてやっておるということをお聞きした次第であります。

そこで固定資産税、個人住民税の普通徴収をですね現在の４期徴収から１０カ月徴収に

条例改正をいたしまして、国民健康保険税と合わせて３税の集合徴収を実施することに

よりまして納税者の負担軽減、また収納率の向上を図るという必要があるというふうに

思うわけであります。そこで町長よく日頃おっしゃっていますけれども、町民の目線に

立った政策ということを他市町村に先駆けて実施するという考え方が大事だと思うわけ

でありまして、そういう意味でこの自立のまちづくりの一環として、また常に私が提言

しておりますキラリ輝く飯島町の一つの施策としておやりになることがいいんではない

かというふうに思いますけれども、この点についておやりになるかどうかお尋ねいたし

ます。 
町  長    まあ今申し上げた他のいくつかの村で実施しておる３税についての町でも集合徴収の

方法を実施をしたらどうかというご提案も含めてのご質問でございますが、ちょっと申

し上げますとこの税の納期は個人住民税の普通徴収分、これは６、８、１０、１の年４

回でございます。それから固定資産税につきましては４月７月１２月２月のやはり４回、

それから国民健康保険税は６月から翌年の３月までの１０回徴収とこういうことで制度

化をされてそれ沿って課税徴収事務を行っておるわけでございます。なおあのこの国民

健康保険税につきましては６５歳以上の世帯に対しましてこの１０月からは年金からの

特別徴収に移行するというようなこと、それから住民税につきましては平成２１年の１

０月から年金からのまあ特別徴収が予定をされておるというような背景もここにあるわ

けでございまして、納税者のこの負担軽減に一部まあ繋がっていくのかなあという見解

も出されております。で、町といたしましてもまあこうした制度改正にもよってできる

だけまあ収納率の向上に繋がるようにというふうにも期待をしておるわけでございます

けれども、この滞納等の関係につきましては町といたしましてはこの町税については一

応誓約をただいて分割納付という方法も道を開いてご相談に応じておるというようなこ

ともございます。こういう状況でございますのでこの当町といたしましては今後そうし

た納付の年金からの特別徴収というような推移を見守りながら今後の一つの検討課題と

させていただきたいというふうにお答えしたいと思いますが、更にまた今実施をしてお

る村の状況等もまたもう一辺聞いたうえで今後の検討課題としたいというふうに申し上

げたいと思います。 
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竹沢議員    只今、今後の検討課題ということでご答弁をいただいたところであります。関連をし

て少しまた申し上げたいと思いますが、町長ご存じかもしれませんけれども、先の予算

審査特別委員会で私の質問でも明らかになったとこでありますけれども、近隣の飯田市

が平成１９年度から実施を開始をいたしました税のコンビニ収納についてであります。

これは地方自治法施行令第１５８条の２の改正が行われましたことによって実施できる

ものでございます。上伊那広域におきましても順調にいけば平成２１年度以降制度化さ

れることになるということで、セブンイレブンですとかローソンなどにおいて金融機関

との契約を含め全国どこでも２４時間納税できるということになるかと思います。また

当町におきましては収納率向上のための役場組織の一部を改正し特別の収納の室を設け

ることによって、収納率を向上させるということで４月からスタートするわけでありま

して、その成果が多いに期待されるところでございます。先程も提案いたしましたけれ

ども、集合徴収方式は今の事務処理システムから考えますと、単に飯島町だけでという

ことではなくて、上伊那広域連合のまあ直接は情報センターですけれども、そうしたと

ころとの摺り合わせによりまして実施の方向を見いだしていくということが必要になる

かと思うわけでありまして、過去の経過から見ましてもこの広域連合の情報センターの

業務というのは、伊那市を中心として良いか悪いかは別にしてここがリードして物事を

進めてきておるそういう経緯がありますので、そうしたところへも働きかけて同一歩調

で取り組むべきではないかというふうに思うところであります。 
        関連をいたしましてこの上伊那広域連合の情報センターの件ですけれども、平成２１

年度を目途に公的化の（最適化）作業が進められているということで、いくつかの問題

点を抱えているというふうに認識をしております。このまま推移していきますと、いわ

ゆる繰出金の問題もありますけれども、構成市町村の業務が公的化（最適化）の結果と

して増大するということが危惧されるわけであります。そういう意味ではこの税の集合

徴収の問題と合わせまして情報センターの公的化（最適化）事業についても、単に事務

方の皆さんに任せるだけでなくて町長自ら広域連合の正副連合長会等々においてですね、

おおいに議論をして市町村の業務量が増えないような現状の各市町村で協議をして事務

事業を推進していくと、そうしたことに支障ないようなそういう方向が求められると思

いますけれども、ここら辺についての町長の見解を求めます。 
町  長    次のこの収納事務の共同処理を飯島町も先行してあるいはまあ検討して取り組んでい

ったらどうかということでございます。現在お話にございましたようにこの収納事務は

上伊那広域の連合の中の情報センター、これでまあ一括共同処理をして情報センター独

自の開発システムによって収納事務を行っておるわけでございますが、平成２１年度か

ら全業務のシステムが上伊那の広域情報センター独自のシステムから民間企業のシステ

ムに変更になるために現在必要最小限システムの変更のみを対応としておりまして、新

たなシステムを作ることができない状況になっておるというのが現状でございます。で

この２１年度からの民間システムの中には集合徴収というものは含まれておりませんの

で、導入する場合は新たな負担というものが発生してくるということになりますが、ま

た集合徴収を導入した場合今後検討していく予定のコンビニ収納というものができない

という弊害も逆に一方で出てきてしまうということもございますので、この集合徴収の

導入については今後の検討課題としたいとは思いますけれども、当面の今のシステムか

らいって難しいというふうにお答えをせざるを得ないわけであります。只今お話にござ
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いましたこのいよいよ全体でのこの上伊那情報センターの公的化（最適化）業務が始ま

るわけでございまして、これが軌道に乗るまでにはまだかなりいろいろ課題もあるよう

に思っておりますけれども、その辺の公的化（最適化）に向けてこの共同処理というも

のがどういうふうにまあ議論されてきたかということを、これは幹事会の中でもいろい

ろ煮詰めて来ていただいておりますので、ちょっと担当課長の方から補足を説明させて

いただいて、このことについてやはりあの時代の流れに情報化とともに収納率ができる

ようにできるだけ上がるようなことも考えていかなきゃなりませんので、上伊那広域連

合の一員としてもこれは取り組んでまいりますけれども、経過のことについてちょっと

担当課長の方からお答えさせていただきます。 
総務課長    今あの情報センターの最適化の問題についてのご質問がございました。その件につい

てはあの私の方からお答えをさせていただきます。現在情報センターで使っております

汎用コンピューターがリース切れになるということを踏まえて、次の新しいシステムを

導入するという形の中で検討された結果、最適化事業という形の中で、まあ方式を少し

変えた方式で情報センターの共同処理を行っていこうとこういうことで採用されたのが、

いわゆる従来方式は情報センターで全てを集めて処理をして、まあ市町村からの派遣を

求めて行っていく方法から、情報センターをスリム化して各市町村に一部業務を割り振

りながら処理をしていく方法が良かろうということで、一致を見まして現在進めている

内容がまあ従前の方法と大きな方法の違いでございます。従いまして現在情報センター

に派遣をしております２名の職員、これは現在の計画では飯島に帰ってくる予定でござ

いまして、情報センター最終的には６・７名の職員で運営していく方向という決定がさ

れております。従いましてこの２名の職員が飯島に帰ってきた範囲で市町村の今度の業

務改革が行われればまあ一応イコールになるわけでございますけれども、まあそれ以上

の細かいことが生じるという懸念があるということで、現在その点については理事者を

含めて広域と十分意見を交わしながら対応しているところでございます。 
竹沢議員    それぞれご答弁いただきました。いずれにいたしましても、集合徴収っていうのはひ

とつの方法でございまして、要はあの冒頭お答えいただきましたように、税源移譲の問

題等々含めまして収納率下がっているということで４月からそれべしの組織機構の改革

もいただいて、収納対策の室を設けて更に収納率を上げていくということの報告も出て

おるわけでありまして、金額では数千万に及ぶ金額が一般財源化されないというこうい

う現実があるわけでありますので、この課題について是非今後とも積極的に取り組んで

いただきまして、収納率向上によりまして町民の皆さんの税が公平に納めていただいて、

良いまちづくりができるようにご努力をいただきたいということを申し添えておきます。 
次に２つ目の質問ですけれども、ふるさと大使の増と友好姉妹都市的な交流の拡大に

ついてということでございます。ふるさと大使の増及び自主的に交流を始めている市町

村ですとか、市町村の一部の地域について町民の皆さんが自主的な交流を進めている部

分等々があるわけですけれども、これについて将来的な友好姉妹都市などを展望する中

から、そうした活動を支援することによって当町のまた活性化にも寄与するという観点

から質問したいと思いますが、とりあえずあの以前に私が質問いたしましたふるさと大

使の委嘱の中でですね、若いふるさと大使少ないのでそういう意味も含めましてスポー

ツ大使の委嘱ということをお二人お願いをした経過がございます。横浜ベイスターズの

那須野投手、それからプロゴルファーの米山みどりさんですけども、これについてその
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後いかように取り組んだのか経過をお尋ねいたします。 
町  長    それでは２点目のふるさと大使を増やして、更にまた友好姉妹都市提携の縁結びも増

やしてまあ町の活性化を図ってというご提案に対するこのふるさとの大使の部分のご質

問でございます。飯島町のこのふるさと大使につきましては委嘱をしております１０名

の内に２名の方から体の体調不良というようなこの申し出もございまして、辞任の申し

出がございまして、実質現在８名の方に大使としてご活躍をいただいて、いろんなまあ

町の情報発信を含めたお手伝いをいただいておるということでございます。そこであの

２月の議会全員協議会の折りにも考え方をご報告させていただいて、ご理解を得るよう

に今、して参っておりますけれども、やはりあの町に何かとこのつながりご縁のあるお

二人の方、岩間辰志さんとそれから円山武さま、このお二人についてそれぞれの今まで

の町との関わりの中で、ふるさと大使で是非お願いしたいというようなことで、このお

二人については過日の議員研修の折りにもご一緒させていただいて、お目にかかってい

ただいておるわけでございますけれども、本人からも前向きなご返事をいただいており

ますので是非お願いしたいということと同時に、その席の折りにも同席をいただきまし

たトラベルキャスターのご承知の津田令子さんという方がおりますけれども、この方に

も是非全国いろいろな形の中でそうした活動をされておる方でございますので、町にと

っても非常にまあ情報発信のためにも活性化のためにもお手伝いいただけるということ

でございまして、この３名の方を４月にも正式に委嘱を申し上げて、ふるさと大使とし

て任命してまた他の大使の皆さんと一緒にご活躍いただくようにお願いをしてそんな手

続きをしておりますので、またその折りにはよろしくお願いしたいと思いますが、更に

また若い方も含めたこのふるさと大使というようなことで、かつて竹沢議員からもご提

案がありましたし私も直接間接にお目にかかったこともございますけれども、横浜ベイ

スターズの那須野投手ですね、これはあのお父さんが飯島七久保の出身でございまして、

これもまああのお願いする中によってはこれは非常にインパクトがあるということです

が、いずれもうちょっとまたそのご活躍の状況を判断をしながらと思っておりますし、

また米山さんにつきましても同じようなことでこれからのまたひとつの検討課題という

ことで今、胸の中にも置いてあるところでございますのでよろしくお願いしたいと思い

ます。 
竹沢議員    それでは只今のお二人は検討課題ということでありますので引き続き課題として捉え

ておっていただきたいというふうに思います。それで只今答弁にありましたように先の

東京においてのふるさと大使の交流というのは一定の成果があったというふうに私ども

も思うわけであります。更に只今答弁ありましたようにこれは４月の２１・２２ですか、

この日に新たに今おっしゃった岩間さん、丸山さん、津田さんの３名をお呼びして追加

委嘱するとそういう計画だというふうに承っておるところであります。そこであの更に

ですね、ふるさと大使をということでいくつか提案したいと思いますけれども、例えば

熊本県の人吉市、ここがいろいろと今我が町と交流が始まっております。特に人吉市の

本田節さんですけども、国土交通省地域振興アドバイザーとして全国的に活躍されてお

りまして、特に飯島町に対しましては、飯島町の飲食店の皆さんが今真剣に取り組んで

いるところの桜を咲かす会のさくら丼をはじめバロッケですか、などなど「さくら肉」

の料理についてまあ指導いただいておるということで、飯島町へ数回訪れていただいて

おるわけでありまして、全国的な展開をなさっている方であります。そういう意味でそ
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の方もひとつ検討の課題に入れていただいたどうかと、それからあの先般もご一緒して

東京八重洲の店舗を見てまいりましたが、内堀醸造の会長さんあたりもお願いしたらど

うかなぁということで、このお二人について課題として取り上げていただけるか町長の

考えをお尋ねしたいと思います。 
合わせましてあの大使もそういうわけで委嘱していきますとどんどん人も増えてまい

ります。従いましてあの今回は議員研修と兼ねてそういう交流の場を持ったわけですけ

れども、どなたかの大使の方をですね代表者にお願いをして、精力的な活動をしていた

だいて取りまとめて年に１回くらい東京あたりでその交流会を持つと、そこへまあ理事

者も参加して交流をして情報交換をしたり今後の活動またお願いしていくとそんなよう

な取り組みをしたらどうかなと思いますので、以上２点についてお尋ねします。 
町  長    まああのふるさと大使につきましては町のこの活性化、情報発信、飯島町を全国に知

して売っていくということの手段の中では有力な手段と考えておりますので、今後とも

更にまた皆さん方のお気付きって申しますか、意の中にある方がございましたら是非ご

提案をいただきたいということ、先程申し上げるべきだったと思いますけれども、そん

なふうに是非お願いしたいと思っております。それでこの具体的に今名前が出ましたこ

の人吉市の本田節さん、この方は何回もこのまあ馬肉を中心にした料理を起こしておる

町の共通の一つの土俵にある方でございまして、何回も飯島へ来ていただいて、つい先

日もこのシンポジウムなんかにも私も一緒にお目にかかって、少し、そのふるさと大使

という言葉も使ったうえで意向打診してございます。もう一人お見えになった方と同時

にやっておりますけれども、いずれ今後ちょっとある程度の接触をしながらまた更にそ

のことの深めていきたいと思っております。また内堀醸造の会長さんは常にこっちへ見

えておりますので、またこれもあの東京や名古屋で見ていただいたとおり新しい事業展

開もしておりますので、この辺もまたこの胸に置きながら今後とも検討課題とさせてい

ただくようにお願いしたいと思っております。 
        代表者をおいてあのふるさと大使全体としてのまあ活動をお願いする部分と個人的に

お願いする部分といろいろまああるわけですけれども、かつては後藤純雄さんにその任

をお願いしていろいろとまとめていただいて、特に後藤さんは全国の会長さんでもござ

いましたので、非常にあのその点飯島の大使のお一人として以上にまあ町のことを想っ

ていただいて、ご活躍いただいたことをほんとに感謝申し上げておりますが、今亡くな

られまして特にその中心になっていただく方がこの方というふうに決めてございません

ので、是非ひとつまた近いうちに今度の３人を正式にお願いをいたしました後にそのこ

とをひとつまとめてまた一度皆さん方にご意見を伺って決めて、柱になる方をというふ

うに思っております。であの、今後の進め方についても個々にまあいろいろと名刺を配

っていただくとか、資料だけお送りするということでなくてですね、議会の皆さんやま

たそれぞれの他の必要な団体があれば常にそうした方たちと接触いただくような機会を、

こちらへ来ていただく場合それからまた出向いていただく場合、それぞれできるだけ機

会を最低１年１回ぐらいは設けていきたいというふうに思っておる、今経費の点もござ

いますけれども、今まで５０周年の時に全員来ていただいて有意義なそうした集いがで

きましたけれども、今後ともそうしたことも取り組んでまいりたいというふうに思って

おります。 
竹沢議員    それではあの積極的に課題として捉えて取り組んでいただきたいと思います。次にあ
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の友好姉妹都市的交流の点の課題ですけれども、現在あの当町は奈良県斑鳩町と有機的

に交流しておるわけですけれども、近所の町内のいろんな団体含めましていくつかの市

町村とまたその地域と交流が始まっております。そうしたことで姉妹都市を展望した交

流を深める必要があるのではないかというふうに思うわけでありまして、いくつかの例

を申し上げて行政的に支援していただけないかということであります。ひとつはただ今

も触れましたけれども、熊本県の人吉市でありまして、ふるさと大使のあの同市の市会

議員の松田さん始め市会議員の方も何回も飯島へ訪れていただいております。であのこ

の市なんですけれどもさくら肉の関係で栗と二つ縁があると思います。１つはあのさく

ら肉のことはまあいいとして栗もですね実はこれ栗の産地で小布施の方へ実際は栗を出

荷しておるということでございまして、先般もこの議員の皆さんも飯島町へ寄りました

がその後、小布施へも行っております。ということで当町これからあの２０ヘクタール

の栗の工場を作るということございまして、そういう意味を含めて展望しますと栗のほ

うでも縁が出てくるんじゃないかなということでありまして、そういうものを含めた一

つの交流の相手としてどうかということであります。それからマレットゴルフを中心に

して静岡県の掛川市ですけれども、市町村合併いたしましたので旧大須賀町の地域であ

りますけれども、とのこういうところで先日も幾人かの町民の皆さんが向へおじゃまし

て交流を深めてきたようでありまして、市当局や議会等も含めまして歓待をいただいた

そうですけれども、こうしたところ。それからあの先般議員また理事者含めまして研修

を行いました朝霞ブランドの一翼を担うところの当町出身の宮沢フルート本社のある埼

玉県朝霞市との交流、あるいは何年も継続して行ってきておりますが、小学生の農業体

験ホームステイの受け入れと向こうの産業フェアへの当町の出展と、そんなことで交流

が始まっております千葉市、などが考えられるわけでありまして、一部、海のところも

ありますし、当町にない特産物が向こうにあってこっちにはないということで差別化と

いうか交流する意義があるそういう市町村かとも思われますが、そうした部分との交流

が民間レベル等を含めまして始まっておりますけれども、これらについて町長としてま

あどのような考え方、また支援とかという意味で所見がありましたらお尋ねいたします。 
町  長    やはりあの同じ町の活性化それから交流というものを今後大事にしていくというこの

行政取り組み、民間交流の中で、大切なこの友好提携、まあ姉妹都市まで行くかどうか

は別にいたしまして、これについてのご質問でございます。現在この町の友好都市提携

につきましてはご承知のようにこのブラジルのフェラース市、それから斑鳩町、奈良県

斑鳩町でございますが、この２つでございます。まああのフェラースのブラジルにつき

ましては非常にまあその後の政治情勢といいますか、国柄の違い等もいろいろございま

して、かつてはこの移住が取り持つ縁ということの中でスタートをした姉妹提携でござ

いますけれども、当時の市長さんの井口さんはまだご健在でありますけれども、こうし

た行政政治面からの第一線を引かれたということの中でなかなかあの海の向こうの遠い

国でもございますので、国全体ではいろいろと交流が深まっておりますけれども、私ど

もの姉妹都市としての交流はその後まあほとんどこの交流がないという実態でございま

して、なんとかこれもいろんな折りに情報交換だけはというふうには思っておりますけ

れども、そういうまあ状況でございます。 
一方のこの斑鳩町につきましてはもうご承知のように年間を通して四季折々、またい

ろんな機会の中で交流が深まっておることはご承知のとおりでございますけれども、特
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にこの２月２１日の日にこの１０年という経過がなりました。１０年前の２月２１日に

提携をしましてちょうど１０年ということで、その折りにも向こうの町長さんはじめ行

政当局とこの深まりを更にまた未来につなげて、両町村が交流を深めて進展していくこ

とを誓いあったところでございます。まあ通信手段でございますけれども、そうしたこ

とで誓われたところでございます。 
で、お話にございましたようにこのいろんな相手とのこの特産品や、まあ大須賀なん

かもマレット、それから農村交流、それからふるさと大使がそれぞれの町村にもおられ

るというような総合的な判断の中で、更にまた１・２の提携をしていくということは非

常にあの有益なことかとは思いますけれども、やはりこれはあの一つの機が熟すという

部分もございますし、その前提には当然あの民間交流的なことが、あるいは団体交流と

いうことが先行して機が熟してきてというようなことの中で、まあ行政としてどうかと

いうことが大切ではないかというふうに思っております。まあ言ってみればあのそれぞ

れの友好都市を提携していく上にそれぞれの共通する価値観というものが実際にあるか

どうかというようなこと、そしてその効果、メリット、それから住民の理解度とかいろ

いろこう行政が直接動く場合にはそうしたこともきちんと位置付けていかないと、なか

なか民間交流のフラットな考え方だけではいけないというふうに思っておりますので、

今後そうしたことの自主的な民間的な交流は町といたしましてもできるだけのまあ支援

をして、支援といっても今斑鳩町の交流の支援については 50,000 円というような予算の

中からの支援をして行っていただくというようなこともございますけれども、またあの

必要に応じてそうした具体的な部分があれば若干利便を図るような部分も含めて検討を

させてはいただきたいと思っておりますけれども、いずれにしてもまた竹沢議員おっし

ゃるようなひとつの情報を議員の皆様やそれから町民の皆さん方からもいろんな交流を

通じて是非情報をお寄せいただいて、そしてまた整理をして今後の対応をしていく必要

があるんじゃないかとこんなように思っておりますのでよろしくお願いいたします。 
竹沢議員    それではあの只今の課題つきましてはまたあの民間レベルでの交流等深まりまして、

熟してきた段階で是非取り上げていただいて交流が深まるように検討をいただきたいと

ふうに思います。 
        続いて３つ目の質問であります。道の駅周辺の安全対策についてということでござい

まして、道の駅もお陰様で大勢の皆さんで賑わっておりまして、まあ当町の中でも一番

集客力の高い場所かなというふうに思うわけでありますけれども、今後平成２０年度着

工で栗の工場もできるわけでありまして、更に集客能力が高まるということが期待され

るわけでありますけれども、この地域におけます来訪者また地域住民の交通を含めた安

全対策というものが課題になるわけでありまして、詳細はまた後で触れますけれども、

ここら辺についてどう対応するのかお尋ねいたします。 
町  長    それではあの、道の駅花の里周辺のこの交通安全対策という問題でございます。先般

もまあお１人の高齢者の方が、まあすぐ傍ではないんですけれども、県道飯島線の少し

南のところで死亡事故が発生したというようなことで、大変まあ残念なことであったわ

けでございますけれども、で、今あの道の駅の周辺それからこれから栗加工の施設があ

そこへまあ立地をしていくというようなことの中で、当然人の出入りの多くなるのを期

待するわけでございますし、一方でその交通安全の面も心配していかなきゃならないと

いうことで基本的な問題として捉えておりますけれども、特にまあ今度の道の駅を拡幅
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して、あのエリアを全体としてこう賑わいをするについて、道の駅の部分の向の業者の

方ともいろいろと最終設計に今入っておりますので、その辺も少しまあ余裕を持ったよ

うな形の中で安全対策にも意を注いだひとつ設計をしていただきたいなということで、

今、担当課通じて対応しておりますし、それからあの、あのエリアの内部にも今、子生

沢川ですか、少しまあ歩道橋がかかっておるわけでありますけれども、あれをあのもう

少し利便性が通行できるようにちょっと階段方式になっておりますので、バリアフリー

化といいますか、すっとスロープで行ったり来たりできるようなそういうことも今新年

度予算の中で考えて対応をさせていただきたいと、またあの具体的な住民要望もあるか

と思いますので、またそれぞれの個々の対応をしながら安全対策は講じていきたいとい

うふうに考えております。 
竹沢議員    只今住民要望含めて安全対策に対応していきたいという答弁がありましたが、そこで

あの地元からの要望がありまして、周辺に街路灯の設置、それから道路西側に歩道があ

りますけれども、あすこの側溝のグレーチングとか溝蓋を着せる問題、それからガード

レールの設置、それからあそこにケーキ屋さんがありますがケーキ屋さんのちょっと北

側のところの道路の待避所がありますけれど、あそこも相当舗装等が痛んでおります。

そういうものを含めまして安全対策の必要があるわけでありまして、県道バイパスとい

うことでもありますので長野県の管理下ということでありますので、長野県伊那建設事

務所へこれらの課題についても働きかけをしていただきたいと思うわけでありますけれ

ども、取り組んでいただけるかどうかお答えください。 
町  長    総体的な安全対策はあの周辺講じていかなきゃというふうに思っておりますが、あの

今、書面的に区なり地元の耕地の中でこちらの具体的なこの施設として要望がきておる

件数につきましては、今のところちょっとないわけでありますけれども、まあその辺も

また竹沢議員ひとつ地区の皆さんとのひとつお願いをして、具体的にどこの部分をどう

いうふうにというようなことの中で、県にお願いする部分それからまた町で施す部分、

まあ今後のこともいろいろございますのでまた総合的に判断をさせていただきたいとい

うふうに思っております。 
竹沢議員    それでは只今の課題は何かこっちへ振られちゃいましたが、そういうことでよろしく

お願いします。続いて４つ目の課題の地域づくり事業の推進についてであります。最初

に村井県政は元気づくり交付金というのを始めまして２年目になっておりますけれども、

当町における平成２０年度の申請状況ですけれども、町及び他の団体含めてどのような

事業をどのような事業主体が展開しておるのかお尋ねします。 
町  長    次のご質問でございますこの地域づくり事業の推進に関連して元気づくり交付金の申

請状況でございます。この県の地域発元気づくり支援金は市町村や公共的団体が住民の

皆さんと共に自らのこの知恵と工夫によって自主的にまた主体的に取り組んで、地域の

元気を生み出すこのモデル的で発展性のある事業ということに対して長野県が支援金を

交付する事業でございます。平成１７年度に当時田中知事の時代にコモンズ支援金とい

う名称から始まって現在の考え方としては継続事業になっております。１９年度から現

在のこの元気づくり支援金というふうに名称替えをされました。そこであのこれまでも

いろいろ事業、町も申請をしてかなりの成果も納めてまいりましたけれども、今具体的

に２０年度に向けての申請状況でありますけれども、町の関係分ではこの防災関係の総

合ハザードマップ作成事業というのを一つ挙げてございます。それからもう一つは水害
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対策の備品の購入整備事業、この２件を町自体の分として申請をすることになっており

ます。それから公共的団体の部分では七久保区関係の安全安心な地域づくりとしてのＡ

ＥＤ、いわゆる除細器、緊急対応の問題でございます。これの導入と救急救命講習会の

開催事業、ソフト事業になりますけれども、これの１件、計３件を申請してございまし

て、この２月の８日に県のヒアリングをもう既に受けておりまして、４月に地方事務所

単位でもってそれぞれの市町村代表はじめ審査員によって審査を経て４月の下旬には内

示をいただくとこういうことになっております。で、この件につきましては、まあ町の

申請分はもちろんでありますけれども、公共的の団体につきましても町として採択にあ

たっては十分フォローアップをしてまいりますのでよろしくお願いしたいと思います。 
竹沢議員    残すところわずかとなりました。昨日からあの協働のまちづくりについてお二人の議

員からも意見が出ておりますけれども、４つの地域づくり委員会が発足しております。

そこでこの間の予算特別の委員会でも申し上げてありますけれども、年２回のね、定期

的な区長耕地総代会だけでその地域づくり補助金について説明するんじゃなくて、実際

に過去２年間やっておる各団体とか耕地とかありますけれども、その事業をやった実践

例をね、交流をしてまたその制度を説明するような、そういうための区長や総代や各団

体を集めたそういう学習会っていうかですね、そういうものや経験交流をして不均等に

発展していくこの事業をですね、お互いに研修し合って学んでいくということによって

新しい創造事業が展開できるんじゃないかということで、そういうことを是非やってい

ただけたらと思いますが、それについてのお考えを述べていただいて質問を終わりたい

と思いますがよろしくお願いします。 
町  長    今度はあの町の地域づくり交付金、支援金でございますけれども、昨日もそれぞれの

議員にお答えをして、協働のまちづくりの一番まあ根幹を成すこの取り組みでございま

すので是非ひとつ活用をしていただきたいということで、いまひとつまあ予算の枠に対

してのこの事業を取り組みというものがこちらの期待したほどには至っていないという

ことも申し上げましたけれども、今、年２回の区長総代会これはあの行政報告やお願い

が中心でございますので、まあ当然このことも含めてその時にお話は申し上げてまいり

ますけれども、これとは別な形でこの４月に入りましたら早々に今年の取り組みの内容、

あるいはまた打ち合わせというような、それから各地区間での連携というものも兼ねて

一会議予定をしておりますので、その辺も含めて今お話にございましたことを十分また

あのこちらとしてもやって対応してまいりたいと思っておりますので、今年もそれぞれ

の地域でできるだけまあこの事業に取り組んでいただいて、多くの補助を得て地域の活

性化が図れるように協働が図られるように是非ひとつご協力をいただきたいというふう

に思っております。以上でございます。 
竹沢議員    以上で終わります。 
 
議  長    ７番 宮下 寿 議員 
 
７番 
宮下議員    高坂町長の実質的な２期目のスタートとなります２０年度の予算が組まれました。施

政方針の中では次世代を担う子ども達の育成支援と町の活力を強力に推進することと、

なによりもそのベースとなる財政基盤を健全に保つことを念頭に予算の軸足を「協働と
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子育てで未来を育む健やか予算」と位置付けられました。そこで子育てと町の活力これ

を一つのキーワードとして通告に従いまして質問をしていきたいと思います。 
        最初に保育園の除雪について伺います。ここのところようやく春めいた陽気になって

まいりましたが今年の冬は昨年に比べ降雪量が多かったと思います。特に 3 園合併とな

った東部保育園では以前と比べものにならないくらい駐車場などの面積が広くなって、

除雪作業も大変だったことだと思います。そこで今年の飯島、東部、七久保の各保育園

の駐車場などの除雪の状況はどうであったのかお答えください。 
教育長     それでは私の方からお答えいたします。ご指摘のようにですね、今年の降雪の様子を

見ますと気象変動と関連があるかということで、私も心配をしているところであります。

保育園の除雪でありますけれども、対応はですね、原則的には保護者会の皆さんの自主

的主体的な努力によって実施しているというところであります。実際の作業であります

けれども、いくつかのグループに分かれて連絡網を通じてですね、保護者会長がそれぞ

れに除雪要請を発信して除雪を行うというそういう体制が整っております。これまでも

そうでしたし、今年もそのように実施したというふうに承知しております。さてあの駐

車場につきましては大変面積が広い、従いまして人力による除雪は大変なことでありま

して、東部保育園につきましては保護者会等の手配により機械除雪を行ったというふう

に報告を受けております。七久保保育園につきましては使途目的が多様で林業センター

の利用者等の関係もありますので、多目的な駐車場という性格から七久保区で対応して

いるというのが現状であります。 
宮下議員    只今教育長の方からまあ現状というものをお聞きしたわけですけれども、その協働と

いう観点からいたしますと子どもが通う保育園の除雪を保護者の皆さんが自主的に行う、

まあ教育長の方も申されておる、これは大変やはり筋が通っているし、結構なことだと

私も思います。毎日の送り迎えで駐車場など使うのは保護者の皆さんなわけですから、

しかしですね保育園に通う子ども達の年齢からいたしますと、保護者の皆さんは若い働

き盛りの方がほとんどで、共働きの方も多いのではないでしょうか。朝の大変忙しい中

で自分のところの除雪もしなくてはなりません。それに加えまして保育園の除雪にも、

今お聞きしたように、保護者の皆さん連絡を取り合って出て来ているという、まあこれ

は現時点やっていただいておりますがやはり大変なことではないかなと思います。そこ

でやはり考えられますのは今教育長もおっしゃったように重機での除雪というものをや

はり考えて依頼をされるわけです。今教育長も申されましたがちょっと私の方の聞き取

りからもちょっと申し上げますけれども、例えば東部保育園ですね、これは保護者の方

の中に建材会社の方がいらっしゃいまして、私がちょっとお聞きしただけでも非常に格

安の料金で除雪をしてくださっていると聞いております。やはりこの費用というものは

保護者会費の中から出されているようです。そのやってくださっている保護者の子ども

さんはこの３月で卒園をされてしまうということですけれども、幸いなことに引き続き

協力していただけるようであると聞いております。しかしこのこともいつまで続けても

らえるかということはまあ今の段階ではわからないわけであります。 
また飯島保育園ですけれども確かこの冬からだったと思いますけれども、ボランティ

アで私の知人が重機で除雪を行っております。耕地の除雪も行ってくれておりますので、

何時までに掻いてくれと言われましてもすぐにＯＫというわけにはまいりません。特に

自分の仕事が終わってからですので雪の状況をみてですね、夜中から開始するというこ
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とが非常に多くて、その時にまたもう、いきなり早朝から掻いてくれよと言われるとい

うのはやはり大変なこれは労力といいますか、ことだと思います。また役場の方の中に

もお１人、時間の許す中で掻いて下さっているということを私も聞き及んでおります。

七久保保育園では保護者の皆さんの中でグループ分けをして降雪量に応じて、やはり出

動の人数などを調節をされ、評議員はじめ職員の皆さんとともに、また区の皆さんも一

緒に、林業センター今も教育長おっしゃったとおり、掻いたりしているそうであります。

このように３園の様々な状況というものはあるわけですけれども、行政として対処する

ことがあるのではないでしょうか。駐車場は先ほども申し上げました保護者が基本的に

まあ使うものだから保護者が全て責任をもって行うということだけではあまりに冷たい

話なのであります。保育園は基本的には行政の管轄であるわけですので、その行政が何

もしないというのは語弊があるかもしれませんが、しないということではやはり済まさ

れないのではないでしょうか。重機を持っていてやってくれる人がいるうちはいいわけ

ですけれども、それができなくなったときにどうするのか。もしやってもらえても他の

例えば業者の方がもし入ってやってくれたとして、そういうときには今までどおりの料

金でもやっていただけるかも、今でいえば想像でしかありませんけれども、高くなった

とき保護者会費だけでですね、運営できなくなってしまったとしたならばどうするのか

と、やはり今年の冬の、最後の方は非常に重い雪で、最初のころはやはり季節的にも新

雪のような状況ですのでまあ掻き易い。後半のような雪の状態でしたらほんとにあの雪

をあの駐車場を人海戦力で掻いていくということはどう考えても大変なことで重いわけ

です。そこで行政として補助を出すとかあるいは除雪をしてくれる人を一緒になって探

すとか、行政としても保護者とのそういった場合に話し合いをですね、先ず是非持って

もらって現場の意見をよく聞いてほしいと思うわけですけれども、その点いかがでしょ

うか。 
教育長     あの保護者がですね勤めているというのは過去にもありまして、今年改めて勤めが多

くなったというわけではありません。あのよくいわれる言葉にですね、雪かき、草かき、

落葉かきという言葉があります。これはですね地域住民が自主的に主体的に行う仕事と

いいますか、まさしく私は地域づくりの原点であるそういうふうに認識しております。

行政頼みといいますか行政でできるところは可能な限り対応することは申し上げるまで

もありませんけれども、しかしですね、雪をかく姿をですね親が雪をかく姿をですね子

どもに見せるということ、そして行けば僕たち私たちのためにですね親がかいてくれた

という姿を見せることが私は、現在言われているモンスターペアレントとかですねヘリ

コプターペアレントとかですね、そういう親にはならないといいますか、むしろそうい

う協働協力こそ今これからの社会求められているのではないかなというふうに思ってお

ります。 
        しかしそうは言っても駐車場が大きくなったという新たな課題も生まれておりますの

で、この点についてはどういうふうに対応していくか、対応すべきかということは今後

話し合ってですね、保護者とどういう方向がいいのか具体的に考えていくそういう必要

があろうかと思います。現時点で教育委員会としてどのような対応をしているかという

ことについて、まあ基本的な考えといいますか具体的な対応については次長の方から申

し上げます。 
教育次長    それでは私の方から町が行う支援といたしまして、今まで行ってきております状況に
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ついてご説明をさせていただきます。先程宮下議員の中にもございましたが、除雪の機

械を所有している個人それから建設業者等そういった皆さんの斡旋もしてきております。

また町の機械が空いている場合にその燃料費実費で機械をお貸しする場合も今までもあ

りました。それからまあ特別な大雪の時や昼間の降雪時の時のような場合におきまして

は、直接教育委員会の職員とか、今まで町長部局でありましたので、町の職員が町の重

機を使って除雪のお手伝いをすると、そういうことは今までにもやっておりました。ま

たあの費用面の問題もありますので今後地元の除雪組合等もそれぞれありますので、そ

ういった方面へもこう協力を働きかけることもまあ一つの考え方だなあという形で、ま

あ一つの方法としては考えてまいりたいというふうには思っております。まあいずれに

いたしましてもその保護者会の方から現時点で教育委員会の方へこういうふうにしてほ

しいという要望もまだはっきり挙がってきているわけじゃございませんので、その要望

が出された時点で、先程教育長の方でも申し上げましたように、まあ十分保護者と納得

いくような形で話し合いを持ちまして、最善の方法での支援を考えてまいりたいと思い

ますので、そんなようなことで考えております。 
宮下議員    今、教育長の方からですね、これは基本的なことということでご意見伺ったわけです。

そのとおりだと思います。昔から今は何が変わったんだと言われればそのとおりであり

ます。しかしですねこういった世の中の情勢が少しずつ変化をし、大家族であったもの

が核家族化していくこういった状況は全てがみんな昔とイコールというわけにはいかな

いわけであります。その中で特に核家族になっていった場合には非常にまあ忙しい、こ

ういった世の中ですので朝あるいは晩のそういった活動といいますか生活自体が忙しい

ということは昔よりもちょっと若干生活の形態が変わっていると思いますので、なんと

かですねその辺はご理解をいただいてまあ基本的には、先ほども教育長おっしゃったよ

うに、先ず自分、子どもからすれば父母がですね、そういった動くということを見せる

ということは私も十分わかります。しかし少しでもそういったところに細かい視点を持

って行政としてみてあげていただきたいと思うわけです。この間も保護者会長の方が見

えてその要望というか、こうしてほしいんだけどどうかなと、いうようなことにちょっ

と伺ったこともあるそうです。いいお返事はいただかなかったんですけれども、そのよ

うに聞いております。そういった意味ではやはりきちっと保護者の方も要望書といいま

すか要望という形で行政の方にも出さなきゃいけないなと今特に思っておりますので、

やはりこれから新年度に向けて例えば保護者の方、あるいは保護者会長の方も代ってく

るわけですので、その年度当初においてですね、引き継ぎも当然保護者会の中で行われ

ますけれども、やはり教育委員会としてもまた新たなその保護者会長さんはじめ役員の

皆さんとの話し合いをですね是非持っていただいて、そこから出てくる保護者の悲鳴と

いいますか要望、そういったものをまあ精査していくわけですけれども、全てが受け入

れられるものではないということもわかりますけれども、十分聞いていただいて、で、

きちんとした形でまた返事をしていただくとそういういわゆる会話ですね、これはやは

りこれからうんと必要なことだと思いますので、この辺においては是非お願いをしたい

と思いますけれども教育長いかがでしょうか。 
教育長     保護者会はあくまでも任意の組織でありますが、しかし既存で今まで活動を続けてき

ている組織でありますので、保護者会の中での意見あるいは必要な場合には当然教育委

員会としましても同席し、指導助言をすることも必要になってくることもあろうかと思
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います。そういう折りにはですね、共々に課題を共有し解決、より良い方向であくまで

も子ども達のために最善の方法は何であるかということを保護者と協議していくことは

大事であるというふうに認識しております。 
宮下議員    是非よろしくお願いをしたいと思います。あのこれは保護者の方も言いっ放しではな

く、お互いの今も申し上げましたけれども、会話の中から理解をしながら一番良い方法

をとっていただくということで、是非お願いします。 
それでは続きまして２つ目の循環バスの今後の取り組みについて質問をいたします。

昨年より実施している循環バスの試行運転でありますけれども、１回見直しをしてルー

ト変更なども行われたわけでございます。しかし予想もしなかった石油の高騰、町民の

意識はこのようなガソリンが高いときにほとんど乗っていないバスを運行するのはもっ

たいないと思っている人が多いように思われるわけです。実際に私のお店に買い物に来

てくださったお客さまの中にも、ストレートにそのようなことを私も言われました。こ

ういった状況の中で町長はどのように現状を見ておられるのか先ずお聞きをいたします。 
町  長    次のご質問でございますこの循環バスの今後の取り組みの中で先ず今運行、試行運行

しておる現状認識として町長どのようにということでございます。またあの後ほど細か

い見直した数値等は申し上げますけれども、いずれにいたしましても昨年のこの７月か

ら試行運行という形ではございますけれども、中期総合計画の一つの方向付けの中で町

民の足の確保、そしてその町民の足というのはこの議会でもいろいろとまた新年度予算

の総括質疑でもいただいておりますけれども、現実的にこの交通手段を持たない人ので

きるだけ足を確保のためにという、こうまあ位置付けで試行運行を重ねてきておるわけ

でございます。当時のまあ社協に委託をした福祉バスを発展的に解消をしてこのバスに

切り替えたと、こういう位置付けで国土交通省のまちづくり交付金の試行予算をいただ

いてですね、交付金をいただいて、実証実験という形で今進めております。期待したほ

どに今、乗っていただいてないというのがはっきりしたこの私の見解でございますし、

多くの町民の皆さんもそうしておると、非常にまあ胸も痛むし見るに耐えないという率

直に申し上げて印象を持っております。この実態、まあ石油が上がったから下がったか

らということですぐ止めるとかというような議論でなくてですね、将来的にこの位置付

けをどうしていくかということは今後の大きな行政課題であると、いろんな方面からの

議論を重ねて方向を出していくとこういうことで今考えております。 
宮下議員    町長は６日の総括質疑の中でもですね、バスの目的は交通弱者の足を確保することで

あると、ただ今もおっしゃっておりましたけれども、そしてまた苦慮もしている、補助

ある内でという甘い考えはよくないということもおっしゃっておりました。昭和病院へ

のそういったあの便ですね、その分においては若干数が伸びているとおっしゃっており

ましたが、期間をこの試行のですね期間をフルに活用することも確かに大切ではありま

すけれども、病院行き以外の便が現状のままではやはり町民の理解を得られるとは思え

ません。他のやはりこの県ですとか市町村のですね循環バスなど、そういった形態の状

況などは当然まあ調査をされていると思いますけれども、思い切った転換を図る時期に

もう来ているのではないかと思うわけです。その総括質疑の中にもですね、９月に今一

度この見直しというんですか、結論ちょっと、私も申しわけないですが聞きずらかった

んですが、出すというようなことを言われたような気がいたします。まああと半年も同

じようなこういった状況を続けるということではいかがなものかと、町長の決断がある
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程度必要な時期にきていると私は思います。今は先ほども町長おっしゃっていたように、

以前のですね福祉バスとそういうようなまた形に戻すとか、他に例えば予約制でのワン

ボックス型の形の車にするとかですね、抜本的な変換がもう求められているのではない

かなと思うわけです。そろそろ町民に対しまして町長の考えをやはりはっきりと示すべ

きではないか、その辺も含めて今一度今後の考えをお答えいただきたいと思います。 
町  長    今の利用形態につきましてはお話を申し上げたこの受け止め方をしておるわけであり

ます。そういう背景があるからこそこの７月にスタートしたこのコースなり時間帯なり、

内容というものをもう一辺再検討、当時の時点で成し得る再検討をして、１２月に改正

ダイヤ的な運行網をもって改善をしたところであります。従来の６路線から３路線にし

てコースもできるだけ、あのいろいろとアンケートも取っておりましたので、それをで

きるだけまあ要望を入れられるような配慮をしながら、ＪＲとの電車との接続のコース

やら、それから買い物客の利便性やら、それから特にあの昭和病院にダイレクトで行っ

たり来たりできるようなっていう配慮をしながらやってまいりまして、若干まあ改善を

してきておることは事実であります。特にあの昭和病院のコースについては全体に乗っ

ていただく方の約６０％ぐらいを占めておるという一つのこれはキーポイントになりま

すけれども、そうしたこと、それからそうしたことを含めて全体的に１日の乗っていた

だく方の数が従来の見直し前の２０．９人から２６．２というような、一応まあこれは

データの数字でございますけれども、若干改善してきておると、であの、乗らない方に

ついてはもうストレートにそういう気持ちで受け止めることは事実だと思いますし、で

一部のこのそれを当てにして乗っていただいて生活をしてやっていていることもまあ実

際この２６．２人のほとんどの方はそういう受け止め方をしておりますので、まあこれ

はあのどういうふうに総合的に今後判断するかって言うことはこれからのまた一つの検

討課題になりますけれども、両面ございますので、ただまあ原油や灯油がガソリンがこ

ういう状況でありますので、非常にあのストレートにそのことを批判を受けやすい状況

にあることは十分承知をしております。従ってあの新年度予算には一応当初の考え方で

盛ってございます。であの、国交省の方の実証実験の試行というものを９月までにはそ

の結論を出して、それから今後どういう形で存続するのか、あるいはまた見直し転換を

図るのかということの結論を出していかなければなりません。今町にはそのための立ち

上がりから協議会を組織をして、いろいろとコースについての細部までまあ実際のこの

運行についての協議をいただき、諮問し答申をいただいたという経過もございますので、

今後それらの協議会の皆さん方も十分今の実態というものは把握をしていただいて、そ

れぞれの意見をいただくかと思いますし、また最終判断までにはいろいろとまた各それ

ぞれの住民の皆さん方のご意見を伺ったうえでと思っておりますけれども、一応９月前

までのそれじゃ何時の判断という形になりますけれども、できるだけまあ速やかなこと

にして、その同じ運行していく場合にも今お話にございましたデマンド方式、いわゆる

予約制によってこの効率よくですね、無駄のないような運行も一部まああのここ伊那あ

たりの様子を見ておりましても、一部の地域でそういうことを取り入れてスタートしよ

うとしておるともころございます。従ってあのそんなようなことも導入も含めてですね

最終的に判断をして決断をしなきゃならない、こういうことでひとつご理解をいただき

たいというふうに思っております。 
宮下議員    ９月にはまあ結論を出さなければいけないということを今、までにですね、というこ
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とでいきますとまあ今３月、後半年以内、それでこの半年の中でですねで町長のこう頭

の中にあるのはこの３月末でもう一度そういった今回の見直しをされて、それをもう１

回やられてその９月までに結論を出すというふうなお考えなのか、どの辺で今２０．９

人から２６．２人に増えたと、ましてや病院の方のコースということは非常に大事なこ

とでありますのでこういうことは分かるわけですけれども、どのあたりにもう一度その

見直しをかけ、その９月までの結論に至るのかっていうそういった今考えがあるのかど

うかお聞きしたいと思います。 
町  長    まああの４月スタートに向けて次の更なるダイヤ改正とかコース変更とかまあそうい

うことは今あの考えておりません。これはあのひとつの今それなりきの定着をして、そ

うくれんくれん変わるというわけにもまいりませんので、ただあの今までのこの課題整

理をするこの協議会を今月の２４日の日に予定して会議通知を差し上げてございます。

そこでまあ一整理をして新年度に向けてのまたいろいろとご意見が出てこようかと思い

ますけれども、であの、これはひとつ手続き的なことがございまして、陸運局それから

国交省とこうまああるわけでありますけれども、今の見直したダイヤでもって当分の間

この手続きを経ておりますので、この１カ月２カ月のうちに更なるこのダイヤ改正をも

ってまた最終的に判断というわけにはちょっと事務的にはいかないというふうに聞いて

おりますので、こうした協議会のあるいはまた住民の皆さん方の意向を総合的に判断す

る中で、最終的にはもう方向を出していくとこういう段取りになっていくこととなると

思いますのでそのようにひとつご理解をいただきたいと思います。 
宮下議員    ３月の２４日に協議会が開かれるということをお聞きしたわけですけれども、まあま

たダイヤ改正はなかなかできないと、あの私も思うのはもうそのダイヤ改正という問題

ではもうなくなっているのではないかなというふうに思うわけです。そうですね、です

ので是非ですねこの２４日にですねそういったものをほんとにもう一度話し合っていた

だいて、また行政側としてもうこういった形も考えているというようなものをぶつけ合

っていただいてこの９月までの結論に至っていただきたいと、十分な話し合いを持って

やっていただきたいと、せっかく町長がですね町民の皆さんのためと思って福祉バスの

形態から地域循環バスというものにせっかくこう良くしようという部分でやった事業の

わけですので、これをなかなかこういった状況の中で言われてしまうというのは町長も

非常に残念だなという思いはあると思います。そういった意味で最終的なものに行くと、

まあ最後の段階かなという気がいたしますので、やはり町長の思いと町民の思いとのや

はりどこか１点きちっとしたところを探っていただきたいとこのように思いますので、

是非お願いいたします。 
それでは最後の質問項目であります企業誘致とスマートインターチェンジについてお

伺いいたします。スマートインターチェンジということで前回１２月の定例会でも質問

したわけであります。続けて聞くといいかげんにしろと思われるかもしれませんけれど

も、あえて今回もスマートインターチェンジというところでお伺いをするわけです。 
先ず今後の企業誘致というものをどのように考えているのか、新年度予算では新規事

業の企業誘致に関わる農・工実施計画策定という部分に 2,520,000 円、企業誘致促進事業

補助に 1,000,000 円、とこれからも引き続き企業誘致に前向きな姿勢がうかがわれるわけ

ですが、現在の状況や今後の展開を含めお答えいただきたいと思います。 
町  長    最後の質問でありますこの企業誘致またこれに関連した再度スマートインターチェン
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ジでございまして、先ずこの今後の企業誘致の展開をどのようにまあ考えていくかとい

うことでございます。それぞれいつもまあ申し上げておりますように、この町の中期総

合計画の後期計画の最大のまあ重点戦略と申しますか取り組みの一つとして、協働のま

ちづくりと共にこの人口増活性化対策を挙げておるわけでございます。でこの企業誘致

につきましてもこれはこの人口増活性化対策の一つの有効な最大のまあ柱の一つである

というこの認識の下に、積極的に誘致活動を展開をしておるところでございます。平成

２０年度まあ予算の中でもこの立地に向けた条件整備、農村工業導入の手続きの問題や

らまた一部企業を導入した場合の補助といったようなことを盛ってあるわけでございま

すけれども、何らかの形と申しますかこれが２０年度には具体的な成果として出てまい

るというふうに思っておるところでございます。既にあの冒頭初日の議会報告の中でも

申し上げてございますように、当面する２０年度の土地開発公社の取り組む業務の中で

３つの工業団地、大小はいろいろございますけれども、そこに導入目的を具体的に持っ

た形での工場用地の造成をして分譲をしていくと、こういう今取り組みをして参ってお

りますけれども、これはひとつの方向付けが出ております。 
更なるまあ企業誘致導入ということについて今後とも先々精いっぱいの努力をしてい

くということでございまして、これには若干手続き的にもこの農振、農転、それから今

同じようにその農工法の導入の手続きと、それで特にまあ町の候補地としては一部農地

からどうしても転用せざるを得ないというような土地利用状況の事情にございますので、

最大のこの手続きには国のひとつの大きなこの理解をいただかなきゃならない手続きも

待っておりますので、それらを総合的に進める中で慎重かつ積極的に用地選定を行いな

がら、また企業のノウハウ求めておる内容等も判断しながら一般質問に出ておりました

この上伊那産業立地の活性化基本計画に乗っかってですね、積極的に進めてまいりたい

というふうに思っております。 
でまあ、若干あのこれに関しては今議会最終日の全員協議会の中で触れて若干申し上

げたいと思います。それであの次にインターチェンジ、スマートインターチェンジとの

関連もございますけれども、この企業誘致に絡んで非常に有効な手段であるということ

の中でちょっとお話申し上げたいと思いますが、この当町のインターチェンジ、松川と

駒ケ根があるわけでありますけれども、どちらも大体まあ１５分と、まあ田切と七久保

では若干の差がございますけれども、平均１５分くらいを要するという位置付けになる

わけでございます。であの確かにインターチェンジまでの時間が短縮をされればそれだ

け企業誘致の有利性も増してくるというふうには思うわけでありますけれども、まあ今

までこの企業導入活動をやってきてですね、この飯島に置かれた１５分の、じゃ５分縮

まる、１０分縮まるというこの条件というものが実際にこの飯島に企業誘致としてくる

一つの選択肢の中ではそう重要な要件ではないというふうに受け止めてまいりました。

いろいろなあの要件が他にもあるわけでございまして、決してそれのみが第一義的な条

件ではないというふうに受け止めておりまして、もっとまあひとつその地域の土地のい

ろんなまあ条件、まあ単価も含めてそうでございますけれども、それから若者、特にそ

こに勤める従業員の志向や雇用が確保できるかどうか、排水問題はどうなのか、むろん

景観的なことも一つございますし、そんなようなことの方がむしろこの条件のウエイト

としては多く占めておるということを実感として持って、担当共々やっておるわけでご

ざいますけれども、従ってまあ非常にこれはあの土地が安くて環境が良ければ企業とい
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うものは来るということはもう、それでしかもインターに近いことでは確かに越したこ

とはないわけでありますけれども、極めてこれはあのいろんな要素が絡まってこの企業

導入というものは市町村間の競争が厳しく大変まあ厳しい状況にあるということを申し

上げておきたいと思います。 
宮下議員    今町長の方からスマートインターチェンジの方までもうなんか結論染みてしまうよう

なところまで言っていただいてしまったわけです。この後どう言っていいのかなと今非

常に迷っております。とりあえず聞いてください。まあご存じのとおり伊那市では新聞

報道にもありましたけれども、小黒川のパーキングエリアにスマートインターチェンジ

を計画をし、２０１０年秋の社会実験を目途に新年度予算案に測量や基本設計の業務委

託という部分で 3,000,000 円を計上したわけであります。でまあ前回私お伺いしたときに

そう簡単に手を挙げるわけにはいかないと、情報を掴めば掴むほど簡単ではないという

のが実感だと、細かいことを言えばいろいろあるとおっしゃったわけです。まぁその辺

をお聞きしたかったわけです。でもなんか結論を言われてしまったので非常に聞きづら

い部分があります。情報という部分でですねその時先ずその１２月の時点でどの程度掴

んでいたか、あるいは行政としてできるこのくらいかかってしまうんではないかなって

いう想定を先ずされたのかというところは先ずお伺いをしたいなと思います。それとで

すね国交省では新年度予算からスマートインターチェンジ関連に目的を特化した臨時交

付金の創設を表明をし、各自治体が独自に行っていたアクセス道路整備などこういった

ものを支援し、スマートインターチェンジの促進を図る方針を明らかにいたしました。

ただしこの予算案がこれ今、喧々諤々としておりまして、通るか通らないかっていう問

題もあるわけですけれども、こういった方針はとりあえず出してきていると、そしてま

た当町のようにサービスエリアですとかパーキングエリアこういったものがないところ

に設けられます本線直結型ですね、こういった形のスマートインターチェンジというも

のが初めて設けられまして、昨年の９月から社会実験がある地域で行われておるようで

あります。そこで町長先程も申し上げましたが、前回の時点で先ずどの程度情報を掴ん

でおられ、どの程度想定をされたかということと、例えば飯島のどこにインターチェン

ジを想定をしたことがあるかという部分をお聞きをしたいと思います。 
町  長    まああの１２月の議会で宮下議員からご質問をいただいた時点の考え方につきまして

は、確かにまあこれは非常にあの私も常にいろんな公用車なんかでもこのスマートイン

ターっていますか、カード式の中で利便性でやっておるのを見ておりますので、飯島町

にもこれがあれば松川や駒ケ根でなくて途中で入れるのになあという実感を持っており

ますし、ぜひ欲しいなという気持ちもこれはやぶさかでない実感として持っております

が、ただまあ中身をいろいろ考えますと、当時まだあの国からの正式なそうした通達と

いうようなものも当然予算審議前ですし、ひとつの方向っていますか考え方が新聞報道

で出された時点での宮下議員からのご質問であったというように思っております。あの

切り抜きも当然持っておられると思いますけれども、まだあの皆目、漠としておってで

すね国の補助は入るっていうんだけれども、じゃ全国でどういう条件を付してそのこと

を進めていくっていうようなことは全然皆目見当もついていない状況でございまして、

ただあの一般的にはそのサービスエリアから出入りする、それからその前後のインフラ

が整備されてですね、独自の自前で地元の市町村が負担をして、それでそれに行くその

経済効果いわゆるこの通行台数、利用効率がどのくらいかっていうことが非常に大きな
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決め手になるということが報道されておりましたので、そうした場合にただまああそこ

にできるからうちも欲しいなぐらいの感じではとてもこれは上で取り上げて頂けるべき

ものでもないというような判断をしておりましたので、ただまあ平均して３億から８億

これにかかるという数字を見ただけで少しまあこれはという感じをいたしました。 
        で当然あのいろいろ聞いてみますとやはりこのそうした利用度の密度の高いところは

ひとつの有利な条件になってまいりますけれども、あまりその既存のインターに近いと

ころでこれがいくらあの、まあ伊那の今報道されておる部分が果たしてどういうふうに

展開するかわかりませんけれども、できればまあ飯島の場合、松川・駒ケ根約２０キロ

間ですからその真ん中ぐらいにあるのが一つのこれは飯島としては、もしそういう捉え

方をしていただけるならば、一つの条件に当てはまっていくのかなというふうにも思っ

ておりますので、まあ飯島の中心部ないしはまたそれに利活用できるようなこのインフ

ラが整っておる施設とその交通量と、こういうことのイメージで申し上げたわけでござ

います。従ってまああの当面他の事業とのいろんな関係もございますし、それで町負担

というものが億単位でこれから進めていくという形になると、財政上どうなのかなとい

う後年度負担の問題も出てまいりますので、もう少しひとつ状況を判断しながらの夢を

持ちながらの検討課題と、こういうことでお答えする以外今日のところはよろしくご理

解いただきたいと思います。 
宮下議員    ３億から８億と前にも申し上げたわけでありますけれども、それはあくまで目安とい

うことで、私が思うにその基本的にじゃどの辺に、じゃ飯島で作るんだったらどの辺だ

というふうに考えますと普通は上へ上がったところの飯島のバス停のところを取りあえ

ず想定するわけですね。しかし考えてみますと非常にあの段差の大きい部分で、私素人

から見てもこのアクセス道路、金かかるんだろうなというふうに思います。正直私もそ

ういうふうな見方をするわけですけれども、そのＯＫが出るかわからないんですけれど

も、もっとこの飯島の例えば作るっていうふうな形を持ったときに、七久保の高遠原近

辺ですかね、あの辺が一番飯島の中で段差が少ないのかなとまあそういった場所ってい

うのも少し頭の中に入れてみてもいいかなと、まあしかし入れる前に夢だと言われてし

まうのでなかなか難しいんですが、何故こんなにくどく言うかっていうのはですね、そ

の町長が先程最初に企業誘致にはそれほどこのインターチェンジ１５分１５分くらいっ

ていうものはあまり関係がないとおっしゃっております。その辺が誘致される側の企業

はどう思っているのかなっていうのは正直私も分かりませんが、やはりこういった道路

交通網といいますかね、そういった部分考えますと無いに確かに越したことはないわけ

ですね、そうするとがあった方がいいと、まあ金もかかるという部分はよくわかるんで

すが、最初に申し上げました、その町長は今後の企業誘致の考えていくその規模ですね、

そこがですねどのくらいの想いがおありになるのか、もう一つ二つ来ればいいよという

ことであれば、まあそんなに私もガナル必要はありません。しかしですねちょっと時間

がなくなるので、タタッと１点申し訳無いんですが、この企業誘致だけでもなく他にも

観光面ですとか、いま問題になっている昭和病院がダメなら伊那の中央病院へ行くと、

そういった場合にそのままストーンと乗って行けるっていう、単純ではありますけれど

も、そういった短縮のメリットっていうのも出てくるっていうように考えるわけです。

そういった意味で是非ですね先ずその企業の誘致のイメージと、最後にこういった他に

もメリットがあるのでこの検討をですね是非やっていただきたい。今後も続けていただ
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いて夢を夢で終わらせないような状況が生まれれば私はいいかなと思います。以上最後

お聞きして終わりたいと思います。 
町  長    まああの今日この時点で一部伊那が報道されておるようにも、予算を持って具体的に

取り組むという段階ではないということだけはまあ申し上げながら、ただひとつこれは

あの中期総合計画がもう今年度後半来年度にも始まってまいります。その中にまあ重要

な位置付けとしてこの町全体、特に伊南バイパスアクセス道路、それからいろんなあの

中期総合計画の見直し、新しい計画づくりでございますので、土地利用計画も含めたこ

の町全体をどういうふうに、企業導入用地も含めてですねやっていくという次の時代へ、

世代への青写真を描く大事なまあ一つのプランを作っていくわけですので、当然リニア

の問題もいろいろまあどういうふうに取り組んでいくかですけれども、そうした今のこ

の夢もやっぱりあの総合計画ですから夢も盛り込んだ計画でないと、出来る出来ないは

またその努力によりますけれども、そうした今のことも含めて活力が出てくるような地

域づくりに勤めてまいりたいと、こういうことでよろしくお願いしたいと思います。 
宮下議員    ありがとうございました。以上で終わります。 
 
議  長    ここで休憩をとります。再開時刻を１１時１０分といたします。休憩。 
 
           午前１０時５６分 休憩 
           午前１１時１０分 再開 
 
議  長    休憩を解き、会議を再開します。一般質問を続けます。 
 
議  長    １１番 松下寿雄 議員 
 
１１番 
松下議員    それでは通告に基づきまして平成 20 年度予算内容について今後の財政見通しについて

をお伺いをいたします。昔から残り物には福があると言われておりますが、一般質問に

も福があるのか是非福があるようにご答弁を期待するものであります。 
        それでは質問をいたします。新年度予算上程に対する町長の施政方針を伺い、おおい

に期待するものであります。先に通告してありますが何点かについて理解を深めるため

質問をいたします。町長は一期目の検証をする中で住民、地域、行政のそれぞれの分担

による、いわゆる協働のまちづくりの推進や将来を担う子ども達の支援、また健全財政

など必要な事業に重点配分して、なおかつ起債の繰り上げ償還は今後の財政力を確立す

るための施策として予算編成に当られたことは評価するものであります。 
        道路特定財源暫定税率廃止について質問をいたします。ここで道路特定財源が一般財

源化され、なお暫定税率が廃止となった場合、既に新年度予算編成を行っている町の財

政に対しての影響は、また事業に対してはどうか、財源不足はどうなのかお伺いをいた

します。 
廃止となれば厳しい財政、過日地方団体においてもこの道路特定財源確保、暫定税率

廃止反対の決議を行っております。仮に廃止となれば厳しい財政状況の下、地域の自立

活性化や住民生活の観点からも必要な道路整備が困難となり、また維持補修や公債費負
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担の多い自治体にとって道路以外の分野、教育、福祉予算にも影響が出るのではと思う

ところでありますがどうでしょうかお伺いをいたします。 
当議会においても昨年１２月議会においてこの問題で全会一致で意見書を提出してお

ります。またこの３月定例会においても飯田市議会が、また駒ケ根市議会においても意

見書提出を可決をしておると言われております。当町においては念願の１５３号伊南バ

イパス工事もようやく着工し、用地買収も順調に進んでおります。伊南バイパス工事に

対する影響はどうでしょうか。お伺いをいたします。 
町  長    それでは今議会一般質問の最後の質問者であります松下議員の質問にお答えいたしま

す。福があるかはどうかわかりませんけれどもまあ精いっぱいまたご理解をいただきた

いと思います。全般的な２０年度の予算内容の中で、特に道路特定財源の一般財源化、

これがもし廃案等のなった場合の町に対する影響に関してでございます。この道路特定

財源堅持、道路整備事業の促進につきましては飯島町議会におかれましてもかつてまあ

再三にわたって強いまあ意志表示をいただき、全員一致の中での意見書採択等を出して

いただいて、私ども理事者側、それからもっと広くは地方６団体一体となったこの運動

に取り組んでいただき、何としてもこの堅持をということの中でご協力をいただいてま

いりましたことに対しまして、心から敬意と感謝を申し上げる次第でございます。 
そこでこの道路特定財源が道路事業費へ充てることを目的としておる財源である以上、

これが一般財源化されますと道路事業以外の目的にも当然充てられるという形になって

まいります。国の試算によりますとこの道路特定財源の内いわゆる暫定税率に占める部

分は５１％ほどになるということになります。これが廃止されますと道路特定財源とし

て充当される事業は必然的にまあ縮小されるということになることはこれは明らかでご

ざいまして、一般財源というものとして他の事業に振り向けられていくという形になり

ます。同様にこの影響につきましては県が４６％が特定財源分という形で同様の扱いと

なっておるように聞いております。で特に市町村の関係につきましてはこの特定財源が

配分の中では地方道路譲与税あるいは自動車重量の譲与税、更には自動車取得税といっ

たことの中の配分でそれぞれ交付されてまいりまして、これ総体的には４３．３％とい

う暫定税率の分という形に交付されております。これをまあ飯島町の財源としてカウン

トをいたしますと約７，０００万円という影響額、まあいわゆる減収という形になって

まいりますので、これまでもそうでございましたけれども、特に平成２０年度の予算の

中ではこうしたことは一切想定をせずに予算編成をしております。これはあのほとんど

の全国の市町村がそういう考え方でございますけれども、もしこれが流れてしまうとい

うような形になりますとこの道路の建設そのものも含めてですね他の事業にいろいろと

大きな影響を及ぼすということはもう当然というふうにご理解をいただきたいと思いま

す。 
と同時にこの一部であります一つの税目である仮にこのガソリン、まあ盛んに言われ

ております揮発油税、ガソリンの暫定税率が廃止になった場合、これの及ぼす影響にな

るわけでございますけれども、この揮発油税というのはその全額が道路整備に充てられ

る国税でありまして、税収の４分の１は地方の道路整備臨時交付金という形で地方の私

どもの市町村に配分をされてまいります。この臨時交付金を除いた分は直接的に地方へ

配分をされるものではありませんけれども、税収が減少した分は国の直轄する道路事業

あるいはこの県の実施をする新設あるいは改良、道路維持等への甚大な影響が及ぼす、
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こういうことになってまいります。従ってこの揮発油税の暫定税率は本則の２倍という

ことになっておりますので、廃止になった場合は今町が進めておりますこのいろんな補

助事業等についても交付金などによる特にまあ国交省の担当するまちづくり交付金の交

付金などに大変まあ大きな影響も出てまいりますし、この国費による特定財源というも

のがほぼ半減するという形になってまいります。でこれまであのいろんな想定の中で国

や県の方からも示されておる見解があるわけでございますけれども、これが廃止という

形になりますと今まで進めてきたこの半減する国の財源の配分の中では、かつてのまあ

建設に対する償還の部分それから最小限の今ある道路のだいぶこの痛んできておる古い

道路も橋もトンネルもとこういうまあ形であるわけでございますけれども、この最小限

度の維持補修ぐらいにしか回らないということでございますので、当然まあ新規の採択

であるとか今進めておる直轄あるいは県単、県営の道路事業についても甚大な影響を及

ぼすということでございますので、今お話にございましたように当然まあ飯島町も特殊

な事情があるわけでございます。伊南バイパスの飯島工区、この始まった飯島工区、そ

れから今次の延長で始まろうとしておるこの竜東線の問題、更には堂前線のアクセスの

問題についてまあ先行き非常にまあ不透明であると、このままここをほっぽり出されて

しまうということではないとは思いますけれども、その竣工目標がかなりまあ先に行っ

てしまうというようなこと、まあ一部にはまた事業ストップというような形の影響がご

ざいますので、どうかひとつ議会の皆さん方は一致してそのご理解をいただいておるわ

けでございますけれども、地域の住民の皆さん方にもまた県民国民すべての皆さん方に

いろいろご意見あろうかと思いますけれども、そこのところをひとつ十分留め置いてい

ただいて、予定しておる道路事業、国、県、市町村計画どおり進められるように、まだ

まだ地方インフラ整備が必要でございますのでご理解をいただきたいというふうに考え

ておるところでございます。 
松下議員    只今答弁いただきましたように、町に対する影響が多大にあるということで、私たち

はまあ既に理解を深めているわけでありますが、まあこの国民、住民から見るとガソリ

ン代がまあ単純に２５円下がると、そういうことで考えますとこれはまあ当然下がった

方がいいというわけで、最も当たり前のことだと思います。しかし今町長が言われたよ

うに町に対する道路事情ましてはまたそれ以外の予算執行にも響くというようなそうい

うことでございますので、まあ町長として当然これはあの町民に理解を深めていただく

こういうその機会を設けていただく中で、まああの理解をしていただくようなことを是

非やっていただきたいと思うわけでございます。ちなみにあの決してこれはまあ安いほ

うがいいわけですけれども、日本がガソリン代が決して世界から見て高いわけではござ

いません。まあいろいろとまああのヨーロッパ、イギリスあたりは今の単価でいくとリ

ッター当たり２２３円、ドイツが２２９円、それからフランスが２１６円と、まあ韓国

あたりでも１９３円というような値が出ておりますが、その面からいっても決してまあ

あの日本のガソリンが高いというわけではございませんので、まあその辺も理解をして

おくまああの公開、情報を公開していただきたい、まあそんなふうに考えるわけでござ

います。是非まあそのことをお願いします。それからあの私はどうしてもこれ皆様に理

解をしていただかにゃあならんということを思っております。かつて中央道を建設する

ときにまあある政党は大反対をしたわけでございます。その理由は軍事道路、軍用道路

になるとそんなことで大反対をした経過がありますが、しかし中央道はできたわけであ
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ります。今から３５年ぐらいになりますか、まあそのために私は今の伊那谷の発展があ

るということを確信をしております。道路というものは地域に対して文化交流や経済発

展に大きく寄与するものであると思います。今ではこの伊那谷は日本でも有数の精密工

業地帯に発展し、企業進出も目覚ましいものがあります。またＩターン者、Ｕターン者

も増え、伊那谷経済の原動力となっております。その恩恵に浴しているということも理

解をしていただきたいと考えるものですが町長の考えをお伺いをいたします。 
私も今の法律が全て良いと思っているわけではありません。今後は地方の生活道路に

力を入れてくれることを願うものであります。中央道開通に伴う伊那谷、また飯島町に

与えた影響についてどのように町長はお考えかお伺いをいたします。 
町  長    まああの中央道をはじめかつての道路政策が特にこの伊那谷地方、飯島も含めてこの

伊那谷の夜明けとまでも言われたこの中央道の果たす役割というものはもう数字的なも

のはちょっとここにございませんけれども、想像を絶するひとつの時代の幕開けになっ

たんではないかと、それが今のこの伊那谷の姿があるという形だと思います。その影響

は計り知れないというふうに申し上げたいと思いますけれども、ただ今この現状でまた

今後の状況の中で判断するにいたしまして、また新しいこの経済圏構成というようなも

のも出てきておりますし、それから特に言われておりますこの交流圏域の拡大というよ

うなこと、更には東海地震をはじめとする危機管理の問題というようなことも当時とし

てはあまりなかった時代でのこの時代の移り変わりということも痛感しておりまして、

この道路の果たす役割というものは今の国道１５３号あるいは広域農道、中央道だけで

はまだまだこのインフラ整備としては不足しておるということが言われておりまして、

またそのとおりだと思いますので、そうしたことによってこの伊南バイパス、竜東線と

いうのもひとつのそうした諸々の新しい時代の課題に対応する必要不可欠であるこの道

路整備であるということひとつの共通の認識として持っていただいて、決してこの無駄

な道路というものを作る視点ではないと思いますので、当町の特殊な事情も含めてです

ね、ご理解をいただきたいというふうに思います。 
松下議員    まあそんなわけで今あのいろいろと無駄な道路だとか何だとかという議論があるわけ

ですけれども、まあ私が思うに地方はこれからだと思います。何故かと言うとこれで道

路行政をストップされた場合にはやっぱりこの今言われている限界世代とか限界地域と

か言う、そういうとこが益々寂れていって、まあ今言われておりますコンパクトシティ

というような構想も上がっておるわけですけれども、そのコンパクトシティもまあ一部

考えはいいと思いますけれども、そのようなことに力を入れていくと益々その限界地域、

中山間地が寂れていくとまあそんなことを考えるわけでございまして、是非私たちも協

力する中で地方に対してはなお一層の道路行政に対して力を入れていただくよう、町長

も地方６団体を通す中で是非推進をしていっていただきたいとそんなふうに思うわけで

ございます。よろしくお願いいたします。 
        それでは繰上償還と将来の財政見通しについてお伺いをいたします。持続可能な自立

のまちづくりを掲げ一般会計においては財政健全化を目指し、総額 276,000,000 円の起債

の繰上償還を平成２１年度までの３カ年間で実施して、今後の数年間に大きく実質公債

比率が高まるための事前策として行うことは高く評価するものであります。私も１２月

議会においてできることなら繰上償還を早くやったらどうかというような質問もしてお

りますが、まああの３カ年続けて償還するということは非常に今後の財政に高く評価す
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るものであります。まあしかしながら当町におきましては今後数年間大型事業が続く予

定であります。しかしながら町の財政上最も求められる自主財源である町民税でありま

すが、他市町村を見たときはかなり税の伸びがあります。しかし当町においては前年対

比０％の状況であります。まああの所信表明でもありました多少の上向というようなお

話もありましたが、なかなか経済の状態難しい段階でそのように是非いくことを願うわ

けでございます。財政の確保、確立については企業誘致また人口活性化対策など対応に

ついて町長の努力は認めるものでありますが、その効果が出ているのかまた現在建設中

の特定公共賃貸住宅の入居者の募集状況とその内容についてもお伺いをしたいと思いま

す。 
町  長    繰上償還の問題と将来の財政見通しの問題であります。失礼いたしました。新年度予

算でもご提案申し上げまた過日の補正予算でも一部１９年度対応というようなことで、

繰上償還をしながらこの実質公債費比率を一定水準に合わせて次の事業展開が安定した

まあ取り組みができるようにということで、ご提案申し上げているところでございます。

そのことが財政の健全化ということと共に、将来に対する持続可能な財政運営ができる

という考え方の下に進めておるわけでございますけれども、今この３年間の中で２億数

千万の償還をすることによって、一応まあ１８％に届かない位置での推移ということを

想定した財政運営という形で進めておりますので、今後とも予断を許しませんけれども、

そうした考え方の中で極力努力をして財政運営を進めていく予定でございます。 
建設水道課長  特公賃住宅の現況でございますけれども、今４月１日から供用開始ということで申請

件数２０件、昨日をもちまして２０件の申請が出ておりますのでお願いをしたいと思い

ます。 
松下議員    企業誘致とかその効果はあったのかどうか。 
町  長    まああの企業誘致の問題ついて従来からもまあ町の取り組みとしていくつかの大型企

業も含めて進めてきて最近ではまあ内堀醸造というような形にきておるわけでございま

すけれども、これはあの当初の３カ年の間の中では課税免除をして一部交付税補てんと

いうようなことで、やっぱりあの企業誘致した後も若干投資の期間もございますので、

まだあの全部が期待されるような税収というところまではまいっておりませんけれども、

これは少し長い目で、そこに雇用する従業員の所得等も含めて相当のこの効果は出てお

ると、やはりこれ無くして自主財源の確保ということは望めないということでございま

すので、そんなことで今後ともそうした考え方で進めてまいりたいと思っております。 
松下議員    まああの企業誘致もすぐ、則、財政に影響が増収というようなわけにはいかないとい

うことは、減免措置とかいろいろありますので承知をいたしておりますが、先程も工場

用地の問題等もありましたけれども、是非早い段階で話をまとめていただいて是非企業

誘致になお一層の努力を期待するものであります。またあの特公賃入居者募集状況につ

いてでありますが、只今お聞きをしたところ２０世帯の申し込みが既にあったと、これ

はほんとに所期の目的に達してよかったと思っております。この上は飯島町に永住をし

ていただけるよう行政も住民も快く迎え協働のまちづくりに参加していただけるようお

願いするものであります。またこれにより次の建設計画を立てるのかについてお伺いを

いたします。 
町  長    現在のこの制度といいますか国交省の制度、まちづくり交付金の交付金事業を活用し

てのこの特公賃住宅、今年度で第１弾と申しますか１２戸建てて、引き続いて 2 回目っ
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ていいますか次の規模の計画をまあ実施計画上やっておるその前提でもって今国交省と

事業採択を進めておるとこういう状況でございます。 
松下議員    まあ、是非次の計画を立てていただいて、なおかつ人口、とにかく自主財源を求めな

ければ町の将来はなかなか開けないわけでございますので、是非まあそういう前向きの

政策を行っていただきたいとそんなふうに思うわけでございますので、是非早い段階で、

またあの地方分散というかまあこれ飯島町は４区あるわけでございますが、できること

ならまあ住む方は便の良いところの方がいいのかなぁとは考えますが、まあその点、４

区ありますので、まあそこらもね考えていかんとまああんまり偏って中心部ばっか良く

なるということはまた過疎化を益々進行させるということになりますので、是非その辺

も考える中で実現可能なとこで選んでいただくとそんなことをお願いするものでござい

ます。 
財政の今後の見通しということでございますのでこれ質問いたしますが、今世界的に

まあ例のサブプライムローンによる世界同時株安が世界経済に与えた影響は大きなもの

があります。国内景気にも陰りが見え始め、各企業においても業績について下方修正を

しております。そんな中でありますので今後町においても町税の減収等が懸念されると

ころであります。まああの 1 地方といえどもこれ世界的なグローバルの時代でございま

して、即世界の経済にこの当町まで即響くとそういう時代でございますので、今後の経

済情勢を注意深く見ていく必要があると私は思っております。町長はどのように考えて

いるのかお伺いをいたします。 
町  長    確かにあの昨年の夏ごろまでいろんな格差がございまして、それぞれの経済指標違っ

て捉えておりますけれども、総じて昨年の夏ごろまではこの右肩上がりの経済拡大、景

気の拡大というものが続いてまいりまして、一部に税収の方も去年の９月の中間決算、

該当の企業町内にもございますけれども、非常にまあ期待の持てれるような税収で推移

してきております。一部補正予算対応もさせていただいたところでございますけれども、

でにわかにまあ去年の夏過ぎから今言うこのサブプライムローン、いわゆる低所得者向

けの住宅ローンの焦げ付き問題からアメリカに端を発して、またこのガソリンの高騰、

昨日あたりはもう１１０円、１１０円ですね、を突破したというようなこのニュースも

流れてきておりますので、それが経済に対する影響というものも非常に大きく影響して

いくというような懸念されております。それから併せてこのエタノール燃料との農作物

の世界の作付け状況が様変わりしてきておるというようなことの中で、小麦やトウモロ

コシや大豆といったような物の高騰、これがまた日本にも少なからず食品の輸入食品の

単価にも影響してくる、まあいろんなことを考えますとにわかにまあ景気がちょっとこ

う危険区域に入ってきたというふうにいわれておりまして、３月期決算も軒並みまあ下

方修正に今お話のようにでできておりますので、その辺のところが新年度のまあ３月は

これで終わりますけれども、４月以降の景気に非常にまあ懸念をするというようなこと

でございます。飯島町の税収の見方はほぼ昨年並みの一般財源としての税収を確保、っ

ていいますか考え方の中で計上しておりますけれども、市町村によってはかなり伸びを

見込んだ市町村もあるわけでございますが、注意深く見守りながらまたこの補正対応も

若干影響してまいりますので、その辺を間違いなく見通しをしながら財政運営に努めて

まいりたいというふうに考えております。 
松下議員    そんなわけで是非注意深く見ながら町政に反映をしていただき、なおかつ健全財政に



 - 29 - 

力を入れていっていただきたいと思うところでございます。 
それでは繰出金についてお伺いをいたします。まあ年度ごとに増減はあるわけですが、

おしなべて年々右肩上がりに増額となっております。特別会計の運営内容を見たとき一

般会計から特別会計に繰出す金額は多大なものがあります。また伊南行政組合、上伊那

広域連合等、事務組合に対しても負担金がありますが、特別７会計で繰出金はいくらに

なるのか、また伊南行政組合の負担金はいくらか、上伊那広域連合にはいくらか、合計

総額でいくらになるのかお伺いをいたします。 
町  長    先程ちょっと早やとちって、このことに触れ始めて恐縮でございました。今後の特別

会計あるいはまた伊南行政等に対する繰出金についての見通しでございます。一般会計

における当町の特別会計に対する繰出金は総額では方向としては増加をしていくという

ふうに見ております。国保特別会計における医療費の増加、あるいは介護保険特別会計

への給付費の伸び、更には公共下水道整備に伴う起債発行による起債の償還の増加、こ

れからピークを迎えていくというような要素が加わりまして、一応そういう伸びていく

という見方をしておるわけでございます。そこでまああのちょっと私の方からで恐縮で

ございますが、具体的な各会計への繰り出しの見通しを申し上げてまいりたいと思いま

すが、まず国保特別会計への繰り出しの見通しでございますが、現年度平成１９年度は

制度改正のためのシステム改修に関する部分が増えたために増額を最終的にはする見込

みでございます。２０年度からは国保税の軽減分が減少するために前年度比率では８

２％ほどに収まるということで、以後横ばいというふうに見込んでおるところでござい

ます。それから老人保健医療の特別会計につきましては平成２０年度から３年間は人件

費が後期高齢者医療の特別会計へ移りますので、過年度分の医療費等の繰り出しのみを

行いまして、以後廃止となる会計になるわけでございますが、２３年度以降の過年度分

につきましては全て一般会計で支出をするということでございまして、繰り出し対象に

はならないという形になります。それから後期高齢者医療の特別会計への繰り出しでご

ざいますが、長野県の後期高齢者医療広域連合の負担金として、これはあの保険料の軽

減分でありますとか事務費がこれに含まれてまいります。それとその他総務費というこ

とで中身は人件費、事務費分、保険料徴収分というこの総係費的な費用も含めて予算計

上しておりますけれども、今後の見方は今当初の見方でございますので横ばいでという

ような捉え方をしておるところでございます。それから老人保健医療特別会計につきま

しては今申し上げましたが、やはり医療給付費が伸びていくという、当然これはどこの

市町村も全国的にそうでございますけれども、増えていくということでございますけれ

ども、今後は先ほど申し上げましたこの残務整理分の会計が残りますので、そのことも

含めても一応この老人保健医療特別会計とそれから合わせた分につきましては将来とも

減額になっていくというこういう算式になってございます。それから介護保険の特別会

計につきましては介護保険の設立当初から右肩上がりでこれは繰出金が増えて推移をし

てきておりまして、今後ともまあ介護認定者の増加が見込まれるということから、毎年

5％ぐらいの繰出金の増加を見込まざるを得ないと、こういう一つの統計的な見方をして

おるところでございます。更にまた伊南行政組合の負担金につきましては今後 3 年ぐら

いは消防庁舎の建設という大事業が一区切りをいたして終了いたしましたので、今年度

より少ない負担金が予想されるということで、新年度会計もそういう形で予算編成して

おりますけれども、一方でこの昭和伊南総合病院の経営問題に絡んででありますが、な
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かなかこの今の規模の医療を続けていくというような形になりますと、お医者さん不足

というようなことも含めて、どうしても診療報酬の総体的な減が余儀なくされるという

ことに繋がってまいりますので、いろいろとまたこれあの協議をしてまいりますけれど

も、繰出増もある程度あり得るかもしれないと余儀なくされるということがあるという

ことをひとつここで申し上げておきたいと思います。 
        まあいずれにいたしましても繰出金を適切な範囲で運用していくためには、それぞれ

の会計や組織が健全なこの体質を持ちながら財政運用を行うことが大前提ということに

なります。それぞれの事業目的に沿った最小のまあ経費で繰出をしながら効果を生んで

いくような努力を町独自にまた関係市町村それぞれに連携をとって真剣に考えていく必

要があるとこういう認識でございますのでよろしくお願いします。 
松下議員    まあこれやむを得んところはそのやむを得ないと思うのはやっぱりその国保、老健、

それから後期高齢者、介護保険等これはまあ何としても負担をしなければならない繰出

金でありますので、まあその中でもまあ今言われております健康維持のための保険制度

というか是非やっていっていただきたいとそんなように思うわけでございます。まあそ

の中でやっぱり懸念されるのは公共下水道、また農業集落排水事業ではないかと思うわ

けでございます。特に農集排事業については工事も終わっているわけでありますし、ま

あこの間の予算審査の委員会でも質疑があったわけでございますが、まあ未加入者もま

あ％ではかなりあるわけですが、もう限界だというようなお答えもあったわけですけれ

ども、まあそれにしても未加入者への加入促進をなおかつ図っていかなければと思って

おるわけでございますが、その対応策について今一度お伺いをいたします。 
        また公共下水道も七久保浄化センターが完成し供用開始となります。新年度の繋ぎ込

み予定世帯は８０世帯とお聞きをしておりますけれども、１日も早い全戸加入を促すも

のであります。またこれらの事業は独立採算制の事業でなければならないと考えており

ますが、民間企業においては試算表を作成し、まあ金融機関から求められるわけでござ

いますが、当事業においても経営安定化を図るためにはやっぱり財源試算表によって経

営すべきと思いますが、試算表を作成されているのかお伺いをいたします。 
なお将来をどのように考えているのかもお伺いをいたします。試算表ができているよ

うであれば資料提出を求めるものであります。またあの今、伊南行政組合、また伊南総

合病院に対してのお答えもあったわけでございますが、とにかく今あの伊南総合病院に

おいては医師不足問題等経営状態も決してよくありません。しかしこれは地域の住民の

安心安全のため何があってもこれは協力をしていかなければならないと考えるものであ

ります。また上伊那広域においてもゴミの中間処理場の今用地の確定がなかなか思うに

まかせず、おるわけでございますが、これも用地が確定すれば処分場建設に伴うまた負

担も当然増額になると思われますが、これらの事業に対しての見通しについて、なおか

つ負担金についてもどうなっていくのかお伺いを再度いたします。 
町  長    今後まあ更なるこの負担増につながる要素として、伊南行政の昭和病院の問題、それ

から町の中ではこの下水道の借り入れに対する償還というような問題、これは避けて通

れないわけでありますけれども、一応その辺の見通しを立ててこの実質公債費比率とい

うようなものも組み立ててあるわけでございますが、特にあの下水の事業につきまして

は今おっしゃるこの加入促進をできるだけまあ少しでも上げていくという努力をしてい

くことと同時に運営段階に、維持管理段階に入った場合のこの効率運営経営というもの



 - 31 - 

を両面でやっていかないと、この実際独立採算的な考え方も含めてやっていかないとま

た一般財源の方に影響してしまうということでございますので、両面でひとつやってい

きたいと思っております。その啓発の内容とそれからまた試算表があるのかないのかと

いうそういう見方については担当課長の方から申し上げます。それから当然のことなが

ら広域連合のゴミ中間処理施設が完成しますと、これはあの基本的には当初補助金と借

り入れでまあ起こしてやっていくわけでございますけれども、最終的にはこれは広域連

合の負担という形で各市町村にのしかかってくる問題でありますので、全然まだその辺

のところは事業規模やそれからその見通しというものがまだ財政議論の中に入る段階で

はございませんので、当然また近々の内にということで期待をしておりますけれども、

用地の選定とそれからほぼ持ち込む物の内容と量についてはだいたい見通しが出てきて

おる、審議の経過の報道がありますけれども、両方睨みながらまた上伊那郡下の広域連

合の中でできるだけまあ市町村に財源に影響の少ないような形でお願いしたいというこ

とでございますが、当然この繰出というものは避けて通れないとこういうふうに理解し

ております。 
建設水道課長  試算表というものではありませんけれども、償還表によりまして計画を立てていると

いうことでございます。また農集排につきましては議員さんが申しましたように事業が

終わりましたので完結をしておりますのでその部分について確立をして、この計算でい

きますと平成４４年に償還が終わる計画でおります。それでまたあの途中、平準化債に

よりましてその償還を軽減をして償還をしていくということで計画をしておりますので

お願いをしたいと思います。 
松下議員    農集排の方の資料がありましたらまた全協にまたお示しを願いたいと思います。それ

から最後になりますパブリックコメントについてもうちょっと町長の深くお伺いをした

かったわけですが、もう時間もまいりますので、まあこれ飯島町のふるさとづくり計画

にもありますし、まあ高坂町長も２期目の施策として掲げておりますパブリックコメン

トについて具体的に何を行うのかをお伺いをしたいと思います。 
町  長    このパブリックコメントについてでありますけれども、中期総合計画の一つの考え方

でもございますし、私もこれを捉えて２期目の立候補にあたっての政策の中での位置付

けということで述べてあるわけでございます。町の行政運営・施策を作り上げていくに

ついて住民の目からの一つの提案・意見というものの手法を取り入れていくと、これを

行政に取り入れてできるだけまあ住民の自らの、まあ要望をかなえるというよりも、自

らのこの提案の中で地域づくり行政運営をしていくという一つの考え方の中でのこの住

民意見というふうに捉えておるわけでございます。ただこれがあのそこをコントロール

してどういうふうに集大成していくというのは行政そのものの責任であるという形にな

ってまいります。当然のことながら財源を伴うことに関連してまいりますのでそういう

一つの考え方でございます。であの今後どういうふうに取り組むかということにつきま

して、すぐこの２０年度ですぐ組織的にあるいは条例化してということにはなかなかま

いりません。もう少しあの意見合意を重ねながら、ちょうどこの次の中期総合計画が控

えておりますので、またいろいろこの基本構想審議会というのが一つのこの審議母体に

なろうかと思いますけれども、これに考え方を申し上げて、また前計画に引き続いてそ

の位置付けをお願いするような形で、ここ１・２年のうちにその方向付けをして次期中

期総合計画の中で実際に条例を制定してですね、検討をしていくということを一つの行
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政課題として今考えておる状況でございますのでよろしくお願いいたします。 
松下議員    議長、終わります。 
 
 
議  長    以上で本日の日程は終了しました。これをもって散会とします。ご苦労様でした。 
 
 

  午後 ０時００分 散会 
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平成２０年３月飯島町議会定例会議事日程（第５号） 
平成２０年３月１７日 午前９時１０分開議 

 
１ 開議宣告 
 
１ 議事日程の報告 
 
日程第 １ 諸般の報告 
日程第 ２ 第 ３号議案 飯島町後期高齢者医療に関する条例 
日程第 ３ 第 ６号議案 飯島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 
日程第 ４ 第 ７号議案 飯島町福祉医療費給付金給付条例の一部を改正する条例 
日程第 ５ 第１５号議案 平成２０年度飯島町一般会計予算 
日程第 ６ 第１６号議案 平成２０年度飯島町国民健康保険特別会計予算 
日程第 ７ 第１７号議案 平成２０年度飯島町後期高齢者医療特別会計予算 
日程第 ８ 第１８号議案 平成２０年度飯島町老人保健医療特別会計予算 
日程第 ９ 第１９号議案 平成２０年度飯島町介護保険特別会計予算 
日程第１０ 第２０号議案 平成２０年度飯島町公共下水道事業特別会計予算 
日程第１１ 第２１号議案 平成２０年度飯島町農業集落排水事業特別会計長 
日程第１２ 第２２号議案 平成２０年度飯島町水道事業会計予算 
日程第１３ 請願・陳情等の処理について 
日程第１４ 議会閉会中の委員会継続審査について 

 
 

 
 
平成２０年３月飯島町議会定例会議事日程（追加日程第１号） 

平成２０年３月１７日 
 
追加日程第１ 発議第１号 農業委員会の必置規制の堅持に関する意見書の提出について 
 
 
 
１ 町長閉会あいさつ 
 
 
１ 閉会宣言 
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○出席議員（１２名） 
３番 宮下覚一     ４番 坂本紀子  
５番 三浦寿美子     ６番 野村利夫  
７番 宮下  寿     ８番 竹沢秀幸 
９番 平沢  晃    １０番 内山淳司  

１１番 松下寿雄    １２番 織田信行 
 
○欠席議員（ ２名） 

１番 森岡一雄     ２番 曽我  弘 
 
○説明のため出席した者 

 
 
出席を求めた者 
 

 
委 任 者 

 
 
 

飯 島 町 長  高坂宗昭 

 
副 町 長   箕浦税夫 
総 務 課 長   北沢正文 
住民福祉課長   小林広美 
産業振興課長   中村澄雄 
建設水道課長   松下一人 
会 計 課 長   宮脇康治 
総務課財政係長   中村栄一 

 
飯 島 町 農 業 委 員 会 
会  長  森 岡 一 雄 

 

 
  飯島町農業委員会事務局長 
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本会議再開 

 

開  議    平成２０年３月１７日 午前９時１０分 

議  長    おはようございます。定足数に達していますので、これより本日の会議を開きます。 

        町当局並びに議員各位には、連日大変にご苦労さまでございます。 

        本日をもって今定例会も最終日となりましたが、会期中はそれぞれの委員会において、

付託案件につきまして大変ご熱心な審査にあたられ、感謝を申し上げます。 

        去る５日・６日の本会議において付託した条例案件３件、新年度予算案件８件、陳情等

２件について、それぞれ委員長よりお手元に配布のとおり委員会審査報告書並びに請願・

陳情審査報告書が提出されております。 

        本日は、これら案件について委員長報告に基づく審議を願うことになっておりますので、

議事運営の諸ルールに則り、慎重にご審議の上、適切な議決をされますようお願いいたし

ます。 

        本日の議事日程については、お手元に配布のとおりです。 

 

議  長    日程第１ 諸般の報告をします。 

        １番森岡一雄議員から公務のため欠席の旨通告がなされております。 

        ２番曽我弘議員から病気治療のため欠席の旨通告がなされております。 

これで諸般の報告を終わります。 

次にこのほど任期満了をもって退任されました河野通昭前教育委員長の後任として、教

育委員長に就任されました今村昇さんに説明員としてご出席をいただきました。ここで就

任のご挨拶をいただきます。今村教育委員長さんよろしくお願いいたします。 

［今村教育委員長 登壇・挨拶］ 

教育委員長   おはようございます。只今のご紹介にありましたとおり、この河野前委員長の後、委員

長をということでお受けいたしました今村昇でございます。どうぞよろしくお願いいたし

ます。教育委員という委員会というのはまあ少し前、責任の重さの割にはその存在感が薄

いと乏しいというようなそんなことをよく新聞に出ておりました。確かにそんなように感

じますけれども、まあそんなことを踏まえまして、中教審では今度若干の教育委員制度と

いうものを見直しがありました。それによって若干は違うかと思いますけれども、まだま

だ何かそういう存在感の乏しいそんな感じも強く感じます。まあそんなことを一つ一つ解

決していかなくちゃなとそんなように思うわけであります。今日、子どもを取り巻く問題

は非常にその岐路に立っているとそんなように感じます。どうしていいのか右往左往とい

うところでしょうけれども、学力低下の問題それから非行の問題、特に非行は低年齢下層

にまで下がってきておると、そんな大きな問題がございます。まあそんな問題をひとつず

つ解決するには、やっぱり子どもの目線でもって私たち大人がいろいろと語りかけていか

なくちゃいけないなとそんなように思っております。まあそんなことを一つひとつ微力な

がらできたらなとそんなことを思っております。前委員長の河野さんの経験とそれから見

識の深い方の後をやれということで、非常に身に余るというふうに思っております。けれ

どもまあ事務局では優秀な教育長さんをはじめ、粒ぞろいのスタッフと方々と、それから
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私ども委員の皆さんもそれぞれいろいろの経験を持って臨まれた方々の、まあそんな方々

のお力をお借りしながら、微力ながらそういった問題に一つずつ解決していきたいなとそ

んなように思っております。どうか皆様のご指導とご協力をお願いいたしまして最初の言

葉とさせていただきます。ありがとうございました。よろしくどうぞお願いいたします。 

議  長    今村昇さんには今日までも町の教育委員としてご活躍いただいてまいりましたが、これ

からは教育委員長として飯島町の教育行政の充実進展に一層のご尽力をいただくことにな

りました。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

議  長    日程第２ 第３号議案飯島町後期高齢者医療に関する条例。 

        日程第３ 第６号議案飯島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例。 

日程第４ 第７号議案飯島町福祉医療費給付金給付条例の一部を改正する条例。 

以上条例３議案を一括議題とします。 

議事進行についてお諮りします。条例３議案の審議については予算審査特別委員会に審

査を付託してありますので、委員長より一括して委員会審査報告を求め、これに対する一

括質疑の後、討論採決をしたいと思います。異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長    異議なしと認めます。よって条例３議案の審議については予算審査特別委員長の一括審

査報告及び一括質疑の後、討論採決をすることに決定しました。 

それでは委員長報告を求めます。 

宮下予算審査特別委員長。 

予算審査 

特別委員長   おはようございます。それでは予算審査特別委員会の条例関係の審査報告を申し上げま

す。去る３月５日本会議において本委員会に付託されました第３号議案飯島町後期高齢者

医療に関する条例、第６号議案飯島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例、第７号

議案飯島町福祉医療費給付金給付条例の一部を改正する条例については、３月７日に委員

会を開き、説明員として関係所管課職員の出席を求め内容を慎重審議した結果、お手元の

報告書のとおり第３号議案、第６号議案、第７号議案それぞれ可決すべきものと決定しま

したので報告いたします。なお審査の過程に出された意見について一部申し上げます。第

３号議案についてでございますが、７５歳以上の高齢者の医療を継続的に確保することを

目的としてこの４月からスタートする制度でありますので、制度適用のためには条例を制

定しなければならない。一方、診療報酬を定額制にするなど高齢者の医療を制限するもの

であり、制度自体が理解できない。というなどの意見がございました。以上委員会審査報

告を終わります。 

議  長    これから委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

（なしの声） 

議  長    質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

宮下予算審査特別委員長自席へお戻り下さい。 

これから議案ごとの討論・採決を行います。最初に第３号議案飯島町後期高齢者医療に

関する条例について討論を行います。討論はありませんか。 

５番 
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三浦議員    それでは私はこの飯島町後期高齢者医療に関する条例のこの案に対して反対の立場で討

論をいたします。後期高齢者医療制度の問題点については再三指摘をしてきましたので繰

り返しはいたしませんけれども、全国民の幸福を追求し福祉の増進をするという国家の基

本に反するものだと私は思っております。戦中戦後の困難な時代を生きてきた、日本の国

の成長を支えてきてくださった世代の方々への冷たい仕打ちだと私は思います。病人がい

るのに病人を放っておいて豪邸を建ったり、高級車を買ったりするようなことはするでし

ょうか。先日も私は言いましたけれども、全国の中には５１２の自治体から中止や見直し

を求める意見書が提出をされたり、千葉県の浦安市のように低所得者の保険料の軽減を独

自の施策で講じるなど、自治体の中には住民の痛みを軽減するための努力をしているとこ

ろも少なくありません。それに対して飯島町の条例では政府の考え方そのままで、自治体

として住民を守ろうとする何の対策も講じられておりません。何でも反対ではありません。

私はこの後期高齢者医療制度そのものには反対をしておりますが、かといってそれに対し

て飯島町の条例がなくてはいけないというふうにはそれだけにはありません。一自治体だ

けが実施をしないというわけにはいかないということも十分にわかっております。しかし

こういう時こそ住民への思いやり温かさをもって条例は作られるべきものと私は思ってお

ります。こういう点ではとてもこの条例を認めるわけにはいかないということで私は反対

をいたします。 

議  長    次に賛成討論はありませんか。 

９番 

平沢議員    私は賛成の立場で討論を行います。平成２０年４月から後期高齢者医療制度が始まりま

す。ご存じのとおりでございますが、この後期高齢者医療制度の下に基づいた新設条例で

あります。後期高齢者医療広域連合の下に上伊那広域では８市町村足並みをそろえて行う

医療制度でありますから、高齢者の暮らしに配慮した治療が行われるような仕組みが導入

するとともに、在宅医療の充実や介護サービスの連携強化など高齢者の生活を支える医療

として発足するもので、当町だけが取り残されるわけにはいきません。加入しないと無保

険者になるわけですから医療費全額を支払うとともに、医療・サービスも受けられずに路

頭に迷わすわけにはいきません。従って将来を見据えて総合的に判断してこの制度の持続

可能な道を求めて進まなければなりません。高齢者の方々にふさわしい医療を目指してい

ただきたいことを申し添えて賛成するものであります。 

議  長    次に反対討論はありませんか。 

他に討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長    討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

第３号議案飯島町後期高齢者医療に関する条例を採決します。この採決は起立によって

行います。本案に対する委員長の報告は可決です。本案を委員長報告のとおり決定するこ

とに賛成の方はご起立ください。 

［賛成者起立］ 

議  長    お座りください。起立多数です。従って第３号議案は原案のとおり可決されました。 

 

議  長    次に第６号議案飯島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について討論を行いま
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す。討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長    討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

第６号議案飯島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を採決します。本案に対す

る委員長の報告は可決です。お諮りします。本案は委員長報告のとおり決定することに異

議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長    異議なしと認めます。従って第６号議案は原案のとおり可決されました。 

 

議  長    次に、第７号議案飯島町福祉医療費給付金給付条例の一部を改正する条例について討論

を行います。討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長    討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

第７号議案飯島町福祉医療費給付金給付条例の一部を改正する条例を採決します。本案

に対する委員長の報告は可決です。お諮りします。本案は委員長報告のとおり決定するこ

とに異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長    異議なしと認めます。従って第７号議案は原案のとおり可決されました。 

 

議  長    日程第５ 第１５号議案平成２０年度飯島町一般会計予算。 
        日程第６ 第１６号議案平成２０年度飯島町国民健康保険特別会計予算。 
        日程第７ 第１７号議案平成２０年度飯島町後期高齢者医療特別会計予算。 
        日程第８ 第１８号議案平成２０年度飯島町老人保健医療特別会計予算。 

日程第９ 第１９号議案平成２０年度飯島町介護保険特別会計予算。 
日程第１０ 第２０号議案平成２０年度公共下水道事業特別会計予算。 
日程第１１ 第２１号議案平成２０年度飯島町農業集落排水事業特別会計予算。 
日程第１２ 第２２号議案平成２０年度飯島町水道事業会計予算。 
以上平成２０年度予算関係８議案を一括議題とします。 
議事進行についてお諮りします。平成２０年度予算８議案の審議については予算審査特

別委員会に審査を付託してありますので、委員長より一括して委員会審査報告を求め、こ

れに対する一括質疑の後、討論採決をしたいと思います。異議ございませんか。 
（異議なしの声） 

議  長    異議なしと認めます。よって平成２０年度予算８議案の審議については予算審査特別委

員長の一括審査報告及び一括質疑の後、討論・採決をすることに決定しました。 
それでは委員長報告を求めます。 
宮下予算審査特別委員長。 

予算審査 

特別委員長   それでは予算審査特別委員会の予算関係審査報告を申し上げます。去る３月５日本会議

において本委員会に付託されました第１５号議案平成２０年度飯島町一般会計予算。         

第１６号議案平成２０年度飯島町国民健康保険特別会計予算。第１７号議案平成２０年度
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飯島町後期高齢者医療特別会計予算。第１８号議案平成２０年度飯島町老人保健医療特別

会計予算。第１９号議案平成２０年度飯島町介護保険特別会計予算。第２０号議案平成２

０年度飯島町公共下水道事業特別会計予算。第２１号議案平成２０年度飯島町農業集落排

水事業特別会計予算。第２２号議案平成２０年度飯島町水道事業会計予算。につきまして

は３月７日・１０日・１１日及び１４日に委員会を開き、説明員として関係所管課職員の

出席を求め、内容を慎重審議した結果、お手元の報告書のとおり第１５号議案、第１６号

議案、第１７号議案、第１８号議案、第１９号議案、第２０号議案、第２１号議案、第２

２号議案、以上８議案ともそれぞれ可決すべきものと決定しましたので報告いたします。 
なお審査の過程に出されました意見について要約して一部申し上げます。次代を担う子

ども達の育成支援や町の活力を強力に推進すること。またその基となる財政基盤の健全化

を念頭に協働と子育てで未来を育む健やか予算として、町長は７つの大きな目標を掲げて

おります。その中で特に子育て支援、福祉支援、若者定住住宅の促進、また新たな基盤整

備や企業誘致を含む地域振興等々、財政の厳しい環境の中にあって総じてよく工夫され町

の未来に向けた礎になる予算だと評価できる。一方で後期高齢者医療制度について生活弱

者に対する独自の保険料負担支援など住民の立場に立った施策がない。などの意見があり

ました。なお更に健全な行財政運営に努めていただき、町長以下職員が一丸となって住民

に心から信頼され、かつ未来に明るい展望と光の見える飯島町を目指した行政運営を行っ

ていただきますよう意見を付して、平成２０年度の予算審査報告といたします。 
議  長    これから委員長報告に対する質疑を行います。 

        質疑はありませんか。 

（なしの声） 

議  長    質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

        宮下予算審査特別委員長自席へお戻り下さい。 

    以上で平成２０年度予算関係８議案にかかる委員長報告及びこれに対する質疑を終わり

ます。これから議案ごと討論・採決を行います。最初に第１５号議案平成２０年度飯島町

一般会計予算に対する討論を行います。 

先ず、原案に反対討論を行います。 

５番 

三浦議員    それでは私は反対の討論をいたします。後期高齢者医療制度にかかわる条例に基づいた

内容で、一般会計には後期高齢者医療特別会計の繰出金が計上されており、反対の理由は

先の条例の反対の討論のとおりでございます。また道路特定財源の一般財源化について２

０年度予算についての町長の施政方針にありますので、私の見解をここで表明をしておき

たいと思います。私個人といたしましては、今までは一般財源化をしても地方に必要な財

源として配分されてくるのか、不要不急な大型公共事業に使われてしまうのではないかと

いう危惧がありました。今は世論がそれを許さないところまできております。世論調査で

は６０％は一般財源化を求めておるところです。一般財源化をして地方自治体の裁量で使

えるよう強く求めるべきだというふうに考えております。生活を切り詰めても車の使用を

せざるを得ない町民の暮らしを考えれば、暮らしも含めて有効に使うべきだというふうに

考えております。酒税はアルコール中毒の治療のためには特定して使うようなことはあり

ません。たばこ税でも同じです。私は住民の立場に立って国政に物が言える町政でなけれ
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ばならないというふうに考えております。町長の基本的な姿勢の転換が今求められている

というふうに私は思います。せっかく良い事業も取り入れた職員の皆さんの本当にご苦労

をされた予算編成でありますけれども、そのことに対しては私、大変敬意を表するもので

すが、今述べたとおりの理由でありますので反対といたします。 

議  長    次に賛成討論はありませんか。 

８番 

竹沢議員    原案賛成の立場で討論に参加したいというふうに思います。只今の反対のご意見という

ことで後期高齢者医療の繰出金が一般会計に盛られているため、先の条例案件を含めて問

題ありだめだということが述べられておりますけれども、先程の条例審査でもご意見があ

りましたけれども、制度発足そのものは法律に基づき、また県の連合も立ち上がり、で、

各市町村いっせいに条例も制定して行うことによりまして、世界に類を見ないこの国民皆

保険制度を継続発展させるとともに、わが国の医療制度を育成しかつ、生活習慣病等々そ

うした病気を事前に抑制することによって医療費の抑制も図り、国民が健康で暮らせるこ

うした制度として移行するものでありまして、先のご意見のその全国民の福祉後退になる

というような制度では全くないというふうに私は思うわけであります。ただし、今の世の

中一定の負担とかいうのも当然必要な時代でありまして、ただで物事するというようなそ

ういう自由主義経済の世の中ではないというふうに判断するわけでありまして、応分の保

険料の負担あるいは医療保険における一部負担というのはある程度やむを得ないのかなと

いうふうに思いますし、その制度移行については国の方でも若干のこの激変緩和措置を今

回取られておるわけでありまして、そういうことも含めてこの制度移行というのはスムー

ズに全市町村が移行すべきものであるというふうに考える次第でございます。 

次に道路一般財源化の問題についてもご指摘がございましたけれども、昨日も県の方で

集会もあったわけでございますけれども、目先のそのガソリンの２５円みたいなものに捉

われることなく、やっぱり１０年２０年という体系を見ながら、わが町そして県・国も含

めまして道路づくりはこのわれわれ生活基盤のまた経済的な部分を含めた基盤づくりの根

幹であると、そういうことをもっと認識をして目先のことに捉われずこの制度化について

考えるべきであります。田舎ではだいたいわが町でもそうですけれども、一軒のお家で何

台も車を持っているのが実態であります。そうして考えますと都会の皆さんに比べますと

田舎の方がそれだけガソリンの負担も多いということで、当然そういう費用負担が税とい

う形に変わって地方へ還元されて、地方の道路基盤が整備されるというのは当然のことだ

というふうに私は思うわけであります。そうした２点の反対のご意見に対する批判を申し

上げ、続いて町長は今年度の２０年度一般会計予算について「協働と子育てで未来をはぐ

くむ健やか予算」ということで 41 億 7,500 万の計上を致したところでございます。高坂

町長２期目の芽を出し花を咲かせるという、そうした思いのメリハリのある予算だという

ふうに思いますし、私ども町議の方、議員の方で立場で考えますと、これで４年目を迎え

るわけでありまして、我同士の今期の仕上げの年というふうになるわけでありまして、私

ども有権者の皆さんからご支援をいただいて、町民の皆さんの生活や暮らしが安全で安定

したそういうふうになるように議場へ私ども送られて、議会の場でいろいろ政策提案申し

上げたり予算を審査したり決算を審査したりする中で、共々にまちづくりを推進しておる

そういう立場でございます。そういう意味でわれわれ議員にとっても大事な年なのかなぁ
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というふうに自覚をしておるところであります。実施計画の中での重点施策の３項目を中

心にして７課題につきましてメリハリの予算だというふうに思うわけでありますし、とり

わけ財政健全化ための６％以上の起債等の繰上償還も３カ年計画の中でできるわけであり

まして、こうした努力を引き続きお願いをしたいというふうに思います。何はともあれこ

の自主財源の確保ということがわが町にとって大事な課題だと思います。そういう意味の

中で政策でも注意立てていますけれども、特交賃住宅など若者定住、そうしていくつかの

子育て政策の支援策、また具体的に動きが出始めてきております企業誘致などを積極的に

取り組んでいただきまして、人口増、税収の確保を一層努力されることを期待を申し上げ

て賛成討論といたします。 

議  長    次に反対討論はありませんか。 

        討論はありませんか。他に。 

９番 

平沢議員    私も本予算案に賛成の立場で討論いたします。この一般会計というのは町の中枢的な財

政計画であります。よって私は部分的には判断してはいけない、総合的に判断しなければ

いけないという立場から、本当に本年の当町に置かれているこの厳しい財政事情は、事情

下にあっては住民の全てが満足するというような予算は編成することは、これは至難であ

ることは誰もが認識しておると思います。この財源が乏しいだけにですね、この行政サー

ビスの大幅な拡大はありませんが、この中期計画あるいは総合計画の中のふるさとづくり

計画と、それから集中改革プランに基づいてこの財政健全化計画を策定して効率的な財政

運営を進めていることは、これは本当に高く評価するところであります。特にですね、今

年度予算におきましては適正な公債負担を維持するためにこの公債の繰上償還と、それか

ら繰出金の適正な運用はこれは、未来の飯島町を見据えた自立し持続発展可能なまちづく

りのこれは礎を築く施策とともに、財政の健全化を図りつつ住民生活に真に必要な事業に

重点配分した予算であると思います。それで特にですねこの５項目の重点施策である協働

のまちづくり、それから子育て支援、若者定住、それから新規企業導入はこれは大きな目

的である人口増と町の活性化の促進にこれは大きな基盤を作るものであり、新しい基盤整

備と産業振興と安全安心なまちづくりは、活力と創造に満ちたこの町の将来の体系を確立

するものと認識しております。従ってこの自立のまちづくりの基本となる地域協働の更な

る推進に心掛けて、目に見える形の中で財政効果が現れることを願望いたしまして、私は

本予算に賛成するものであります。 

議  長    討論ありませんか。 

４番 

坂本議員    賛成の立場で討論いたしたいと思います。今期から始まる後期高齢者となる方の町民の

４６％が低所得者の軽減の枠の中にあります。施行にあたり丁寧な説明を望むものであり

ます。また制度を運営する中で問題が起きたときは役場の迅速な対応を望むものでありま

す。高坂町政２期目ということで子育て支援と教育、若者定住化、農地・水・環境保全に

重点を置いた政策に期待したいと思います。財政健全化ということで公債費の繰上償還は

今後の町の財政にプラスになる政策であります。また人事評価制度の今期からの試行とい

う中で、職員の数と町での多岐にわたる事務事業との関係も今後考えていかなければなら

ない問題だと思われます。循環バス運行においては他の町の取り組みを視察研究し、わが
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町の利用者と話し合い、更なる見直しを図るべきと思います。いくつかの問題を提起いた

しましたが今年度の予算に賛成いたしたいと思います。 

議  長    他に討論ありませんか。 

１１番 

松下議員    まあ個々については今それぞれの議員からお話のあったとおりでございますが、私はや

っぱりそのリーダーというものは如何にあるべきかということを、まあしっかり町長は認

識をして町政に当たっておられるとは思いますけれども、木を見て森を見ずと、そういう

ことのないようにやっぱり先を見据えた行政に今後任期一杯４年間の任期をまっとうする

ような、そういう形で行政をやっていっていただきたいと、最終的にはやっぱり住民の福

祉、安全安心だと思います。そこへどうやって就けるか、いろいろと施政方針でも述べら

れておりますけれども、やっぱり住民の声を聞く中でも、やっぱり住民の声が全て正しい

とは言えません。そういうことでリーダーというものはその声を聞く中で、どうやって判

断をし自分で政策実行していくかというのがリーダーの私は資質だと思います。その点を

踏まえる中で今年度２０年度を基に次に向かって政策実行していただきたいと、それを願

って私は賛成と致します。 

議  長    討論ありませんか。 

（なしの声） 

議  長    他に討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

第１５号議案平成２０年度飯島町一般会計予算を採決します。この採決は起立によって

行います。本案に対する委員長の報告は可決です。本案を委員長報告のとおり決定するこ

とに賛成の方はご起立ください。 

［賛成者起立］ 

議  長    ご着席下さい。起立多数です。従って第１５号議案は原案のとおり可決されました。 

 

議  長    次に、第１６号議案平成２０年度飯島町国民健康保険特別会計予算に対する討論を行い

ます。原案に反対討論はありませんか。 

        討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長    討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

第１６号議案平成２０年度飯島町国民健康保険特別会計予算を採決します。本案に対す

る委員長の報告は可決です。お諮りします。本案は委員長報告のとおり決定することに異

議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長    異議なしと認めます。従って第１６号議案は原案のとおり可決されました。 

 

議  長    次に第１７号議案平成２０年度飯島町後期高齢者医療特別会計予算に対する討論を行い

ます。先ず原案に反対討論はありませんか。 

５番 

三浦議員    私は反対の立場で討論をいたします。先に後期高齢者医療にかかわる条例について反対

討論をいたしましたが、そのとおり内容的には同じであります。条例に基づいた内容の会
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計でありますので反対をいたします。以上です。 

議  長    次に賛成討論はありませんか。 

９番 

平沢議員    私は賛成の立場で討論いたします。私も先ほど条例の関係で細かいことは申し上げまし

たので縷々申しませんが、とにかく高齢者の医療費を安定的に支えるための特別会計であ

りますから、この点を総合的に理解して私は賛成いたします。 

議  長    他に討論ありませんか。 

（なしの声） 

議  長    他に討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

第１７号議案平成２０年度飯島町後期高齢者医療特別会計予算を採決します。この採決

は起立によって行います。本案に対する委員長の報告は可決です。本案を委員長報告のと

おり決定することに賛成の方はご起立ください。 

［賛成者起立］ 

議  長    ご着席下さい。起立多数です。従って第１７号議案は原案のとおり可決されました。 

 

議  長    次に第１８号議案平成２０年度飯島町老人保健医療特別会計予算に対する討論を行いま

す。討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長    討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

第１８号議案平成２０年度飯島町老人保健医療特別会計予算を採決します。本案に対す

る委員長の報告は可決です。お諮りします。本案は委員長報告のとおり決定することに異

議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長    異議なしと認めます。従って第１８号議案は原案のとおり可決されました。 

 

議  長    次に第１９号議案平成２０年度飯島町介護保険特別会計予算に対する討論を行います。

討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長    討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

第１９号議案平成２０年度飯島町介護保険特別会計予算を採決します。本案に対する委

員長の報告は可決です。お諮りします。本案は委員長報告のとおり決定することに異議あ

りませんか。 

（異議なしの声） 

議  長    異議なしと認めます。従って第１９号議案は原案のとおり可決されました。 

 

議  長    次に第２０号議案平成２０年度飯島町公共下水道事業特別会計予算に対する討論を行い

ます。討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長    討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

第２０号議案平成２０年度飯島町公共下水道事業特別会計予算を採決します。本案に対
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する委員長の報告は可決です。お諮りします。本案は委員長報告のとおり決定することに

異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長    異議なしと認めます。従って第２０号議案は原案のとおり可決されました。 

 

議  長    次に第２１号議案平成２０年度飯島町農業集落排水事業特別会計予算に対する討論を行

います。討論ありませんか。 

（なしの声） 

議  長    討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

第２１号議案平成２０年度飯島町農業集落排水事業特別会計予算を採決します。本案に

対する委員長の報告は可決です。お諮りします。本案は委員長報告のとおり決定すること

に異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長    異議なしと認めます。従って第２１号議案は原案のとおり可決されました。 

 

議  長    次に第２２号議案平成２０年度飯島町水道事業会計予算に対する討論を行います。 

討論はありませんか。 

９番 

平沢議員    私はこの２２号議案に賛成の立場で討論を行います。水道会計はかつてはまあ本当に大

変な赤字に苦しんでおりました。それからかなりの一般会計からの繰入も行ってきたわけ

でございますが、一昨年のこの水道料金の引き上げとともに職員のたゆまない努力で懸案

改善されまして、昨年そして今年も 3,700,000 余の収益的収入があったということはこれ

は本当に高く評価するとともに、企業債もかなりありますがこの繰上償還もこれからの水

道事業に対する非常にあの素晴らしいことだと思っております。しかし今後も石綿管の布

設替え、あるいは今年取り組むこの緊急遮断弁の設置と合わせて、幾多にあります企業債、

２４件くらいあるその償還もまだまだ続きますので、健全運営に心掛けて進行していただ

くことを要望いたしまして本予算に賛成するものであります。 

議  長    他に討論ありませんか。 

（なしの声） 

議  長    他に討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

第２２号議案平成２０年度飯島町水道事業会計予算を採決します。本案に対する委員長

の報告は可決です。お諮りします。本案は委員長報告のとおり決定することに異議ありま

せんか。 

（異議なしの声） 

議  長    異議なしと認めます。従って第２２号議案は原案のとおり可決されました。 

 

議  長    日程第１３ 請願・陳情等の処理ついてを議題とします。去る３月５日の本会議におい

て、所管委員会へ審査を付託した陳情等について、お手元に配布のとおり総務産業委員長

から請願・陳情審査報告書が提出されております。 

        議事進行についてお諮りします。各陳情等の審議については、これから委員長より一括
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して委員会審査報告を求め、これに対する一括質疑の後、討論採決をしたいと思います。

異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長    異議なしと認めます。これから委員長報告を求めます。 

宮下総務産業委員長。 

総務産業 

委員長     それでは総務産業委員会の委員会審査報告を申し上げます。去る３月５日の本会議にお

いて本委員会に付託されました、２０陳情第２号「森林環境税の創設と森林・林業・木材

関連産業政策の充実を求める陳情」につきましては３月６日に委員会を開催し、内容を慎

重に審議した結果、お手元の報告書のとおり趣旨採択すべきものと決定しましたので報告

致します。 

なお審査の過程に出されました主な意見については、本陳情案件は森林環境税の創設を

謳っておりますけれども、この税の使途、方法等がまだ固まっていない段階だということ。

また長野県においては森林税を導入するなど森林・林業を取り巻く環境、現状はよく理解

できるということでございました。以上報告といたします。 

続いて２０陳情第４号「農業委員会必置規制の堅持に関する要請書」につきましては、

３月６日に委員会を開催いたしまして、説明員として関係所管課職員の出席を求め、内容

を慎重に審議した結果、お手元の報告書のとおり採択すべきものと決定しましたので報告

いたします。審査の過程に出されました主な内容につきましては、現在日本の食糧自給率

は下がっており、今後の農地の保全のためにも地方都市や地方の市町村には委員会は必要

である。また町の地域営農において委員会の役割は大きい。農業政策の推進のためにもど

うしても必要である。とそんな意見がございました。以上委員会審査報告を終わります。 

議  長    これから委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

（なしの声） 

議  長    質疑なしと認めます。質疑を終わります。総務産業委員長自席へお戻り下さい。 

    以上で請願・陳情等の処理にかかる委員長報告及びこれに対する質疑を終わります。こ

れから案件ごとに討論・採決を行います。 

初めに、２０陳情第２号「森林環境税の創設と森林・林業・木材関連産業政策の充実を

求める陳情」について討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長    討論なしと認めます。２０陳情第２号「森林環境税の創設と森林・林業・木材関連産業

政策の充実を求める陳情」について採決をします。この採決は起立によって行います。申

し上げます。採決順序は初め本陳情を採択することに賛成の方を問い、次に趣旨採択する

ことに賛成の方を問う順で行います。本陳情に対する委員長の報告は趣旨採択です。それ

では初めに本陳情を採択することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

議  長    起立ありません。 

        次に本陳情を趣旨採択することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

議  長    ご着席下さい。 
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        起立全員です。従って２０陳情第２号は趣旨採択することに決定しました。 

 

議  長    次に２０陳情第４号「農業委員会の必置規制の堅持に関する要請書」について討論を行

います。討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長    討論なしと認めます。これで討論を終わります。２０陳情第４号「農業委員会の必置規

制の堅持に関する要請書」について採決します。この採決は起立によって行います。本要

請に対する委員長の報告は採択です。本要請を委員長報告のとおり採決することに賛成の

方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

議  長    ご着席下さい。 

起立全員です。従って２０陳情第４号は採択することに決定しました。 

 

議  長    日程第１４ 議会閉会中の委員会継続審査についてを議題とします。会議規則第７２条

の規定により、お手元に配布のとおり総務産業委員会、社会文教委員会及び議会運営委員

会における所管事務調査のため、議会閉会中の継続審査の申し出があります。お諮りしま

す。申し出の事件について議会閉会中の継続審査とすることに異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長    異議なしと認めます。従って本件については各委員長から申し出のとおり決定しました。 

 

議  長    ここで休憩をとります。再開時刻を１０時２５分といたします。休憩。 

 

午前１０時 ８分休憩 

午前１０時２５分再開 

 

議  長    休憩を解き会議を再開します。 

ただいま平沢晃議員から議案１件が提出されました。お諮りします。本案を日程に追加

し、追加日程第１として議題にしたいと思います。異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長    異議なしと認めます。従って議案１件を日程に追加して議題とすることに決定しました。 

 

議  長    追加日程第１ 発議第１号「農業委員会の必置規制の堅持に関する意見書」の提出につ

いてを議題とします。事務局長に議案を朗読させます。 

事務局長    （議案朗読） 

議  長    本案に対する提出者の趣旨説明を求めます。 

         ９番 平沢晃 議員 

９番 

平沢議員    農業委員会の必置規制の堅持に関する要望に対しまして、意見書を提出について提案説

明を行います。わが国農業に目指す食糧自給率の向上と食糧の安定供給は、その生産基盤

である農地の確保と有効利用及び担い手の確保・育成なくして、その実現はあり得ないの
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であります。しかし農業農村の現場では昭和１ケタ世代のリタイアの本格化による担い手

不足や農産物価格の低迷、遊休農地の増加など深刻な問題が山積しております。このよう

な状況下にありながら地方分権改革推進委員会は平成１９年１１月１６日に地方分権改革

推進にあたって発表したこの中間的なとりまとめ、この中で農業委員会の必置規制を廃止

し地方自治体が地域の実情に応じて農業委員会の設置を任意に決定できるようにすべしと

機能を否定するもので、農業を産業基盤としているこの飯島町当町にとっては断じて容認

できるものではありません。既に農業委員会制度はこれは平成１６年の法律改正により地

域の実情に応じた組織運営並びに活動の重点化、そして効率化が図られるとともに、同改

正法案の可決に際して今後とも独立した行政委員会としての農業委員会の必置規制を堅持

することとの、これは衆参両院の農林水産委員会の附帯議決がなされております。こうし

た背景のもとに農業委員会は農地と担い手対策を中心に、地域の課題解決に向けて精力的

に展開するとともに、政府の食糧農業農村基本計画において遊休農地の発生防止解消と優

良農地の確保及び担い手の確保と、農地の利用集積などの経営確立の支援とともに、地域

の実態に応じた農業農村の活性化対策の実現というこの重要な使命を担っており、今後の

農地政策の見直しにおいても農業委員会の役割が制度的に位置付けられております。自ら

足で地域を歩き地域を守るこの農業委員の活動を基礎に、農業農業者の公的代表組織とし

て元気な地域農業の創造に向けて農業委員会の必置規制が堅持されるように強く要望いた

します。１つとして農地法などの法令事務の全国的統一性、公平性及び客観性を確保する

観点から農業委員会の必置規制は今後とも重要であり堅持すること。２つとして、遊休農

地の発生防止解消や認定農業者等の担い手への農地利用集積など、地域農業の振興や農政

の普及浸透に果たす農業委員会の役割と機能を踏まえた農業委員会の活動支援に必要な予

算を確保すること。以上の要望に合わせて意見書を上部関係機関へ進言したいと思います

ので、議員全員のご賛同をいただき、ご議決賜りますようにお願い申し上げまして提案説

明といたします。 

議  長    次に本案に賛成者の意見を求めます。 

         ４番 坂本紀子 議員 

４番 

坂本議員    では賛成者の立場で意見を申し上げます。近年の政府の政策は農業水産業よりも工業、

商業、情報サービス業等の政策が優先され、生産効率の悪い農林水産業はおざなりにされ

ているのが現実であります。工業立国を目指すあまり農業政策をなおざりにし、日本は先

進国の中でもとても低い食品の自給率３６％となってしまいました。昨近に起こりました

ような中国での餃子事件、中国産食品食材にかかわる残留農薬の問題等輸入食品に対する

安全安心の疑問がクローズアップされております。世論は自給率の向上を図るべきだとい

う意見が多くなってきていますが、農業生産者の後継者不足及び荒涼農地の健全化はすぐ

には回復できない問題です。その中にあって農業委員会の果たしてきた役割は大きなもの

がありました。農業生産地での優良農地が虫食い状態に土地開発され、宅地・工業用地に

なることに大きく歯止めをかけてきたことは事実であります。また農業生産物の価格安定

を図り、農業生産者の確保育成を図ってきております。農業委員会制度は平成１６年に法

改正され、地域の実情に合わせた組織運営になってきております。農林水産省は昨年の 11

月に出した農地政策の改正の中で農地の情報のデータベース化をし、全国どこからでもア
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クセスして農地情報を得られるというシステムを整備するとあります。企業が資金力にも

のを言わせ、農地を集約し、農産物の生産以外の目的に使う可能性は否定できません。そ

のためにも農地の権利移動の許可にかかわっている農業委員会は必要だと思うのです。今

後の日本の食品の自給率アップを図るためにも農業委員会必置は欠かせないものとなりま

す。ゆえに農業委員会の必置規制の堅持に関する要請に皆様の賛同を求めるものです。 

議  長    これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（なしの声） 

議  長    質疑なしと認めます。提出者は自席へお戻り下さい。 

        これから討論を行います。討論はありませんか。討論はありませんか。 

（なしの声） 

議  長    討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

        発議第１号「農業委員会の必置規制の堅持に関する意見書」の提出についてを採決しま

す。 

        お諮りします。本案は原案のとおり決定することに異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長    異議なしと認めます。従って発議第１号は原案のとおり可決されました。 

 

議  長    以上で本日の日程は全部終了しましたので会議を閉じます。 

ここで町長から議会閉会のご挨拶をいただきます。 

町  長    それでは３月議会定例会閉会にあたりまして一言お礼とご挨拶を申し上げます。去る３

月５日から１３日間の日程で開催をされました平成２０年３月飯島町議会定例会、議員各

位には本会議並びに予算審査特別委員会、常任委員会を通じて慎重審議を煩わし、連日に

亘るご苦労に対し心から感謝を申し上げる次第でございます。特に今定例会は私にとって

も２期目のスタートとなる、真に自立し持続可能なまちづくりを目指して、みんなで汗す

る協働と健全財政の上に立った将来の活力あるまちづくりを目指すための次代を担う子ど

も達の育成支援を推進することを重点に、協働と子育てで未来をはぐくむ健やか予算とし

て編成をいたしました平成２０年度各会計予算をはじめ、その関係条例、教育委員はじめ

各人事案件、新たな国の施策である後期高齢者医療制度に伴う関係条例など、提出をいた

しました２８議案全て提案どおり決定いただきましたこと、心から感謝を申し上げる次第

でございます。また一般質問では９人の議員から質問をいただきまして、町の発展に向け

た町政への取り組みなど、広範な行政課題に対して質問並びに提案もいただきました。こ

れら議会審議中にいただきましたそれぞれの貴重なご意見等を重く受け止め、多くの課題

に対して町長以下職員一丸となって、厳しい中にも活力あるまちづくりのために一歩一歩

着実に専心努力してまいる所存でございます。議員はじめ住民各位の一層のご理解とご協

力を切にお願いをする次第でございます。 

今年は例年になく遅くまで寒さと雪も多かったその冬もようやく終わり、にわかに温か

さも増して南の方からは桜の便りも聞かれるようになりました。春の本格的な農作業を前

にしての準備も始まりました。今年も凍霜害などなくて春の作業が順調に進むことを切に

願っております。 

さて毎年のこととはいえ、春は別れと出会いの季節でもございます。卒業・卒園、入
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学・入園、大人の社会では職場を初め様々な場での送られる人、送る人、迎えられる人、

それぞれの感慨と希望を抱きながら時が移ってまいります。そのそれぞれの新たな出発が

実り多きものであることを願い、改めて平成１９年度の町政運営にご協力いただきました

ことに心からの感謝を申し上げ、来たる平成２０年度が災害もなく未来に開かれた皆で創

る自然豊かなふれあいのまちづくりが進められるよう祈念しつつ、これに向かって職員と

共に精いっぱい頑張ってまいりたいと思います。 

最後になりましたが、大変ご多忙の中、今定例会にご出席をいただき審議をご傾聴くだ

さり、また一部答弁もいただきました皆様、特に会期中に任期満了となられました河野前

教育委員長さん、今村新教育委員長さん、林代表監査委員さん、鎌倉選挙管理委員会委員

長さんに心からお礼を申し上げます。ありがとうございました。終わりに議員各位には時

節柄健康にはくれぐれもご留意の上、町政発展のために一層のご活躍をご祈念を申し上げ

て、３月議会定例会閉会のご挨拶といたします。本当にありがとうございました。 

議  長    林代表監査委員様、今村教育委員長さんご出席ありがとうございました。 

以上をもって、平成２０年３月飯島町議会定例会を閉会いたします。 

 

午前１０時４２分 閉会 
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